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　　　はじめに




　ええ、初めまして。よんどころなくご挨あい拶さつをいたします。この本の著ちよ者しや、小太刀右京こだち・うきようと申します。ご縁えんがありましてこの本を手にとっていただき、まことにありがとうございます。

　もし、私の書きました他の本やソフトウェアをお読みいただいている方であれば、お久ひさしぶりです。あらためてこの本を手にとっていただいてありがとうございます。




　この本はＴＲＰＧ、『ダブルクロス The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』のリプレイとなります。

　まず最初に、これらの単語になじみのない方向けの解かい説せつをさせていただこうと思います。ご存ぞんじの方も、おさらい程てい度どに読んでいただければ幸いです。




　まず、ＴＲＰＧとは〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟の略りやくです。将しよう棋ぎやかるた、トランプや双すご六ろくなどのテーブルゲームの一種です。

　ＲＰＧ、という名前からニンテンドーＤＳやＰＳ３といったいわゆるコンピュータゲームを想そう像ぞうした方もいらっしゃるかもしれませんが、ＴＲＰＧはそういったテレビやコンピュータなどの電子的な機器を必要とはいたしません。筆記用具とダイス（いわゆるサイコロです）、それにルールブックと遊ぶ仲間さえあれば、ＴＲＰＧは誰だれでもプレイすることができます。

　このＴＲＰＧというゲームは、参加者が各自ひとりのキャラクターを作り、進行役であるＧＭ（ゲームマスター）の管理の下、その世界を冒ぼう険けんする遊びです。

　このゲーム最大の特とく徴ちようは会話によって進行することです。なにしろ、冒険を進めていくのはＧＭとプレイヤーの会話なのですから、刻こく一いつ刻こくとその場に応おうじた、遊び手だけのドラマが会話によって展てん開かいされ、キャラクターの行動が決定し、ストーリーが展開していくのです。




　リプレイとは、そのＴＲＰＧを遊んだ風景を読み物の形に書き起こしたものです。




　さて、『ＤＸ２』は本書とおなじ富士見書房様から刊かん行こうされているＴＲＰＧのルールブックです（巻かん末まつに、より詳くわしい解説がございます）。

　基き本ほんとなる舞台ステージは現げん代だいにごくごく近い近未来の日本。世界は私たちの知るそれと変わりなく見えるものの、その裏うらではオーヴァードと呼よばれる超ちよう常じようの力を使う者たちが暗あん躍やくしております。

　オーヴァードはレネゲイドと呼ばれる謎なぞのウィルスによって超常能のう力りよくを得てしまった人間たち。参加者は皆みなオーヴァードとなり、一いつ般ぱんの人々が知らない世界の裏側で戦いを繰くり広げることとなります。




　もちろん、『ＤＸ２』はゲームですから、守るべきルールがあります。細かいルールについてここでくどくど説明するのはよしますが、リプレイを読む上で最低限げん必要な概がい念ねんについてご説明いたしましょう。

　まず、行こう為い判はん定ていについてです。たとえば、ビルとビルの間を飛び越こえたり、ある物事について調べたり。あるいは空を飛ぶ悪漢に銃じゆう弾だんを命中させたり。こうした成功するかしないかわからない物事を、『ＤＸ２』では行為判定という手しゆ段だんで解決します。

　参加者が操あやつるキャラクターには、才能や環かん境きようの得意不得意をあらわす【能力値ち】と、後天的な訓くん練れんをあらわす【技ぎ能のう】というふたつの数値が定められております。

　参加者は能力値の数だけ、十面ダイスを用意します。十面ダイスはその名の通り、十の面を持つサイコロで、０～９の目が刻きざまれております。『ＤＸ２』では、十面ダイスの０は〝10〟と数えます。

　能力値の数だけ十面ダイスを転がし、その中でいちばん高い目を数えます。これに、【技能】レベルを足したものが、［達成値］と呼ばれます。［達成値］がＧＭの設せつ定ていした［目標値］以上なら判定は成功です。たとえば、椅い子すを飛び越えるなら目標値は３、冷れい蔵ぞう庫こなら８という具合です。

　殴なぐり合いやチェスの勝負のように、複ふく数すうの人間がその技ぎ術じゆつを競きそい合う場合は、お互たがいに達成値を出し合って、大きい者が成功することになります。

　誰かを鉄てつ砲ぽうで撃うつような場合は、撃つ側が〈射しや撃げき〉技能、避よける側が〈回かい避ひ〉技能というように、それぞれ別の技能で判定を行なう場合もあります。

　加えて『ＤＸ２』のキャラクターはその身に宿したレネゲイドの力によって、エフェクトという超常の力を使うことができます。たとえば背せ中なかから翼つばさを生やして空を飛んだり、超音波によって透とう明めいな敵てきを感じ取ったりすることができるのです。

　しかし、エフェクトは諸もろ刃はの刃やいば。一回のゲーム（これをセッションと呼びます）の終了時にエフェクトを使いすぎ、［自じ律りつ判定］と呼ばれる特とく殊しゆな判定に失敗してしまえば心と体をレネゲイドに食らいつくされ、〝ジャーム〟と呼ばれる人ならざる者となってしまうのです。




　それでは、最後に『ＤＸ２』リプレイに登場する特徴的な用語を少し解説しておきます。




ＧＭ：ゲームマスターの略。プレイの進行役を担にない、そのセッションのシナリオを用意する役目の参加者。ルールの裁さい定ていも行なう。

プレイヤー：ＧＭ以外の参加者のこと。各自ひとりのキャラクターを作り、それを操ることでゲームに参加する。

ＰＣ：プレイヤーキャラクターの略りやく。プレイヤーが作ったキャラクターのこと。さまざまな能力値や技能、エフェクトなどが設定されている。

ＮＰＣ：ノンプレイヤーキャラクターの略。ＰＣ以外のキャラクターのこと。

ダイス：サイコロのこと。『ＤＸ２』は十面体のダイスを複数使用する。

レネゲイド：謎のウィルス。これに侵しん蝕しよくされると、さまざまな超常能力を使用できるようになる。

オーヴァード：『ＤＸ２』において、レネゲイドに侵蝕されたキャラクターのこと。その情じよう報ほうは世界的に隠いん匿とくされている。

侵蝕率りつ：レネゲイドに侵蝕されている度合い。エフェクトを使う、シーンに登場するなどすると増ふえる。増えるとエフェクトのパワーが高まるが、自律判定が困こん難なんになる。

ＵＧＮ：世界の安あん寧ねいを守るため、秘ひ密みつ裏りにオーヴァードを保ほ護ごし、オーヴァード犯はん罪ざいと戦っている超国家機関。

ＦＨ：ファルスハーツ。謎なぞに包まれたオーヴァードのテロ組そ織しき。
















　　　PREPLAY




　二〇〇六年、冬。

　レネゲイドアクションＲＰＧ『ＤＸ２』の新リプレイ、『ダブルクロス・リプレイ・ストライク』の収しゆう録ろくに先立つ打ち合わせのために、秋葉原のとあるイタリアンレストランに五人の男たちが集まっていた。

　今回のリプレイの収録にあたり、筆者、小太刀右京こだち・うきようとデザイナーである矢野俊策やの・しゆんさく氏はある仕し掛かけを試みていた。これまで、様々なサプリメントで展てん開かいされてきたステージがクロスオーバー、つまり一堂に会するお祭り的なストーリーにしよう、というのである。

　こうして、それにふさわしい豪ごう華かな面子メンツが集められた。その中心になるのは、これまでも数々のリプレイで著ちよ者しやとして、プレイヤーとして活かつ躍やくしてきた田中天たなか・たかし氏。彼を物語の中心になるＰＣに据すえて、それを取り巻まく形で物語を展開させようという試みだ。




ＧＭ：それでは本日はお集まりいただいたわけですが、説明に際さいして……。

三田：天てんさーん、ピザ取ってくださーい。

天：お、ちょっと待って。タバスコかけてからでいい？

三輪：生ハムもう一いち枚まい食べていいですか？

矢野：どうぞどうぞ。

ＧＭ：（超ちようくつろいでいる……ッ）




　この企き画かくに際し、集まってくださったプレイヤーは四名。

　いずれ劣おとらぬ歴戦の猛も者さ、筆者にとってはありがたい先せん輩ぱいぞろいである。

　では、まず彼ら四名のプレイヤーを紹しよう介かいするところから始めよう。




▼矢野俊策（以下：矢野）

『ＤＸ２』の作者にして、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の若わかきＴＲＰＧデザイナー。さまざまなＴＲＰＧのデザインに携たずさわっているだけでなく、『ダブルクロス・オリジン』『ダブルクロス・アライブ』（いずれも富士見書房刊かん）など、ＴＲＰＧリプレイのライターとしても大人気を博している。

　筆者にとっては大変頼たよりになる偉い大だいな先輩である。通つう称しようは〝クレバー矢野〟。




▼田中天（以下：天てん）

　数々のリプレイに登場し、その怪かい演えんによって世界を笑いの渦うずに放ほうり込こんできた伝説のプレイヤー。ＴＲＰＧリプレイでもその才さい能のうはいかんなく発はつ揮きされ、『ＤＸ２』シリーズでは『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト』の著ちよ者しやとして、前ぜん人じん未み踏とうの地平を切り開いた。

　スキンヘッドと恰かつ幅ぷくのよい体たい格かくが、まるでありがたい仏ほとけ様さまのように見える。矢野さんの古くからの友人で、筆者にとってはやはり大変頼たのもしい先輩。




▼三田誠さんだ・まこと（以下：三田）

　神こう戸べ在ざい住じゆうの小説家。筆者が大おお阪さか在住時代所しよ属ぞくしていたＴＲＰＧサークルの先輩という奇き縁えん。三度の飯よりＴＲＰＧが好きなＴＲＰＧファン。代表作は『Scar Edge』（富士見書房刊）、『レンタルマギカ』（角川書店刊）など。今回のセッションでも収しゆう録ろくのためにわざわざ神戸からおいでいただいた。

　普ふ段だんは冷静かつクールな物語作成のプロだが、いざＴＲＰＧとなるとすべてを投げ打って自分と他人のやりたいプレイを完かん遂すいするゲームの鬼おに。




▼三輪清宗みわ・きよむね（以下：三輪）

　ＴＲＰＧデザイナー兼けんオカルト考こう証しよう家。筆者と共著で『異い界かい戦記カオスフレア』（新紀元社刊）でデビューした長年の相あい棒ぼうである。巨きよ体たいにインバネスマントをまとったその姿すがたはまさに怪かい人じんだが、内面もどちらかといえばその類たぐいに属ぞくする。

　宇う宙ちゆうやオカルト関係の考証に詳くわしく、即そく座ざにさまざまな知ち識しきを開かい陳ちんしてくれる優ゆう秀しゆうなブレーン。




　彼らは盛せい大だいにくつろいでいた。

　もちろん、そうであるほうが筆者としては気が楽であったのだが。




矢野：で、今回の趣しゆ旨しなんだが。小太刀くん、説明してくれ。

ＧＭ：はい。ええとですね、『ダブルクロス』リプレイが大人気ということで、おかげさまであたくしもリプレイを書かせていただけることになりました。で、今回はちょっと趣向がありまして。

三輪：ほうほう。趣向？

ＧＭ：はい。『ダブルクロス』もいろいろなステージが出てきたじゃないですか。で、今回はひとつお祭りというかイベントとしてですね。ステージを混まぜて遊んでみようと。

矢野：クロスオーバーというやつだね。

天：なに、混ぜるのか！（笑）するとナチスの超ちよう人じん兵士と陰おん陽みよう師じが一いつ緒しよに戦ったりするのか！

三田：それどころか天さん、覆ふく面めんヒーロー陰陽師とか作れますよ！

矢野：落ち着け（笑）。まだ具体的にどういうクロスオーバーをするのか説明されてない。

ＧＭ：今回の舞ぶ台たいは基本ステージです。『アライブ』や『オリジン』でも使われている近未来日本の世界ですよ。そこに住んでる主人公のところに、それぞれ別のステージからキャラクターたちがやってくる、という物語にしようと。

三田：む、すると一キャラクター一世界か。覆面ヒーロー陰陽師はあきらめよう（笑）。

ＧＭ：さすがに、好き勝手に世界を混ぜたんじゃ収しゆう拾しゆうがつきませんからね。今回は最初からプレイヤーを想定してハンドアウトを書いてきたんですよ。

三輪：なるほど。確たしかにそのほうが楽だな。

ＧＭ：まずはＰＣ①から。これは天さんで。

天：お、俺おれか。俺、ＰＣ①!?

三輪：ＰＣ①ですよ。主役です。

天：主役！　するとモテモテなのか！　何の努力もしないのに女の子が寄よってきたり！　さすが主人公！（一同爆ばく笑しよう）

矢野：おまえは主人公をなんだと思ってるんだよ！（笑）

天：いや、俺の中では主人公＝モテモテという図式が（笑）。

ＧＭ：モテモテになるかどうかは天さん次し第だいということで読み上げるっすよ（笑）。




▼ＰＣ①用ハンドアウト：田中天用ハンドアウト

ロイス：三み室むろ戸どもみじ　　　感かん情じよう　ポジティブ：好意／ネガティブ：隔かく意い

カヴァー／ワークス：高校生／指定なし　　　Ｄロイス：指定なし

ステージ：基本ステージ

　学校に通い、ファルスハーツと戦う、いつもの日にち常じよう、いつもの生活。

　四畳じよう半一間の安アパートで、管理人の一人ひとり娘むすめでクラスメートの三室戸もみじが持ってくる手料理にドキドキしたりするそんな甘あま酸ずっぱい青春の日々……。

　だがそれは、キミの頭を直ちよく撃げきした流れ星によって唐とう突とつに終わりを告げた。

　その日から海を越こえて、時を越えて、キミの平和な暮くらしに次々と闖ちん入にゆう者が押おし寄せてきたのだ！




天：お、高校生でファルスハーツと戦ってるってことは基本ステージのキャラクターか。

ＧＭ：そうですね。ＵＧＮのイリーガルか、ＵＧＮチルドレンを想定してます。

三田：闖入者っていうのは要するに他のＰＣ？

ＧＭ：ＮＰＣもいますが、基本的にはＰＣですね。

天：闖入者は是ぜ非ひ美少女がいいなあ。

三田：確かに現代に住む主人公が男の子、そこにやってくる来訪者が女の子という構図はわかりやすい対比ですね。

天：でしょ！　でしょ!?

三田：それじゃあ天さん以外は女性キャラにします？

三輪：私は構いませんよ。元々普段から女性キャラですし。

矢野：俺も特に性別にこだわりはないな。ＧＭは大だい丈じよう夫ぶ？

ＧＭ：あ、はい。ＰＣ①は男性を想定してますけど、他のＰＣは男女どちらでも大丈夫です。

天：やった！　マジで!?　ＰＣ①になってよかった！　それでこのもみじって子とはどんな関係なの？　ぶっちゃけ俺に惚ほれてる？（一同爆笑）

ＧＭ：どっちかというと、ケンカ友達みたいのを想定してます。毎日、「こら、起きろー！」とか言って起こしに来てくれて、わいわい言いながら学校に行くような。

天：なるほど。つまり今からセッションを通してオレに惚れて最後は添そい遂とげるわけだな！

ＧＭ：ゲェーッ!?　そ、そこまで来てしまうのか!?

矢野：天（笑）。

天：なんだろう。

矢野：ＧＭが困こまってる（笑）。頭に当たった謎なぞの流れ星のこととか聞いたほうがいいんじゃないか？

天：ああそうか。（ハンドアウトを読み直して）ええと、この流れ星が俺に惚れる？

ＧＭ：惚れないですよ！（笑）流れ星の激げき突とつをきっかけに、日常に変化が起こる、具体的には他のＰＣがやってきて世界が一変する、というのが話の大おお筋すじです。

天：なるほど！　つまり流れ星が俺に惚れるんだな！（一同爆笑）

矢野：小太刀くん！　俺が俺が天を押おさえている！　話を先に進めるんだ！（笑）

ＧＭ：じゃ、じゃあ次はＰＣ②（笑）。三輪さん。




▼ＰＣ②用ハンドアウト：三輪清宗用ハンドアウト

ロイス：イーター・カルキ　　　感情　ポジティブ：好こう奇き心しん／ネガティブ：敵てき愾がい心しん

カヴァー／ワークス：ロボット市民／指定なし　　　Ｄロイス：指定なし

ステージ：ＴＦＴ

　アルバトロス・コロニーのＵＧＮ支し部ぶで行われていた人類の天てん敵てき〝イーター〟の解かい析せき実験。

　だがそれは失敗に終わり、対象のイーター・カルキはコロニーのエネルギーを使って過か去この世界へと跳ちよう躍やくした。

　ヤツの目的は、二十一世紀の少年、「ＰＣ①」の抹まつ殺さつ。

　それを阻そ止しするため、キミは試作のロボット市民専せん用ようタイムマシン〝フィーゼラー１アイン〟で単身過去へと飛んだ。




三輪：おお、ＴＦＴのキャラか。




　ＴＦＴ（Two Faces of Tomorrow）はサプリメント『アウトランド』で追加されたステージ。近未来のスペースコロニー〝アルバトロス〟に出しゆつ没ぼつする謎の敵てき〝イーター〟に立ち向かうＵＧＮの活躍を描えがくステージである。

　ロボット市民はこのステージに登場する新しい要よう素そで、この時代に開発された人間同様の自じ我がや知ち性せいを持つロボットをあらわす。




天：ロボット市民！　つまり美少女アンドロイド！　素す晴ばらしい！　素晴らしい！　クロスオーバー万ばん歳ざい！

矢野：まだ美少女と決まったわけじゃないだろ！（笑）

三輪：過去の世界っていうのは、ＰＣ①がいる基本ステージでいいのかな？

ＧＭ：そういうことです。

三輪：じゃあ、このカルキというイーターがＰＣ①……天さんのところにあらわれるから私が守る、という流れですね。ふむふむ。

ＧＭ：はい、そういうイメージです。開発中のタイムマシンが無生物を過去に送ることしか出来ないので、ロボットを送り込こむというわけです。

三田：三輪さんはＳＦ知ち識しきが豊ほう富ふだからいいんじゃないかな。

三輪：ふむふむ。確たしかに宇う宙ちゆうもののＳＦは好きなので私にちょうどよさそうだ。

天：で、さっき三田さんも言ってたけど、美少女だよね!?　ふごーふごー。

三輪：それなんですが、未来ものと絡からめて、さっき天さんのハンドアウトに出てきた三室戸もみじさんと顔がそっくりの美少女アンドロイド、というのを考えました。いいですか？

ＧＭ：なるほど。もしかしたら彼女をモデルにしたのかもしれない、という演えん出しゆつですね。構かまいませんよ。ではつづいて矢野さんのＰＣ③。




▼ＰＣ③用ハンドアウト：矢野俊策用ハンドアウト

ロイス：エルキュール・ド・サンドリヨン　　感かん情じよう　ポジティブ：尊そん敬けい／ネガティブ：脅きよう威い

カヴァー／ワークス：傭よう兵へい／指定なし　　　Ｄロイス：指定なし

ステージ：陽炎かげろうの戦場

　キミは内ない乱らん続く東とう欧おうの小国、クロドヴァ公国の傭兵だ。

　そんなある日、キミはクライアントであるエミール公子の呼よび出しを受けた。

　反乱軍に資し金きん援えん助じよをしている死の商人、ルカーン財ざい団だんの若わかきエリート、エルキュールが配下の傭兵を率ひきいて日本へ飛んだのだ。

　ヤツの狙ねらいはクロドヴァの誇ほこる天才科学者ソフィア博士、そして彼女の研究対象である少年、ＰＣ①だという。

　財団の野望を阻止するため、キミは日本へと飛んだ。




矢野：お、陽炎の戦場だ。すると傭兵か。

三田：外国企き業ぎようの支し援えんを受けた反乱軍と、オーヴァード傭兵を雇やとった正せい規き軍が戦ってる世界だよね。




　クロドヴァ公国はサプリメント『アウトランド』で追加された〝陽炎の戦場〟ステージの舞ぶ台たいである。

　基き本ほんステージと同じ時間軸じくだが、日本からはるか地球の表ひよう裏りをへだてた東欧の小国クロドヴァを舞台に、資し源げん独どく占せんを狙う死の商人〝ルカーン財団〟のバックアップを受けた反乱軍と、オーヴァード傭兵〝デザートミラージュ〟を雇い入れた正規軍とが戦っている。




矢野：要するに俺のキャラはデザートミラージュの傭兵で、ルカーン財団と戦っていればいいわけだね。で、財団がソフィア博士というのを狙ってるから守る、と。

三田：ソフィア博士ってどんなキャラクター？

ＧＭ：クロドヴァ公国が誇ほこる天才科学者です。いわゆるマッドサイエンティストタイプで、研究のためなら手しゆ段だんを選ばない人。十七歳の美少女です。

天：その子の研究対象が俺か！　すげー！

矢野：ソフィア博士もオーヴァードなの？

ＧＭ：ノイマンシンドロームのオーヴァードです。オーヴァードなんで表だった研究はしてませんが、クロドヴァのためにいろんな活動をしている人ということで。

矢野：エルキュールっていうのはどんな奴やつ？

ＧＭ：ルカーン財団の幹かん部ぶのひとりですね。金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美形で、金と指し揮き能のう力りよくに物を言わせるタイプの司令官です。ＰＣ③とは何度か衝しよう突とつしたことがあるということで。

矢野：なるほどね。そいつがソフィア博士を狙ってくるから、それを撃げき退たいすればいいんだな。

ＧＭ：では、最後にお待ちかね、ＰＣ④、三田さんのハンドアウトを。

三田：やったー！




▼ＰＣ④用ハンドアウト：三田誠用ハンドアウト

ロイス：ソフィア博士　　　感情　ポジティブ：友情／ネガティブ：隔かく意い

カヴァー／ワークス：指定なし／指定なし　　　Ｄロイス：指定なし

ステージ：カオスガーデン

　動物オーヴァードの楽園〝カオスガーデン〟。

　ソフィア・ウィルキンス博士はカオスガーデンの動物たちと親交を持つ数少ない人間だ。

　ある時彼女はＰＣ①という少年が人類存そん亡ぼうの鍵かぎを握にぎる特とく異い点である、と発表し、そして一いつ笑しように付された。

　だがキミだけは知っている。彼女の言うことは正しいのだ。人間にはわからない。ソフィアを助けて、ＰＣ①とやらを守らねば！




一同：ど、動物!?（笑）

ＧＭ：はい。知ち性せい化された動物の島、カオスガーデンのキャラクターですよ。




　カオスガーデンはやはり『ロストエデン』で追加されたステージ。レネゲイドウィルスの力で知性化され、人間のいない秘ひ密みつの島で生活を続ける動物オーヴァードの世界である。




天：するとハムスターとかしゃべる馬とか！

三輪：ネズミとか白いライオンとか！

ＧＭ：そうそう。

三田：なるほど！　まあ、ちょっと予想はしてなかったが、エフェクトで美少女形けい態たいになれるようにすれば天さんも満足だろう。

天：満足満足。朕ちんは超ちよう満足じゃ。

三田：大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。すべて俺にまかせておいてくれ。このソフィア博士は、矢野くんのハンドアウトに出てきたのと同じだね？

ＧＭ：そうです。カオスガーデンも学がく術じゆつネットを通して、電子世界的には人間社会と交流があるので。そのあたりで知り合ったのだ、としてもらえると助かりますね。

三田：（ニヤリ、とろくでもない笑えみを浮うかべて）よしよし。それならやりたいアイデアにぴったりだ。

ＧＭ：？

天：しかし不ふ穏おんなことが書いてあるな。俺が世界の存そん亡ぼうを握にぎる特とく異い点とかなんとか。

三輪：特異点というのは、物事の発生確かく率りつが変化する特とく殊しゆな空間のことです。

ＧＭ：宿命が歪ゆがんでいるとか、運命の中心とかそう思ってもらえればよいかと。

天：運命の中心！　そういうのを待っていた！　素す晴ばらしい小太刀くん、君は英えい雄ゆうだ！

ＧＭ：は、ありがとうございます。基き本ほん的に今回のシナリオでは、ＰＣ①が運命の中心なのだ、という認にん識しきでＯＫですよ。

三田：絡んでいく理由はこっちがある程てい度ど好きにやっていいかい？

ＧＭ：はい。そこは三田さんの作家としての力量に期待しております。

三田：うむ。俺おれもそのほうがやりやすい。




　こうして。

　プレイヤーたちにはハンドアウトが配はい布ふされ、ひとまずその日は散会となった。

　なんといっても、ステージを複ふく数すう組み合わせたセッションは難易度が高く、そのセッティングにはそれなりの注意が必要となる。

　全員が話し合って決めたレギュレーションは、大まかには以下の通り。




・基本的な作成ルールは、それぞれのステージに準じゆんじる。指定されたステージ以外の装そう備びやエフェクトは取得できない。

・初期ロイスのうちひとつまでをＤロイスにしてもよい。

・手持ちの経けい験けん点は10点まで使ってもよい。




ＧＭ：では、セッションまで一いつ旦たん解かい散さんー。

一同：はーい！






サプリメント　基本ルールの内容を補完するソースブック。現在、『ブレイクアップ』（ゲーム・フィールド刊）『アルターライン』（ゲーム・フィールド刊）『コントラストサイド』（ゲーム・フィールド刊）『アウトランド』（富士見書房刊）が発売中。詳しくは巻末参照。

ステージ　背景世界のこと。基本となる近未来の日本の他に、宇宙時代や第二次大戦前夜など、さまざまなステージが用意されている。詳しくは巻末のステージ紹介を参照。

ナチスの超人兵士　ステージ〝ウィアードエイジ〟に登場するナチスドイツの超人。

陰陽師　ステージ〝平安京物怪録〟に登場するレネゲイドの力を陰陽道として操る人々。

覆面ヒーロー　ステージ〝マスクドヒーローズ〟では、オーヴァードは正体を隠すために覆面やコスチュームを身につけている。

ファルスハーツ　レネゲイドの力を悪用するテロ・犯罪組織。その正体は杳として知れない。基本ステージにおけるもっともベーシックな敵役。ＦＨと略されることが多い。

ＵＧＮ　ユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワーク。レネゲイドウィルスの存在を市井の人々から隠蔽し、その脅威からその生活を守る秘密組織。

イリーガル　ＵＧＮに雇われている外部の秘密工作員。傭兵やスパイ、探偵。

チルドレン　ＵＧＮに育てられた子供。

ノイマン　天才的な頭脳を発揮し、知識や学術の分野はもちろん、戦闘にさえ天才になるシンドローム。

ロイス　ＰＣが心にかけている絆。大切な人。自律判定に使用するため、これが失われると、ジャームになりやすくなる。

Ｄロイス　ディスクリプト・ロイス。「巨大財閥を支配している」「特殊な武器を持っている」などの設定を得るロイス。ただし自律判定には使えない。
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　そして数日の時が過すぎ、ふたたびＧＭと４人のプレイヤーたちはＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．事じ務む所しよに集結した。




ＧＭ：おはようございまーす！

一同：おはようございまーす。

ＧＭ：キャラクター作成は大だい丈じよう夫ぶですか？




　一同、不安になるくらい力強く首を縦たてに振ふる。




ＧＭ：では、キャラクター紹しよう介かいをひとつお願いします。




▼ＰＣ①：国見以蔵くにみ・いぞう　～田中天

天：さてと、名前は決まった。国見以蔵。高校生ながらベテランのＵＧＮエージェント。シンドロームはハヌマーン／モルフェウス。学ランをなびかせたバリバリの少年キャラだぜ。

ＧＭ：お、かっこいいですね。

天：基本的にキャンペーン二、三本終わらせてるくらいのつもりで。

矢野：でも経験点は10点（笑）。

天：最初は《リザレクト》と《ワーディング》しかなかったんだよ！（一同爆ばく笑しよう）

三田：それオーヴァードなのか!?（笑）

天：もう初めてのときは、「オレは不死身の超ちよう人じんになった！」とか大喜びしてたわけですよ。で、第二話くらいで初めてオーヴァードが出てきて（一同爆笑）。

矢野：じ、地味なキャンペーンだな……（笑）。

天：それまでは《ワーディング》で一いつ般ぱん人の悪あく党とうを倒たおして超いい気になってたんだよ。それがオーヴァードが出しゆつ現げんして、「バ、バカな、この俺のワーディングが通じないだと!?」と大ピンチに。必死に金属バットで相手を殴なぐり倒してなんとか勝利した。

三輪：新しい能のう力りよくが目覚めるとかじゃないんですか！（笑）

天：それはもっと後（笑）。なんつーの？　温室育ちで最初からエフェクトが８レベル分取れたような連中とは俺は違ちがうぜ！　だから俺に惚ほれろ！（一同爆笑）

ＧＭ：まあ、ルール的にはそんなキャラは作れないので、あくまで歴戦のオーヴァードなのだ、と認にん識しきすることにします（笑）。

天：性せい格かくは女好きで妄もう想そうが激はげしい（笑）。なんか毎日「空から女の子が降ふってきてウハウハのハーレムにならないかなー」とか言ってる（一同爆笑）。

ＧＭ：それは普ふ段だんからそうなんですか？

天：もちろん普段から。ハンドアウトに出てくるもみじとかには、毎日「愛してるぜー！」とか言ってるんだけど、もう冗じよう談だんとして取り合ってもらえない。基き本ほん的にロイスを結ぶのは女の子だけで、可愛かわいければ年ねん齢れいも種族も気にせずに口説く。

三田：（笑いながら）家族はいるんですか？

天：家族は信州で農家をやってる。大きな家で、おじいちゃんとおばあちゃんと、父さんと母さん、弟、それに犬が一いつ匹ぴき。

矢野：ふ、普通だ……（笑）。

天：弟は俺と違って大変できたヤツで、俺が持っているとムダ遣づかいをするからとＵＧＮからの収しゆう入にゆうのほとんどを管理している。

矢野：いい弟だ！　それはいい弟だ！（笑）

天：だから給料はそれなりにいいはずなんだけど貧びん乏ぼう。生活費はバイトでひねり出してる。家族には、進学のために東京で一人暮ぐらしする、って説明してることにしよう。

矢野：それで四畳じよう半一間のアパートに住んでるんだな。

ＧＭ：なるほど。じゃあそんなある意味で安定した毎日が、流星の衝しよう突とつで終わりを告げるわけですが。

天：そう、そういう非ひ日にち常じよう的な何かを俺は求めていた！　常つねに！　繰くり返しの日常はいらない！　もう平へい凡ぼんなファルスハーツとのバトルはたくさんだ！




　どこが平凡だというのか。




天：だからクラブとかには入らないで、放課後はたいていバイト。外見は中肉中ちゆう背ぜいで、取り立てて美形じゃないけど、ＰＣ①にふさわしい程てい度どの容よう姿し（笑）。

三輪：わかるようなわからないような（笑）。

ＧＭ：まあ、なんとなくニュアンスはわかります（笑）。

天：コードネームは〝ブラストハンド〟。相手の周囲の空気を見えない爆ばく弾だんに変えて吹ふき飛とばす。機き雷らいみたいにして、遠くに飛ばすこともできるよ。

三田：こうやって聞くと、まるで天さんがＰＣ①みたいですね。

天：ＰＣ①なんだよ！　信じてくれよ！（笑）




▼ＰＣ②：マーヤ・エンテュメーシス　～三輪清宗

ＧＭ：じゃあ、続けて三輪さん。お願いします。

三輪：はい。私の名はマーヤ。マーヤ・エンテュメーシスです。

天：長いな（笑）。

三輪：正せい確かくにはマーヤ・エンテュメーシスMAYEA-F6401U光物ぶつ質しつ変へん換かん型レプリケーター。

ＧＭ：えーっと……光物質変換型レプリケーターっていうのは何？

三輪：簡かん単たんに言うと、エネルギーを直ちよく接せつ物質に変換する装そう置ち。一見何もないところからどんな道具でも作り出せる。

天：そ、そりゃすげえ！

三輪：と、言ってますが実はモルフェウス能のう力りよくです（一同爆笑）。

矢野：なんだ、エフェクトか（笑）。それじゃあくまでマーヤ個こ人じんに依い存ぞんしたレネゲイド能力だから、量産とかは無理だね。

三輪：はい、成功したのはマーヤ一機だけです（笑）。バロールでもあるので、逆ぎやくに物質をエネルギー、つまり光に還かん元げんすることもできます。

三田：外見は女じよ性せい型アンドロイドなの？

三輪：そうですね。前にも言いましたが、三室戸もみじにうり二つ。違うところは耳のところにアンテナがついてて、ちょっと髪かみの毛が長いこと。首から下は、なめらかな金きん属ぞくパーツで構こう成せいされた女性型のアンドロイドですよ。

天：いい、いいぞ！　秘ひ密みつが秘ひめられた美少女アンドロイド。よいぞよいぞー。

ＧＭ：しかし、すごい能力だなあ。対イーター用に作られた、でいいのかな？

三輪：あ、いえ。元々は火星やタイタンのテラフォーミング用なんですよ。この能力があれば単体でどんな過か酷こくな環かん境きようでも改変できるから。

天：壮そう大だいだ！　家や賃ちんとか四畳半とか言ってる俺とはえらい違いだ（笑）。

三輪：で、こういう能力を持ってるなら、過か去この世界でもイーターと戦えるだろう、と。

ＧＭ：なるほどなるほど。感かん情じようとかはあるんですか。

三輪：ええと、普段は無感情に淡たん々たんと任にん務むを処しよ理りする感じなんですが、現げん在ざいに来たときに、きっかけがあってドジっ子になるというのを考えてます（笑）。

三田：ドジっ子か！

三輪：はい。そうなってからは、口数少なくボケたことを言う感じで。かいがいしく特とく異い点である以蔵さまのお世話やガードをします。基本はこの時代における特異点である以蔵さまが一番大事、ということで。

天：素す晴ばらしい！




▼ＰＣ③：シャル　～矢野俊策

ＧＭ：では矢野さんお願いします。

矢野：うん。名前はシャル。姓せいはない。過去と一いつ緒しよに捨すてた。〝機甲槍士ヴアリアブル・ランサー〟と呼よばれる女傭よう兵へい。

天：女傭兵！　いいねいいね！

矢野：で、せっかくだからソフィア博士のボディガードを兼けん任にんしようと思うんだ。彼女もクロドヴァから日本へ行くわけだろ？　以蔵を追って。

ＧＭ：そうですね。それで問題ないっすよ。

矢野：うん、それなら女のほうが都合がいいだろうと思って。経けい験けん表で〝大たい恩おん〟が出たんで、昔祖そ国こくを捨すててクロドヴァに流れ着いた時に、ソフィア博士に拾われて、デザートミラージュに紹しよう介かいしてもらったことにしようと。

ＧＭ：おお、それはいいですね。

矢野：ゲームが始まってからソフィア博士にはロイスを取ることにするけどね。すらっと背せが高い男だん性せい的な美女で。腰こしまである長い髪かみを束ねてる。

天：よい！　よいぞ！　朕ちんは満足じゃ！（一同爆ばく笑しよう）

矢野：お前をよろこばせるためじゃない！　誤ご解かいするな！（笑）

ＧＭ：能力的にはどんな感じですか？

矢野：デザートミラージュの隊員はファルスハーツ専せん用よう装そう備びが取れるので、イノセントブレードを取ったよ。本来は剣けんなんだけど、こいつのは長い棒ぼうみたいな形で。武ぶ器きにレネゲイドの力を注そそぎ込こむと、自由自じ在ざいに形が変わる。

三田：なるほど。文字通り武器の形が自在に変わるヴアリアブルんだね。それでヴァリアブル・ランサーか。

矢野：ルール的には、《インフィニティ・ウェポン》から《マルチウェポン》を使ってるだけなんだけど（笑）。演出的に長い棒を、槍やりにしたり剣にしたりする。シンドロームはノイマン／モルフェウス。

三輪：おお、格かつ好こいい！

矢野：性せい格かくは、三輪さんがボケみたいだからツッコミで（笑）。とにかくソフィア博士が大事で、彼女に近づく奴やつを無言で斬きる（笑）。

天：き、斬るのか!?（笑）

矢野：もうスパーンと（笑）。お嬢じようさま……あ、お嬢さまと呼よんでることにしよう。「ソフィアお嬢さまに近づくな！」って感じで。他のことには任務第一のクールな性格。口調も男性的というか、軍人口調。

ＧＭ：了りよう解かいです。では三田さん、お願いします。




▼ＰＣ④：モルガン・ル・フェイ　～三田誠

三田：さて、わらわの名はモルガン・ル・フェイ。

ＧＭ：そ、それはアーサー王説話に出てくる魔ま女じよの名前じゃないんですか!?（一同爆笑）

三輪：正せい確かくにはちょっと違ちがうけどね。女神というほうが近い。

天：どっちにせよ、犬でもネズミでも白いライオンでもないのか！（笑）

三田：そう。かつてアーサー王を導みちびきし湖の貴き婦ふ人じん。それがこのモルガン。

一同：ゲェーッ!?（笑）

三田：その姿すがたはあらゆる動物を合わせた姿、獣けものの王なるドラゴン!!

ＧＭ：ど、ドラゴン!?　カオスガーデンでドラゴン!?

三田：なんだよう！　ちゃんと伝説の幻げん獣じゆう型の動物も住んでるって『アウトランド』に書いてあるよ！　ハンドアウト通りだよ！　ちょっと人類の歴史とともに生きてるだけだよ！




　どこがちょっとなんだ。




三田：今はカオスガーデンに移い住じゆうして、そこの女王として君くん臨りんしてる。少なくとも今日のセッションでは俺おれはそう信じている。

ＧＭ：実じつ際さいにカオスガーデンの動物たちすべてがモルガンに従したがっているかどうかはともかく、臣民はいるし権けん力りよくはある、という設せつ定ていですね。それは構かまわないですよ。

三田：それでいいよ。シンドロームはエグザイル／キュマイラ。カヴァーはドラゴンなんで、《完全獣化》すると小型のドラゴンから大型のドラゴンへ二段だん変形する。

天：な、なにー!?　美少女はどこへ行ったんだ!?（笑）

三田：あ、《擬ぎ態たいの仮か面めん》で人間型も取れるから大丈夫ですよ。そこは任まかせてください。人間型は美少女です。

天：ならいいんだ（笑）。

三田：で、ソフィア博士とはネットＲＰＧのプレイ仲間。カオスガーデンからアクセスしてるうちに仲良くなって、彼女のオーヴァードとしての悩なやみを聞いたりしてる。

矢野：ネットＲＰＧをやるドラゴン……（笑）。

天：こ、こんなオモシロ生物が何をしに俺のアパートに来るんだ!?（笑）

三田：うん。天さんのキャラはもしかして約束の王かもしれん。モルガンはずっと、かつての王であるアーサー王の転生、〝約束の王〟を探さがしているのだ。

天：俺が、アーサー、おう？（さすがにびっくりした顔で）

三田：なにせ特とく異い点じゃからな。まあ、二千年近くめぼしい人間を見つけると同じようなことばっかり言ってるんだけど（笑）。

ＧＭ：誰だれでもいいんじゃないですか、それ（笑）。

三田：いやほら、ドラゴンには寿じゆ命みようがないからさ。とりあえず言ってみて、当たりならラッキー、くらいで。

三輪：二千年でダメなら三千年、という感じですね。

三田：そんな感じ。

ＧＭ：き、気の長い話だ……。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：ではＰＣ間ロイスをとりましょう。以蔵[image: ]マーヤ[image: ]シャル[image: ]モルガン[image: ]以蔵、という順番で。

天（以下以蔵）：じゃあ俺がマーヤか。基本は純じゆん愛あい、とにかく純愛。俺はロイスのポジティブ感かん情じようは純愛しか取らない男。

一同：早ッ。

矢野（以下シャル）：お前、ロイスは全部純愛で取るつもりかひょっとして？（笑）

天：うん。当然女の子としかロイス結ばない。ネガティブは……劣れつ情じよう？（笑）

シャル：そんな感情はない！（笑）

以蔵：じゃあ不安かな。うおー、どうにかなってしまいそうだ──っっ！（笑）ついでにもみじも純愛に書き換かえておこう。

ＧＭ：は、それは構いません。

三輪（以下マーヤ）：では、私がシャルさんですね。実じつ際さいに出会うのはゲームが始まってからですよね。

ＧＭ：そうなるね。

マーヤ：じゃあポジティブは信しん頼らい、ネガティブは脅きよう威い。ほら、もしかしたらこの人はソフィア博士を守るために以蔵を殺してしまうかもしれない（笑）。

シャル：あー、わりと引き金は軽い（笑）。お嬢じようさまに近づくなら容よう赦しやはしないよ（笑）。

マーヤ：ではそれで。

シャル：で、私か。……ドラゴン？　ドラゴンにロイス取るのか。どうしよう。

三田（以下モルガン）：うむ、問題はない。おぬし、ソフィアの護ご衛えいじゃろ？

シャル：そうです。

モルガン：ならば一いつ緒しよにゲームをしよう！　今ちょうどうちのパーティにはファイターが足りんのじゃ！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：な、なんて俗ぞくなドラゴン……（笑）。

シャル：なるほど、そういうキャラか。じゃあポジティブは好意。面おも白しろそうだと思ってる。ネガティブは疎そ外がい感かん。文字通り人間じゃないんでそこはわかりあえない。

モルガン：で、わらわじゃな。わらわはアーサー王……じゃない、以蔵に。ポジティブは遺い志し。アーサーの遺志を受け継つぐ男かもしれんからな。だから以蔵を守るのじゃ。ネガティブは不安。とはいえ、これでいいのか、と思わないでもない（笑）。

以蔵：大だい丈じよう夫ぶだよ！　俺の胸むねに飛とび込こんでくるんだ！（笑）

モルガン：それが不安なんじゃ！（笑）






ハヌマーン　超高速で移動したり、超音波を操ることができるシンドローム。

モルフェウス　物体を変化させたり、何もないところから物体を生み出すことができるシンドローム。

《リザレクト》　死から復活するエフェクト。あらゆるオーヴァードが使うことができる。

《ワーディング》　非オーヴァードの侵入をはばむフィールドを展開するエフェクト。やはりあらゆるオーヴァードが使うことができる。

バロール　重力を操り、ブラックホールを生み出したり時間そのものを止めたりするシンドローム。

イノセントブレード　本来はファルスハーツ隊員だけが取得できる特殊な剣。レネゲイドの力が秘められている。

《インフィニティ・ウェポン》　白兵戦用の武器を生み出すエフェクト。

《マルチウェポン》　複数の武器を同時に操って、ダメージを上げるエフェクト。

エグザイル　体を柔軟にしたり分裂させたり融合したりと、肉体を自在に変化させるシンドローム。

キュマイラ　肉体を戦闘に適した形態に変化させるシンドローム。

《完全獣化》　戦闘に特化した形態に変形するエフェクト。

《擬態の仮面》　望んだ姿になりすますことができるエフェクト。
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　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆戸を叩たたく運命


Scene Player ─── 以蔵






　冬。

　朝の訪おとずれを告げる小鳥の群むれが、物もの干ほし台の上で合唱を始めている。

　四畳じよう半一間の木もく造ぞうアパートで、国見以蔵はぼんやりと天てん井じようを見上げていた。

　敷しきっぱなしの万まん年ねん床どこはせんべいのように平べったい。

　昨日の夜、ファルスハーツと戦ったときから着っぱなしのＴシャツとトランクスという格かつ好こうがあまりにも寒くて、以蔵は蹴け飛とばした布ふ団とんを抱だき寄よせた。




ＧＭ：というわけで、以蔵の日にち常じようのシーンですよ。朝起きるシーンとしましょうか。

以蔵：（唐とう突とつに）あー、どっかから女の子でも降ふってこねぇかなー。とか言いながら、何をするでもなくじーっとしてる。……女に惚ほれるだけで金くれる国とかねーかなー（一同爆笑）。

シャル：こいつ……とりあえず、特とく異い点以前の問題で殺しといた方がいい気がしてきた（笑）。

以蔵：腹はら減へったなぁ……でも生活費使い切っちまったしなぁ……どうしようかなぁ……。

ＧＭ：とやっていると、ガンガンガンガンッ！　とあなたの部屋の扉とびらをノックする音が。「こらーっ！　以蔵、いるんでしょ！　起きろ！」管理人の娘むすめ、もみじの声ですね。




　もみじの声は、清せい冽れつな渓けい流りゆうのようにきらきらと輝かがやいて澄すんでいた。

　管理人の娘で同じ高校のクラスメート。

　基き本ほん的にはそれだけの関係ではあったけれど、放っておくとまったく役に立たない以蔵の面めん倒どうを見てくれているのが彼女だった。




マーヤ：いい子ですね。

以蔵：しかし、俺はそんな女の子を焦じらすのも大好きなので、やっぱり放置だ（笑）。

ＧＭ：ではしばらく静せい寂じやくがあって、ドアが蹴け破やぶられる（一同爆笑）。

以蔵：うおっ!?　あ、朝から激はげしいな！（笑）




　セーラー服から伸のびた健康的な足、意い志しの強いまなざしと朝風になびくショートカット。

　きりっとした眉まゆ毛げの下で、もみじは今日も今日とて惰だ眠みんを貪むさぼるクラスメートを見み据すえ、いつもどおり最大音量で叫さけんだ。

「起きろっつってんでしょうが、このタコスケ！」




以蔵：じゃあ突とつ然ぜん目がパチッ、と開き、もみじの手をがしっと摑つかむ。フッ……もみじ。男の寝しん室しつに女がひとりでやってくるなんて、どんなことになるのか分かってるのかい？（超ちようさわやか）

ＧＭ：「こうなるに決まってんでしょうが！」そう言ってもみじは以蔵のほっぺをつねりあげるよ。

シャル：さすがに馴なれてるな。

以蔵：あ、痛いたい！　でもこの痛みがいい!!　もっと！

ＧＭ：「……あたしの話、聞いてんの？」

以蔵：聞いてる。学校なんかどうだっていいんだ。問題なのは俺と君の愛のことだろう？

ＧＭ：じゃあもみじは慌あわてずさわがずあなたの頭にゲンコツを打ち下ろす。「あんたがどうでもよくても、あたしはそうはいかないの！」

以蔵：じゃあ布団の中で頭を押おさえて。はー、しょうがないなあ（ため息）。じゃあみんなに会いに行くかね。……あ、ねえもみじ？（甘あまえた声）

ＧＭ：「はいはい、何？」

以蔵：タンスからちょっと下着出して。めんどくさくて。

マーヤ：さらっとセクハラしてますね（笑）。

以蔵：いや、セクハラのつもりは無いんだ！　純じゆん粋すいにめんどくさいから頼たのんでるだけで。

マーヤ：なお悪いですよ、それ（笑）。

ＧＭ：じゃあまあ、いつものことなんで「はいはい、ここよね？」とかいって出してくれます。

以蔵：あ、サンキューサンキュー。多分、これではかせてーって言ったらぶん殴なぐられるんだろうな（笑）。

ＧＭ：「当たり前でしょ！　さっさと着き替かえなさいよ！」

以蔵：じゃあ服を着て、カーテン閉しめて、扉とびらを閉めて……。

シャル：おい（笑）。

以蔵：あれ、閉とじ込こめちゃったぞ？　どうするんだい、かわいこちゃん？（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「こうするのよっ！　この色しき魔ま！」もみじは床ゆかに転がっていたアイロンを持ち上げて、コードの部分を持ってひゅんひゅんと振ふり回し始めます（笑）。

以蔵：あ、ごめんごめん！　殴らないで、謝あやまるから！　アイロンはやめて、電気の入ったやつは。おっけおっけ。着替える着替える、学校行く学校行く。

ＧＭ：もみじも慣なれてるので、「とにかく！　十分以内に降おりて来なかったら朝ごはんないからね！」つって、ドアを再ふたたび蹴け破やぶって出ていきます。

以蔵：ふー、あいつも照れちゃって。

シャル：だんだん存そん在ざいしない方がいい気がしてきたぞ、お前（笑）。





＊　　　＊　　　＊






　もみじと以蔵が朝食を食べ終えていつもの通学路に出ると、昨日降ふっていた雪はすっかり積もっていた。

　くるぶしの辺りまで新雪の層そうが残り、一歩踏ふみ出すたびに、キュッ、キュッ、という小気味のよい音がする。

　空は真っ青に晴れ渡わたり、気持ちの良い朝だった。




ＧＭ：ではまあ、朝ごはんを食べて学校に向かう感じで。

以蔵：うう、夢ゆめの中じゃ南国の太陽の下、トロピカルジュースとか飲んでたのになあ……と、身を震ふるわせます。

ＧＭ：「ったく、バカなこと言ってないで。転ぶんじゃないわよ？　風邪かぜ引いたってあんた貯金ないんだから、お医者にかかるのも大変でしょ？」

以蔵：そんな小さい事はどうでもいい！　今日の昼飯代さえないんだ！（笑）

ＧＭ：「だと思って、お弁べん当とう作っといたわ。誤ご解かいしないでね。二つ作るのもひとつ作るのも一いつ緒しよってだけよ？」そう言ってもみじは以蔵にお弁当を放って投げます。

以蔵：じゃあ受け取って……照れるなよ。お前の愛はわかってる……

ＧＭ：もみじはスタスタと雪道をひとりで進んでいきます。

以蔵：おい！　もみじ！　もみじ!!　置いていかないでくれ───!!　慌あわてておっかけるよ。雪道で転びつつ。

ＧＭ：追い付いてきたあなたを見て嘆たん息そくして。「ね、いつも夜中まで何やってるの？　バイト？　毎日忙いそがしそうだけど」

以蔵：これは、ＵＧＮの任にん務むで遅おそいってことだよね。

シャル：まあバイトもあるんだろうけど。

ＧＭ：そういうことです。

以蔵：（すごく格かつ好こいい声で）ああ、悪あく党とうを成敗してるんだよ。実は俺、超ちよう能のう力りよく者なんだ（一同爆笑）。

モルガン：今とんでもないことを口にせんかったか、こやつ（笑）。

以蔵：ほら、ＵＧＮの人間は、〝オーヴァードのことを人に言っちゃいけません〟なんてこと普ふ通つう言わないじゃん。

シャル：（素すに戻もどって）言ってるよ馬ば鹿か！（笑）

以蔵：俺がそんな話聞いてるわけないだろ！（笑）

ＧＭ：まあでも、そんなことを以蔵に言われてももみじは信じないでしょうね。「はいはい。なんだっけ？　空気を爆ばく弾だんに変えて悪を吹ふっ飛ばすんだっけ？」こう、手のひらをひらひらさせて受け流しますよ。

以蔵：ならば見てろよ！　ドゥゥン！（爆発音）ほら、そこの木の実が落ちただろう？（一同爆笑）

シャル：しょぼいな、おい！（笑）

ＧＭ：もみじは木からぽとん、と落ちた木の実を見て、「そりゃ落ちるわよ、重力があるんだから」とあきれ顔で呟つぶやきます。

以蔵：いや、違ちがうよ！　くそ、もう何発か爆発を！（笑）

ＧＭ：でも、もみじは学校に向かってるんでそんなの見ちゃいません（笑）。

以蔵：ああっ！　爆弾そのものは見えないしなあ……どうやったらわかってくれるんだ？

シャル：理り解かいされたら困こまるんだっつうの！（笑）

以蔵：しょうがない、これくらいにしてもみじを追っかけるよ。おーい、待ってくれー！

ＧＭ：では、そこで空の向こうにきらっと光るものが。

以蔵：おおっ？

ＧＭ：オレンジ色の隕いん石せきがあなたに向かって落下してきます。

以蔵：もみじ、なんか落ちて来るぞ、俺に！（一同爆笑）




「今度は何？　宇う宙ちゆう人の女の子？　某ぼう国こくに追われてる心優やさしい殺人兵器？　宇宙からのおとし玉？」

　冬の青空を切り裂さき、以蔵めがけて一直線に落下してくるオレンジ色の光の帯。

「マジだって！　ほら、オレンジ色に光ってこっちへ落ちてくる！」

　だがそれは、一年の大半を以蔵のホラ話と、ホラとしか思えない自じ慢まん話ばかりを聞かされている三室戸もみじにとって、振ふり返る価か値ちがあるとはとても思えない出来事だった。

「わかってる、わかってるから。……まったく爆弾の次は隕石って、売れない映えい画がじゃあるまいし、規き模ぼだけスケールアップさせてもしょうがないでしょ？」

　ひらひらと手を左右に振り、以蔵がついてこられるギリギリの早足で道を急ぐもみじ。




ＧＭ：「はいはい、行くわよー」まあ、もみじはもちろんそんなもん見ちゃいません。そしてその間にも隕石はこちらに降ふってきます。

以蔵：うわああああああっ!!　ぶつかるぶつかるマジで死んじゃうううううううううっ!?




　ちゅどーん！

　人類史上にもまれな、隕石による人間直ちよく撃げき事じ件けんは、奇き跡せき的に以蔵の頭にコブができただけですんだ。

　彼がオーヴァードでなければ、被ひ害がいはこんなものではすまなかっただろう。

「な、何今の音!?　……って以蔵、しっかりして、ちょっと、以蔵───っ！」

　巨きよ大だいなたんこぶを作り、遠くにもみじの案ずる声を聞きながら、以蔵は雪の中に大の字になって、きっかり意い識しきをうしなった。




　それが、二ヶ月前のことである。
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◆Opening 02◆電でん脳のうの海に竜りゆうは潜ひそむ


Scene Player ─── モルガン






　カオスガーデンの研究施し設せつ。

　そこはかつてこの島を支し配はいしていた人間たちが残した最さい新しん鋭えいの研究プラントである。

　動物たちのほとんどはそこに興きよう味みを持たなかったが、モルガンはそこをみずからの王おう城じようとして時を過すごしていた。

　無数のモニター群ぐんに囲まれて、竜の女王はひとり、爪つめで器用にキーボードを叩たたく。




ＧＭ：というわけでモルガンのシーンです。ソフィアとチャットするシーン。

モルガン：おう！　では、カオスガーデンのパソコンの前でネットＲＰＧやってる。

以蔵：ドラゴン形態のままでネットＲＰＧやってるのか！　豪気だな！（笑）

モルガン：竜は完全な存在じゃからな。爪でキーボードを叩くくらいたやすいわ。

ＧＭ：じゃ、そうするとメッセンジャーにソフィアがポップアップしてきて、「モルガンさん、今いいですかー？」と聞いてきますよ。

モルガン：おお、ソフィア！　さっそく狩かりに行こうではないか！

ＧＭ：すると、「あの……その前にちょっと、モルガンさんにご相談が……」と切り出してきます。

モルガン：お、なんじゃなんじゃ、なんでも言うてみい、と言いながら、めちゃくちゃ手慣れた動きでモンスターを殴なぐってる（笑）。

ＧＭ：「実は、ここ二ヶ月ほど地球各地で発生している異い常じよう気象や経けい済ざいの乱らん高こう下げの原げん因いんをつきとめたんですよ！」とまくしたてるソフィア。

モルガン：……ほう、そんなことが起きているのか。それは面おも白しろい。

ＧＭ：「はい。地球規き模ぼで、確かく率りつそのものが歪ゆがみ始めています。レネゲイドの力によって、確率をねじ曲げる力を持った能のう力りよく者が生まれたのではないか、と」

モルガン：要するに、以蔵のことだよね？

ＧＭ：そうですね。

モルガン：ではニヤリ、と竜の口元をゆがめて。……ソフィア、それは運命を変える約束の王じゃ。歴史の転てん換かん期にはそのようなものが現あらわれる。三百年にひとり、というところか。

マーヤ：そのひとりがアーサー王ですか？

モルガン：そうそう、ひとりがアーサー王。ひとりはチンギスハーン。あとはナポレオンとか聖徳太子とか。

シャル：それ、単に知ってる偉い人じんを並ならべてるだけなんじゃないか？（笑）

モルガン：滅めつ相そうもない。

ＧＭ：「でもＵＧＮに話をしても、そんな証しよう拠このない話取り合えないって言われて……」

シャル：そりゃそうだ（笑）。ちょっと話が突とつ飛ぴすぎる。

モルガン：なるほどのう。そやつが誰だれかはわかったのか？

ＧＭ：「はい。確率湾わん曲きよくの中心は、私の能のう力りよくで絞しぼり込こめたので、ＵＧＮの協力で人物までは」と言って、以蔵の画が像ぞうデータを送ってきます。

以蔵：ちなみにこんな写真ね（ウィンクして体を卍まんじ形にくねらせるポーズを取る）。

一同：な、なんでこんなポーズの写真が!?（爆ばく笑しよう）

以蔵：これはクラスの委員長に告白した時のヤツ。大受けした委員長が写真撮とっていい？　っていうからうなずいたらクラス中に流された。

モルガン：ほほぅ、こやつ面白い骨こつ相そうをしておるな。蜀しよつ漢かんの昭烈帝、劉りゆう玄げん徳とくがこんな顔をしておった。

ＧＭ：「で、この力が暴ぼう走そうすれば、何が起きるかわからないわけですよ！」

モルガン：そうじゃな。運命を変えるほどの力となれば、悪用されれば、あるいは暴走すれば何がおきるかわからぬ。

ＧＭ：「……ですから、実地に日本へ行こうと思うんです。それで、モルガンさんの意見が聞きたくて……」

モルガン：うむ。百聞は一見にしかずというからな。よかろう。ひとつ、わらわも手を貸かしてやるとしよう。

ＧＭ：「ええっ!?」とさすがに驚おどろいた様子のソフィア。「モルガンさんとはネットだけのおつきあいで、一度も会ったことがないのに……本当にいいんですか？」と聞いてきますよ。

モルガン：……なに。その男、もしやわらわの求める約束の王かもしれんからな。それに、友たるソフィアに手を貸すのはわらわの喜びじゃ。

ＧＭ：「ありがとうございます！　私も決心が付きました。以蔵さんに会いに、日本へ向かいます！」では、そこまで会話したところでチャットを終える感じで。

モルガン：ほいほい、了りよう解かい。




　かくてささやかな友ゆう情じようと数千年来の誓ちかい、そしていくばくかの好こう奇き心しんを満たすため、竜の女王モルガンはカオスガーデンを飛び立った。

　目指すは、約束の王候こう補ほ。国見以蔵のいる、東京。







◆Opening 03◆クロドヴァの戦火


Scene Player ─── シャル






　遅おそい春を迎むかえたクロドヴァの荒こう野や。風に吹ふかれる砂すな埃ぼこり以外は、動くものもない。

　丘おかの稜りよう線せんを越こえて、反はん乱らん軍〝ラゼラム共和国〟の戦車部隊が大地を蹴け立たて、驀ばく進しんしていく。




ＧＭ：さてシャル、あなたはクロドヴァで今日も今日とて戦争をしております。基き本ほん的に演えん出しゆつシーンなので、侵しん蝕しよく率りつは気にしないでやってください。

シャル：わかりました。




　通信機のスピーカー越しに、悲ひ痛つうな叫さけびが聞こえてくる。

「こちら陸軍[image: ]連隊！　敵てきの機き甲こう旅りよ団だんに一方的に撃うたれまくって、手も足も出ん！　支し援えんを、超人兵士スペリオルを頼たのむ！」

　ノイズと砲ほう弾だんの炸さく裂れつ音、そして悲鳴。

　聞き慣なれた戦場音楽を耳にしながら、シャルは崖がけの上から戦場を見下ろしていた。




シャル：では、了解した、と短く呟つぶやいて、長い棒ぼうをヒュン、と振ふる。すると、棒の尖せん端たんから長大な刃はが飛び出してナギナタみたいになるよ。

モルガン：モルフェウス能力の演出じゃな。

シャル：そうそう。で、一気に崖を駈かけ降おりて機甲部隊を次々なぎ倒たおしていく。必要最さい小しよう限げんの動きでナギナタの尖端をねじ込こむと、戦車の側面に穴あなが空く。で、大爆発。次の瞬しゆん間かんにはナギナタが双そう剣けんになって、後ろの戦車をまっぷたつ。

ＧＭ：おお、格かつ好こういい。

シャル：敵てき陣じんを突とつ破ぱしたところで通信機を取り出して、掃そう除じは終わった、とだけ正せい規き軍に通信を入れるよ。




　交戦時間、五分三十二秒。

　ラゼラム共和国の最さい新しん鋭えい戦車十八台は、たったひとりの傭よう兵へいによって潰かい滅めつさせられた。

　砂すなに埋うまった戦車から這はい出だし、生き残りの敵兵は絶ぜつ望ぼうを込めて叫ぶ。

「悪あく魔まだ……デザートミラージュ、悪魔の集しゆう団だんだ……！」




ＧＭ：で、基き地ちに戻もどってくると、同どう僚りようのひとりから「よう、ご活かつ躍やくだな、シャル。司令がお呼よびだぜ」、と声をかけられます。

シャル：司令が？　まあ、傭兵は戦争が仕事です、と薄うすく笑って司令室へ。




〝白の雷神ベルーン〟エミール・カサド・カンテミール。

　クロドヴァ公国のプリンスという地位を投げ捨すてて、戦争を終結させるため世界各国からオーヴァードをかり集め、デザートミラージュ隊を組そ織しきした男である。

　その額ひたいに刻きざまれた傷きずは、戦争を終わらせる誓ちかいのために、みずから刻んだものだという。




ＧＭ：エミール公子は殺風景なパイプ椅い子すに腰こし掛かけて、あなたを出で迎むかえます。「ご苦労だったな、シャル」

シャル：規き定ていの任にん務むは片かたづけたはずです。この先は割わり増まし料金を頂いただきますよ？

ＧＭ：「……ソフィア博士に関する話だ」

シャル：お嬢じようさまが？

ＧＭ：「ルカーン財ざい団だんが彼女の身み柄がらを狙ねらっている。彼女がＵＧＮに発表した論ろん文ぶん……〝生体特とく異い点、国見以蔵〟とやらが奴やつらの興きよう味みを引いたらしい」

モルガン：（噴ふき出す）そこで以蔵か！

ＧＭ：「彼だ」と言って、司令はデスクの上に一枚の写真を投げる。

以蔵：（ウィンクして腰をくねらせ、指をセクシーにつきだしたポーズで）こんな写真。

シャル：お、お前、なんでこんな変な写真ばかり撮とられてるんだ！（笑）

マーヤ：しかもソフィア博士が出したのと違ちがう写真ですよ……（笑）

以蔵：こっちは去年の生徒会選挙に出たときの写真。無む論ろん落選。

シャル：では、この世のクズを見るような目になります。……なんだ、こいつ？

ＧＭ：「ソフィア博士の研究によると、この少年は」エミールも苦笑いしながら「確かく率りつを操そう作さするレネゲイド能のう力りよく者らしい」

シャル：（すごい勢いきおいで眉まゆをひそめて、地じ獄ごくの底から絞しぼり出だすような声で）……で？

ＧＭ：「博士によれば、彼はその確率操作能力を制せい御ぎよできないらしい。監かん視ししなければ遠からず大だい規き模ぼな災さい厄やくが起きる、と」

シャル：……お嬢さまの言うことなら、確たしかに真実なのでしょう。基本的に私はお嬢さま第一なので。

ＧＭ：「ソフィア博士は確率操作能力の謎なぞを解とくべく、実地、つまり日本への渡と航こうを……」

シャル：（さえぎって）日本へ飛びます。お嬢さまをコレと一いつ緒しよにするわけにはいかん！（笑）

ＧＭ：「貴き様さまはそう言ってくれると思っていた。ソフィア博士の頭ず脳のうはクロドヴァの宝たからと言ってもいい。彼女を守り通し、ルカーン財団の計画を叩たたき潰つぶせ。それが我われ々われの勝利につながる一手になる」

シャル：任務、了りよう解かいしました。敵司令官は？

ＧＭ：「エルキュール・ド・サンドリヨン。財団の黒い羊ブラツクシープと呼よばれる変わり者だ」

シャル：（ハンドアウトを見て）財団幹かん部ぶではないですか！　世界規模の力を使って、こんな、こんな、こんな！　と、以蔵の写真をぐりぐり踏ふみつけます。

ＧＭ：「……任務の成功を祈いのるぞ、シャル」そう言うと、司令室のドアが開いて、スーツケースを抱かかえたソフィア博士が入ってきます。

シャル：お嬢さま……。




「シャル、ごめんなさい。本当はあなたに話すべきなんでしょうけど、そうしたらきっと反対されたでしょうから……」

　ソフィアは長身のシャルを見上げながら、一言一言、しっかりと言葉を紡つむぎ出した。

　銀色のポニーテールが、そのたびにゆさゆさと揺ゆれる。




ＧＭ：「でも、行かなくちゃいけないんです。そうしないと、きっとおそろしいことが起きるんです！」

シャル：じゃあ、ため息をついて。……行くな、と言っても聞いてはいただけないでしょうね。わかりました。私の命は、あなたに救われたのです。お嬢さまの行くところにはどこでも行きましょう。

ＧＭ：「シャル！」

シャル：それが任務なら、なおさらです。そう言って司令に敬けい礼れいします。では、ソフィア博士護ご衛えいの任務、確たしかに承うけたまわりました。日本へ向け、出しゆつ撃げきします。




　こうして、〝機甲槍士ヴアリアブル・ランサー〟シャルは、ソフィア博士を伴ともなって機上の人となった。

　目指すは日本。

　国見以蔵。






演出シーン　あくまでキャラクターの演出のためにあるシーンで、エフェクトなどを使っても実際のゲーム的な侵蝕率には影響しないシーン。厳密なゲーム用語ではない。ここではシャルの「日常的な超人としての」活躍を演出する場面。









◆Opening 04◆来るべき近未来


Scene Player ─── マーヤ






　アルバトロスコロニーの実験トーラス。突とつ如じよ発生した爆ばく炎えんが宇う宙ちゆうを紅あかく染そめ、アラートランプが白はく亜あの通路を満たしていく。

　シャッターが次々と閉へい鎖さされ、あたりは怒ど号ごうと混こん乱らんに支し配はいされていた。

「脱だつ走そうだ！〝カルキ〟が、プラントのエネルギーを吸きゆう収しゆう、時間跳ちよう躍やくした！」

「跳躍先は!?」

「二十一世紀……日本！」




ＧＭ：ではマーヤ。あなたの開発者があなたの収しゆう納のうされているカプセルをゆっくりと開きます。後ろではエマージェンシーコールがひっきりなし。……あれ、そういえばマーヤの開発者の設せつ定ていを決めてなかったんですが、何か設定はありますか？

マーヤ：（ちょっと考えて）では、プロノイアという名前の女じよ性せい科学者で。顔はちょっと私に似にていて、ひっつめ髪がみで白衣のアジア系けいという感じ。

ＧＭ：研究一ひと筋すじという感じですね。わかりました。では、彼女は傷きずつき、額ひたいから血を流しながら、あなたの起動を待っています。

マーヤ：では、ゆっくりと目覚めて。……プロノイア博士。緊きん急きゆう事じ態たいですか？　生命レベルが低下しています。

ＧＭ：「私のことはいいの。三号チャンバーで実験中だったサンプル[image: ]、カルキが逃とう走そうしたわ」

マーヤ：サンプル[image: ]、確かく認にん。イーター。優ゆう先せん命令を受じゆ領りようしました。




　プロノイア博士はベルトの端たん末まつからマーヤの首にある端子にケーブルを繫つないでデータを転送しながら、説明を続けた。

「カルキは……二日前、あなたたち対イーターチームが捕とらえたあのイーターは死んでいなかったの。解かい析せき実験中にヤツはコロニーのエネルギーを吸収して復ふつ活かつしたわ」

　博士の顔に、焦しよう燥そうの色が濃こい。イーターを破は壊かいしきれなかった自じ責せきの念が、肉体の苦く痛つう以上に彼女をさいなんでいるのだろう。

「……そのエネルギーでマイクロブラックホールを体内に生成、時間を飛び越こえたわ」




マーヤ：……なるほど。ブラックホールのエネルギーを利用した時間跳躍ですね。

ＧＭ：そういうことです。「その揺ゆらぎを解析した結果、98％の確かく率りつで、国見以蔵という二十一世紀の少年が持っている特とく異い点に向かってリープしたものと考えられます。おそらくは、彼の持つ特異点を取り込み、融ゆう合ごうするために」

マーヤ：了解しました。わたしの役目はカルキの殲せん滅めつですね。タキオンタイムマシン〝フィーゼラー１アイン〟の使用許きよ可かをいただけますか？

ＧＭ：タキオンタイムマシン？

マーヤ：うん。超ちよう光速粒りゆう子しタキオンを加速して、それをぶつけて時間を超こえ、目標の時間に移い動どうするタイムマシン。ただ、タキオンをぶつけられると人体はバラバラになるので、人間には使えない（笑）。

以蔵：た、確かにそれはロボットしか使えないな……（笑）。

モルガン：しかし、それではどうやって戻もどってくるのじゃ？

マーヤ：大だい丈じよう夫ぶです。過か去こに渡と航こうした後は、単に待っていれば未来になりますから。ロボットに時間はあまり大した問題ではありません。プロノイア博士、許可を。

ＧＭ：「……ごめんなさい。あなたのタイプを量産できていれば、たったひとりで送り出す必要はなかったのだけれど。〝フィーゼラー１〟の使用を許可します」

マーヤ：ではタキオン・ザッパー・チャンバーに入ります、と言って、スタスタとリボルバー拳けん銃じゆうの弾だん倉そうみたいな装そう置ちに潜もぐり込みます。

ＧＭ：どういう装置なの？

マーヤ：ええと、見た目は巨きよ大だいなリボルバー拳銃です（笑）。弾丸の代わりにロボットが入るスペースがある。で、これで目的の時間まで撃うち出すわけです。

モルガン：タキオンで？

マーヤ：そう、タキオンで。

ＧＭ：ハイテクなのか乱らん暴ぼうなのかわかんない装置だなあ（笑）。では、プロノイア博士がトリガー装置を握にぎります。「……マーヤ、射しや出しゆつするわよ。お願い、ヤツが過去を変えてしまえば、この時代がどうなるかわからないわ」そう言ってトリガーを引く！

マーヤ：では、地球に向けて超光速で撃ち出されます。外から見ると、突とつ然ぜん光の帯が現あらわれたようにしか見えない。で、時間の壁かべを突とつ破ぱした私は、そのまま二十一世紀の地球、衛えい星せい軌き道どう上に出しゆつ現げん。

モルガン：そんなところに出るのか！

マーヤ：万が一にも地上に激げき突とつしたら大惨さん事じが起きるので、ここから減げん速そくするんです。そしてそこで気が付く！

ＧＭ：何に？

マーヤ：この時代の地球はあまりにも二酸化炭素が多いんです！（一同爆笑）　それを計算に入れてなかったんで、軌道計算を誤ってしまうんですよ。そうして私は火の球になって、以蔵さまめがけて落下して行きます（笑）。

シャル：……このまま行くと、一生に二回も隕いん石せきにブチ当たる人間になりそうだな。

以蔵：すげぇ！　そうそういねえだろうなぁ。なにしろ、一回目で生き残るやつがそういないだろうし（笑）。いや、こんな独どく自じ性はいらない！（笑）







　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆流星と竜りゆうと白銀の少女と


Scene Player ─── 以蔵






　あの雪の日から、二ヶ月が過すぎた。

　桜さくらがほころび、新しい学期が来て。

　以蔵の生活は、すこしずつ、確かく実じつに変わり始めていた。




ＧＭ：そんなわけで、あの隕石落下事じ件けんから二ヶ月後の以蔵のシーンですよ。

以蔵：生活が変わり始めていた、というと具体的には？




　ある時は、テストでまるでマンガのように０点を取ったり。

　ある時は、まるで冗じよう談だんのように犬に嚙かまれてドブに落ちたり。

　ある時は、拾ったアタッシェケースが国こく際さい秘ひ密みつ結社の秘密を収おさめたもので大事件に遭そう遇ぐうする羽目になったり。

　そんなドラマのような日にち常じようが、以蔵の生活を変え始めていた。




シャル：……ムチャクチャだな！（笑）

モルガン：ふむ、これが特とく異い点の力かや？

以蔵：いいぞ！　このままモテモテ生活に突入か？　で、今俺おれは何をしてんの？

ＧＭ：そうですね、学校の帰りということにしましょうか。川べりの桜並なみ木きが花びらを振ふりまいている感じ。もみじは委員会の用事で別行動、そんなシーンです。

以蔵：春か……あー、エッチなこと考えてるだけで誉ほめられる国ってねーかなー（一同爆ばく笑しよう）。

シャル：な、なんも変わってねえじゃねえか！（笑）

ＧＭ：そうすると、あなたの視し線せんの向こうから、ひとりの少女が走ってくる。銀色の髪かみ、紅こう潮ちようした肌はだ、揺ゆれるポニーテール。視し聴ちよう者しやの視点でいえばソフィア博士です。

以蔵：お、来たな！　その出会いを待っていた！　学ランのボタンを全部バーッと開けて、さあ来い！（一同爆笑）

ＧＭ：ではソフィアは以蔵の前で立ち止まり、びっ！　と指を突つきつけて、「やっと見つけました、特異点！」と叫さけびます。

以蔵：いきなり人を特異点呼よばわりする外国人美少女！　ＯＫ、これを待ってたんだ！

ＧＭ：ソフィアは一いつ瞬しゆんとまどってから、「あなたが国見以蔵さんですね!?」と言います。

以蔵：いかにも俺が国見以蔵、キミの国見以蔵だ！　マイスウィート！

シャル：じゃあ、そこで登場します。突然以蔵めがけて飛来する投げナイフ（笑）。

以蔵：ええと、頰ほおを浅く斬きられる。ち、血ィィィィィィッッッッ!?（一同爆笑）

シャル：お嬢じようさま、とりあえず落ち着きましょう。

ＧＭ：「ごめんなさいシャル。ついあの興こう奮ふんしてしまって。でも、やっと逢あえた……」ぱあああっ、とソフィアの顔が喜びで紅潮します。

以蔵：さ、さらに美人のお姉さんまで！　この状じよう況きよう下で次に何が来るのか、俺は大体分かってるぞ。俺が選ばれた勇者か？　それともふたりから愛の告白か？　許婚いいなずけ？　親も俺も知らなかった許婚……ありうる！　それとも幼おさななじみか─────っ!?（一同爆笑）

モルガン：親もお主も知らない許嫁って、赤の他人ではないのか？（笑）

ＧＭ：ではソフィア博士があなたの顔をのぞき込こんでですね。「いいですか、落ち着いてよく聞いて下さい」

以蔵：いや、俺はいつも落ち着いている！　ただ、嬉うれしいんだ。たまらなく嬉しいんだ!!　だってこんなポニーテール美少女とクールビューティが一度に───っっ!!

シャル：お嬢さま、とりあえず説明をお続けください。

ＧＭ：ではソフィアは身を乗り出して、以蔵の顔のすぐ側まで口元を近づけて、「いいですか、あなたは宇う宙ちゆうの運命を左右する特異点なんです！」と続けます。「ＣＩＡもＦＢＩもＭＩ６もあなたを狙ねらっています、多分！」

以蔵：憶おく測そくかよ！（笑）

シャル：お嬢さまは多少思いこみが激はげしくていらっしゃるので……（笑）。

ＧＭ：「あなたにはこれから様々な異変が襲おそいかかってくることになります……例えば」彼女は空を指さして。「隕いん石せきが降ふってくるとか！」というわけで、ここでマーヤが登場します。

モルガン：おお、ここでオープニングにつながるのじゃな。

マーヤ：ゴオォォォォ……と。真っ赤な流星になって落下してきます。私の視界を示しめすモニターに、以蔵さまに合わせてピ、ピ、ピ、とシグナルが出て。……インパクト（一同爆笑）。




　ちゅどおおおん!!

　壮そう絶ぜつな爆発が起こり、大地にクレーターがうがたれる。

　流星となって落下してきたマーヤは、以蔵を直ちよく撃げきした。




以蔵：じゃあ俺、ゴム毬まりのようにアスファルトを跳はねます。びょいーんぼいーんぼいーん。で、派は手でな土つち煙けむりをあげて止まる。

シャル：私はお嬢さまをかばって成りゆきを見守ります。

ＧＭ：ソフィアは「す、すごい！　本当に隕石が落ちてきた！　しかも、直撃を受けたのに〝偶ぐう然ぜん〟傷きずひとつ負ってない！　やっぱりあの人が特異点なんだ！」と目をキラキラ。

マーヤ：で、その衝しよう撃げきで、オフェンス＆サーチモード解かい除じよ。コンタクトモードＢへ移い行こうします。コンタクトモードＢを解除出来ません、解除出来ません、解除出来ません……エラー、エラー、エラー。とかいいながら、爆ばく炎えんの中から頭を振りつつ起動。

シャル：さ、さすがに慌あわてて構かまえよう。下がってください、お嬢さま！

ＧＭ：「は、はい……」そこは素す直なおなソフィア。で、マーヤ、具体的には何が起きるの？

マーヤ：ええと、ここで言語システムとかが壊こわれて、性せい格かくが変わってどじっ子になります（一同爆笑）。あなたが……以蔵さま？

シャル：な、なるほど！　そんな理由で性格が変わるのか！（笑）

モルガン：おおざっぱなアンドロイドじゃのう。

以蔵：ん？　この感じは……美少女だ……生まれる前から愛していたよ!!　縄なわを引きちぎって眼めをのぞき込む。

マーヤ：ちなみに水色の眼、というかセンサー。髪の毛もスカイブルーで、耳のあたりにメカニックなパーツがついてます。

以蔵：髪の毛が人類じゃない女の子だ！　すっげ────────っっっ[image: ]

マーヤ：あ、ただ……あの……（おどおどと）。

以蔵：なんだい？

マーヤ：今ちょっと計算してみたんですが、大気圏けん突とつ入にゆうの直後なので、表面温度がだいたい千二百[image: ℃]くらいあります。これはだいたいガスコンロの最大出力に相当して……。

以蔵：ぎゃああああああ!?（爆笑）

シャル：特とく異い点もそうだがお嬢さまが危あぶない（笑）。さっき川べりって言ってたから、水を汲くんできてぶっかけるよ（笑）。

マーヤ：じゃあ、全身からものすごい湯気をあげながらお礼を言います。

シャル：一体あなたは何者なのだ……？

マーヤ：エンテュメーシス型アンチＡＤワーディングエフェクタMA-YAです。




　一瞬の静せい寂じやく。




シャル：……も、もう一回。

マーヤ：エンテュメーシス型アンチＡＤワーディングエフェクタMA-YAです。呼びにくければマーヤとお呼び下さい。

シャル：……マーヤ、か。何故なぜここに？

マーヤ：国見以蔵という少年を捜さがしています。

シャル：あ～。その、ヤツなら今そこで、命の火が燃もえ尽つきようとしているが。

以蔵：黒こげになってへたりこんでますよ。

マーヤ：（以蔵を介抱しながら）未来から、イーターが彼を殺しにきます。私はそれを阻そ止しする、あるいは可か能のう性せいを消しよう滅めつさせるために同じ時間軸じくから転送されてきました。

シャル：イーター？　時間軸？　困こまってお嬢じようさまのほうを見ます。

ＧＭ：「あなたは、未来から以蔵さんを殺しに来る何かを止めるため、時間を超こえてきた……そういうことですか？」

マーヤ：そうです！

シャル：……信じられないな。いくらなんでも状じよう況きようが突飛すぎる。まるでハリウッド映えい画がだ。

以蔵：ではそこで復ふつ活かつ。本当!?　俺を狙ねらって、未来から悪いヤツがくるんだな！　すっげ────！

マーヤ：本当です。これからあなたは今から、三週間以内にイーター・カルキと言う存在に融ゆう合ごうされ、消滅します。

以蔵：わかるわかる！　つまり、俺と君とが協力して、そのイーターとやらを倒たおせばその未来が回かい避ひされると！　うぉー！　燃える！　俺カッコイー!!（笑）

マーヤ：話が早くて助かります。ありがとうございます。すみません、言語プログラムや知ち識しきプログラムが大気圏突入でほとんど壊れてしまったので、言葉あまり上手うまくない……です。

以蔵：いいんだいいんだ、そのぐらいがちょうどいい！

シャル：……何故、この男はこんな話をいきなり受け入れることができるんだ……？

ＧＭ：「いいえシャル、間ま違ちがいありません！　この適てき応おう力、この理り解かい力！　彼が特異点です!!」と、ソフィア博士が。

シャル：……馬ば鹿かなだけなんじゃないですか？

以蔵：ところでそっちの美人のお姉さんと美少女のお嬢ちゃん、君達の用事はなんだい？

ＧＭ：「あ、あなたを研究に来ました！　こちらはボディガードのシャル。私はソフィア」

以蔵：ソフィア。……以蔵って呼よんでくれ。アルファベットで、アイ・ゼット・オー。そうささやいて、ソフィアの手を取ろうとするよ。

シャル：お嬢さま、近づいてはなりません！　べしっ！（殴なぐるポーズ）

マーヤ：ああっ、以蔵さまっ!?　以蔵さまがつぶれたカエルみたいに路上に！（一同爆笑）

以蔵：こ、困るなお姉さん。でもそういう激はげしいのも、俺は嫌きらいじゃないぜ？

シャル：もう生ゴミを見るような目で見下ろしてさらにケリを（笑）。

ＧＭ：「や、やめて、シャルー！」

マーヤ：おやめください。それ以上すれば、私は任にん務むを優ゆう先せんせねばならなくなります。

シャル：だからといって、こんな汚お物ぶつをお嬢さまに近づけるわけにはいかん！

モルガン：じゃあそろそろ出てくるか。

ＧＭ：お、構かまいませんよ。そろそろ収しゆう拾しゆうがつかなくなるし（笑）。

モルガン：じゃあ青空を埋うめ尽くして出しゆつ現げんする巨きよ大だいなドラゴン。

一同：なにー!?（笑）




　それはあらゆる獣けものの特とく徴ちようを具え、それでいながらいかなる獣にも似にない神の生物。

　その翼つばさは天を圧あつし、その瞳ひとみはすべての神の被ひ造ぞう物ぶつを等しく睥へい睨げいする。




シャル：ばかな、あれは……あれも、オーヴァードなのか……!?

ＧＭ：「キュマイラシンドローム……？」呆ぼう然ぜんとしてソフィアもその姿すがたを見上げるばかり。

以蔵：いい加か減げんこれ以上の事じ態たいはないと思っていたところに更さらに巨大生物の接せつ近きん！　これはいったい、何を意味するのか!?（笑）

モルガン：ふん、と少し笑って、爪つめで以蔵をひっかけるよ。

以蔵：お、俺をさらうつもりか!?　いいだろう、さらうがいい!!（一同爆ばく笑しよう）

モルガン：うむ！　こやつこそ特異点に違いない！　捕つかまえたぞソフィアー！　喜べーっ!!　ソフィアの顔知らないんで、とりあえず飛び去るよ（笑）。

以蔵：うおおおおっっ!?　喋しやべったーっ!?　飛んでるーっ！　おたすけ───っ！

シャル：お嬢さま、あの怪かい物ぶつ、お嬢さまの名前を叫さけんでましたが……。

ＧＭ：「なぜ私の名前を……と、とにかく追いましょう！」というところでシーンが切れます。







◆Middle 02◆四畳じよう半の非ひ日にち常じよう


Scene Player ─── モルガン






　差し込む西日にけばだったタタミ、敷しきっぱなしの万まん年ねん床どこ、積み上げられた雑誌とマンガの小山、脱ぬぎ捨すてられて久ひさしい洗せん濯たく物。

　いつもと変わらぬ春の日差しが差し込む以蔵の部屋に、今、竜が降おり立とうとしていた。




ＧＭ：そうですね、以蔵の部屋に移い動どうしたモルガンのシーンとしましょうか。

モルガン：うむ。ではかねて調べておいた以蔵の部屋に、以蔵ごと降こう下かするぞ！

以蔵：ちょ、ちょっと待て！　降下すると言っても屋根が！（笑）

モルガン：ぬかりはない！　どこーん。直径六メートルほどの穴あなを開けて降下じゃ！

以蔵：気き絶ぜつしてます。

モルガン：ええい、起きんか、おい！　以蔵！　げしげし。

以蔵：うーん、むにゃむにゃ。もみじ、だめだよ、そんな大だい胆たんな……。

モルガン：お、おのれ！《擬ぎ態たいの仮か面めん》で人間形態に！　十歳さいぐらいの女の子の姿になってフライングニードロップを。起きんかーっっ!!

以蔵：ぐべあふっ!?（笑）




　金色の髪かみに虹にじ色いろの瞳ひとみ、短い竜りゆうの角を生やした少女が以蔵を見下ろしていた。

　見み慣なれた部屋の見慣れた景色。

　だが、そこにはなつかしい天てん井じようはなく、ただ、巨大な穴から見える青空だけが、抜ぬけるように輝かがやいていた。




モルガン：起きんか！　おぬし、それでも世界の運命を握にぎる約束の王か！

以蔵：約束の王……？

モルガン：……おぬし、国見以蔵で間違い無いな？

以蔵：ああ、そうだ。君が求めている人間だ！　で、キミはどんな美少女だい？　（さわやかに）

モルガン：うむ！　わらわの名はモルガン！　お主を教育し、約束の王にする女じゃ！

以蔵：なんと、俺が王に!!

モルガン：わらわが教育すれば！

以蔵：ああ、モルガン！　なんだかわからないが俺は君のためならなんだってする!!

シャル：そろそろ登場しますか。お嬢じようさまも連れて。

ＧＭ：そうですね。登場していただいて構わんですよ。

マーヤ：では部屋に向かう途と中ちゆうで私は階かい段だんから足を滑すべらせて、きゃうっ！　とか言いながら転げ落ちます。

以蔵：この声はあのドジロボ！　ドアへと走る。

シャル：すると私がお嬢さまたちを引き連れて、ドアを蹴破って入ってくるよ。

ＧＭ：そのシャルの後ろから、よく分からないドカヘル被かぶって変な計けい測そく機器を持ったソフィアが出て来て。「あ、あの未み確かく認にん生命体は？　ＵＭＡは？　ドラゴンは？」

シャル：姿は見えませんね。

モルガン：ドラゴンならわらわじゃが。

以蔵：……ドラゴン？　するとお前がさっきのバケモノなのか!?　う、裏うら切ぎられたぁぁぁっっ!?（一同爆笑）

モルガン：失礼な！　この竜の女王モルガンに向かって!!

ＧＭ：「竜の女王モルガン!?　じゃあ、もしかしてあなたがカオスガーデンの？」とソフィアが言います。

モルガン：ん？　おぬしは？

ＧＭ：「ソフィアです、ソフィア・ウィルキンス」シャルの後ろから顔を出して。

モルガン：おお、ソフィアか！　モルガンじゃよ!!　これが国見以蔵じゃ!!　ばっちりゲットしてきたぞ!!

以蔵：じゃあにっこり笑ってサムズアップを。でも誤ご解かいしないでくれ、ソフィア。君への愛を忘わすれたわけじゃ無いんだ。

ＧＭ：「はい！　あなたが何を言おうと、私はあなたの研究をあきらめたりしません！」

シャル：か、会話がズレてる……（笑）お嬢さま、この少女は一体？

ＧＭ：「シャル、私も初めて会いましたが、彼女が例のロストガーデンの女王、モルガンです」一いち応おう道中にモルガンのことは説明していたことにしましょう。

シャル：……なるほど。想そう像ぞうしていたのとはだいぶ違ちがいますが……。

モルガン：（得意げに）どうじゃソフィア！　わらわを褒ほめてもよいのじゃぞ!?　わらわを褒める栄えい誉よを与あたえてつかわす。

ＧＭ：ではソフィアはにっこり笑って……「さすがモルガンさん！」と素直にモルガンの頭をなでなでします。

モルガン：えへん！

以蔵：かわいいなあ、どっちもかわいいなあ！

マーヤ：以蔵様、とりあえずドアと天井壊こわれてるから直しますね。

以蔵：うん、直して直して！　もみじにバレると痛いたくされるから直して！（笑）

マーヤ：じゃあ直しますー。触ふれたところから光が集まって、ドアと天井が修しゆう復ふくされます。

シャル：な、何!?

マーヤ：そのへんにあった古雑誌と生ゴミを一度エネルギーにして、物ぶつ質しつに再さい変へん換かんしました。これが私の能のう力りよくです。……まあ、モルフェウスのエフェクトなんですが（笑）。

ＧＭ：じゃあ、そこでドアがふたたび開くよ。「以蔵！　これはいったい何の騒さわぎなのよ！」

以蔵：き、来た！　さらにややこしいのが来ちまった！（笑）




　仁に王おう立ちになったもみじは部屋を一いち瞥べつした。

　狭せまい四畳じよう半の部屋にすし詰づめになっている竜りゆうの美少女、アンドロイド、女傭よう兵へい、美少女科学者、そして以蔵。

　一畳ごとに美少女が存そん在ざいする、前代未み聞もんの人口密みつ度どであった。

[image: ]




ＧＭ：「……何やってんの、あんた？」

以蔵：何と問われればそうだな……俺おれの熱い争そう奪だつ戦と言えばいいのだろうか。……まあ、君も加わっていいぞ。

ＧＭ：「誰だれがいつ何に加わってどれを争奪するって!?」とりあえずすぱーん、と手にしたホウキでもみじは以蔵の頭をひっぱたきます。「で、あなたたちは一体何者なの？」ともみじはモルガンたちを見ます。

モルガン：わらわは客人じゃ。そなたにもてなす権けん利りを与えよう。

シャル：わたくしも、こちらのソフィア博士の護ご衛えいです。

ＧＭ：「……ようするに、お客さん？　しばらくいるの？」

以蔵：あ、そうだ。しばらくいるの？

モルガン：うむ、当たり前じゃろう。

マーヤ：私は以蔵さまの側を離はなれるわけには参りません。

シャル：お嬢じようさま、どうなさいます？

ＧＭ：「私は研究が終わるまでここにいなければなりません。世界のためです！」

シャル：分かりました。では、隣となりの部屋を用意します。小切手取り出すよ。

以蔵：じゃあ、そういうことなんで、部屋を貸かしてあげてくれ。

ＧＭ：「まあ、このアパートにはあたしとアンタしかいないから別にいいけど」

以蔵：…………（ものすごく荒あらい鼻息）

シャル：管理人の一家と、だぞ？　間違えるなよ？　もみじと以蔵だけ、ってことじゃないぞ？（笑）

以蔵：……ぬか喜びかよ!!（笑）

ＧＭ：あたりまえでしょう！（笑）「まあこんな壊れかかったアパートに住んでくれるだけでとやかく言わないけどさ。あんまり迷めい惑わくかけんじゃないわよ？　じゃ、手続きしてくるから」そう言ってもみじは階下へ消えていきます。

シャル：よし、話をまとめるぞ。シャキーン、と剣けんを抜ぬいて、以蔵ののど元に突つきつける。話をしましょうか？

以蔵：こ、このねーちゃん怖こえーなぁ……美人だけど嫌きらいだなぁ……でも好きだなぁ……。

マーヤ：口に出してますよ。

モルガン：喜んでおるのかいやがっておるのかはっきりせい。

シャル：ではモルガン殿どの、それにマーヤ殿。わたくしはお嬢さまの護衛のシャル、と申します。先ほども少し伺うかがいましたが、いったいこの以蔵にどのような秘ひ密みつが？

マーヤ：今、未来から以蔵さまを狙ねらうイーターという怪かい物ぶつがこの時代を訪おとずれています。イーターは以蔵さまを殺し、そのエネルギーを手に入れようとしているのです。そうすれば私のいる未来にも影えい響きようが出ることになります。

モルガン：ふむ、たいむぱらどっくすというやつじゃな。

シャル：ですが、一いち概がいにそう言われても納なつ得とくできないのですが……お嬢さま？

ＧＭ：ではソフィアが「彼の中には……原げん因いんはわかりませんが、ビッグバンにも匹ひつ敵てきする力が以蔵さんに結集しているのです。だから、特とく殊しゆな偶ぐう然ぜんが次々と以蔵さんに発生しているんでしょう」

以蔵：へー。最近しょっちゅうドブに落ちたり野の良ら犬いぬに追っかけられたりするのは、その力が影響してるのかー。バカの顔で聞いてるよ。

シャル：お嬢さま、本当なのですか？　お嬢さまの言うことを疑うたがうわけではないのですが。

ＧＭ：「計算上は。で、もし以蔵さんが死ぬとそのエネルギーが、下手をすると外部に漏もれだして……太陽系けいぐらいは吹ふき飛ぶのではないかと……」

以蔵：すっげー……。

シャル：……殺せなくなったな。

ＧＭ：「マーヤさんの言うとおりイーターなる怪物が現れるなら、なおさら以蔵さんを調べないといけません。いつなんどき、このエネルギーが暴ぼう走そうするかもわからないのですから！」と、興こう奮ふん気味のソフィア。

シャル：……わかりました。やはり、隣となりの部屋で監かん視しを続けるしかなさそうですね。

モルガン：ソフィア！　わらわにも部屋を用意してくれ！

ＧＭ：「わかりました。じゃあシャル、両隣をわたしとモルガンさんでお借りしましょう」

シャル：了りよう解かいです。

マーヤ：じゃあ私はベランダにでも……。

以蔵：駄だ目めだ！　ロボットは押おし入れだろ！（笑）




　こうして、さまざまな時代と場所からやってきた美少女たちは、〝偶然〟国見以蔵のアパートに住み着くことになった。まさに以蔵の夢が叶った、そんな瞬間であった。







◆Middle 03◆暗あん躍やく者たち


Master Scene






　一方その頃ころ、以蔵のアパートを監視できる位置に立つ廃はいビルの屋上。

　そこに立つ金きん髪ぱつを巻まき毛にした軍人はグラスを傾かたむけながら、

「日本のワインは不味まずいな」

　と身勝手なつぶやきを漏らした。




シャル：こいつがエルキュール？

ＧＭ：そうです。「で、どうだ特とく異い点は？」と言うと通信機ごしに部下が答えます。




「ドラゴン型のミュータントに、所しよ属ぞく不明の機き甲こうロボット、オーヴァード兵士などが潜せん伏ぷくしています。おそらくあのアパートは、ＵＧＮの秘ひ密みつ基き地ちではないかと」

　強化服に身を包んだ部下たちが厳げん粛しゆくな顔で報ほう告こくした。




モルガン：とんでもない誤ご解かいじゃ（笑）。

以蔵：ま、まあそう誤解してもおかしくはないわな（笑）。

ＧＭ：エルキュールは「だろうな」、と重々しく答えます。

シャル：駄だ目めだ、こいつも馬ば鹿かだ!!（笑）




「……正直、半分はバカンス気分だったがな。やはりあの天才、ソフィア博士が動いたのは確かく証しようあってのことか。あの少年が特異点という研究結果、疑うたがう余よ地ちはなさそうだ」

「では、やはり国見以蔵には、運命を操あやつる力があると？」

「そうだ。あれを手に入れれば、世界経けい済ざいを、いいや、地球の命運を我わが財ざい団だんが握にぎることもできる。もうＵＧＮにもＦＨにも大きな顔はさせておかん」

　エルキュールは豪ごう奢しやな金髪を片かた手てでふぁさ、とかきあげると、傲ごう然ぜんとアパートを見下ろした。




ＧＭ：「だとすれば、常じよう識しき的に考えてあのアパートに仕し掛かけるのは愚ぐ策さくだ。今仕掛ければ、ＵＧＮの張はり巡めぐらせた罠わなの中に裸はだかで飛び込こむのも同じだ」

以蔵：ない！　罠なんかない！　パンツ一丁で寝ねてるから！（笑）

マーヤ：おそろしい……と部下が喉のどを鳴らす（笑）。

ＧＭ：「よし、監視を続けろ。必ず隙すきが出来る。ふふ……さすがは〝機甲槍士ヴアリアブル・ランサー〟。私のライバルにふさわしいじゃないか」

シャル：う、うるさい！　一いつ緒しよにするな！　バカ！（笑）

ＧＭ：では、最後にカメラが裏うら路地からアパートを監視してる部下たちに切り替かわります。

モルガン：ん？　なんじゃ？




「……では、監視を続けます」

　そう言って部下たちが通信を切ったその時。

　彼らは自分の影かげが異様に長く、黒く伸のびているのに気が付いた。

　その闇やみの中に、無数の瞳ひとみが浮うかび上がる。

「な、なんだ、これは!?」

　彼らが異変に対たい応おうしようと銃じゆうに手をかけたその時には、影は触しよく手しゆのようにわき上がり、彼らと、彼らの意い識しきとをまとめて包み込んでいた。




ＧＭ：というところで、画面が暗転しますよ。

マーヤ：……やはり、イーター!?







◆Middle 04◆代かわり映ばえのする毎日


Scene Player ─── 以蔵






　数日が過すぎて。

　ともかく、以蔵の奇き妙みような生活はスタートを切った。

　ソフィアは以蔵の身体検けん査さと称しようして変な実験をしたり、マーヤからイーターの話を聞いてばかりいる。

　モルガンは以蔵に特訓を強しいては、以蔵に逃にげられてばかりいる。

　そしてシャルともみじは、興こう奮ふんした以蔵を殴なぐり倒たおして風紀を守るのを日課にしていた。




ＧＭ：では以蔵、あなたが学校から帰って来ると、どーん、どーん、という音がソフィアの部屋側の壁かべから響ひびいてきます。

マーヤ：私も登場してお茶入れてますね。

以蔵：じゃあ、ん？　って顔をしてそっちに近づくよ。

ＧＭ：すると、バカーン！　と。巨きよ大だいな丸太が突つき出される。で、それに続いてひょこ、とソフィア博士が顔を出します。

以蔵：な、なんだソフィアか。なんでオレの部屋に丸太なんか送り込むんだ!?

ＧＭ：「いえ、私の部屋と壁が別だと観察しにくいので、部屋を一続きに改かい造ぞうしてしまおうかと……」特に悪びれずに言うソフィア。ちなみに白衣姿すがた。

以蔵：それは個こ人じん的にはすっげぇ嬉うれしいんだけど、これがもみじに見つかるとまたぶっ殺されるんで、どうにかしてくんない？

マーヤ：あ、今センサー系けいに反はん応のうがありました。下の扉とびらが開いた音です。

ＧＭ：足音が上がってくるよ（笑）。

以蔵：ヤバい！　隠かくれなきゃ！　いや、隠れてもしょうがない！　必死に背せ中なかと足で穴あなをふさぎます（笑）。

ＧＭ：じゃあ、扉を開けたもみじは変な格かつ好こうで壁の穴をふさいでる以蔵を見て、もみじが「……なんかでっかい音がしたけど、何やってんの？」と聞きますよ。

以蔵：いや、ちょっと壁を使って運動。ん、ん、ん、ん。最近運動不足だから。で、何か用？

ＧＭ：「い、いや。用と言うほどのことはないんだけど……」

以蔵：メシを作りに来てくれたのか？　あ、そうだお茶でも飲むか？　いや、ここだと辛つらいな。どこかふたりっきりになれる場所がいい。そう、僕ぼくと君だけ、誰もやってこないパラダイス！

ＧＭ：向こうからソフィアが丸太で「どうしたんですか？」とつんつんつつく。

マーヤ：あの、以蔵さま。壁の穴、ふさぎましょうか？

以蔵：今はいい！　今はいい！　というか言げん及きゆうするな！（笑）

ＧＭ：「壁に空いた穴って何？　というかさっきの音は何？」じとーっ、ともみじが以蔵をにらむ。

以蔵：……心の壁だよ。空けたのは、キ・ミ（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：「やかましい！　また変なこと始めて！」どげしっ、と蹴けるもみじ。彼女からしたら、マーヤたちは以蔵の変な友人、以上のものではないので。

モルガン：うむ。一応わらわも彼女の前では人の姿をしておるしな。

マーヤ：あの、もみじ様。壁は私と以蔵さまでなんとかしますから、一度お引き取りいただけますか？

シャル：お、いい取りなしだ。

ＧＭ：「わかったわよ。まあいつものことだしね。いい、以蔵？　三時間以内に修しゆう理りしてなかったらひどいわよ!?」ほんとうにもう、と愚ぐ痴ちりながら、もみじは下へと降おりていくよ。「それから！　今日はお父さんもお母さんも用事で帰ってこないから、変な騒さわぎ起こさないでよね！」

以蔵：はーい。で、このシーンの目的って何だっけ？

モルガン：お主の部屋の壁を破は壊かいするんじゃろ？　よし、わらわが竜の力を発はつ揮きしよう。

以蔵：だからそれはもういいんだ！（笑）

シャル：ここで登場するか。お嬢じようさまの部屋のドアを開いて帰ってくるよ。ただいま戻もどりました。買い物をすませてまいりました。

ＧＭ：すると、ソフィアの部屋と以蔵の部屋の間の壁にでかい穴が（笑）。

シャル：（こめかみを押さえて）何ですかこれは？

以蔵：や、やあシャル……さん。

マーヤ：すみません。ソフィア博士が以蔵さまの部屋に観察用の穴を空ける、とおっしゃいまして。

シャル：（即そく座ざに）それは仕方が無い。お嬢さまのお望みなら壁だろうと屋根だろうと……しかし、これではお嬢さまのプライバシーが以蔵の奴やつに丸見えになるな。

マーヤ：じゃあ、ここの壁に隠かくし扉を作りましょう。ソフィア博士側からは見えて、こちらからは見えないような材ざい質しつで。

シャル：そうですね。それならよろしいでしょう。

ＧＭ：ソフィアは「さすがマーヤ！　これが未来の技ぎ術じゆつなんですね！」と大感動。「あなたのデータも取らせてもらっていいですか？」

マーヤ：はい、構かまいませんよ。技術を共有すれば、イーター対たい策さくも容よう易いになるでしょうから。

モルガン：じゃあわらわも壁の穴からがばっ、と出てくるぞ。おおソフィア！　データ取りが終わったらネットＲＰＧじゃ！

シャル：モルガン殿どの。あまりお嬢さまにゲームばかり教えないでいただきたい。……いつのまにか、ドラゴンと普ふ通つうに話しているな、私。




　さわがしく、以蔵の部屋を中心にああだ、こうだと盛もり上がる美少女たち。

　だが、以蔵の心には、春だというのに秋風が吹ふき込んでいた。

　無数の美少女に囲まれてやたらめったらとちやほやされる、それが夢ゆめだったはずなのに、その夢が現げん実じつのものになってみると、感動はそう長続きしなかった。




以蔵：（ぶつぶつと）おかしいなぁ……本当だったら嬉うれしい状じよう況きようのハズなのになぁ……だんだんこんな奴らいなくなっちゃえばいいのにと思っている自分がいる……そっか、別にこいつら俺おれ個こ人じんが好きなわけじゃないし、俺がモテてるわけでもないのか……（一同爆笑）。

シャル：（聞いてない）ルカーン財団の動きがないのが気になります。私たちが動いている以上、あちらも動いていると考えるのが妥当なのですが。

マーヤ：イーターとの正面対決の前に、障害は取り除いておきたいですね。と、壁を修理しながら答えます。

モルガン：うむ、やはり約束の王いぞうの特訓は急務じゃな。

以蔵：……ＧＭ、ＧＭ。みんなに気取られないように自分の個人的な荷物をまとめておくよ。風ふ呂ろ敷しきに。

モルガン：以蔵！　わらわはゲームをしておるから、おぬしは勉強しておくのじゃぞ！

以蔵：うん、勉強しとく勉強しとく、うん……ええと、脱だつ走そうします、マスター（笑）。

ＧＭ：え？（笑）

以蔵：いや、夢が叶かなってみるとあまりにも辛くて……（笑）というわけで逃にげる。こんなところにいたら、ダメになってしまう！

マーヤ：私は壁かべの修理が忙いそがしいので気付きません。

シャル：私はお嬢さまのお世話が。

モルガン：ゲームしてて気付かない（笑）。

ＧＭ：ソフィアもマーヤの調ちよう査さでわくわくしてて気付かないですね。

以蔵：……よし、逃げる！　逃げるぞ!!（笑）

ＧＭ：じゃあシーンプレイヤーが退たい場じようしたので、シーン終しゆう了りようですね（笑）。




　こうして国見以蔵は、身の回りの荷物を小さな風呂敷に詰つめて、窓まどから逃げ出した。

　女の子だらけのパラダイスのような生活。

　叶ってみればそれは、はるか遠き日の夢のように感じられた。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：本当は情じよう報ほうを整理するシーンだったんですけどねえ（笑）。

シャル：進行は大だい丈じよう夫ぶ？

以蔵：もう脇わき目めもふらず逃げるから（笑）。

ＧＭ：……ええとまあ（笑）。とりあえず以蔵にやりたいことやってもらって、頑がん張ばって本ほん筋すじに戻もどします。

シャル：うん、とりあえずフォローはするよ（笑）。

ＧＭ：がんばります（笑）。







◆Middle 05◆以蔵、逃とう避ひ行こう


Scene Player ─── 以蔵






　逃げ出した。

　夢のハーレムのすべてを捨すてて、逃とう亡ぼうする男、以蔵。




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーが連続するのは本来変へん則そく的ですが、次も以蔵のシーンということで。逃げてる途と中ちゆうのシーンかな。

以蔵：電車で逃げてる。ローカル線に乗って。

ＧＭ：じゃあ深夜。うっそうとした山の中を、ガタタン、ガタタン、と普ふ通つう列車が走っていく感じで。時間も遅おそく、元々たいしてお客がいるような路線でもないから、以蔵の他にお客もいない。

以蔵：じゃあ、窓まどの側でアコースティックギター弾ひいてる。

シャル：いつそんなの手に入れたんだ（笑）。

[image: ]




　時間も遅く、四両編へん成せいの列車の中には、以蔵の他にはお客の姿すがたもない。

　向かい合わせの座席クロスシートに座すわる以蔵はギターを弾きながら、流れゆく景色を見つめていた。窓の外を、飛ぶように木々と山が流れていく。

　列車が、どこかの駅に止まった。何人かの客が乗り込こんでくる気配がしたが、以蔵は動く気配もない。




ＧＭ：一度止まった列車がまた動きだし、車両の前と後ろから、黒服を着てグラサンをかけたゴツい男達が現あらわれます。

以蔵：大だい丈じよう夫ぶ。あまりにもおかしな数日を過すごしたんで、もう全然気にしない。だって人間だろ？　美少女と見せかけてドラゴンだったりしないんだろ？（笑）

ＧＭ：それは当然です（笑）。じゃあ、先頭に立つ金きん髪ぱつスーツの美形……エルキュールがあなたの向かいの席に座る。「ここ、いいかい？」

以蔵：じゃあそちらの方をちらっと見て。あ、席ですか？　空いてますよー。あ、ごめんなさい、荷物どけるんで。……どうぞ。

ＧＭ：ではエルキュールはにこりと笑って。「国見以蔵くんだね？」

以蔵：ピタリと手が止まる。ガタガタガタガタ。

ＧＭ：「私はエルキュール。ルカーン財ざい団だん日本支し部ぶのものだ。以蔵くん、落ち着いてよく聞いてくれ。君の特とく殊しゆな力を、我われ々われは必要としている」エルキュールは優やさしい声でそう言った。




　エルキュールと名乗った金髪の美形は、ひどく優しい目で以蔵の目をのぞき込んだ。その瞳ひとみと声には、人を引きつける力がある。

「ルカーン財団は、国こく際さい的な大企き業ぎようだ。割わり箸ばしから宇う宙ちゆうロケットまで、あらゆるものを生産している。もちろん、レネゲイドについてもね」




以蔵：レネゲイドについて知ってる……？　そうか、知ってるんだ……へー。もみじは全然信じてくれないのになあ……。

ＧＭ：「もちろん、君の特とく異い点についても理り解かいしている。その力を私たちに貸かして欲ほしいんだ」あくまで穏おだやかな声で、エルキュールは以蔵を説得するよ。

以蔵：理解かあ……そうだよなあ……理解は大事だよなあ……（上の空）

ＧＭ：「どうだい以蔵くん。もちろん、報酬もはずませてもらうよ。我が財団に来てくれないか」

以蔵：（ぼそりと）……お前もかよ。

ＧＭ：「ん？　どうした？」

以蔵：お前もかよ！　お前も俺の力を狙うのか！　コンチクショー！（笑）

ＧＭ：エルキュールは首を振ふって、「かわいそうに、ソフィア博士は相当過か酷こくな実験をきみに行なったらしい」。

シャル：そうだよな、普通そう思うよなー。

以蔵：でも特にソフィアのフォローはしてやらない（一同爆笑）。

ＧＭ：「きみの体内にあるむきだしの特異点は、物事の発生確かく率りつを変え、あり得ない偶ぐう然ぜんを頻ひん発ぱつさせる。その力が悪用されれば、どんなことになるかわからない。……我々はね、ソフィア博士のことを大変危き険けんだと思っているんだ」

以蔵：うん、俺もそう思う！　あんな夢ゆめのような展てん開かいなのにキスもさせてくれないし、好きだとも愛してるとも言ってくれないし、シャワーものぞかせてくれないし、一いつ緒しよに寝ねたりしないし……そもそも俺、あの子が何を好きかさえ知らないし！（笑）

マーヤ：（笑いながら）もう何ひとつ話題が一いつ致ちしてない……（一同爆笑）。

ＧＭ：「我々はソフィア博士の危険な研究を揉もみ消し、きみを保ほ護ごしたいと考えている。どうだろう、以蔵くん。我々と一緒にヨーロッパに来ないか？」

以蔵：日本にもいられないのかよ！（笑）俺が何かしたかーっ!?　東京に来たのが俺の間ま違ちがいか!?　大おお見み得え切って出て来ちまったからなぁ……今さら帰るとカッコ悪いよなぁ……。

シャル：ぜ、全然会話がかみ合ってない……（笑）。

以蔵：でもなぁ、俺の爺じいちゃん婆ばあちゃん父ちゃん母ちゃん弟なぁ、みんな優しいんだよ……（この辺から泣きはじめる）。多分ね、本当に優やさしく受け入れてくれんだよ。弟も良く出来てんのにさ、俺のこと本当に尊そん敬けいしてるんだよ……。

モルガン：いかん、人生を語りはじめた（笑）。

以蔵：ボロボロ泣きながら。今分かった！　俺、あの家族のこと好きだった!!（一同爆笑）

ＧＭ：「ま、まあいいんだが……しかしだ。日本に残っていれば、ＵＧＮやソフィア博士がまた君の穏やかな生活を脅おびやかさないとも言えない。我々が特異点を解明すれば、またきみに平和な生活が戻もどって来るかもしれないではないか。いや、そのように努力しよう！」

以蔵：ああ、なんて優しい人なんだ……思えば、こんな優しい言葉をかけられたのは数日ぶりだ！

シャル：詐さ欺ぎ師しに引っ掛かかる世間知らずみたいになって来たな（笑）。

ＧＭ：おかしいな、エルキュールと喋しやべっているうちに以蔵が疑ぎ惑わくを抱いだく、というつもりだったんだけど、なんでこうなるんでしょう（笑）。

以蔵：本当になんでこうなったんだろう（笑）。

モルガン：では、そろそろ登場するかの？

シャル：うむ（笑）。

マーヤ：では登場します。ふっと以蔵さまが窓まどを見ると、《サイコメトリー》してルートを把は握あくし、列車と併へい走そうしている私の姿すがたが。

以蔵：じゃあ窓の外を見る。目が合った。

マーヤ：にこっと笑って。

以蔵：エルさんの方をじっと見る。これは夢だ……言い聞かせてもう一度窓の外を見る。

マーヤ：じゃあ列車を追い抜ぬいていって、前の車両に乗り込む。

以蔵：（あわてて振り向き）エルさん、敵てきだ!!　機械人形が来る！

マーヤ：そんな、ひどい！（笑）

ＧＭ：「フッ、任まかせておきたまえ！　ルカーン財ざい団だんの精鋭部隊ノインテーターの力、とくと見せてやろう！　かかれ！」優ゆう雅がに笑って、エルキュールは迎げい撃げき態たい勢せいを取るよ。

マーヤ：三連れん装そうガトリングガンを構かまえて、前方から突とつ撃げき。以蔵さま、お助けに参りました！

シャル：では私はマーヤとは逆ぎやくに、後ろから武ぶ器きを構えて突入。モルガンは？

以蔵：逃にげなきゃ！　逃げなきゃ!!　どうしよう!?　降おりると死ぬよなぁ……。

シャル：じゃあ後ろの方から戦せん闘とうのはげしい音とか声が。それに混じってここ数日で聞き慣れた私の剣けん戟げきの音が。

以蔵：やべぇ、奴やつは戦場の悪あく魔ま──っっ!!（笑）

モルガン：さらに電車の天てん井じようが潰つぶれてドラゴンが舞まい降りる。

以蔵：エルさん、逃げなきゃ！　どうにかしてくれよ！　俺をどうにかしないと、あんたもどうにかなっちまうぞ!!

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶだ」エルキュールはフッと笑って、青いエングレーヴの入ったすごい高そうな拳けん銃じゆうを抜いて「任せておきたまえ。私がいる限かぎりは、ＵＧＮエージェントごとき……」

モルガン：じゃあ六ｍぐらいのドラゴンが破やぶれた天井から以蔵たちを見下ろすよ。

ＧＭ：「……こ、これはなんだ!?」（一同爆笑）

以蔵：ど、どうしたエルさん！　エージェントごときなんだろ！

ＧＭ：「……何、こいつらを排はい除じよしてすぐにヘリを呼よぶ、安心したまえ。ルカーン財団の金の力で解かい決けつできないものなどない」そう言いながらも震ふるえているエルキュール。

モルガン：ふん、人間め、怯おびえおって。エルキュールに構わず以蔵をにらむよ。……で、どうするつもりじゃな、以蔵？

以蔵：どうするつもりって、お前達こそ俺をどうするつもりだ!?

マーヤ：迎むかえに来ましたー、とひょこっ、と顔を出します。

以蔵：お、俺はエルさんと一緒にヨーロッパに行くんだ！　俺はもうお前らみたいな変な奴らと一緒にいるのはもうこりごりだ!!

マーヤ：え、そんな以蔵さま……。

シャル：ほほう。お嬢じようさまはついてきてるのかな？

ＧＭ：ついてきてていいですよ。

シャル：どうしますお嬢さま？　無む論ろん、私としてはこいつらノインテーターを見み逃のがす訳わけにはいきませんが。

ＧＭ：「もちろん、ルカーン財団に特とく異い点の力を悪用させるわけにはいきません！　助けに来ました、以蔵さん!!」（一同爆ばく笑しよう）

以蔵：俺おれの話を聞け─────!?（笑）

シャル：じゃあ適てき当とうに殴なぐり倒たおしてから。まあ、ヨーロッパに行くのはいいが、特異点を解かい明めいするために彼らは君を拘こう束そくして、解かい剖ぼうでもするのではないかな？

以蔵：本当かエルさん!?　俺を裏うら切ぎったのかあぁっっ!?

ＧＭ：「……貴き様さまらとて同じことを考えていたのだろうが！　早いか遅おそいかの違ちがいだ！」

シャル：馬ば脚きやくを現あらわしたな。そうだろう、貴様らのはらわたの臭においは腐くさっている。




「だが、なろうことなら穏おん便びんに済すませたかったのだ！」

　とエルキュールが叫さけんだまさに刹せつ那な。

　ノインテーターたちの体に重なる様に、黒く歪ゆがんだ影かげが浮うかび上がる。

　もとより、エルキュールの呼よび込んだ力ではない。

　もっと根こん源げん的な、冷たい悪意のエネルギーが流れ込み、形を取ろうとしていた。




ＧＭ：そして、周囲の空気がはてしなく重くなり、かろうじて生きていた列車の電でん源げんがすべて停止します。《ＡＤワーディング》です。

マーヤ：これは……《ＡＤワーディング》！

ＧＭ：「一体、これは何が起きているんですか!?　計けい測そくしたことのない数すう値ちです！」と、パラボラ型計測器を抱かかえたソフィアが叫びます。

マーヤ：イーターが展てん開かいする、通つう常じようの数十倍も強力な《ワーディング》です！

ＧＭ：で、部下達はエルキュールが「止やめろ！　以蔵やソフィア博士を殺してどうなるか！」と言ってるのも聞かずに銃をあなたたちに向けて発はつ砲ぽうします。




　黒服たち、今やイーターの端たん末まつとなった男たちは一いつ斉せいに銃じゆう弾だんを放った。

「きゃあ！」

　すぐ側を銃弾がかすめ、ソフィアがあわてて座ざ席せきの陰かげに逃げ込む。




マーヤ：以蔵様、みなさん、臨りん戦せん態勢を！　イーターに侵しん蝕しよくされたら、コミュニケーションは不ふ可か能のうです!!

シャル：そのようですね。お嬢さま、どうやらここからはわたくしの職しよく分ぶんです。

以蔵：ちくしょう！　や、やるしかねえのか！





＊　　　＊　　　＊






シャル：で、どういう状じよう況きようになってるの？

ＧＭ：ＰＣ四人で１エンゲージを形成してですね、５ｍ離はなれているところに黒服トループが１グループずつ前後に挟はさみ込こむようにいます。で、離れたところにエルキュールがいますが、こいつは戦せん闘とうに参加しないエキストラです。

[image: ]

シャル：なるほどな。まあ、戦う相手は少ないほうが助かる。

ＧＭ：で、部下とおぼしき連中は以蔵やソフィアにも銃を撃うって来ます。まあ、それは当たらなくて列車の座席や扇せん風ぷう機きを破は壊かいするわけですが。

シャル：で、エルキュールが、やめろ！　貴様ら何をやっている！　とか言う？

ＧＭ：そうですそうです。「特異点のエネルギーが解放されたら何が起きるかわからんのだ！捕ほ獲かくしろと言ったはずだ!!　手足を吹ふき飛ばすならともかく、殺してどうするか！」と言うと銃声が響ひびいて、今度はエルキュールも撃たれる。「……ぐ……っ!?」

以蔵：じゃあ、一連の会話を聞いて、エルさんも自分を道具としか思ってなかったことを理解して愕がく然ぜんとする。

モルガン：わかったであろう、以蔵？　おぬしの味方はわらわじゃ。

以蔵：うん、あんたたちが味方かどうかまだ分かんないけどさ、あいつらは少なくともソフィア博士みたいな女の子にまで銃を向けやがった。まともじゃねえ！　ってんで構かまえます。で、こいつらがイーターなのか？　倒たおせば、一いつ件けん落着か？

マーヤ：いいえ、こいつらはあのイーター・カルキの影、分身や残ざん像ぞうのようなものです。

以蔵：ならザコってことか。少しは気が楽だな。

ＧＭ：黒服たちは今や人間の動きを放ほう棄きし、関節を変な方向に曲げたり、天てん井じようをサカサカ這はったりして殺さつ到とうしてきます。

シャル：ではちょっと眉まゆをひそめつつ、マイナーでトループの片かた方ほうに移い動どうして接せつ敵てき。メジャーは……侵蝕率りつが厳きびしいな。《コントロールソート》＋《オウガバトル》で攻こう撃げき。達成値ちは19。

ＧＭ：19ならなんとかなるかな……11。回かい避ひ失敗。

シャル：16ダメージ。棒ぼうが私の指で撫なでられると剣つるぎに変わり、次々と敵をなぎ倒していく。

ＧＭ：とはいえ、装そう甲こう値が有ゆう効こうならまだ全ぜん滅めつはしません。三分の二ほどは切り倒しましたが、残りはまだ戦うつもりのようです。

以蔵：次は俺か！　ソフィアを巻まき込みやがって！




「この怒いかり！　哀かなしみ！　うわぁぁぁぁん！　投げつけてやる！」

　誰だれに対して怒おこっているのかそれさえも曖あい昧まいなまま、以蔵は黒服めがけて見えない爆ばく弾だんを投げつけた。

　爆ばく炎えんが車両を紅あかく染そめ、黒服の一いち群ぐんが木こっ端ぱみじんに吹ふき飛ぶ。

　だが、敵は依い然ぜん、戦力を残していた。




以蔵：くそ、しぶといなこいつら。

モルガン：未来の怪かい物ぶつじゃからな。まともに戦えるとすれば奴やつらと戦うためのロボット……マーヤしかおるまい！

マーヤ：はい、お任まかせ下さい。アンチＡＤワーディングエフェクタ、起動します。そう言うと、センサーの色が変わって、周囲に無数の光が広がります。マイナーアクションで《インフィニティ・ウェポン》。そして、《ジェノサイド・モード》＋《錬れん成せいの掟おきて》で攻撃。達成値11。

ＧＭ：11ならなんとかなるかな……ってだめだった失敗。




　マーヤの右手に光が集まると、巨きよ大だいなガトリングガンが出しゆつ現げんした。

「広こう域いき殲せん滅めつモード、イーターへの統とう制せい射しや撃げきを開始」

　無む感かん情じようにマーヤがそう呟つぶやくと、虹にじ色いろの弾丸が黒服の群むれを飲み込んだ。光の中に、黒服たちだけが飲み込まれて消えていく。




マーヤ：命中したなら、効こう果かだけでトループ全滅です。

シャル：ただの銃弾ではあんなことにはならない……本当に、あなたは未来かどうかはともかく異い質しつな場所から来たのですね。とあらためて言う。あんまり信じてなかった。

マーヤ：内部構こう造ぞう、後でお見せしましょうか？

シャル：いや、いい。どうせ私には見ても分からない。

ＧＭ：では座ざ席せきの陰かげに隠かくれていたエルキュールが。「馬ば鹿かな、あれは……そうか、私の知らない以蔵の特とく殊しゆ能のう力りよくか！　なるほどな……さすがＵＧＮ、一ひと筋すじ縄なわでは行かん」

シャル：エル、キュール……？　エルキュール？　落ち着いて？　これは違ちがうのよ？（笑）

ＧＭ：「シャル、この勝負預あずけるぞ！」脱だつ兎とのごとく逃とう走そう。

シャル：……なんだかあいつが可哀かわい想そうになってきたが……まあ、追うまい。あいつを倒して、もっと有能な幹かん部ぶが出てきても困こまる。

マーヤ：さあ帰りましょう以蔵さま。帰ったら、お鍋作ってあげますね。

モルガン：うむ。まだ特訓は残っておるからな、と言って以蔵をつまみ上げる。

以蔵：や、やめろドラ子！　首をつかむな！　それじゃ首つりだ！　ロボ子、助けてくれ！

モルガン：ドラ子!?

マーヤ：ロ、ロボ子……。

以蔵：うるさい！　おまえらなんかそれで十分だ！　ウワーン！（笑）

シャル：やれやれ。では我々も戻りましょう、お嬢さま。

ＧＭ：「はい！」というところでシーンを閉じましょう。






《サイコメトリー》　場にある記憶を読み取って、情報収集をおこなうエフェクト。

ノインテーター　ルカーン財団が独自に組織したオーヴァードによる傭兵部隊。

《ＡＤワーディング》　オーヴァード以外の動きを完全に止める、イーターだけが使う強力な《ワーディング》。

エキストラ　データを持たないＮＰＣのこと。

《コントロールソート》　自分の思考を制御して、精妙な動作を行なうエフェクト。

《オウガバトル》　天才的な戦闘技術を発揮するエフェクト。

《ジェノサイド・モード》　トループひとつを全滅させるエフェクト。









◆Middle 06◆真なる敵てき


Scene Player ─── モルガン






　アパートに戻ってきたころには、すっかり街は寝ね静しずまっていた。

《ワーディング》された物もの干ほし台に、ゆうゆうとモルガンは舞まい降おりる。




ＧＭ：じゃあ次はモルガンが以蔵たちを連れて部屋に戻ってきたシーンで。

モルガン：では、物干し台に着陸するよ。もちろん侵しん蝕しよく率りつがきついんで人間形けい態たいは取らない。

マーヤ：お疲つかれ様でした。ココア、いれますね。

モルガン：おお、マーヤ、くるしゅうない。わらわにもココアを。

マーヤ：はい、もちろんです。

ＧＭ：じゃあ、出てきたココアを一口飲んでソフィアが言います。「あの……さっきから気になってたんですけど、アパートがやけに静かです。もみじさん、いないんじゃ？」

シャル：おや？

以蔵：もう夜遅おそいんだよね？

ＧＭ：滅め茶ちや滅め茶ちや夜遅いです。終電が終わってもう二時間ぐらい。

モルガン：ふむ、ご両親は明日まで戻らぬのであったな。

マーヤ：生体反はん応のうを感知したいのですが、できますか？

ＧＭ：そうですね。〈知覚〉で判はん定ていしてください。難なん易い度は７。

マーヤ：成功です。

ＧＭ：では、アパートにはあなたたち以外の生体反応がないことがわかります。

シャル：マーヤが生体反応が云うん々ぬんとか言いはじめたので、このアパートを監かん視しさせてるサポートスタッフの連中に連れん絡らくを入れます。

ＧＭ：では、通信はつながります。「……シャル隊長!?」

シャル：報ほう告こくは？

ＧＭ：「い、異い常じよう事じ態たいです！　先ほどまで夕方だったのに、現げん在ざいは夜になっております！」

シャル：……意味がわからん。詳くわしく話せ。

ＧＭ：「は、自分の感覚では、皆みなさまがアパートを離はなれた直後、なのです。通信を頂いただくまでの何時間かが、まったく意い識しきにありません」

シャル：どういうことだ？

モルガン：そんなに長い時間が経たってるはずもないのに、いつのまにか日がくれていると認にん識しきしておるわけじゃな。これはもしかして……。

ＧＭ：《ＡＤワーディング》ではないか、とマーヤなら察しがつくでしょう。

マーヤ：そのことを皆に説明します。

シャル：……対オーヴァード装そう備びをしているであろう、デザートミラージュのサポートスタッフがやられたならそれしかあるまいな。監視カメラのデータをチェックしろ！

ＧＭ：こちらもホワイトノイズでびっしりです。

シャル：では戦場の顔つきになって、しくじったかもしれません、お嬢じようさま。

マーヤ：大だい丈じよう夫ぶです。このアパートには私がナノマシンを散さん布ぷしてあります。こちらであれば、《ＡＤワーディング》には阻そ害がいをされないはず。要は《サイコメトリー》したいのですが。

ＧＭ：おお、それはクレバーな考えですね。では、難易度は16です。

マーヤ：《錬れん成せいの掟おきて》と組み合わせて……達成値ち20。成功ですね。




　マーヤが耳から伸びたコードを物質変換で生み出したモニターにつなぐと、ノインテーターの黒服たちがアパートに侵入してくる光景が映った。

　黒服たちは電車の中で戦ったイーター同様、背中から伸びた触手で壁をよじ登ったり、全身から無数の目を生み出したりと、どのように見ても人間でない動きであった。




モルガン：……どう見ても人ではないな。

ＧＭ：で、黒服たちは管理人室でおせんべ食べながら留守番してるもみじの首筋に針のような触手を打ち込んで気絶させ、そのまま連れ去ってしまいます。イーターであることは火を見るよりもあきらかでしょう。

マーヤ：記録映像は以上です。九十九パーセントの確率でイーターですね。

シャル：これが未来の技術か！　うちの部隊にもひとつ欲しい！　とか内心でちょっと思ってる（笑）。

以蔵：じゃあ、慌てて携帯を取りだして、もみじに電話するよ。ピピピピ（ダイヤル音）。

ＧＭ：お、ではここでフラグが立ったのでマスターシーンになります。






侵蝕率がきつい　モルガンは人間形態を取るために、毎シーン《擬態の仮面》を使用している。そのため、侵蝕率が他のＰＣより高くなっている。

サポートスタッフ　行動をバックアップしてくれるスタッフがいることをあらわすアイテム。スタッフ自体にデータはないが、所有者（この場合シャル）の行動をアシストしてくれる。ここでは、エキストラとして登場している。









◆Middle 07◆闇やみの跳ちよう梁りよう、陰いん謀ぼうの開花


Master Scene






　以蔵のアパートからさほど遠くない、ルカーン財ざい団だん資し本ほんのホテル『バッヘルベル』。

　エルキュールはいらいらした様子で葉は巻まきをくゆらしていた。

「三室戸もみじを、人ひと質じちとして確かく保ほしました」

　無む表ひよう情じように、部下たちがそう報ほう告こくする。

　もしエルキュールにもう少し注意力があれば、部下たちの声に一いつ切さいの人間的な感情がないことに気が付いただろう。




ＧＭ：エルキュールはその部下にワイングラスを投げつけます。「馬ば鹿かな！　何故なぜ勝手な真似まねをした!?　私が命じたとでも言うつもりか！　貴き族ぞくとしてありえんことだ！　非ひ武ぶ装そうの少女をさらうなどと！」

以蔵：なんかヤバそうだなエルさん。

ＧＭ：で、気絶しているもみじを見て、「とは言え、このまま帰すわけにもいきますまい」と部下が言う。

シャル：ま、そりゃそうだな。

ＧＭ：エルキュールはそれを受けて、「……わかった。確たしかに、やってしまったものは仕方が無い。お前達も私を思ってのことだろう。下々の過あやまちを許ゆるすのも貴族の務つとめだ」で、ここでもみじの携けい帯たいが鳴ります。

シャル：ああ、ここで前のシーンとつながるのか。

ＧＭ：はい。というわけで以蔵が登場しますよ。電話ごしですが。

以蔵：もしもし、もみじぃん？

モルガン：なんでさらわれたかも知れぬもみじに電話するのにそんな口調なんじゃ！（笑）

ＧＭ：エルキュールは優ゆう雅がに携帯を拾い上げて。「以蔵くん、私だ。エルキュールだ」

以蔵：……あれ？　もしもし？

ＧＭ：「よんどころない事情でね。三室戸もみじ嬢じようをあずかっている」

以蔵：エルさん!?　エルさんかぁ……え？　どういうことどういうこと？

ＧＭ：「二段だん構がまえの作戦と言うことだ」（一同爆ばく笑しよう）

マーヤ：えええええっっっっっっっ!!

シャル：お前今決めたじゃねえかよ！（笑）

ＧＭ：はっはっは、それはキャラクターにはわかりませんよ（笑）。

以蔵：くそ、なんて卑ひ劣れつで頭の切れるやつなんだ！（笑）　だが、どうしてもみじをさらった！　彼女は何も関係ないはずだぞ！

ＧＭ：「きみとソフィア博士に、平和的に協力してもらいたいからだ。きみひとりを説得しても、ソフィア博士は納なつ得とくするまいし、またＵＧＮも納得しないだろう。平和的に交こう渉しようしたい。もみじ嬢を返へん還かんする代かわりに、きみとソフィア博士にこちらに来てもらいたいと言うわけだ」

モルガン：誘ゆう拐かいしといて平和的とはな。ふん、貴族が聞いてあきれるわ。

以蔵：とにかくだ！　もみじさえ返してもらえれば何だってする！　条じよう件けんを言え！

ＧＭ：「わかっている。彼女は我われ々われの世界のことを知っているわけではないし……」

以蔵：毎日話してるんだけど一切信じねえんだよ！（笑）まあいい。で、どうすればいいんだ！

ＧＭ：「日の出までに、ホテル・バッヘルベルまで来てもらおう。このホテルは、私のプライベートな作戦指令室になっている。最上階で待っているよ」

以蔵：最上階か。

ＧＭ：「君とソフィア博士とでだ、いいね？　では、よろしくたのむ。お待ちしているよ、ムッシュ・以蔵」と言って電話が切れる。

以蔵：ガチャン、ツーツーツー。







◆Middle 08◆小さな決心と未来の定め


Scene Player ─── シャル






　もみじはノインテーターの、そして彼らを背はい後ごから操あやつるイーターの手に落ちた。

　もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもならない。




ＧＭ：じゃあ、行動方ほう針しんを決定するシーンですかね。シーンプレイヤーはシャル。全員登場。

シャル：では、電話の内ない容ようを横からイヤホンつけて聞いてたってことで。マーヤはきっとそのままでも聞けるだろうし。

以蔵：あのー……助けに……。

シャル：以蔵が何か言おうとしたところで、罠わなだな。と一言で切り捨すてる。

以蔵：うーん、それは分かってるんだが……。

ＧＭ：ではソフィアは「ごめんなさい、私のせいで……」

シャル：お嬢さま何を言われます！　何が私のせいなんですか？

ＧＭ：「いや、私が以蔵さんのことをＵＧＮやデザートミラージュに発表したりしなければ……」

シャル：それはそれとして行くべきではありません。エルキュールはまともに交渉する気でしょうが、その部下たちは、間ま違ちがいなくエルキュールの言うことを聞かないでしょう。

マーヤ：その通りです。人間との意思疎そ通つうは本ほん質しつ的には不ふ可か能のうですから。そして、エルキュールという人は、イーターの存そん在ざい自体認にん識しきもしていないでしょう。

シャル：となれば、出向いたところで何をされるか。

ＧＭ：「でも、もみじさんは私の友達です！　それに、私にも原げん因いんの一いつ端たんがあります。なにより、あのイーターというのを放置するわけにも行きません」

シャル：まあ、それは……否ひ定ていしませんが。

ＧＭ：「そして、イーターと特とく異い点の関係をなんとかできるのは多分、この地球で私だけだと思います。以蔵さんはともかく、私は行かなくてはなりません」

モルガン：（小声で）正せい確かくには対たい応おうできる天才は他にもおるんじゃろうが、今ここですぐに、となるとソフィアだけなんじゃろうな。

ＧＭ：そういうことです。

以蔵：じゃあしばらく考えて……俺おれも……俺が行かないともみじは酷ひどい目に遭あわされると思うんです。一応丁てい寧ねい語で。

シャル：ふぅむ。

以蔵：まあ、こんなこと言えた義ぎ理りじゃないですけど……ちょっと手伝っていただきたいんですが、いかがでしょうか？　あの、お願いします。まあ、正直なところ特異点とかそう言う話はよく分からないんだけど。

モルガン：バンバンとドラゴン形たい態けいの翼つばさで叩たたく。なかなかよいではないか、それでこそ約束の王候こう補ほじゃぞ。

以蔵：うん、ありがとう。こう、複ふく雑ざつな笑えみを返す。

マーヤ：以蔵さま、私はあなたの役に立つために来ました。御ご命令下さい。

以蔵：……頼たのむ、もみじを取り返したいんだ。手助けしてくれ。

マーヤ：はい！

ＧＭ：「そういうことでしたら、全員でもみじさんを助けにいって、そしてあのイーターをなんとかしましょう！」とソフィア。

シャル：それでしたらお嬢じようさまはここでお待ちいただければ。

以蔵：待ってくれよ。ソフィアをひとりにしたら、それこそイーターの思うつぼだろ。

マーヤ：イーターは情じよう報ほう生命体ですから、その気になれば無む尽じん蔵ぞうに増ふえることができます。

ＧＭ：「おねがいです、シャル。私にもつぐないの機会をください。特異点について一番よく知っているのは私です。それに、マーヤから得たイーターの情報もあります。必ず、役に立ってみせます！」ソフィアはシャルの袖そでをつかんで懇こん願がんします。

以蔵：シャルさん、俺からも頼む。ソフィアをひとりにはできない。

シャル：……来るなと言ってもお聞きになりませんね？

ＧＭ：「ええ。それに、シャルの側が一番安全だと思います。試ためしてみたい発明品もありますし」そう言って、大きな機械をかつぐソフィア。

シャル：そう言われては仕方がありません。……マーヤ、ホテル・バッヘルベルの周辺地図と見取り図を出して下さい。

マーヤ：了りよう解かいしました。ジャックを電話線に繫つないでから投とう影えいします。

ＧＭ：じゃあ情報収しゆう集しゆう判はん定ていですね。難なん易い度は７で、〈情報：ビジネス〉で判定を。

マーヤ：それなら成功です。

ＧＭ：では公表されてる設せつ計けい図と所在地と地図が出てきます。

シャル：ではモルガン、予想される敵てきの戦力はおそらくイーターに寄き生せいされたノインテーターです。あなたならどこに仕し掛かけますか？

モルガン：《デジャ・ヴュ》───っっ!!　む、わらわの二千年の歴史がこう言うておる、ナポレオンならこうすると！　ピキューンッ！

ＧＭ：なるほど、ではあなたの経けい験けんと知識によって、敵の配置予よ測そく図と戦力配置がだいたいわかります。

以蔵：じゃあ出会わないようになるべく穏おん便びんに……。

シャル：（目をギラリと光らせて）ひとりたりとも残しません。後こう顧この憂うれいは断たっておきたい。

モルガン：それは賛さん成せいじゃな。

マーヤ：その方がよろしいかと思われます。

以蔵：……これが戦争のプロか、とちょっとゾクリとする。

シャル：……そういうことだ。

モルガン：お、そうじゃ、以蔵。ちょっと手を貸かせ。

以蔵：ん、何？　無む警けい戒かいに手を出すよ。

モルガン：なに、ちょっとしたまじないじゃ、と言って手のひらにキスをするぞ。

以蔵：はふうううんっっ!?（笑）

モルガン：《異世界の因子》でさっきのシーンで使った《インスタント・ボム》をコピーしておくぞ。80％を超こえたから使えるようになったのじゃ。

以蔵：あ……そういうことね。期待して損そんした……。

ＧＭ：ではシーンが切れますよ。






フラグ　シナリオ上でイベントが発生するための条件のこと。ルール上の用語ではない。ここでは、もみじに電話するのがフラグだった。

《デジャ・ヴュ》　シナリオ上の謎についてＧＭに質問する［Ｄロイス：古代種］限定のエフェクト。









◆Middle 09◆ホテル・バッヘルベル


Scene Player ─── マーヤ






　郊こう外がいにある、巨きよ大だいな外がい資し系けいリゾートホテル。

　バブル期にはやった、ムダに豪ごう華かで壮そう大だいなデザインだ。

　現げん在ざいは改かい築ちく工事中らしく、一いつ般ぱん客の姿すがたはない。

　夜よ闇やみに浮うかぶその姿すがたは、墓ぼ標ひようのように見えた。




ＧＭ：では突とつ入にゆうするシーンなわけですが。

マーヤ：中の様子をセンサーアイでうかがいます。

ＧＭ：「工事中」と書かれたフェンスの向こうには、あからさまにアサルトライフル持って、あれは防ぼう弾だんだな、とわかる車を出した警けい備び員の姿が。で、最上階の六十階にだけ明かりがついています。

マーヤ：なるべく迅じん速そくに行きたいところですね。

シャル：時間をかけず、ひとりも残さず、殲せん滅めつする方向で。（モルガンとマーヤのふたりを見て）……できますか？　と挑ちよう発はつ的に。

モルガン：まあ、そういう雑ざ魚こ退たい治じであればそこのロボの方が得意ではないかの？

マーヤ：ご命令いただければ。

シャル：（にやりと笑って）ではそのプランで行きましょう。

モルガン：竜りゆうの役目は王の守しゆ護ごじゃからな。具体的にはわらわはディフェンサーじゃ。

以蔵：ところで、ロボ子ロボ子。あの黒服って、人間じゃないんだよね？

ＧＭ：〈情じよう報ほう：宇う宙ちゆう〉で判定してみてください。難易度は７。

マーヤ：成功です。

ＧＭ：では、《ＡＤワーディング》下で動いてて、あの黒いシルエットがだぶって見えるのがわかりますよ。間ま違ちがいなくイーターに精せい神しん支し配はいされています。人間に擬ぎ態たいしているので、エルキュールと話してたときみたいに会話はしますが。

マーヤ：すでにイーターの制せい御ぎよ下にあります、と全員に告げます。

以蔵：よし、なら心は決まった。人間だとやっぱり戦いにくいからな。

ＧＭ：ここの突とつ破ぱは個こ人じんごとに〈白兵〉〈射しや撃げき〉〈ＲＣ〉〈運転〉〈機械操そう作さ〉のいずれかの技ぎ能のうで判定です。《デジャ・ヴュ》で戦力を把は握あくしているので難易度12が８になります。失敗した人数だけ、実じつ際さいに戦せん闘とうが発生します。

シャル：なるほど、成功したらいい気になって演えん出しゆつをすればいいんだな。

ＧＭ：逆ぎやくに失敗すると、ソフィア博士を巻まき込こんでそれなりにしんどい戦闘が発生しますよ。

マーヤ：侵しん蝕しよく率りつがだいぶ高くなっているので、それは回かい避ひしたいですね……。

以蔵：じゃあ、誰だれから行く？

モルガン：では、わらわから行こう。〈白兵〉で……うん、超ちよう楽勝、13。では、夜空から不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた少女が落下してくる。で、地表近くでだんだん巨大化し、ドラゴンへと変わっていくよ。

以蔵：（ノインテーターになって）鳥だ！　飛行機だ！　女の子だ！

シャル：（こちらもノインテーターになって）って、馬ば鹿か野や郎ろう、ドラゴンじゃねぇか！（笑）

モルガン：ゴアアアァァァァ!!　くらえ、ガルガンチュア・ドラゴンブレス！

ＧＭ：では正面玄げん関かんは大だい混こん乱らんだ、ぐらいの感じで。

シャル：では私ですね。〈白兵〉＋《コントロールソート》で。ダイスが……最大で５!?

以蔵：おいシャル、それ失敗してるんじゃね!?（大おお汗あせ）

シャル：いえ、〈白兵〉は３Lvですからギリギリ成功です。ではモルガンが派は手で派手しくいってるので、こっちはその陽動にひっかからなかったり、逃にげ出そうとして後ろに行こうとした連中を、棒ぼうをナイフ二本とかに変えて暗がりでドスドスと殺していこう。

ＧＭ：では通信で「正面玄関は陽動だ！　おそらく……」とか言った瞬しゆん間かんに音もなく倒たおれていく、と。

シャル：そうそうそう。

ＧＭ：「おい、どうした!?　インディゴ５フアイブ！　インディゴ５!!」答える者もなく通信機に声だけが響ひびく。

シャル：で、影かげから影へと飛び移うつりながら、ナイフを振ふるって血を払はらってつぶやきます。……イーターに乗り移られた分、性せい能のうは落ちてますね。クロドヴァじゃ二秒で死にます。

以蔵：あれが本物の軍人さんの力かぁ……。

シャル：で、するすると上にあがっていくよ。

以蔵：（イーターの死体を見て）ああ、やっぱりバケモンだなぁ……。

ＧＭ：そうですね。血の色からして違ったり、切り裂さかれた皮の下から黒い気体が噴ふき上がってきたり。で、マーヤかな？

マーヤ：ですね。じゃあ普ふ通つうに〈白兵〉で判はん定ていします。侵蝕率あがってるから、これでも７個振れるので。問題は技ぎ能のうがない……。

シャル：え、ないの!?

マーヤ：大気圏けん突入の時にメモリが飛んじゃって……ゲーム的にはそこまで手が回らなかったんですが……（笑）。

以蔵：がんばれ、ロボ子！

マーヤ：はい、がんばります！　あ、あぶない……８が１個こ出ただけ……とりあえず、相手を電でん磁じネットで捕ほ獲かくして、ドリルを打ち込みます!!　そして、その１体が倒されると、連れん鎖さ反はん応のうで、共鳴効こう果かを起こしてすべてのイーターが破は壊かいされていきます。

ＧＭ：おお────っっ！
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シャル：なるほど、これが対イーター兵器の力ですか。

マーヤ：はい！　これが純じゆん粋すい数学領りよう域いき破壊兵器、ラプラスドリルです！

ＧＭ：ソフィアは「すごい、すごい、すごいです！　そうか、このデータがあれば！」とか言って機械と格かく闘とうしてます。「この力なら、イーターを引きはがせるかもしれない！」

マーヤ：で、それが終わってから振り向いて。では以蔵様、先へ。ソフィア博士を援えん護ごしてあげてください！

以蔵：じゃあ判定するぜ。侵蝕率低めだから俺はエフェクト使おう。《かまいたち》＋《インスタント・ボム》で……よし、達成値ち19。十分すぎるほど成功。

マーヤ：さすが以蔵さま！

以蔵：じゃあ、最後に門番か何かが立ってるとそこに球体がふ───っと飛んで来て、なんだこれは？　って集ってくると、そいつは俺の爆ばく弾だんだ、と。申し遅おくれたな。俺の名前は〝ブラストハンド〟。

ＧＭ：「〝ブラストハンド〟!?」

以蔵：（ニヤリと笑って）カチッ……ドウウゥゥゥゥン!!　起爆！　吹ふっ飛ぶイーター！

シャル：ちゃんとセリフを言うあたり、あいつら付き合いいいな……（一同爆笑）。

以蔵：これだよこれ！　これが俺おれの平へい凡ぼんな日にち常じようだよ！　くそーっ、この姿すがたもみじに見せてやれないのがすっごい残念だよなぁ……きっと惚ほれると思うんだよなぁ……あ、そうだ今度漫まん画がにして見せてやろう（一同爆笑）。

シャル：誰が描かくんだ!?

以蔵：俺。決まってんじゃん、原作俺作画俺編へん集しゆう俺製せい本ほん俺。

モルガン：そりゃお主、同人誌じゃ（笑）。

シャル：ではそんなことを言いながら走っていきましょう。全員無事でよかった。

ＧＭ：ではシーンを終わりましょう。次がクライマックスですよ。






《異世界の因子》　一度見たことがあるエフェクトをコピーするエフェクト。

《インスタント・ボム》　即座に爆弾を作って投げつけるエフェクト。基本的に以蔵が投げてる爆弾はこれ。相手の装甲値を無視する。

これでも７個　侵蝕率が上昇すると、能力値に加えてダイスを追加で振ることができるようになる。マーヤは侵蝕率が高いので、十分なダイスを得ている。

《かまいたち》　白兵攻撃を遠くへ飛ばすハヌマーンのエフェクト。









　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆特とく異い点、接せつ触しよく


 Scene Player ─── 以蔵






　ホテル・バッヘルベルの最上階。

　一フロア全体をぶちぬいた巨きよ大だいなスイートルームのリビング。舞ぶ踏とう会でも開けそうなくらい巨大なその部屋の中央で、豪ごう華かなソファに座すわったエルキュールは以蔵たちを待っていた。

「やれやれ、まったく派は手でなことだ」




ＧＭ：では、エルキュールのところまでたどりついたところで、いよいよクライマックスです。

以蔵：もみじを返してもらいに来たぞ！

ＧＭ：「彼女はここだ」と、後ろのソファにくたーんと寝ねてるもみじが。

シャル：無事なのですか？　とエルキュールを見ながらマーヤに聞く。

マーヤ：ではキュイーン、キュイーンとセンサーを。

ＧＭ：《サイコメトリー》すれば場の情じよう報ほうが得られるのでわかりますよ。難なん易い度は８。

マーヤ：では《サイコメトリー》します。成功。

ＧＭ：生体反はん応のうばっちり、生きてます。従じゆう者しやでも幻げん影えいでもクローンでもありません。

マーヤ：間ま違ちがいなく、三室戸もみじその人です。

シャル：よかった。さすがにほっとする。

以蔵：じゃあ、ずかずか歩み寄よっていこうとするよ。

ＧＭ：それにはエルキュールが銃じゆうを向ける。

シャル：一いち応おう、こっちも止めよう。以蔵、落ち着け。

ＧＭ：「さて、ソフィア博士と以蔵くんがこっちに来る、というわけでもなさそうだね」

モルガン：素す直なおに返す気にはならんかの？　わらわたちの実力はようわかったろうが。

ＧＭ：「そうも行かない。こうなってしまった以上、私にも財ざい団だんへのけじめと言うものがある」

モルガン：まだ分かっておらんのか？　おぬしの部下は既すでにおぬしの命令を受け付ける存そん在ざいではなくなっておるぞ？

マーヤ：信じないかもしれませんけど、と中空にディスプレイが展てん開かいされて、エルキュールの部下たちの姿が映うつります。

モルガン：見るがよい。あれが、おぬしの部下か？

ＧＭ：「こ、これは……！　あの列車で出てきた化け物！」と驚きよう愕がくするエルキュール。

モルガン：その通りじゃ。お主の部下はすでに人ではない。

ＧＭ：「な、なんだと……」とエルキュールがうめいたその時。

以蔵：ん？

ＧＭ：エルキュールの影がボコボコと沸き立ち、刃のようになってその胸板を貫きます！

以蔵：なにいっ!?




「う……ぐああっ!?」

　豪華な服が鮮せん血けつにまみれた。

　膝ひざをつき、呆ぼう然ぜんとしながら自分の周囲に広がる影を見つめるエルキュール。

　そこには無数のイーターの瞳ひとみが蠢うごめいていた。

　それが何かを理り解かいする前に、影がボコボコと泡あわ立だつように盛もり上がり、人の形を取ると、エルキュールを全身から伸のびた槍やりのごとき触しよく手しゆで貫く。




以蔵：エルさーん!!

ＧＭ：「ばか、な……私は、道どう化けだったというのか……!?」絶ぜつ望ぼうの表情で、エルキュールは血の海に沈しずみます。

シャル：……言わないことじゃない……。

ＧＭ：「くそ……部下も把は握あくできず……私、は……」どう、と倒たおれるエルキュール。［昏こん倒とう］状じよう態たいですけどね。

マーヤ：気を付けてください。人間に憑ひよう依いしたのではない、本物のイーターが出てきます。

ＧＭ：ご名答、影の中から目だけが無数にあったり、取り込こまれた兵隊やホテルの従業員の顔が一瞬だけ見えたりするイーターが姿すがたを見せます。

モルガン：あれが、本物のイーターか！

以蔵：ちょっとちょっと、あんなのジャームでも見たこと無いぞ？

シャル：クロドヴァの戦場でもな。お嬢じようさま、あれの正体はわかりますか？

ＧＭ：「いいえ……エネルギー総そう量りようがこれまでとは比ひ較かくになりません。空間が歪ゆがんでいる……!?」

マーヤ：あれはジャームなどではありません。そもそも人でさえ、いいえ、生物でさえないかもしれない。あれは絶望の化身です。

以蔵：ロボ子、あれがイーター……カルキとか言う奴やつか？

ＧＭ：分かりません。おそらくそうだとは思いますが、カルキが現げん在ざいどう変化しているかまではわからないので。ある程てい度どのパターンまでは類るい似じしています。

マーヤ：データ不足です。

ＧＭ：そういうこと。

モルガン：なに、そこに実体がある限かぎり、倒たおせぬ敵てきなどはおらぬ。なれば、すべて我が爪で消し去ってしまえば済すむことよ。

シャル：では私も、相手がでかいので棒ぼうを槍やりに変えつつ言おう。今までの敵は斬きれました、斬れれば殺せます。消しよう滅めつさせれば問題は解かい決けつするでしょう。

ＧＭ：ではシャルの傍かたわらにいるソフィアが、「シャル、私はイーターを解かい析せきします。お願いします、持ちこたえて下さい」と言います。

シャル：分かりました、お嬢さま。ですが、解析が終わる前に倒してしまったら、その時は謝あやまります。といって槍を向ける。

ＧＭ：「それから、以蔵さん……がんばって！」

以蔵：うん、今すごく逃にげ出したい（笑）。

シャル：おい貴き様さま、この期ごにおよんで……。

マーヤ：以蔵さま。大だい丈じよう夫ぶです。あなたが作る未来を信じてください。私たちがついています。

モルガン：そうじゃ。お主が約束の王なら、この程度の試練、越こえてみせろ。

以蔵：……よ、よし！　もみじ、待ってろ!!　まあ、取り敢えずもみじいるし、一応……（ちらっと他のＰＣを見て）信しん頼らいできる仲間もいるしね。これぐらいなら何度か乗り越えて来たし、なんとかなるんじゃないかな……コワイけど。

ＧＭ：では、奴の体からボコボコボコボコと細かいイーターが出て来ます。

以蔵：やっぱ怖こえぇぇぇぇっ!!




　それは、悪意が顕けん現げんしたような異い形ぎようの群むれだった。

　針はりのような手足を持った蜘蛛くもとも狼おおかみともつかぬ怪かい獣じゆう。

　シャンデリアや机つくえの形をした黒くおぞましい影。

　群舞する無数の刃物。そして、それらを率いる、影より出でし漆黒の巨人。




モルガン：つまり総そう勢ぜいで敵はどれだけおるんじゃ、ＧＭ？

ＧＭ：まずトループのイーターが３グループ。加えて、これを生み出した大型イーターが１体です。なお、ソフィアは戦闘には参加しないのでエフェクトの対象にはなりません。

モルガン：なるほど、王とその護ご衛えいというところじゃな。

マーヤ：どれだけの数がいても、すべて蹴け散らしてみせます。

以蔵：頼たのむぜ、ロボ子、ドラ子！　もみじを助けてくれよ！






従者　レネゲイドの力で生み出される疑似生命体。

［昏倒］　ＨＰが０になったキャラクターが陥る状態。行動できず、この状態のままシーンが終わると死亡する。復活するにはエフェクトか他者の治療、タイタスの消費が必要。






ＧＭ：では、衝しよう動どう判はん定ていを。




　イーターの接せつ近きんによって、以蔵たちの体に眠ねむるレネゲイドが急きゆう激げきに活かつ性せい化する。

　だが、彼らは理性を失うことはなかった。

　もみじを救う。その目的に向かって団だん結けつしている限かぎり、世界も時代も超こえて、彼らの心がゆらぐことはない。





＊　　　＊　　　＊






◆第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、セットアッププロセスからですね。

マーヤ：セットアップに《灰はい色いろの庭》。大型イーターのイニシアティブが９点下がります。

ＧＭ：げぇぇぇっっっ!!　よ、４になっちまった!!　ＰＣの誰だれより遅おそい！

マーヤ：これが量子干かん渉しよう力場。イーターの行動そのものを制せい圧あつする、私の力です。

以蔵：すごいぞロボ子！

ＧＭ：くそ、とにかくイーターの親玉は《ヴァイタルアップ》ですよ。

シャル：さて、相手の手の内がわかりませんからね。とりあえず待機して出方をうかがいましょう。

以蔵：よしロボ子、あいつらをこのフロアごとふっとばしてやれ！

マーヤ：了りよう解かいしました。では、このフロアごとふっとばせと言われたので、《ハンドレッド・ガンズ》で巨大な銃じゆうがキュゥゥゥゥンと形成され。照しよう準じゆん……シュート、開始します。《ジェノサイド・モード》＋《錬れん成せいの掟おきて》で達成値ち25。

ＧＭ：１グループ目が23、２グループ目が９、３グループ目が……来た！　33！　３グループ目だけ回かい避ひに成功です。

マーヤ：では、命中した２グループのイーターが結けつ晶しよう化して砕くだけ散ります。

以蔵：すげー！　ロボ子すげー！

ＧＭ：さすが対イーターロボット。じゃあ次はモルガンですね。

以蔵：ちょっと待機しててくれ、ドラ子。先に俺が範はん囲い攻こう撃げきを喰くらわしてやるぜ。

モルガン：ふむ、それが正解のようじゃな。さすが約束の王じゃ。では待機するぞ。

以蔵：じゃあ、かっこよく学ランをはためかせて爆ばく弾だんを作って投げつける。《獅し子し奮ふん迅じん》＋《かまいたち》＋《インスタント・ボム》その他！　範囲攻撃なんでボスとトループをまとめて攻撃。達成値38！

ＧＭ：回避は両方とも失敗。しょうがないんで、トループがボスをカバーリングします。

以蔵：うおおおっっ！　俺のやる気が───ブラストォォォ！　ブラストーブラストーブラストー。あ、俺のテーマソングね。そこまで決まってるんで。あ、ちなみに俺小説書いてるんだ。シャル、読みたい？　いつも持ち歩いてんだぜ？

シャル：……なんで私に言うんですか。もっとつき合いのいいマーヤに言いなさい。

以蔵：いや、いままであんたと会話がなかったけど、戦いを通じて……。

シャル：ゴスッ！　ドカッ！　バスッ！

以蔵：殴られてボコボコになりながら……起爆！　ダメージは26点装そう甲こう無む視し。

ＧＭ：ではカバーリングしたトループが粉みじんになって吹ふき飛びます。

マーヤ：さすが以蔵さま！

ＧＭ：ですがその爆ばく炎えんの中から、大型イーターが反撃。《光の弓》＋《ピンポイント・レーザー》＋《スターダストレイン》＋《全知の欠片かけら》。達成値31！　BEEEEEAM！




　大型イーターの全身に張り付いた瞳ひとみから緑色のビームが一いつ斉せいに射しや出しゆつされた。

　以蔵は回避に成功したものの、シャルが《リザレクト》で復ふつ活かつ。モルガンもマーヤを《崩くずれずの群むれ》でかばって《リザレクト》した。

「シャル！　モルガン！」

　ソフィアの叫さけびとともに、爆炎の中から女戦士と巨きよ竜りゆうが立ち上がった。




シャル：さて、お嬢じようさまに手出しをさせるわけにはいきませんからね。マイナーで走ってエンゲージ。槍やりに変えたままなのでそれで一ひと突つきしよう。《コントロールソート》＋《オウガバトル》＋《コンバットシステム》。達成値は46！

ＧＭ：回った、回った……！　でも28！　あかん。

シャル：ではダメージが５Ｄ＋６点で。34点、装甲値は有ゆう効こう。たいしたことの無いダメージです。これでは倒たおれないでしょうね。

ＧＭ：いんにゃ。ではそれで奴やつは倒れるですよ。

シャル：おお!?

ＧＭ：あっけなく。シュウシュウシュウと溶とけて消えていく。

以蔵：やった！　か、勝ったぞー!!

モルガン：待て、以蔵！　何かがおかしい。

マーヤ：油ゆ断だんしないでください！

以蔵：ばっかやろう！　完全に倒れてんじゃん！　ヤッホーッ！　勝ったぞー!!　うれし───！　俺おれが奴をやっつけたよー!!（一同爆笑）

シャル：もろすぎる！　落ち着け！

以蔵：もーみーじー！　もうスキップしてもみじに駆かけ寄よるぜ！

シャル：通り抜ぬけ様に、待ちなさいこの馬ば鹿か！

マーヤ：同じく後ろからおっかける。

以蔵：ヒャッホ────！　俺を追うんじゃねー!!（一同爆笑）

ＧＭ：では以蔵が駆け寄ると、もみじが苦しそうに口を開きます。「い、以蔵……、逃にげて……」

以蔵：ん？　逃げて？　ふっふーん、逃げるのを心配するのはお前だぜもみじー。俺の子こ鹿じかちゃーん？

ＧＭ：と、以蔵が言ったまさにその瞬間！




「来ないで……このままだと、あたし、以蔵を殺しちゃう！」

　嘔おう吐とするのを必死に押おさえ込こむように、もみじが体を「く」の字に折った。

「以蔵さま！」

「待て、以蔵、明らかにおかしい！」

　制せい止しの声と、ガールフレンドの異い常じような様子に、さしもの以蔵も一いつ瞬しゆん脚あしが止まる。

　バスバスバスバスッッ！

　もみじの口から飛び出した異形の触手が、以蔵めがけて襲おそいかかったのはまさにその刹せつ那なであった。




以蔵：う、うわああっっ！　思いっきりのけぞって飛び退のくよ。

ＧＭ：もみじはゆっくりと立ち上がり、全身からボコボコと先ほどの様に黒いイーターを沸わき立たせています。いいえ、それは先ほどのイーターとは訳わけが違う。絶ぜつ大だいな圧あつ力りよくを持った〝闇やみ〟そのものが、もみじの体を包んでいるようです。

マーヤ：まさか、カルキ!?

シャル：これは……これが、イーターの本体だというのですか？

ＧＭ：「ソノ……トオり……だ……」だんだん彼女の声が変わっていきます。「私は、カルキ」彼女の意い識しきを乗っ取っているので、擬ぎ似じ的な意思疎そ通つうができるようです。その目には光がありません。

モルガン：カルキ……これが、時を越こえたイーターの本体か！

ＧＭ：「私は、ずっと、特異点を監かん視ししていた。特異点、以蔵が、全すべての力を解かい放ほうし、全身がレネゲイドに侵蝕されるまで、私はこの時を待ってずっと擬ぎ態たいしていた」すっかりもみじの声から変へん質しつした声で、カルキがそう告げます。

モルガン：全身？　……ああ、侵蝕率りつが[image: ]％超こえた時までということじゃな。

ＧＭ：そういうことです。「時を越えたショックで、私は自分のエネルギーをほとんど失っていた。この時を私は待っていた。さあ、私とひとつになり……進化を極きわめよう」

以蔵：なにいっ!?　君とひとつに！　俺とお前が！　大人の階かい段だんを!!（一同爆ばく笑しよう）

マーヤ：待って下さい、意い識しきはもみじさんじゃないんですよ!?

以蔵：あいつはもみじだよ!!　だって、俺とひとつになりたがってるんだよ!?　もみじ以外の何者でもないだろ!!

モルガン：いいから落ち着かんか!!

以蔵：俺はいつだって混こん乱らんしている！（一同爆笑）

シャル：……それ自体は正しい認にん識しきなんだがな……（笑）。

ＧＭ：では、一瞬だけもみじがうつろな目から、普ふ通つうの目に戻もどって「逃げて……お願い……いぞ、う……」そしてまた意識がイーターに戻ります。




「私は、ずっと種子としてこの少女の中で眠ねむっていた。以蔵、おまえが完全に力を解放し、私の前に立つチャンスを待って。エルキュール、そしてソフィアたちの到とう来らいは好都合だった」

　もみじの言葉を借りて、もみじでない悪あつ鬼きが喋しやべる。

「特異点に干かん渉しようすることで事じ件けんそのものを演えん出しゆつし、私自身、三室戸もみじ自身がとらわれのヒロインになる必要があった。私はもみじそのもの、すでに彼女の神しん経けいの一本一本にいたるまで、私の種子は浸しん透とうを終えている」




以蔵：くそ！　ロボ子、なんとかならないのかよ！　もみじの体じゃ、攻こう撃げきもできない！

マーヤ：イーターを除じよ去きよできた例は今までにありません……。

以蔵：……な、なんだって!?

ＧＭ：ではその瞬間、ソフィアが「解かい析せきが終わりました！」と言います。「ほんの少しの間ですが、マーヤのアンチＡＤワーディングフィールドと合わせて、カルキともみじさんを、次元的に切り離はなしてみます！」

以蔵：なに!?　できるのか、ソフィア！

ＧＭ：「はい！　私の研究と、マーヤさんから提てい供きようしてもらったデータ、そしてマーヤさんの戦せん闘とうデータを応おう用ようすれば、理り論ろん上、約三分はイーターをもみじさんから切り離せます！」

シャル：それでこそお嬢じようさまです。つまり、ゆらぎのある状じよう態たいであれば切り離すことが可か能のうということですか？

ＧＭ：「はい、この装そう置ちを起動すれば！」なにか巨きよ大だいなパラボナアンテナのようなものを取り出して。

以蔵：なるほど、その間に倒たおせばもみじを取り戻すことができるわけだね。三分というのは、具体的には？

ＧＭ：ルール的には３ラウンドです。その間にカルキを倒せなければ、もみじは助かりません。

シャル：では手て加か減げんは出来ませんね。

モルガン：ふん、こやつ程てい度ど、三十秒もいらぬぞ。すぐに叩きのめしてくれるわ！

マーヤ：もみじさんを取り戻しましょう。

以蔵：ああ、やってやるぜ!!





＊　　　＊　　　＊






◆第２ラウンド
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ＧＭ：ではシーンはそのままで、戦闘ラウンドだけ新しくします。４ラウンド目の終わりまでに倒せなければもみじは助かりません。

マーヤ：了解です。あらためて《灰はい色いろの庭》を展てん開かいします。アンチＡＤワーディングエフェクタ、ソフィア博士の力場と共鳴！　トラップ！　イーターを拘こう束そくします！

ＧＭ：なるほど。ではもみじとそれを取り巻まく黒い影かげ───カルキの動きが鈍にぶります。それはそれとしてイニシアチブ９点下がるのか……きついなあ……８になっちゃったよ。

マーヤ：こちらは侵蝕率が２％あがるだけですから、だいぶお得ですね。

ＧＭ：ではカルキは《ヴァイタルアップ》。「私と一つになりましょぉぉぉぉぉぉ」などと言いつつボコボコボコとさらに影がふくれあがっていきます。

モルガン：ソフィア、早く分ぶん離りを！

以蔵：そうだ！　アレを倒たおしてもみじ、君と早く勝利のメイク・ラブを！　いくぞー！　さあいくぞーいくぞーいくぞー。

シャル：あんなにやる気になったのは初めてみるが……なんだろう、すごく許ゆるせない気がする（一同爆笑）。

マーヤ：今のうちに！

ＧＭ：「はい、トラッピングシステム、起動！」パラボラが広がっていって、放たれた光線が先ほどマーヤによって引きずり出された影を固定します。で、シャルからですね。

シャル：……よし。とはいえ、敵てきの能のう力りよくが未知数なのが気になりますね。ここは待機です。

以蔵：なら、俺は攻撃に出るよ。マイナーでエンゲージから離れて《かまいたち》＋《インスタント・ボム》＋《獅子奮迅》その他で攻撃。両手を使って手の前にちょっと大きめの爆ばく弾だんを。誘ゆう導どう追つい尾び弾！　達成値ちは……45。

ＧＭ：回かい避ひは高くないんじゃー。16個こ振ふって達成値10。回避失敗。

以蔵：ダメージは35点装そう甲こう無む視し。さらに［目眩めまい］。

ＧＭ：……くっ［目眩］か。ダイスが２個減へるのはわりとしんどいなあ。一いち応おう《がらんどうの肉体》で頑がん張ばってみるけど失敗。

以蔵：じゃあ相手の体と接せつ触しよくした瞬しゆん間かんに起爆。カチ。

ＧＭ：バァァアアアンッッッ！　と吹ふっ飛ぶけど、完全には吹き飛ばない。

以蔵：（体を奇き妙みようにひねって指を突つき出し）〝ブラストハンド〟。俺のコードネームだ、憶おぼえておけ。

シャル：飽あきないなあ、その決めセリフと決めポーズ（笑）。

以蔵：そりゃ当然！　これを言うためにオーヴァードやってんだから！（笑）

モルガン：なんとも簡単な理由だのう（笑）。

ＧＭ：ではイーターはマイナーで《ハンティングスタイル》＋《破は壊かいの爪つめ》＋《完全獣じゆう化か》。

シャル：キュマイラ／エグザイルか！

ＧＭ：メジャーで《獣けものの王》＋《吸収》＋《ジャイアントグロウス》以下省略！　巨きよ大だい化して、以蔵を除のぞく三人をまず取り込こもうとする。《獣の王》があるのでリアクション不ふ可かですよ。

シャル：では、ここで待機を解かい除じよします。

ＧＭ：お、ということはインタラプトアクションなので、カルキの行動を聞いてから、シャルの行動宣せん言げんが行われることになりますね。しかもシャルが先。

シャル：マーヤに行動値ちを下げてもらった甲か斐いはありました。マイナーで《インフィニティ・ウェポン》と《ダブルクリエイト》を使って侵しん蝕しよく率りつが６点上がります。そしてメジャーアクションでエンゲージから離り脱だつして攻撃範囲から逃れる。棒ぼうをカチリと両手剣けんにして突っ込む。




　カルキの触しよく手しゆが伸のびるより先に、シャルが雷らい鳴めいのような速度で走った。

　カルキの一いち撃げきが届とどくより先に、シャルはその内うち懐ふところで鮫さめのように笑う。

「遅おそい、あまりにも遅い。所しよ詮せん宇う宙ちゆう生物とはいえ、アマチュアですね」




ＧＭ：さすがに頭ず脳のうプレーだなあ。ではマーヤとモルガンに一撃が。達成値は37。

モルガン：で、わらわが《崩くずれずの群むれ》でマーヤをカバーリング。《獣の王》は一回きりじゃ。これさえしのげば！

ＧＭ：達成値37。ダメージが40点。ダイスペナルティが２個。あなたの血が、あなたのＤＮＡが、触手を通して奴やつに吸すい上げられていく。ドクドクと黒い触手が脈みやく動どうします。

モルガン：ではＤＮＡが自分の中から吸い取られていく時に角から光がほとばしって相手の腕うでを吹き飛ばす。で、逆ぎやくにその腕をこちらが吸い取ってグブグブグブグブと。《リザレクト》！

以蔵：お、おぞましい……でもかわいい女の子なんだよな。

モルガン：その程てい度どの進化ではわらわの進化は止められぬ！　今見たおぬしの力、わらわが使ってやるわ！　マイナーアクションで《完全獣じゆう化か》、ドラゴンの体が更さらに巨大化。首が三つに増ふえて、さらに胴どう体たいからは人間形けい態たいと同じ少女の上半身が突きだしておる。

以蔵：あ、あきらかに人じゃない！　でも上に女の子がついてる!!　人じゃない女の子……よし、最高！

シャル：チョウチンアンコウの提灯ちようちんみたいな疑ぎ似じ餌えじゃないのか、あの女の子の部分（笑）。

モルガン：ええい、うるさい（笑）。《異い世せ界かいの因いん子し》で《インスタント・ボム》をコピーしたので、約束の王よ、おぬしから得た力じゃ！　と言って空間をねじ曲げつつ。

以蔵：あ、あの技わざは……。

モルガン：基本のコンボに《インスタント・ボム》を追加して攻撃じゃ！　達成値は29。

ＧＭ：［目眩］がきついなあ。こちらの回避達成値が23。失敗。

モルガン：あ、あぶないあぶない。ダメージは《インスタント・ボム》のおかげで55点、装甲値無視！

以蔵：それは俺おれの技─────っっっっ!?（笑）

モルガン：竜りゆうの体から沢たく山さんの獣けものが出て来てガブガブガブと喰くらっていく。そして爆ばく発はつ。

ＧＭ：で、爆発を逃のがれたイーターが合体して元に戻もどっていく。

モルガン：ブラストハンド。それがわらわの名じゃ！（同じ決めポーズを取る）

以蔵：わ、技ばかりかコードネームまで!?　い、今すぐモルガンのロイスを取ってタイタスにしてやりて──っっっ！（一同大だい爆ばく笑しよう）

モルガン：やりたくてたまらなかったんだよ！（笑）

ＧＭ：（笑いながら）一いち応おう《がらんどうの肉体》。３個こ回ったけど失敗。ＨＰが０になったんでここで《透とう過か》！

シャル：《透過》か。多分《魔ま獣じゆうの証あかし》もあるよな。

マーヤ：落ち着いてください以蔵様。コードネームがなくなってもあなたはあなたです。それはそれとして私の行動はありません。行動すると侵蝕率がえらいことに。今で[image: ]％なので。




◆第３ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では３ラウンド目。セットアップですよ。ソフィアの手元のパラボラが負ふ荷かに耐たえかねたのかバチバチ放電を始めています。

マーヤ：では、続けてアンチＡＤワーディングエフェクタ展てん開かい、重力場増ぞう大だいします！　《灰はい色いろの庭》。

ＧＭ：うう、イニシアティブが下がるせいで戦せん闘とうプランがぼろぼろだ。これはきつい。

シャル：では私の手番ですね。こちらもきっちり仕事をこなしましょう、と言ってイノセントブレードを腰こしだめに構かまえてトントン、と軽くジャンプをして重量で攻こう撃げき。いつものコンボに《クリスタライズ》を追加。達成値ち36！

ＧＭ：装そう甲こう値無む視しか！　うおおおおお、俺の《竜りゆう鱗りん》５レベルが……ッ！

モルガン：うむ、わらわもさっき《インスタント・ボム》を覚えてよかった！

以蔵：返せよ！　それ、俺んだぞ！　ドラ子！（笑）

[image: ]

ＧＭ：回かい避ひ頑がん張ばってみるしかないなあ……達成値24。

シャル：命中ですね。勢いきおいよく振ふり下ろした直後、それが二本のロングソードに分ぶん離りして、くるりと一回転して斬きる。ダメージは、68点装甲値無視！

ＧＭ：68!?　では双そう剣けんでバラバラにされるんですが……《魔獣の証》！　ズタズタに切り裂さかれたはずのイーターの影かげが、空間からわき出すように再さい生せいしていきます！

マーヤ：さすがにエネルギー総そう量りようが違ちがう！　しかし、これだけの攻撃を立て続けに浴びれば、再生も追い付かないはず！

以蔵：おう！　じゃあ《マシラのごとく》をさっきのコンボに組み合わせて……もみじを返してもらうぜ、このバケモノ！　この部屋の大気すべてを爆ばく弾だんに変える。相手の動きが止まった瞬しゆん間かん、一気にまとめて吹ふき飛ばしてやる！　達成値は28。

ＧＭ：お、それはよけられる目があるな。

マーヤ：させません！　《時の棺ひつぎ》で回避判はん定てい自体を失敗にします！　アンチＡＤワーディングエフェクタ、収しゆう束そく！




　以蔵の展開した空気爆弾から逃のがれようとするカルキの影を、マーヤから放たれた虹にじ色いろの光が押おし包む。

　光は、カルキをその場に縫ぬい止め、まるでオーロラのようにきらきらと輝かがやく。

　以蔵はニヤリと笑い、イーターに背せ中なかを向ける。

「……あばよ、バケモノ」

　手の中にある、見えない起爆装置を押す。

　たとえもみじが信じてくれなくても、誰だれの目に見えることがなくても。

　彼の剣、彼の闘とう志しはそこにあった。

　カチリ。

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおが天へと噴ふき上がり、イーターの闇やみすべてを溶とかして、消えていく。

「───ブラストハンド。俺の名だ」




ＧＭ：これでカルキは完全に倒れました。あたりに静寂が戻ります。同時に、ソフィアの手もとでボン！　とパラボラが爆発します。「危あぶない所でした……」

シャル：お嬢じようさま、もみじ嬢は大だい丈じよう夫ぶですか!?

ＧＭ：「もう大丈夫だと思います。イーターの反はん応のう、今度こそ消えました」

シャル：それは何より……ん、エルキュールはどうした？

ＧＭ：そう言うと、ヘリが現あらわれて、そこからのびる縄なわ梯子ばしごに摑つかまって逃にげていくエルキュールが見えます。「諸しよ君くん、今回は私の負けだ！」

以蔵：え？　……てか俺たち、エルさんと戦ってたの？

シャル：あー……まあ、そう思わせておいたほうが当人が傷きずつかないと思う（笑）。

以蔵：……まあ、別に何かされたわけでもないし。当人がいいならいいんだが……（笑）

シャル：まあ、さっさと飛んで行って下さいエルキュール。あなたが手を出すと……事じ態たいが面おも白しろくなってしまう（一同爆笑）。

ＧＭ：「ほめ言葉と受け取っておこう。さらばだ諸君」バラバラバラバラ。

以蔵：さらばだ！　俺の名前はブラストハンド。

モルガン：うむ、わらわもブラストハンド。

以蔵：ドーラー子───！（笑）

マーヤ：これですべて終わった……？

ＧＭ：いえ。マーヤは、カルキの反応が微び弱じやくながら、この地球のどこかに残っていることを感じます。まだ違うかけらがどこかにいるのではないかと。

シャル：ではマーヤを見て、どうしたんですか？　何か浮うかない顔をしていますが。

マーヤ：……カルキが死んでいません。

ＧＭ：では、ソフィアが「おそらく、以蔵さんの特とく異い点と共鳴した因いん子しがこの地球のどこかにいるのです。いずれ、力を取り戻もどして戻ってくることは間ま違ちがいない……」と言います。

シャル：まだ、彼は狙ねらわれていると言うことですか？

モルガン：（空の彼方かなたを見て）……王の試練は終わっておらぬ、ということじゃな。

以蔵：つまり……そうなるとあんたたちまだこの街にってか、俺ん家ちにいるの？

シャル：当然でしょう。

マーヤ：イーターがあなたの特異点を狙っている限かぎり、以蔵様を守るのが私の使命です。

ＧＭ：するとソフィアが「私だって、このまま研究を投げ出す訳わけにはいきません！　それに、せっかくお友達になれたんじゃないですか！」

以蔵：もう、これ以上僕ぼくの日常を侵蝕しないで──！（一同爆笑）

モルガン：では竜りゆう形けい態たいに戻って以蔵の頭をがしっと摑つかもう。さあ、帰ってゲームじゃ!!

マーヤ：じゃあこのホテルは私が修しゆう理りしておきます。

以蔵：せめて頭つかむのはやめてくれー！（笑）






《ヴァイタルアップ》　侵蝕率を大きく引き上げるかわりに、ＨＰを高めるエフェクト。

《獅子奮迅》　エンゲージひとつを攻撃するエフェクト。

《光の弓》　レーザー光線で攻撃するエフェクト。

《ピンポイント・レーザー》　レーザーで装甲を貫通するエフェクト。

《スターダストレイン》　シーン全体を攻撃するエフェクト。

《全知の欠片》　正確に照準を行い命中率を高めるエフェクト。

《崩れずの群れ》　自分の分体を作り出して味方をかばうエフェクト。

回った、回った……　あらゆる判定では［クリティカル値］（基本は10）の出目が出た場合、続けてそのダイスを振り足すことができる。これを「回った」と表現している。

《がらんどうの肉体》　攻撃のダメージそのものを肉体の柔軟さで受け流すエフェクト。

《ダブルクリエイト》　武器や防具を錬成した後に、さらにマイナーアクションを取るエフェクト。

タイタス　絶望する、裏切られる、正体を知られるなどして関係が激変したロイスはタイタスと呼ばれる。タイタスは自律判定のときに侵蝕率を下げてはくれないが、１シナリオに１回だけダイスを増やしてくれたり使用者を復活させてくれたりする。

《透過》　攻撃を貫通させて、受けたダメージを無効化し、ＨＰを回復するエフェクト。

《魔獣の証》　［昏倒］から復活するエフェクト。

《クリスタライズ》　攻撃した対象を結晶化させ、攻撃のダメージを大きくあげるエフェクト。









　　　ENDING PHASE







◆Ending 01◆おなじみの〝日にち常じよう〟へ


Scene Player ─── 以蔵






　戦いは終わった。

　気き絶ぜつしたもみじをそっと布ふ団とんに寝ねかせ、焼け落ちたホテルや壊こわれたアパートをマーヤが修理した。

　ひとまずながらイーターは撃退され、ノインテーターは日本から撤てつ退たいした。

　何もかもメチャクチャになったように思っていたけれど、確たしかに守るべき〝日常〟は存そん在ざいし、そしてそれは守られた。




ＧＭ：自じ律りつ判はん定ていは無事に終わりましたね。では、エンディングです。個こ別べつでやるのはやめて、今回はまとめて。

シャル：ああ、そうだね。

以蔵：何せ同じ所にいるしな。

ＧＭ：かくして、翌よく日じつの朝。




　そして、またいつものように朝がやってくる。

　春のうららかな日差しと、小鳥の鳴き声。

　マーヤの錬れん成せいしたみそ汁しるの匂におい、なつかしいタタミの香かおり。

　さわがしくもにぎやかな〝日常〟が以蔵のもとへ戻もどってきた。




以蔵：あ～、美少女と暮くらすだけでえらくなれる国ねーかなー（一同爆ばく笑しよう）。

シャル：（ナレーション風に）そのように以蔵は言っているが、それがむなしいものである感覚が、胸むねのどこかにあった（一同爆笑）。

以蔵：ではむくりと起きて。……そうだよな。そんな環かん境きようで暮らしても……（周囲を見る）。

モルガン：では、以蔵の頭の上に乗っかって。おーい、王候こう補ほ、王候補。起きんか！

以蔵：おお、おはようドラ子。

モルガン：さっそく特訓メニューを作ったぞ！

ＧＭ：もみじは既すでにご飯を作ってて。「みんなの分もあるよー」とちゃぶ台に。




　もみじの記き憶おくの中には、昨日の戦いは何一つ残っていなかった。

　もちろんそんなことは口に出さず、小さなちゃぶ台を囲んで笑え顔がおの花が咲さく。

　奇き妙みような、しかしどこにでもありそうな日常の景色。




モルガン：もみじ殿どの、わらわは生肉がよいな。

マーヤ：私はもみじさんのとなりでおみそ汁作ってます。文字通り物ぶつ質しつ変へん換かんで。

シャル：お嬢さまの分のご飯をよそっていよう。日本は生活必ひつ需じゆ品ひんが安くて豊ほう富ふでいいですね。とか言いながら。

ＧＭ：「砂さ糖とうも合成じゃないですし」とにこにこして甘あまい卵たまご焼やきに箸はしをつけているソフィア。

シャル：そうですね。平和でいい国です。灯火管かん制せいもないし空くう襲しゆうもない。

以蔵：その風景から逃にげる様に、ボロアパートの窓まどから空を見て……。

ＧＭ：じゃあ、春なので桜さくらの花か何かが咲いていて。

以蔵：ああ……桜かぁ…………夢ゆめってのもかなっちまうと、何をしたらいいか分からなくなるんだなぁ……（一同爆笑）

モルガン：何をぶつぶつ言っとるんじゃ。お主の人生はこれからなのじゃぞ。さしあたり約束の王にふさわしい人間になってもらわんと。

ＧＭ：ソフィアも、「今日からは、私も同じ学校に通います。学校でも研究を続けますよ！」

以蔵：な、なにぃ!?　お前ら、学校にまで来るのか!?

ＧＭ：「へー、ソフィアも転校してくるんだ！　にぎやかでいいね！」とかもみじは無む邪じや気きに喜んでますよ。

シャル：すると、私も護ご衛えいのためについていく必要がありますね。

以蔵：うう、俺の安らぎの時間がさらに減へっていく……。

シャル：こちらのセリフです。まったく、あなたたちは面めん倒どうばかりかけて……そう言いながら、口元は笑っていたり。

マーヤ：よいではありませんか。これがあなたが守った日常なのですよ、以蔵さま。

以蔵：そうかなあ……まあ、確たしかに言われてみるとそうなんだろうなあ……まあいいや、ロボ子、俺にもご飯くれ。

マーヤ：はい（にっこり）。

モルガン：うむ。朝食はちゃんと取るべきじゃ。これから長い特訓が待っているのじゃからな。

ＧＭ：「さ、ご飯食べたら学校行くわよ！　いい、学校でソフィアに迷めい惑わくかけたら承しよう知ちしないんだからね！」ともみじ。

以蔵：わかったわかった。安心しろ。お前への愛は不ふ滅めつだ！（笑）

ＧＭ：「誰がそんな話をしとるか！」ともみじの鉄てつ拳けんが飛びます。




　そして。

　昨日と同じ今日、今日と同じ明日。

　世界は繰くり返し時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　だが、人々の知らないところで、世界は大きく変へん貌ぼうしていた。




ＧＭ：では、これでひとまず第一話は終わりです。おつかれさまでした。

一同：おつかれさまでした！






自律判定　上昇したレネゲイドの侵蝕率を、ロイスの力で低下させる判定。ロイスの数だけ10面体ダイスを振り、その分侵蝕率を低下させる。[image: ]％未満になった場合、ジャーム化せずに人間の心を保っていることができる。


















　　　PREPLAY




　かくして、あの戦いから時は流れた。

　人々はそれぞれの想おもいとともに集つどい、別れ、そしてまた……




ＧＭ：おはようございまーす。まずは成長から行きましょうか。

以蔵：レベルアーップ！　レベルアップだーっ！

モルガン：わらわは経けい験けん点いちおくまん点くらい使いたい！

シャル：落ち着いてＧＭの話を聞いてください。いちおくまん、じゃないでしょう（笑）。

ＧＭ：ええ、使用できるのはあくまで前回稼かせいだ経験点だけなので、お年玉を計画的に使うように、経験点を効こう率りつよく使ってください。

モルガン：えー！　お主だってお年玉を計画的に使ったことなんかないじゃろ！（笑）

ＧＭ：……では、ハンドアウトを配るので、それに合わせて成長を発表してください。




▼ＰＣ①：国見以蔵くにみ・いぞう

ロイス：ソフィア博士　　　ポジティブ：好意／ネガティブ：不安

　平へい穏おんな日にち常じよう、何ひとつ変わることのない日々。だがそれはあの隕いん石せき一発で終わりを告げた。




以蔵：そうだ、俺おれの日常を返せ。ファルスハーツと戦い、ヒロインを守り、自分に葛かつ藤とうしたりしながら世界の危き機きを救う、そんな日常を返せ！（笑）

シャル：そんなことしてたの？（笑）

以蔵：いや、どっちかというと四畳じよう半でダラダラとエッチなこと考えながら時々バイト感覚で戦ってただけ。世界の危機とか関かかわったことない（笑）。

シャル：まあ、そうだと思った（笑）。




　結局特とく異い点とやらの謎なぞは解かい明めいされないまま戦いは終わり、キミは今日も今日とて日常と非ひ日常が同どう居きよした異空間と化したアパートで日々を過すごしている。

　文化祭のクラス発表の為ため、学校の屋上にはりこんでいたキミとソフィアは、宇う宙ちゆうの片かた隅すみにまがまがしい光の爆ばく発はつを見つけた。それは本当の意味での君の日常の終しゆう焉えんを意味する輝かがやきだったのだ。




以蔵：お、文化祭か！

シャル：そうすると、前のシナリオからしばらく時間がたったの？

ＧＭ：そうですね。前のシナリオが春だったんで、初夏のイメージです。

マーヤ：初夏なのに文化祭なんだ。

ＧＭ：そうすると、三年でも余裕を持って文化祭に参加できるじゃないですか。

モルガン：なるほどな。それはよい。

以蔵：それでソフィアが学校についてくるわけか。相変わらずアパートにいるんだろ？

ＧＭ：そりゃもう。

以蔵：じゃあいい加か減げん馴なれてるな。もう逃にげたりしない。

シャル：当たり前だ！（笑）

ＧＭ：んで、成長のほうはどんなもんでしょう。

以蔵：まず《サポートデバイス》を２レベル取った。これで白兵ダイスが６個こ増ふやせるよ。

マーヤ：６個はでかいですね。

以蔵：で、《先手必勝》を取ったんで動きが速くなった。あとは反動がきついけど、《リミットリリース》を取ったよ。

ＧＭ：了りよう解かいです。パワーアップとしては順当ですね。

以蔵：俺はこのささやかな日常を守っていきたいだけなんだー！




▼ＰＣ②：マーヤ・エンテュメーシス

ロイス：カルキ　　　ポジティブ：尊そん敬けい／ネガティブ：脅きよう威い

　人類の天てん敵てきイーターの討とう伐ばつ。そのためにキミはあらゆる危き険けんを冒おかしこの二十一世紀の地球にやってきた。そして今、君はふたたびこの宇宙を染そめる《ＡＤワーディング》を感じ取った。それはイーターのみが持つ破は滅めつの輝きだった。




マーヤ：……やはり倒たおれてはいなかったのですね、カルキ……。

シャル：やっぱりあれで終わりではなかったか。

マーヤ：じゃあ、私はカルキの復ふつ活かつを感じ取って、それに対たい応おうするオープニングでよいのですか？

ＧＭ：そうですね。基き本ほん的には。レベルアップは？

マーヤ：演えん出しゆつ的にはちょっとだけ機き能のうが回かい復ふくして、マイクロブラックホールが作れるようになった、という感じで。具体的には、《孤こ独どくの魔ま眼がん》と《黒星粉ふん砕さい》です。

シャル：こ、《黒星粉砕》取ったんですか!?　あの侵しん蝕しよく率りつが４Ｄ10も増えるやつ！

ＧＭ：ＰＣがあれ取るの初めて見た……（呆ぼう然ぜん）。

マーヤ：切り札に持っておくには悪くないですよ。ほら、［Ｄロイス：生せい還かん者］ですから。確かく実じつに相手のＨＰを削けずれるのは大きいです。

ＧＭ：さすが三輪さん、あいかわらずキャラクターがギリギリだ……。

マーヤ：で、言語プログラムとかのバグは回復していません（笑）。相変わらずドジばかりですが、以蔵さまの押おし入れに秘ひ密みつ基き地ちを作って住んでます。

以蔵：いいんだ、いつまでもロボ子のままでいてくれ。そして俺にメシを作ってくれ（笑）。

シャル：こいつは……（笑）。




▼ＰＣ③：シャル

ロイス：ソフィア博士　　　ポジティブ：感服／ネガティブ：偏へん愛あい

　戦いと流血に明け暮くれたクロドヴァの日々は遠く、キミはソフィア博士の護ご衛えいの傍かたわら安アパートで日々を過すごしていた。

　気がつけばすっかり日本の暮くらしにも馴な染じみ、文化祭の手伝いまで首をつっこむ日々。だがこんな時間も悪くはない。楽しそうに以蔵と学園生活を送っているソフィア博士をながめながらキミは時を重ねていた。

　だがそれは世界中が以蔵に牙きばを剝むくまでのほんのわずかな平和に過ぎなかった。




シャル：そうか、馴染んだのか。まあ、二ヶ月もあれば確たしかに馴染むだろうな。

マーヤ：お嬢じようさまの身の回りの買い物とかいろいろあるだろうし。

シャル：そうそう。お嬢さまが関かかわらない限かぎり、平和な日本に順じゆん応のうしてる。

モルガン：関わるとダメなのか！（笑）

シャル：うん。たとえばクラスの男子生徒がラブレターを渡わたそうとすると……。

ＧＭ：（間かん髪はつを入れずに）「貴き様さま、テロリストだな！」と銃じゆう撃げきを（笑）。

シャル：いや、訓練された犬なのでそんな無む駄だな吼ほえ方はしない。カチリ、シャキーン、バーンの三動作（笑）。

ＧＭ：なおひどいですよそれ（笑）。

以蔵：そっかー。それで俺とソフィアの関係には何の進しん展てんもないのかー。ちぇー。

シャル：当たり前だ（笑）。

ＧＭ：まあ、シャルがいようといまいと、あまり変わらない気もしますが……（笑）。

以蔵：そんなことねえよ！　ちょっと話しかけるだけで槍やりが飛んでくるんだろ!?（笑）

シャル：それはもう。

マーヤ：でも最後が気になりますね。世界中が以蔵さまの敵になってしまうんでしょうか？

以蔵：大だい丈じよう夫ぶだ！　俺はマーヤやシャルのためなら、世界中を敵に回しても構かまわない！　アモーレ！（笑）

シャル：そんな余よ計けいな好意はいりません。まあ、私の任にん務むはあくまでひとつ。お嬢さまの幸せをお守りすることです。

モルガン：うむ、さすがじゃ。

シャル：で、成長。《ダブルクリエイト》を１レベル上げて、攻こう撃げき力が上がりました。で、《高速錬れん成せい》をとったので一挙動で準じゆん備びまでは出来るようになりました。

モルガン：おお！

マーヤ：でもその組み合わせ、侵蝕率がだいぶきびしくありませんか？

シャル：問題はそこ。マイナーアクションで侵蝕率９点あがるようになってしまった（笑）。あと、《ラストアクション》と《砂すなの結界》を取ってみました。




▼ＰＣ④：モルガン・ル・フェイ

ロイス：ソフィア博士　　　ポジティブ：友ゆう情じよう／ネガティブ：疎そ外がい感かん

　平へい穏おんな日にち常じよう、何ひとつ変わることのない日々。だがそれはあの隕いん石せき一発で終わりを告げた。

　カオスガーデンからソフィア博士を守るためにやってきたキミ。今もキミと博士は以蔵の謎なぞを解とくべく研究を続けている。




モルガン：研究を続けながらネットＲＰＧも続けておるぞ！（笑）

以蔵：しかし俺の部屋にネット回線なんか通ってるのか？

モルガン：わらわが通した！　すべてはゲームの、いや研究のため！




　だが、以蔵の特とく異い点についての研究は進んでいない。宇宙の運命をも左右するエネルギーが何に使われているのか、それがわからないのだ。




モルガン：ふうむ、研究は進んでおらんのか。ソフィアともあろう天才が何故なぜじゃろう。とりあえずネットＲＰＧにでも誘さそうとするか！

マーヤ：わかってないのは……（笑）。

シャル：モルガンだけか……（笑）。

以蔵：いい娘こたちなんだけどなあ……どうしてバカばっかりなんだろうなあ……（笑）。

ＧＭ：それは後で悩んでください（笑）。では、ハンドアウトの続きを。




　国こく際さい宇う宙ちゆうステーション〝スターゲイト〟が謎の力によって制せい圧あつされたという報ほう告こくがカオスガーデンから入ったのはそのときだった。




モルガン：なるほど！　宇宙に手を伸のばしてきおったか！　これはカオスガーデンの全力で迎げい撃げきせねばのう。

ＧＭ：基き本ほん的にはそんなノリです。成長はどんな塩あん梅ばいですか？

モルガン：《完全獣じゆう化か》を２レベルに伸のばした。それだけじゃ。

ＧＭ：あれ、もっと取れるんじゃ？

モルガン：いや、それで悩なやんでたのよ。で、結局残りの６点をセッション中に使用して、場当たり的に進化しようと思って。




　経けい験けん点は、プレイの開始前だけでなく、プレイ中にもＧＭの許きよ可かを得て使用することができる。『ＤＸ２』上級者ならではのテクニカルなプレイスタイルだ。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：では次にＰＣ間のロイスですね。取り方は前回と一いつ緒しよで、以蔵からマーヤ、マーヤからシャル、シャルからモルガン、モルガンから以蔵。

以蔵：じゃあもうロボ子に純じゆん愛あいと不安。とにかくこれ以外の感かん情じようはないんで（笑）。

マーヤ：マーヤはシャルに尊そん敬けいと不安に変わりました。

シャル：モルガンには感服と隔かく意いで。前回は好意だったけど、正体知って実はおどろいてる。

以蔵：モルガンは俺に対してどうなのかな。どうラブなのか。

モルガン：……憐れん憫びん？

以蔵：いや、俺とゲームするとどんなシナリオでもみんな憐憫とるので、そろそろ憐憫以外が欲ほしいなあ（一同爆ばく笑しよう）。

シャル：三田さん、これがいいですよ。「侮ぶ蔑べつ」（一同爆笑）。

以蔵：いやそんなネガティブじゃなくて！　偏へん愛あいとかいいんじゃないですか、ほら前回の振ふる舞まいとかを見る限かぎり。偏愛、しろよ！　してくれよぉぉぉぉっ!!（笑）

モルガン：わかったわかった、偏愛にしてあげるよ！（笑）天さんがそこまで言うんだからね。ちゃんとリプレイにも入れてね、天さんが言ったから偏愛にする！（笑）

以蔵：よしよし。

モルガン：ネガティブ決めてないや、どうしよう。

以蔵：いや、偏愛ってネガティブです（一同爆笑）。

モルガン：じゃあネガティブの偏愛を表に出しておこう（笑）。

以蔵：よし、存ぞん分ぶんに愛せ（笑）。

モルガン：むしろポジティブを何にしよう？（笑）

以蔵：[image: ]番ぐらいの「メチャクチャにされたい」とか選ぶといいんじゃないかな！




　そんな番号はない。




以蔵：「メチャクチャにされたい」とか「どうにでもして～！」あたりがいいと思いますよ！「あンたしか見えないのよォ～ッ！」もいいね。

モルガン：七〇〇〇万番ぐらいの「どうでもいいから死ね」にしようかな（笑）。

ＧＭ：落ち着いてください（笑）。

モルガン：えーと……冗じよう談だんはこれくらいにして、信しん頼らいかな。表にはなってないけど（笑）。

以蔵：信頼なんかされてたかな（笑）。

シャル：何言ってるんだ、信頼はしてるだろう。《インスタント・ボム》コピーさせてくれるんだから（一同爆ばく笑しよう）。

以蔵：思い出した!!　トカゲめ、トカゲめ！（笑）

ＧＭ：まあともかくお茶飲んでからゲームしましょうか（笑）。






《サポートデバイス》　自分の行動をサポートするツールを生み出すエフェクト。

《先手必勝》　イニシアチブ値を増大させ、相手よりも素早く行動するためのエフェクト。

《リミットリリース》　自分の身体的な限界を超えて行動するエフェクト。強烈な反動をもたらす。

《黒星粉砕》　マイクロブラックホールを発生させ、広域に判定なしでダメージを叩き込むエフェクト。

《高速錬成》　武器をエフェクトで作り出し、さらにマイナーアクションで行動を取るエフェクト。

《ラストアクション》　倒れた瞬間に追加の行動を取るエフェクト。

《砂の結界》　砂塵を巻き上げて結界とし、他人をカバーリングするエフェクト。









　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆そしてまた朝が来る


Scene Player ─── 以蔵






「以蔵さま、起きてください！」

　どこからか、マーヤの呼よぶ声と、鍋なべ物ものの匂においが流れてくる。

　見み慣なれた天てん井じようを見上げて、以蔵はゆっくりと目を開いた。

　そろそろこの騒さわぎにも馴なれてきた気がする。




ＧＭ：というわけで初夏の朝。アパートで以蔵が目を覚ますシーンですよ。ハンドアウトに描びよう写しやされる場面のちょっと前。全員登場ということで。

以蔵：じゃあ、俺おれはギリギリまで寝ねてる（笑）。……う、うーん……（眠ねむそうな声）。

マーヤ：起きてください、以蔵さま！

以蔵：ああ……そんなに激はげしくしないでいいんだ、ソフィア……わかってる、わかってるよマーヤ。ああ、いけませんシャルさん、そんな……！

シャル：起きろッ！　貴き様さまッ！（笑）




　シャルの肘ひじ打ちが、狙ねらいたがわず以蔵のみぞおちを直ちよく撃げきした。

　くの字になって折れ曲がった以蔵が布ふ団とんから跳はね起きる。




以蔵：……な、なんだなんだ!?（笑）

シャル：たとえ夢ゆめの中でも、お嬢じようさまを汚けがすことは許ゆるさん！

以蔵：夢の中でも現げん実じつでも同じノリだからいいじゃないかよう……（ゴソゴソと布団から這はい出す）。

シャル：なお悪いッ！（笑）

マーヤ：朝ご飯、きりたんぽ鍋なべですよ。

以蔵：おお、そうかあ。ロボ子の朝飯は毎朝こんなんなの？

マーヤ：料理番組や旅行番組を見て、それを物ぶつ質しつ合成するので。昨日は石いし狩かり鍋でおとといがてっちり、その前が鱈たらちり湯ゆ豆どう腐ふみぞれ鍋。

以蔵：……朝からヘビーだなあ……（笑）。

モルガン：ではわらわはソフィアともみじを連れて、となりの部屋から出てくるぞ。おお、うまそうな匂いじゃのう！

ＧＭ：なんでそのふたりと！

モルガン：うむ！　ソフィアだけではパーティのメンバーが足りぬので、もみじにもネットＲＰＧを一いつ緒しよに遊ぶように誘さそっておったのじゃ！

以蔵：ドラ子！　お前はどこまで俺の日にち常じようを侵しん蝕しよくしてくるんだ！（笑）

モルガン：ドラ子ではない！　わらわの名は、そう、ブラストハンド！（笑）

以蔵：まだ言うかあああっ！　ドラ子ぉーっ!?（笑）

ＧＭ：もみじが「いいから座すわってごはん食べなさいよ、狭せまいんだから」と以蔵を押おさえつけます（笑）。

シャル：じゃあ、そっちには構かまわず。お嬢さま、きりたんぽです。どうぞ。熱いので気を付けてください。

ＧＭ：するとソフィアがそれを取り皿で受けて、「ありがとう、シャル。ほら見てください。お箸はしの使い方、だいぶ上手うまくなったんですよ」とにっこり笑います。




　どやどやとちゃぶ台の周りに集まる面々。

　四畳じよう半一間にすし詰づめになった奇き妙みような非ひ日常。

　いつのまにか、それが以蔵の毎日になっていた。




ＧＭ：で、鍋食べながらソフィアが言うわけですよ。「そういえば以蔵さん、文化祭の実行委員の件けんですが覚えていますか？」

以蔵：おおっ、愛の告白かッ!?（一同爆ばく笑しよう）

モルガン：……以蔵、おぬしどういう耳をしとるんじゃ。

ＧＭ：もみじが「文化祭の実行委員って言ってんでしょうが！」とすかさずしゃもじで以蔵のあたまをひっぱたきます（笑）。

マーヤ：以蔵さま、落ち着いてください。

シャル：以蔵も実行委員の一員なのか。

ＧＭ：そうです。ソフィアともみじとで、実行委員に選出されたということで。

シャル：まあ、以蔵に厄やつ介かい事を押しつけたくなるのはわかります（笑）。

以蔵：実行委員？　文化祭？　そういやそんなのもあったな！

ＧＭ：ソフィアは「明日までに何か企き画かく書を出さないといけないんですが……」と以蔵の顔を上目遣づかいでのぞき込こみます。

シャル：お嬢さま、どうせ以蔵には何も案はないでしょう。

以蔵：あるよ、超ちようあるよ、ちょっと待ってろよ！




　がばっ！　と竜たつ巻まきのように振ふり返った以蔵はガラクタの中から、「以蔵オンステージ」と書かれた大学ノートを取り出した。

　思わず顔を寄よせ合ってのぞき込む面々。

　そこには、ミラーボールの下で一日中ライブショーを繰くり広げる以蔵の姿すがたがあった。




モルガン：（のぞきこんで）なんじゃこれは。

シャル：じゃあパラパラとめくっていくと……。

以蔵：（顔を突つっ込んで）ああ、そこ、中休みのところで見てる女子生徒ひとりひとりに俺がキスしていくっていう演えん出しゆつが入るから（一同爆笑）。

シャル：バーン！　って閉とじてから、マーヤ、焼しよう却きやくを（笑）。

以蔵：なんだよ！　とっとけよとっとけよ！　今日の会議にかけるんだから……。

シャル：焼却をッ!!（笑）

マーヤ：じゃあその剣けん幕まくに負けて、ノートを灰はいに変へん換かんします。……データは一いち応おう記録しておきますが。

以蔵：うう、わかってくれるのはロボ子だけだよ。

ＧＭ：もみじはあきれ顔でなにも言いませんが、ソフィアは遠えん慮りよがちに「……あの、さすがに特とく殊しゆすぎるんじゃないかと……」と言います。

以蔵：チェッ、いい案だと思うのになー。

シャル：大体どうやってアレを実現するんだ。

以蔵：そんなの考えるの実行委員の仕事だろー？

シャル：お前が実行委員だッ！（笑）

以蔵：……で、文化祭がなんだって？（一同爆笑）

ＧＭ：するとソフィアは気をとりなおしてですね。「あ、はい。せっかく日本に来たんだし、ちゃんと参加して何か出し物をしたいなと思うんです」と。

以蔵：うん。

ＧＭ：「一応天体観かん測そくなんか考えてるんですが……レポート発表したりして……」

以蔵：え？　天体観測？　だって文化祭やるのって昼間だぜ？　そりゃダメだ。地味すぎる。やっぱりここはオンステージで……。

シャル：以蔵？（氷点下のような声）

以蔵：……まあ、それは却きやつ下かされたわけだが……なんかもちっと派は手でなほうがいんじゃね？

ＧＭ：するともみじが「あたしもそう思うのよね。で、あんたならなんか非ひ常じよう識しきなアイデアがあるんじゃないかと思ってさ。せっかくクロドヴァから来てくれたんだし、いい思い出とか作りたいじゃない？」と。

モルガン：ふむ。まあ良いではないか。王たるもの星のことを覚え、星見のひとつもこなすが仕事というものぞ。

以蔵：あ、それならプラネタリウムとかどうだろう。教室暗くして機材入れればいいし、機材はマーヤに作ってもらえばいいし（笑）。

ＧＭ：おお、それは雰ふん囲い気きがいいですね。

シャル：なるほど。確たしかにそれなら私も客として護ご衛えいに入れます。たたき台としてはそこまで悪くない。

以蔵：そうそう。もっと褒ほめて。

ＧＭ：ではそれを見て、ソフィアは「シャル、なんだかんだいって楽しそうですね？」と（笑）。

シャル：……まあ、いつもいつも学校の中の監かん視しには苦労していますので。

以蔵：こっちもちらっとみて、心の中のフキダシで「かわいいとこあるじゃん」とか聞こえないように言います（笑）。

シャル：そのフキダシを切る！　余よ計けいなことは考えないように！（一同爆ばく笑しよう）

マーヤ：以蔵さま、そろそろ学校にお出かけになるお時間です。

以蔵：あ、そうだね。じゃあ後はホームルームで話せばいいのかな。ちょっとシーンにクラスメートを出してみたくなった（笑）。

ＧＭ：では、ここで一度シーン切りましょう。







◆Opening 02◆ハイスクールパラダイス


Scene Player ─── 以蔵






　学校。そこは以蔵にとって今や唯ゆい一いつの憩いこいの場である。

　少なくともロッカーが異い次元につながっていたり、ドラゴンがきりたんぽを食べたりはしない。

　ただちょっと、ソフィアやモルガンが今日も今日とて大おお騒さわぎをしているだけだ。

　許ゆるせる。許そう。うん、大だい丈じよう夫ぶだ。俺。




ＧＭ：じゃあ学校のシーンですね。登場するのは以蔵だけかな？

モルガン：もちろんわらわは当たり前のように以蔵の隣となりに席をとっているぞ（笑）。

以蔵：……どう見ても小学生なのに平然と高校に来るんだよなドラ子……まあいいや。おはよー、とかやる気なく挨あい拶さつしながら席に着くよ。

モルガン：わらわは超ちようなじんでおる。おお、田中！　懐なつかしいの、三日ぶりじゃ！　今度またネットＲＰＧをしようぞ！（笑）

マーヤ：（クラスメートになって）「モルガン、ゲームはいい加か減げんにしたほうがいいよ」（笑）

シャル：アレだよ、男のクラスメートがさ、「しかしいいなあ、あんなかわいい子がいっぱいいて」とか以蔵をからかわないと（笑）。

ＧＭ：ああ、そうそう、それ言わないと。「ほら、毎日あんな可愛かわいい女の子と……同じ屋根の下でさ？　いろいろいいことあんだろ！」みたいな（笑）。

以蔵：（すごい顔になって）ア？　ア？　アア？（一同爆笑）

シャル：（別の生徒になって）「バカお前以蔵にその発言は禁きん句くだべ!?」

以蔵：おい、お前小太刀、喧けん嘩かうってんのか!?（一同爆笑）




　なんでＧＭと同名なんだ（笑）。




マーヤ：じゃあとなりの席のヤツが「落ち着け！　アメだ！　アメを食わせてやる！」（笑）

以蔵：レロロロロロロロロ……甘あまい、甘い……。甘いもの食うとすこし大人しくなる（一同爆笑）。

モルガン：以蔵の首根っこをつかんで、肉体７でずるずるひきずっていく。

以蔵：じゃあ普ふ通つうに席につこう。ソフィアは馴な染じんでるのかな。

ＧＭ：ではソフィアがですね、クラスの女の子たちにノートを写させてあげたりしながら、以蔵のほうをみて、このクラスは楽しいですよ、みたいな顔を。にこにこと。

以蔵：ソフィア……利用されてない？（笑）

モルガン：わらわも！　わらわもノートを写させてくれ！　ゲール語はわかるが日本語は苦手じゃ！（笑）

ＧＭ：じゃあソフィアが「はい、こちらをどうぞ、モルガン」と。

モルガン：すまんのう！　かわりに英語と世界史はわらわに任まかせておくがよい。

以蔵：全力で馴染んでるなあ……（笑）。

ＧＭ：で、このままだと無む限げんに授じゆ業ぎようが始まらないっぽいので、このへんで先生が来ますよ。

以蔵：先生！　そんなのもあるのか。

ＧＭ：ありますよ！（笑）




　初老の男だん性せい教きよう師しはおなじみになったドタバタを無感動に眺ながめると、

「それではホームルームを始める。文化祭実行委員、ちゃんと考えてきたのか？　以蔵オンステージとか言うなよ？」

　と言いはなった。以蔵の担たん任にんになって二年目である。対たい応おう策さくは心得ていた。




シャル：「以蔵は去年もああだったからなー」「考えてるわけねえじゃんー」とか（笑）。

以蔵：ありましたが今朝なくなりました。発表を終わります！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：じゃあ先生が大ウケして「誰だれが議事妨ぼう害がいをしろと言った」（笑）。

以蔵：ちっちっち。待ってくださいティーチャー。冗じよう談だんはともかくアイデアはまだありますよ。あー、プラネタリウム喫きつ茶さとか、どっすかね？

モルガン：お、カフェと組み合わせるのか。それはよいな。

シャル：以蔵にしてはまともな思いつきだ。

以蔵：マーヤが……っていうとややこしいな。ソフィアが機材を用意できるみたいなんで。

モルガン：じゃあカツカツと前に出てって黒板にプラネタリウムカフェって書いて、「約束の王が言うんじゃ。皆みなこれで不服もなかろう？　どうじゃ？」とクラスを振ふり返る。

以蔵：……なんでドラ子が俺のクラス仕切ってるんだ？

モルガン：なに、勢いきおいじゃ。お主に任せておると話が進まん。

ＧＭ：ではクラスからは「やっぱお化け屋や敷しきが定番じゃねえ？」「あまりにもありきたりだろうそれは」とかいう会話が出たりする。

以蔵：あとはほら、女子がかわいいコスチュームとか着ればいいんじゃね？

シャル：そしたら小太刀とかが「お前……あれだけの女をはべらしといてまだ……！」（一同爆笑）。

マーヤ：（生徒になって）ざわ……ざわ……　ざわ……ざわ……。

以蔵：小太刀ィ、お前……！（一同爆笑）。




　だから何故なぜその名前なんだ（笑）。




以蔵：ツカツカツカツカ！　だから！　夢ゆめは夢のままがいいんだよ！　わかるか!?（笑）実じつ現げんした夢には価か値ちがねえんだよ！　わかるか!?　くそっ、小太刀！　小太刀！

マーヤ：（他の生徒になって）「ああっ、小太刀くんが窓まどから！」

シャル：パリーン、ガシャーン（ガラスの割われる音）。

以蔵：「あああぁぁぁぁぁ……」（落下していく悲鳴らしい）

ＧＭ：じゃあ砕くだけたガラスの破は片へんとともに、小太刀が落下していきます（笑）。

モルガン：前から思っておったのじゃが……小太刀右京は丈じよう夫ぶじゃのう（笑）。

ＧＭ：フルネーム出さなくても！（笑）

以蔵：小太刀右京ノ介とかでいいんじゃない？　これなら同名じゃない！（笑）

モルガン：小太刀右京ノ介ってさあ、実はオーヴァードなんじゃない？《リザレクト》だけ持ってる（笑）。

ＧＭ：だからそんなオーヴァードはいないって！（笑）

以蔵：……というわけでプラネタリウムカフェでどうかな。

ＧＭ：まあ、じゃあ笑いのうちに、「まあたいした代案もないしそれでいいんじゃない？」「機材があるんなら楽だしな」みたいな流れになりますよ。

以蔵：で、ナビゲーターは俺おれ！　ナビゲーターは俺！　プラネタリウムにナビゲーター必要でしょ？　俺が超ちようカッコよくやるよ。

ＧＭ：ソフィアが「あ、よろしくお願いします以蔵さん。以蔵さん、おしゃべり上手だし」。

以蔵：ああ、俺星のことは詳くわしいんだぜ！

ＧＭ：「ああ、そうなんですか！」きらきらした尊そん敬けいの目で。

以蔵：……って言った直後に後こう悔かいしてる。詳しくないんだけどなー……。思わず言ってしまったから、まあいいや、詳しいってことにしよう！　当日適てき当とうにでっち上げればいいや（笑）。

ＧＭ：すると先生が「じゃあほぼ決まりだな。細かいことはまた午後のホームルームで詰つめるとして、授業はじめるぞー」と。




　そして、時は流れて文化祭前々日。

　以蔵とソフィアは学校の屋上で、珍めずらしく澄すみ切った星空を見上げていた。




ＧＭ：ソフィアが目をきらきらさせて「やっぱり星はきれいですね、以蔵さん」とか言ってる感じで。一いち応おう建前として天体観かん測そくもやろう、ということになって。

シャル：そうだね。一応勉強の一いつ環かん、研究発表になってるほうが学校の受けはいいだろ。

以蔵：あー、星はいいよなー。でもなんか最近空を見るたびにロクなことが起きねえんだよなあ……（一同爆笑）。

ＧＭ：ソフィアは「そうですか？」といって、「ほら、あそこにキラキラ光ってるのは……」。

以蔵：夏の大三角ってやつだな！　リゲルとリゲルとリゲル（一同爆笑）。

ＧＭ：ソフィアはしばらく呆ぼう然ぜんとした後に大笑いして、「……以蔵さん面おも白しろいですね」と。

以蔵：うん、それだけは自信がある。

ＧＭ：ポニーテールをちょっと揺ゆらして、「私、最初は以蔵さんの特とく異い点に興きよう味みがあってここに来ましたけど、今はここにいるのが楽しいです」と続けます。

以蔵：いいぞいいぞソフィア、続けてくれ！（一同爆笑）

モルガン：どんな思考回路をしとるんじゃ、こやつ。

以蔵：あったかいコーヒーをふたつ持ってきて、聞いてるから（笑）。

マーヤ：以蔵さま、もうひとつを差し出すんじゃなくて、両方持ってるんですか？

以蔵：え？　ああ、なくなったら自分が飲む（一同爆ばく笑しよう）。

モルガン：お主には一生彼女はできんと思う（笑）。

以蔵：あ、そうだそうだそうだ！　じゃあ、飲みかけでよかったら（一同爆笑）。

シャル：こ、この男……真ま面じ目めに切り捨すてた方がいいかもしれん（笑）。

以蔵：間かん接せつキスとか全然気にしなくていいから！　超気にしないでいいよ！（笑）




　間接キス、という言葉を聞いて、ソフィアの動きが止まった。

　口をつけようとしたポーズのままで、真っ赤になって硬こう直ちよくする。




シャル：ここで登場していいかな？（笑）

ＧＭ：あ、いいですよ。

シャル：体育館の屋上から針はりを投げる。すると、以蔵の持ってる何も飲んでない方の缶かんコーヒーと、ソフィアの持ってる方の缶コーヒーがキーンと跳はね上がって、すぽっすぽっと入れ替かわって手に収おさまる。

ＧＭ：じゃあ、以蔵だけが殺気に気づくよ。

以蔵：こ、これは！（慌あわててあたりを見る）

シャル：（押おし殺した声で）会話を続けろ！（一同爆笑）

以蔵：……どーぉ？　ちょっとした僕ぼくの手品。まあ気にせず飲んでよ。あっはっは（目が笑ってない）。

ＧＭ：じゃあこう飲みながら「あったかい」と言ってですね、「でも本当にここに来られてよかったです。本当は特異点なんかどうでもよくて、このままずっとここにいられたらいいなって思ったりしました」と笑うソフィア。

以蔵：俺も君たちのようなかわいい子たちと住むことができて夢ゆめのようだよ（一同爆笑）。

ＧＭ：「でもその割わりには同じようなことを小太刀くんが言うと窓まどから落としたりしますよね？」（一同爆笑）

以蔵：……あー、いやいや。笑ってごまかそう（笑）。楽しいね、すごく楽しい。うん。ドタバタしてるけど、本当に楽しいよな。そう言って肩かたに手を……。

ＧＭ：その瞬しゆん間かん、ソフィアが「あれを見てください！」と空を指さします。

以蔵：ん？　手を止めてそっちを見るよ。また隕いん石せきだったらかなわん（笑）。




　宇う宙ちゆうの彼方かなたに、オレンジ色の光が輝かがやいた。それはまるで、虚こ空くうに新しい星が生まれ出たようだった。
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以蔵：あぶないソフィア！　押し倒たおす！（笑）

シャル：させん！　押し倒す一瞬前にキュインッ！　って音がして、以蔵の足下に針を何本も打ち込む！　指一本分ぐらいの穴あながパパパパッって空くから（一同爆笑）。

以蔵：ええと、飛び退いて手を引っ込める。なんだあれは！（超棒読み）

ＧＭ：光は夜空をしばらくの間照らすと、やがて何事もなかったかのように消えていきます。少なくとも、直接今のあなたたちにどうこう、ということはなさそうですね。

モルガン：とはいえ、ただ事ではなさそうじゃの。

ＧＭ：ソフィアは真しん剣けんな顔で空を見上げています。「あれは星の光ではなく、宇宙で爆ばく発はつが起きた光です。シャトルの事じ故こか、それとも……」

以蔵：何かあったのかな？

ＧＭ：「わかりません……」




　以蔵の問いに、ソフィアも明めい確かくな答えを返すことはできなかった。

「ただ、とても何か、嫌いやな予感がします。それが何かは、まだわからないけど……」




ＧＭ：ではそうこうしていると下の方からもみじが上がってきて、「おーい、そろそろ今日の作業終わって帰れって先生が言ってるよー」と言います。

以蔵：おう、もみじ。わかったわかった。あ、もみじ今の見た？

ＧＭ：「今の？」小首をかしげるもみじ。

以蔵：空、空！　窓から見えた？

ＧＭ：「いや、私は教室に暗あん幕まく張はってたから見てなーい」

以蔵：なんかすごいぜ、なんかばーっと広がってった。オーロラみたいだった。

ＧＭ：「ふーん。……ところでなんでそこの床ゆか思いっきりクレーターになってんの？」さっきシャルが空けた穴を見てもみじが不思議そうにいいます。

以蔵：ああ、これか。……落ち込むことでもあったんじゃないの？（一同爆ばく笑しよう）

シャル：どんな屋上なんだ（笑）。

以蔵：悲しいとか切ないとか。うん。屋上だってそういう気持ちになることはあるさ。まああんまり細かいことは気にするな。な？

ＧＭ：「目がマジだよ？」（笑）

以蔵：俺はいつだって本気だよ。愛してるぜ？（笑）

ＧＭ：「はいはい」まあ、いつものことなので軽く流すもみじ。

以蔵：じゃ、アパートに戻もどるかー。気が重いけど……（笑）。

ＧＭ：あ、もみじはですね、「あたし、お母さんに買い物頼たのまれてるから、ちょっとスーパー寄よってから戻るよ。以蔵、ソフィアを送ってあげて」と言います。

以蔵：そっか。じゃ、帰ろうか、ソフィア？　……ソフィア？




　ソフィアはまだ、空を見上げていた。

　何か恐おそろしいことが始まる、そんなことを予感しているような顔だった。







◆Opening 03◆電でん脳のう空間のドラゴン


Scene Player ─── モルガン






　以蔵のいない間、モルガンも遊んでいるわけではない。

　もちろん一日のほとんどはネットＲＰＧにいそしんでいるのだが、残してきたカオスガーデンの面めん倒どうを見ることもある。

　その日、モルガンはカオスガーデンの学者として知られるローランドゴリラのアルバートとチャットをしていた。




モルガン：おお、『アウトランド』のパーソナリティーじゃな。

ＧＭ：そうです。天才ゴリラのアルバートさん。「ソフィア様と女王様から頂いただいた資し料りようなのですが」

モルガン：なんじゃ、と言いつつ真ま面じ目めな顔になろう。

ＧＭ：「ご依い頼らいの、国見以蔵の特とく異い点についてです」

モルガン：どうじゃ？　何かわかったかや？

ＧＭ：「はい」あくまでアルバートは冷静です。「発動初期の、偶ぐう然ぜんが乱らん発ぱつする状じよう況きようは収おさまりつつあります」

以蔵：ああ、あの犬に嚙かまれたり廊ろう下かでぶつかったりしたあれか。そういえば最近は平和だな。

ＧＭ：そうです。変な日にち常じようは相変わらずですが安定してきた感じ。「おそらく特異点は安定期に入り、誰だれかの意い志しによって左右されているのではないかと考えられます」

以蔵：ご、ゴリラのくせに冷静だな、こいつ……（笑）。

モルガン：ふむ。誰かが意図的に特異点を利用しているのじゃな。世界がこうなっているのは、誰かの意志である、と。

ＧＭ：「そうです。が、それが誰かはまだ見えません。以蔵にとって不ふ愉ゆ快かいな現げん実じつが起きているということは、彼の意志ではないということでしょう」

モルガン：ふむふむ。あのイーターの線はどうじゃ？

ＧＭ：「イーターが自由に使っているのであれば、やはりイーターはとうの昔にそのエネルギーでイーターの望むもの……恐おそらく時間の支し配はい者となっているのではないでしょうか？」

モルガン：なるほど、つまりこの結果を望む第三者がおるということじゃな。約束の王には、その力を狙ねらう悪あく党とうがつきものということかな。

ＧＭ：「はぁ、それは私には良くわかりませんが」と真面目な顔で答える。

シャル：まあ、ゴリラに言われてもなあ（一同爆笑）。

モルガン：いずれにせよ、引き続きデータ解析を頼むぞえ。

ＧＭ：するとアルバートが「了解です」と答えてからしばらく間が空いて、「女王様、緊急入電です！」と続きます。

モルガン：お、それは先ほどの光の件でよいのかな。

ＧＭ：そういうことです。今からそれをアルバートが報告する流れですよ。

モルガン：では、わらわは突然パソコンの前で立ち上がり、叫ぶ！　今、空の向こうで何かが起きた！　凶星じゃ！

ＧＭ：お、それはいい演出ですね。ではアルバートが、「国際宇宙ステーション〝スターゲイト〟の異変を、カオスガーデンの天文台が感知しました。人間たちの通信を傍受したところ、連絡は完全に途絶えている模様です」

モルガン：パソコンに戻って、やはりか、と呟く。

ＧＭ：「異変と同時に、イーター出現時に酷似したスペクトルの電磁波を確認しました」

モルガン：ふふん、マーヤの予測通りというわけか。死に損ないのイーターめ、いよいよしびれを切らして巣穴から出てきたわけじゃな。じゃが、約束の王候補は渡さぬぞ。




　うむ、とうなずいてモルガンはひとり、夜の街へと歩き出した。

「どうやら、以蔵を巡って世界が動き出したようじゃな……」






アルバート　『アウトランド』のカオスガーデンセクションに登場する天才的頭脳を持つゴリラ。人間たちの残した研究施設で技術研究を行っている。









◆Opening 04◆平へい穏おんの終わり


Scene Player ─── マーヤ






　マーヤは今日も今日とて、快かい適てきな以蔵の生活のためにアパートを改かい造ぞうしていた。

　もちろんそれで、以蔵の生活がさらにややこしくなるとは考えもしない。




ＧＭ：というわけで、マーヤが《ＡＤワーディング》を感知するシーンですよ。そうですね、以蔵のいないアパートかな。

マーヤ：じゃあ、押おし入れの中の空間にドリルで穴あなを空けて秘ひ密みつ基き地ちを拡かく張ちようしてます（笑）。

以蔵：ロボ子ハウス（笑）。

シャル：そう言われると、なんか木造の変な掘ほっ立て小屋みたいですね（笑）。

マーヤ：で、こうしましょう。そこにあるニュートリノ観測機がピーってなるんですよ。

モルガン：おお、それは格かつ好こいい。

マーヤ：基き準じゆん値ちの数億倍のニュートリノが観測されている!?　宇宙で異変が!?　と慌あわてた顔になって、物もの干ほし台へ走ります。

シャル：あるのか物干し台。

以蔵：どんだけ古いアパートに住んでるんだ、俺おれ！（笑）

ＧＭ：あなたは旅立つ時にも感じたあのカルキの波動を感じます。間違いない、ヤツは復ふつ活かつを遂とげたのだ、と。




　夜空に消えていくオレンジの輝かがやきを見て、マーヤは哀かなしげに呟つぶやいた。

「そう、そこにいましたか、カルキ……！」




マーヤ：というわけで、目が戦せん闘とうモードに切り替かわって、両耳のところにあるセンサーが忙いそがしく動き始めます。対イーター戦闘モード、解かい放ほう！

ＧＭ：おお。

マーヤ：で、以蔵さまのところに急ぎます。イーターが動き出したなら、かならず以蔵さまを狙ねらってくるはず……！







　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆天才少女とお好み焼き


Scene Player ─── 国見以蔵






「たまには外で晩ばんご飯を食べて帰りませんか？」

　ソフィアがそう言ったのだから、もちろん以蔵に断ことわる理由などはない。

　あるはずがない。




ＧＭ：そんなわけでソフィアがご飯に誘さそうですよ。

以蔵：ロボ子が作る飯にも飽あきてきたから、たまには君と一いつ緒しよの飯もいいかな。

シャル：こ……殺したい……！（笑）言うに事欠いて、なんたる言いぐさだ！

以蔵：だってもみじの作る手料理にも飽きてきたころにロボ子が朝飯作ってくれるようになって、選せん択たく肢しが二種類になって、さらに今それにも飽き始めて……。

シャル：私、最後にコイツ殺してから帰ろう（一同爆ばく笑しよう）。

以蔵：聞こえなーい。さあ、俺たちの将しよう来らいについて話しながらお好み焼きでもつつくか！（笑）

ＧＭ：「はい！　せっかく日本に来たんだからいろんなお店に入ってみたいなあと思って」こう、ソフィアは満面の笑え顔がおで。

以蔵：よし、入ろう入ろう。ふたりで！　ふたりだけで！　いざ愛し合おう！

シャル：（すごい目で睨にらむ）

以蔵：……いや、つまりお好み焼きを食べようという意味で（一同爆笑）。

モルガン：ああ、そうだ、わらわは登場するぞ。《擬ぎ態たいの仮か面めん》を使ってな。

以蔵：なにぃ!?（笑）




「てめえ……」

　店に入るなり、以蔵の顔が凍こおり付いた。山のような皿を積み上げたモルガンが、親の仇かたきのようにお好み焼きとヤキソバをむさぼり喰くっている。




モルガン：チンチンチン！（皿を叩たたく音らしい）おお、以蔵！　待っておったぞ！　と少女形けい態たいのモルガンが以蔵を出迎えるよ（笑）。

以蔵：……来やがったよ……（一同爆笑）。

ＧＭ：「あれ、モルガン？　どうして、ここに……」さすがにソフィアもびっくりしています。

以蔵：ちょっと待ってくれる？（微笑ほほえんで）で、モルガンの手をつかんで店の奥おくへ引っ張ぱり込むよ。……おい、ドラ子！

モルガン：もうすぐおかわりが来るというのに、一体なんじゃ。

以蔵：ここは、俺と、あの娘こが、いい感じに、なるために、用意したんだよッ（一区切りずつ強く発音しながら）。わかるか？　わかるか？　空気察しろよ、読めよ、わかるだろ!?　ドラゴンでも読めるだろ!?（一同爆笑）

モルガン：待て以蔵、わらわも相談がある！

以蔵：なんだ。

モルガン：まずわらわの食べたお好み焼き代を払はらってくれんか。

以蔵：……てめぇ……俺の財さい布ふが苦しいの知ってて……。

モルガン：わらわは人間の金など持っておらん。

以蔵：しょうがねえ……ロボ子に俺の貯金、下ろしてきてもらおう……（絶ぜつ望ぼう的な顔）。

モルガン：うむうむ。で、お主に伝えねばならぬ情じよう報ほうがある。宇う宙ちゆうステーション〝スターゲイト〟が破は壊かいされたのを知っておるか？

以蔵：宇宙ステーション？　それ、俺は知ってるのかな？

ＧＭ：そうですね、ニュースで開発中だ、というのを聞いたことがあります。将来のコロニー開発のために、国こく際さい共同で作られているという話ですよ。

モルガン：〝スターゲイト〟が破壊された。わらわの見る限かぎりお主のレネゲイド特とく異い点が絡からんでおる！

以蔵：そうか、それは大事じ件けんだ。でもそれより俺はソフィアと大事件を起こさなきゃいけないんだ！　これから！　わかるか!?（一同爆笑）

モルガン：お主は宇宙ステーションと女の子と……（急にトーンダウンして）どっちが大事でもかまわんなあ（一同爆笑）。

以蔵：なんだー、わかってきたじゃーん。かわいいとこあるじゃーん（笑）。

シャル：とりあえずモルガンは食い物で釣つるといいと思う。お好み焼きの皿を重ねておけば食ってるうちは静かだろ、きっと（笑）。

以蔵：店員さん、スペシャル豚ぶた玉！　ほら、モルガン、美味おいしいぞ！

モルガン：ガツガツガツガツ（飛びついた効こう果か音）。




　今だ。

　モルガンがスペシャル豚玉に食らいついたその隙すきに、以蔵はソフィアのもとへと走った。




以蔵：（名めい状じようしがたいポーズで超ちよう渋しぶい声を出し）お待たせ！（一同爆笑）

ＧＭ：な、なんなんですかその紙面に絶ぜつ対たいに反はん映えいできないポーズは。

以蔵：（同じポーズで）お待たせ！

シャル：繰くり返せって言ってねえよ！（笑）

以蔵：とにかく魅み力りよく的な流し目を送りながら……お待たせ（艶つやっぽい声で）。

ＧＭ：ソフィアは笑いながら、「え、ええ、大だい丈じよう夫ぶです。ええと、何が美味しいんでしょうか？」とメニューを差し出す。

以蔵：スペシャル豚玉……とかいいんじゃねえかな（横目でモルガンを見ながら）。

モルガン：ガツガツガツガツガツガツガツ（食べてる）。

ＧＭ：「あ、はい、私はそれで」まあ、ソフィアは悩なやむほど判はん断だん材料を持ってないので。

以蔵：じゃあここは自分で焼くことにしよう。ああ、焼き方はこうするんだ……。

モルガン：（さえぎって）ソフィア！　お主の分も焼いてやろう。ジュゥー（一同爆ばく笑しよう）。

以蔵：とりあえず寄よってきたところで近くにあったビール瓶びんでボコッ（笑）。

モルガン：な、何をするんじゃー！（笑）

以蔵：食ってろっつったべ!?　……あ、店員さん、これいつものことなんで、気にしないでください。気にしないで。気にするなよ!?（笑）

モルガン：聞こえておるからな？　早くわらわのゲーム仲間を返せよ？

以蔵：店員さんスペシャル豚玉追加ーっ！　たっぷり喰ってろ、このいやしんぼめっ！　……（また変なポーズを取り）お待たせ（一同爆笑）。

シャル：最後にそのポーズに戻もどるのか！（笑）

以蔵：俺の決めポーズのひとつなんで。というわけでソフィアのお好み焼きを俺が華か麗れいに作って好感度を得る、という作戦だったところをこのドラ子がァーッ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「い、以蔵さん……？」さすがにソフィアも不安そうになります。何が起きてるのかわからないというか。

以蔵：はぁ、はぁ、はぁ……あ、未いまだに鉄板の上に何もない（笑）どうすんだっけ？　もういいや、ザバァ！（適てき当とうにお好み焼きの材料をひっくり返した音）

モルガン：だ、だからわらわが焼いてやると言うたのに！（笑）

以蔵：いいよ、腹はらの中入れば一いつ緒しよだよこんなもん！　小麦粉と卵たまごの固まりだ！（笑）

ＧＭ：「ほ、ほんとうに大丈夫ですか？　コゲてますよ!?」

シャル：……あーあ……（笑）。

以蔵：ほーら美味しいぞー、じゅー。黒コゲだね……（笑）。……店員さん、お願いします……（一同爆笑）。

シャル：じゃあ、「焼き料百円いただきますね」と言って店員が出てこようとした横から、手がガッと出てきて、するっと陰かげに引っ張ぱり込まれる。で、店員がいきなり消える。

ＧＭ：なにいっ!?（爆笑）

シャル：代わりに私が出てくる。店員の帽ぼう子しとかちゃんとかぶって（笑）。

以蔵：お願いしま……。




　沈ちん黙もく。

　そこにはお好み焼き屋の制せい服ふくを着て、仏ぶつ頂ちよう面づらで立っているシャルの姿すがたがあった。




シャル：（低い声で）いらっしゃいませ……（一同爆笑）。

以蔵：……彼女にお好み焼きをひとつ。

シャル：二玉頼たのんでたよね？　じゃあ見るも無む惨ざんになった一玉はそのままゴッ！　ガッ！　と横によけて、華麗に作ろう。

モルガン：だからソフィアにはわらわが作ってやると言うたのに……。

シャル：で。……ほら（見下したような口調で）。

以蔵：……うん。まあまずは食べておくれよソフィア（笑）。

シャル：横には下がるんだけど、明らかにじっと見てるから。ソフィアの後ろから以蔵の方を。

ＧＭ：するとソフィアが心配そうに「食べないんですか？」と。もちろんシャルには気付いてない。

以蔵：うん、君といるだけで胸むねがいっぱいで（一同爆笑）。

ＧＭ：「あの、お疲つかれみたいですけど、明後日は文化祭の初日ですから頑がん張ばりましょう！　もう少しですから」さすがに以蔵については心配そうですね。

以蔵：（カクカクと）いや、疲れちゃいない。楽しいよ、毎日が。とっても。すこぶる。

ＧＭ：「本当に最初はあなたの研究のためだけにここにきて、モルモットみたいに思ってたところもあって……」コテでお好み焼きを切り分けながら。

シャル：後ろでそれでいいのに、って顔をしてる。

ＧＭ：「今はときどき特とく異い点のことなんか忘わすれちゃってて」

以蔵：お？

ＧＭ：「ここにずっといたいなって、そう思ってます」ぱく、と一口食べて。

以蔵：そ、それはもうずっと俺とふたりで一緒に暮くらしたいとかそういうこと!?

ＧＭ：「……そうですね。以蔵さんと、シャルと、モルガンと……」

以蔵：……だんだんがっくり来てる（笑）。

ＧＭ：「マーヤと、もみじさんと一緒に……」

以蔵：突つっ伏ぷす。そんなことだろうと思った……。

シャル：おい、鉄板だぞそこ（一同爆笑）。

以蔵：ジュゥ～ッ！　あ、熱い！　顔が焼ける！　これが愛の炎ほのおか！（笑）

シャル：馬ば鹿かか……（笑）。

以蔵：……はっはっは、そうかそうか、みんなで一緒にいられると楽しいよね～（白々しく）。

ＧＭ：「はい、毎日がキャンプみたいで」

以蔵：はっはっは、キャンプ地は俺おれんちなんだよ！（笑）でもなんだかんだ言って君らがいてくれると俺も楽しいぜ～（わざとらしく）。

モルガン：（背はい後ごで）店員さん、スペシャル豚玉三〇玉追加じゃ！

ＧＭ：「よかったです、ときどきなんだか迷めい惑わくになってるんじゃないかと思うときがあって」

以蔵：うん、今まさにご迷惑なんだけど（モルガンを見ながら）。君は比ひ較かく的迷惑度が低いと思うんだ。うん、とっても低い！（笑）

モルガン：大だい丈じよう夫ぶじゃ、お代は全部この以蔵が持ってくれるから！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「文化祭、頑張りましょう！」ぎゅっ、と握にぎり拳こぶしを作ってソフィアが笑いかけます。

以蔵：おう！　まかせておいてくれ！　と手を握にぎるよ。今だ！

モルガン：おうおう、握あく手しゆか、いいのぅ！　と言いつつふたりの手をつかんで三人で一緒に手をつなぐ。

以蔵：ドラ子ぉーっ！（笑）

シャル：さて、そろそろソフィアに見つかる前に陰かげに消えるよ。退たい場じよう。

以蔵：さて、ご飯も食べ終わったしそろそろ……。

ＧＭ：「そうですね。シャルも心配してると思うので帰りましょう！」

モルガン：三〇〇玉も食ったらそろそろ満足じゃ！

ＧＭ：そこで出てきた店員が、「お客様、お会計ですが、スペシャル豚ぶた玉が三〇〇と三皿で一五万とんで一五〇〇円になります」と言ったところでシーンが切れます（一同爆笑）。







◆Middle 02◆使者来る


Scene Player ─── マーヤ






　電信柱に取り付けられた古びた蛍けい光こう灯とうだけが、夜の路地をぼんやりと照らしている。

　建て売りの住じゆう宅たく街はとっぷりと寝ね静まり、吼ほえたける野の良ら犬いぬと、大おお騒さわぎする以蔵の他には静せい寂じやくを破やぶるものもない。

　そんな、日本のどこにでもありそうな夜の景色だった。




ＧＭ：じゃあ次のシーン。帰り道にマーヤが以蔵たちと会うシーンですよ。

マーヤ：あ、それなら以蔵さまからお電話をもらって、慌あわててお金を下ろしてお好み焼き屋さんに迎むかえに来たということで。

ＧＭ：オープニングで以蔵に会いに行くところだったしね。

マーヤ：そうです。その途と中ちゆうでお電話もらったということで。

以蔵：そういえばマーヤ、金は物ぶつ質しつ錬れん成せいできねえのかよ！　金とかゴールドとかクレジットとか！（笑）

マーヤ：それは犯はん罪ざいです。ですから、以蔵さまの口こう座ざからちゃんと下ろしてきました。

以蔵：こ、こんなところだけ常じよう識しきが働きやがる……（笑）。

モルガン：あ、わらわは出ないので。

以蔵：なんだとぅ？（笑）

モルガン：ほれ、人間形けい態たいばかりじゃったから《擬ぎ態たいの仮か面めん》を連発しとるでな。そろそろ侵しん蝕しよく率りつを節約せんと後がきびしいんじゃ。そんなわけで、支し払はらいを以蔵に任まかせて先に帰ってる。だからこのシーンには出ない！　お好み焼きも食べたし！（笑）

以蔵：ドラ子ぉーっ！（笑）

ＧＭ：「ごめんなさい、以蔵さん、マーヤ。まさかモルガンがあんなに食べるだなんて思ってもみなくて……」ソフィアは自分から誘さそったのに、以蔵に払わせることになって反省していますよ。

シャル：普ふ段だんは私がカードで払ってるだろうしな。

以蔵：（震ふるえながら）い、いや、たいした額がくじゃないからね。はっはっは。

マーヤ：そんなことより大変です。イーターが動き出しました。

ＧＭ：それはさすがにソフィアも蒼そう白はくになって、「イーター!?　あの怪かい物ぶつが？　本当なの、マーヤ？」と。

マーヤ：間ま違ちがいありません。宇う宙ちゆうで《ＡＤワーディング》反はん応のうです、と。ハンドアウトに書いてあったしね。

以蔵：……なんだっけそれ。とバカ面づらで聞いてみよう（笑）。

ＧＭ：するとソフィアが「ほら、イーターが発生させる特とく殊しゆなワーディングですよ」と解かい説せつしてくれます。

以蔵：ああ！　もみじが俺とひとつになろうとか言ってくれた時に張はってたヤツね。覚えてる覚えてる。

ＧＭ：「えっと……まあ、そうです」ちょっと赤面して。

以蔵：そういう覚え方をしてるんだよ！（笑）

マーヤ：カルキが生きていた、そう考えるのが妥だ当とうでしょうね。

以蔵：しかし……宇宙？　それってもしかして……というところで、さっきドラ子から聞いたスターゲイトの話をするよ。なんか宇宙ステーションで事じ故こらしいぜ？　と。

ＧＭ：「えっ？」ソフィアはさすがにびっくりした顔。

マーヤ：……まさか、それこそがカルキ!?　さっそく無線でネットにつないで、情じよう報ほう収しゆう集しゆうを始めます。

ＧＭ：〈情報：宇宙〉で難なん易い度は７ですね。

マーヤ：……失敗です。

ＧＭ：じゃあ基き礎そ的な情報だけ。




　スターゲイトというのは後のオニール型コロニー、つまり未来の世界でマーヤたちが住むことになるスペース・コロニーの原型になった歴史的な建けん造ぞう物ぶつだ。

　衛えい星せい軌き道どう上に本ほん格かく的に宇宙ステーションを築きずき、それを足がかりに人々は宇宙開発へと乗り出していった、とマーヤは記き憶おくしている。




以蔵：そっかー。ロボ子が知ってるのもそれくらいかー。

マーヤ：すみません。墜つい落らくのショックで、ほとんどの記憶ファイルが破は損そんしていて……。

以蔵：はあ、また事じ件けんかあ。大事にならないといいんだけどなあ。

ＧＭ：するとソフィアが、「でも以蔵さん、なんだかんだ言って楽しそうですよね」とちょっと笑います。

以蔵：はっはっは、君たちと距きよ離りを縮ちぢめるチャンスだからね！（素面しらふに戻もどって）……なーんて、そんなチャンスは巡めぐってこないんだろうけどなあ……。

シャル：本当に君は落ち着かないやつだな……（笑）。

ＧＭ：などとやってるとですね、どさっと物音がして、電信柱の陰かげ、大きめのゴミ箱とかあるところに、人が倒たおれてます。

以蔵：おっ、美少女かっ？

ＧＭ：いや、美少女ではないです。金きん髪ぱつの巻まき毛、いかにも高そうな三つ揃ぞろえのスーツ、純じゆん白ぱくの肌はだに鍛きたえ込こまれたシャープな軍人風の体。

以蔵：もしかしてエルさん？




　エルキュール・ド・サンドリヨンは、仕立てのよいスーツの胸むな元もとからだくだくと紅あかい血を流しながら、下町の路上に転がっていた。

　サーベルは折れ、服はズタズタに裂さけていたが、それでも目はまだ生きていた。

「……国見……以蔵……？」




以蔵：なんだかずいぶん零れい落らくした姿すがたになっちゃって……（笑）。

シャル：いや別に金がなくなったんじゃなくて、ケガしてるだけだろ（笑）。

以蔵：ああ、そうか！（笑）俺はてっきり変な株かぶにでも手を出したのかと（笑）。

ＧＭ：違ちがいます（笑）。

マーヤ：ＧＭ、《サイコメトリー》使って周囲に敵てきがいないか確かく認にんしていいですか？

ＧＭ：お、いいですよ。難易度は７で。

マーヤ：ダイス１個こ増ふえて……達成値ち８。成功です。

ＧＭ：ではエルキュールがやられたのはイーターの仕し業わざではないことがわかりますよ。普ふ通つうに鉛なまり玉ですね。

シャル：ふ、普通の軍隊にも勝てないのか……ちょっと悲しくなった（笑）。

ＧＭ：「ま、待て！　私だって《戦せん術じゆつ》３とか《アドヴァイス》３とか……！」（笑）

以蔵：……誰だれと話してるんだ？（一同爆ばく笑しよう）

マーヤ：……イーターの仕業ではありません。現げん用ようのライフル弾だんによるものです。

以蔵：何の用だ！　また俺のカラダを狙ねらってるのか！（笑）

ＧＭ：「……妙みような冗じよう談だんはよせ！　……いいか、逃にげろ！　お前は……狙われている！」そこまで言って、エルキュールは傷きずのせいか気き絶ぜつします。

以蔵：あ、気絶した。ロボ子、アパートに運んでくれ！

マーヤ：イエス、以蔵さま。おまかせください。

以蔵：……ったく、何で次から次へと俺の周りには揉もめ事ごとばっかり……。




「ふふ」

　不平を言いながらも、かつての敵を助ける以蔵を見て、ソフィアはちょっと微笑んだ。

「どうしたんだい、ソフィア？」

「……あ、ごめんなさい。最初は以蔵さんのこと、モルモットだと思ってましたけど……」

　愛らしい目をくりくりと動かして、ソフィアは言葉を継いだ。

「誰かのために一生懸命な以蔵さんは、私のヒーローです」







◆Middle 03◆財ざい団だん崩ほう壊かい


Scene Player ─── モルガン






　モルガンは四畳じよう半の自室で、今日も今日とてネットにふけっていた。

　以蔵のサイフでお好み焼きをたらふく食べて大変にご機き嫌げんである。

　が、それも以蔵たちが血まみれのエルキュールを連れて戻もどってくるまでのことだった。




ＧＭ：ではアパートに帰ってきて全員登場のシーンです。シーンプレイヤーはモルガンで。

モルガン：おお、ソフィア帰ってきたか！　ちょうどよい！　さっそくゲームしよう！　もみじはまだ帰ってきておらんし！

ＧＭ：するとソフィアが以蔵の背せ中なかで、「さすがにそれどころじゃないです、モルガンさん、大変です！」と。

モルガン：なんじゃなんじゃ？　む、血の臭におい。そこでエルキュールに気付きます。

マーヤ：銃じゆう創そうです。速すみやかに手当を。

モルガン：ああ、それならわらわが応おう急きゆう手当キットを〈調達〉していたことにしてよいかの。

ＧＭ：いいですよ。

モルガン：難なん易い度３じゃからな。成功。以蔵、手当してやるがよい。

以蔵：お、まかせろ。こう見えても『ブラック・ジャック』には詳くわしいんだ（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：不ふ穏おんな気配をかぎ取ったエルキュールが「や、やめろー!?」と暴あばれます（笑）。

マーヤ：エルキュールの肩かたを押おさえつけます。落ち着いてください。治ち療りようできません。

モルガン：そうじゃ。たとえ敵てきの情なさけでも受けておいたほうがよいぞ。

ＧＭ：なんかアレですね、胸むねとかを必死で隠かくしています。

以蔵：お、胸？　それって……も、もしかして……？




　以蔵の瞳ひとみがキラリと輝かがやいた。

　鎖さ骨こつからなめらかに伸のびる曲線。よく見ると男だん性せいにしては細いウェストとヒップ。

　なだらかな乳ち房ぶさのライン。

　なぜ……今まで気が付かなかったというのか！
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ＧＭ：では以蔵に向かってですね。「貴き様さまは貴婦人に向かって何を言い出すのだ」と。

以蔵：空中をぐるぐるぐるーって回転しながら、だったら先に言ってください!!（一同爆笑）

ＧＭ：「な、なんでそこまでこだわる!?」（笑）後ずさるエルキュール。

以蔵：では後ろにぐるっと回って、あなたに言い忘わすれていたことがひとつある。……アモーレ、エルたん！（一同爆笑）

ＧＭ：「たんとか言うなーッ！」（笑）

以蔵：こんな美しいレディがなんでこんなところに、ああっ、夢ゆめのようだーっ！　そうか、変に気が合うと思ったらそういうことか！　ここにいつまでもいていいんだよ、さあ早く布ふ団とんを！　さあ、湯を沸わかせ！（笑）

シャル：お湯ってなんだよ（笑）。

以蔵：あ、別に出産じゃねえんだ！　いかんいかん！　俺が錯さく乱らんしている（笑）。

ＧＭ：ではエルキュールは犯はん罪ざい者の巣そう窟くつにいるような様子で「よ、寄よるなっ、それ以上近寄ると自決するぞっ！」（笑）

マーヤ：わかりました。私が治療します。あと、着き替がえも用意しますね。と言って押し入れの中に引っ張ぱり込む。

ＧＭ：「うわーっ！　な、なんだ!?　押し入れの中に、こんな空間が!?　と、時が見える!?」

マーヤ：見えません（笑）。




　エルキュールを待つことしばし（押し入れの中に突とつ入にゆうしようとする以蔵はモルガンとソフィアが押さえ込んでいた）。

　以蔵のために用意されたのであろうＴシャツとローライズのジーンズをはいたエルキュールは、居い心ごこ地ち悪そうに畳たたみの上に座すわっていた。




マーヤ：はい、落ち着くためにジャスミン茶を合成しましたよ。

モルガン：……で、エルとやら。すっかりお主の顔を忘れておったが、何があったのじゃ？

ＧＭ：エルキュールは畳の上に居心地悪そうに座りながら、「ルカーン財ざい団だん日本支し部ぶが、突然カルキと名乗る謎なぞのプログラムに襲しゆう撃げきされたのだ」と言ってお茶を一口飲みます。

モルガン：ほう、ルカーン財団は、確たしかソフィア、お主と……？

ＧＭ：「……ええ、因いん縁ねん浅からぬ組そ織しきです」と、ソフィアが少し唇くちびるを嚙かむ。「ですが、今はそれはおいておきましょう。エルキュール」

以蔵：いい子だなあ、ソフィア。




　エルキュールは傷きず口ぐちを押さえながら、会話を続けた。

「〝スターゲイト〟にはルカーン財団も一枚まい嚙んでいる。だが、その回線を通じてカルキという謎のプログラムによってシステムを掌しよう握あくされてしまった。同時期のモニター監かん視し記録を見る限かぎりでは、主要国のＵＧＮ、おそらくはＦＨも同時に制せい圧あつされたと思っていい」




モルガン：なるほど、ＵＧＮ、ＦＨ双そう方ほうか……。

ＧＭ：「さらにモニターから突如として黒い影が現あらわれた。あのときもみじ嬢じようから突然湧わいてきたヤツだ。あれによって職しよく員いんは制圧され、私は偶ぐう然ぜん脱だつ出しゆつゲートの近くにいたのでひとりだけ脱出に成功したのだが……この街の上空で撃げき墜ついされてしまった」

モルガン：……まずいな、ソフィア。イーターめ、今度は全世界を制圧した上で以蔵を狙ねらう気じゃぞ。準備はちゃくちゃくと進んでいるようじゃな。

シャル：じゃあそろそろ登場しよう。状じよう況きようはそれほどのんびりしたものではないですよ、といいながら部屋に戻もどってきます。

ＧＭ：やっと話が通じそうなヤツが来た、とエルキュールは嬉うれしそうな顔をします。

シャル：では、おやエルキュール、とちょっと眉まゆを上げて、無様な姿すがたですね（笑）。

ＧＭ：じゃあ「笑うがいい、かつてルカーン財団最高のオーヴァードと言われたこの私の末路を……」（笑）。

マーヤ：待て！　最高なのか！（笑）

ＧＭ：「部下を強化することにかけては天下一だ！」（笑）

シャル：咳せき払ばらいをして、まあ、そう思っているのはあなただけ……というのは言わない方がいいですね（笑）。とかブツブツ言ってる私も、体のあちこちに傷きずが。

ＧＭ：「シャル、その傷は……？」とちょっと心配そうにソフィアが。

シャル：大だい丈じよう夫ぶです、お嬢さま。とにっこり笑って……そしてハンドアウトを読み上げる（笑）。この国の諜ちよう報ほう組そ織しきのみならず、多数の組織、企き業ぎよう、あらゆるところからのエージェントがここに今、集結してきています。目的は以蔵でしょう。

以蔵：お、俺おれ!?　あらゆるエージェントが俺を!?

シャル：：ええ。とりあえず目に見える範はん囲いでは排はい除じよしましたが、この国の言葉で言えば焼け石に水というヤツですね。




「そうだ、見ろ」

　エルキュールはカーテンをわずかに開けて、声を殺してこう続けた。

「あそこでショウウィンドウを見ているカップルはＣＩＡの工作員。あの電気工事員はファルスハーツのスパイ。向こうの電話ボックスで電話をかけているのはＵＧＮの特とく務むオーヴァード。向こうを横切った野の良ら犬いぬはＮＡＳＡの秘ひ密みつ工作犬に間ま違ちがいない」




以蔵：あ、俺は信じるよ。すっげー、俺のためにあんなに……（笑）。

シャル：まあ、九割は間違いなんですが……（笑）。

モルガン：で、エルとやら。カルキの目的は？　声明はあったのじゃろう？

ＧＭ：「ああ。世界中の政せい府ふに『ミサイル基き地ちの支配権けんを握にぎった。世界を火の海にされたくなかったら、国見以蔵という少年を引き渡わたしてもらいたい』と通告があった」

モルガン：これはずいぶん評ひよう価かされたもんじゃの。どうじゃ、以蔵、王としては嬉うれしくなってこんかの？（笑）

以蔵：あ、そっすね。って言いながら、前みたいに荷物まとめてるよ（一同爆笑）。

ＧＭ：げぇっ、早い！（笑）

モルガン：お、お主また……成長したと思ったのに……。

シャル：（真面目な声で）……いや。そうとも言えませんよ、モルガン。

モルガン：（シャルに向き直り）どういうことじゃな？

シャル：敵は世界です。一介の高校生である以蔵が逃げ出すのを、否定することはできないでしょう。

以蔵：お、マジっすか？

シャル：ああ。私とモルガンで、あなたの逃げ場所を探さがしておこう。その間に、我われらが事じ件けんを解かい決けつする。

モルガン：ふむ……順当なところじゃな。恐おそらく逃げ場所としてはカオスガーデンが一番良かろうよ。

以蔵：下手にここにいるともみじとかにも迷めい惑わくかかるだろうしな……。

シャル：ひとつうなずいて今度はソフィアに。

ＧＭ：「……はい」さすがに沈ちん鬱うつな顔でシャルを見ます。

シャル：お嬢さま、タイムリミットです。ことが大きくなりすぎました。今言ったような形で彼を保ほ護ごします。あなたはクロドヴァに帰ってください。

モルガン：ああ、と寂さびしそうに溜ため息いきをつきます。楽しいお祭りも、これで終わりかのぅ……。

シャル：仕方がありません、さすがにここで世界を相手にするわけにはいかない。

モルガン：せめてプラネタリウムだけは見たかったのぅ。

ＧＭ：では突とつ然ぜんの展てん開かいに、ソフィアが以蔵の方を潤うるんだ目で見る。

以蔵：何か言いかけて、ちらっとシャルを見よう。

シャル：黙だまって見てるよ。

以蔵：……ソフィアがここにいて危あぶなくなるんなら、クロドヴァに帰ったほうがいいんじゃねえかな。俺は……ソフィアがいなくなるのは……（言葉を濁にごす）。

モルガン：何を言おうとしたのじゃ？

以蔵：いやいやいやいや。

ＧＭ：「そうですね……でも私は、逃げても以蔵さんの特とく異い点がある以上、それですむ問題ではないと思うんです。……私は、以蔵さんのそばに、いたい」

以蔵：パァァァァァ……ハーレルヤ、ハーレルヤ（謎の身み振ぶりとともに小こ躍おどりするプレイヤー）。

シャル：書けないポーズばっかり取るなよお前は！（一同爆ばく笑しよう）

以蔵：俺のそばに、いたい！　なんといううれしいことを───！（笑）

マーヤ：何か福ふく音いんの鐘かねの音と共に天使が（笑）。

ＧＭ：ではソフィアは察しが悪いので、含ふくみがわからずに「はい！」とうなずきます（笑）。

シャル：（頭を押さえつつ）……しかしお嬢様。ことがことです。もちろんお嬢様の研究が大事なのはわかりますが、かといってお嬢じよう様自身が危き険けんを冒おかす必要はまるでありません。

ＧＭ：「でも、もし、もしですよ？　カルキが以蔵さんの力を手に入れてしまったら、地球上に現あらわれることになりますよ」と、シャルに抗こう弁べんするソフィア。

モルガン：ソフィアはどうしたいのじゃ？

ＧＭ：では「私はみんなと一いつ緒しよに暮くらしてきたこの世界を守りたいんです！」と。

以蔵：…………。




「世界を守る、か」

　以蔵は、いつになく真しん剣けんな顔をした。

　真ま面じ目めな脳のう細さい胞ぼうを使いすぎてショートするのではないかと心配されるほど、シリアスな顔をした。




以蔵：なあ。俺がこの街にいると他のみんなが巻まき込こまれる可か能のう性せいって出てくるのかな？

シャル：カルキはともかく、他の組織の連中が手を出してくるだろうな。

以蔵：で、ちょっと思ったんだけど……俺が逃げるとこの間のもみじみたいに誰かが人ひと質じちに取られることって、あるの？




　ソフィアは以蔵の目を見ながら、ゆっくりと答えた。

「多分、そういうことはないと思います。このアパートが包囲されているのに無事なことを考えると、あなたの特異点がある程てい度ど都合のいいように状じよう況きようを動かしているんだと思います。それぐらいには、あなたの力はまだあなたのために動くんです」




ＧＭ：そして彼女は「ですから……そんなことが出来るとはとても思えないのですけど、宇う宙ちゆうに行ってカルキを倒たおしてしまえれば、あなたが狙ねらわれる理由もなくなるのではないかと思うのですが……」と結びます。

マーヤ：それを言った瞬しゆん間かんに、なぜそれを言ったんですか！　と大きな声を出します。

ＧＭ：「えっ？」

マーヤ：言ったら行っちゃうじゃありませんか！　以蔵さまは！




　マーヤが感かん情じようをあらわにするのは、おそらく誰だれにとっても初めての経けい験けんであったろう。

　彼女はあくまで、以蔵を戦わせまい、危険にさらすまいとしていた。

　それに改めて、誰もが気付くことになった。




モルガン：ロボ子の言葉に思わず竜りゆうの爪つめをパンと叩たたいて、わらわも気がつかなんだ！　そうだ、お主はそういう男であったな！　お主の王としての心に気づかず……うう！　竜の目にも涙なみだ（笑）。

ＧＭ：な、なんか勝手に話が続いてる……（笑）。

シャル：いたたまれなくなって顔を背そむけるよ（笑）。

以蔵：……もちろん俺個こ人じんは逃にげる気満々だったんだけど、ソフィアの方を見ると……。

ＧＭ：「だから荷に造づくりをしてたんですね……ごめんなさい、私……！　私以蔵さんが戦うつもりなんて、思ってなくて……ごめんなさい！」（一同大爆笑）

マーヤ：（シリアスな声で）ソフィアさん、あなたが今言ってしまったから……他に手しゆ段だんがなかったら以蔵さんは逃げてくれたのに！　なんとかする手段があったら以蔵さんやっちゃうじゃありませんか！（笑）

以蔵：やべえ、俺こいつらの中でヒーローにされてる（笑）。

モルガン：以蔵、わらわが悪かった。たった今から宇宙に出る手段を模も索さくしてみよう！　カオスガーデンの全勢せい力りよくを傾かたむければスペースシャトルのひとつやふたつ！

以蔵：……どんどん大事になってきたぞー！（一同爆笑）

マーヤ：いやいや、私の中ではずっと英えい雄ゆうですから（笑）。

以蔵：くそー！　しかし美少女科学者とアンドロイド萌もえっ子にラブを注がれて動かないわけにはいかない！　行くぜ！　宇宙そらに！

シャル：ところでＧＭ、勢いきおいで宇宙に行く流れにしちゃったけどいいのかな？（笑）

ＧＭ：……ええと、ここまで早い動きになるとは予想してなかったですよ（笑）。もうちょっと宇宙に行くまで悩なやむと思ってた（笑）。

以蔵：いや、気が付くと宇宙が呼よんでいて。ほら、俺ヒーローだし。

ＧＭ：まあ、用意してたイベントを前倒しにしたりしてなんとかしますよ。まかっといてください（笑）。




　こうして、以蔵はみずからの特とく異い点を狙う連中から周囲の人々を守るため、イーターを今度こそ滅ほろぼすため、一世一代の冒ぼう険けんを決意した。

　目指すは、宇宙。







◆Middle 04◆コンバット・オープン


Scene Player ─── シャル






　宇宙に行く、と言っても、ちょっとコンビニに弁べん当とうを買いに行くのとは訳わけが違ちがう。

　シャルは軍人として、傭よう兵へいとしての知ち識しきを総そう動どう員いんして、下調べにかかった。

　経けい路ろを理り解かいせずに、山に登ることはできない。




ＧＭ：今情じよう報ほう収しゆう集しゆうできるのは、「スターゲイトの現げん状じようについて」、「国見以蔵の現状について」、あと「宇宙に行く手段について」。この三項こう目もくですね。

モルガン：ふむ、手分けしてあたるとするか。このシーンには登場せぬ方向で。

シャル：ではまず私が現状について調ちよう査さしましょう。部下を斥せつ候こうに放って、以蔵を取り囲んでいる追つい撃げき部隊について調べます。

ＧＭ：なるほど。では、〈情報：軍事〉か〈情報：ＵＧＮ〉で難なん易い度７です。

シャル：どれも技ぎ能のうはないけどサポートスタッフを使って、成功。

ＧＭ：おお。では世界中の、ＮＡＳＡであるとかロシアであるとかＥＵであるとかの宇宙開発基き地ちはカルキによって遠えん隔かく操そう作さされていることがわかります。

マーヤ：周しゆう到とうですね……。

ＧＭ：原子力潜せん水すい艦かんとか大陸間弾だん道どうミサイル基地も同じ。人類ののど笛はカルキにガッチリと押さえられてしまっています。奪だつ回かいの試みも今のところ全すべて失敗。

シャル：電子機器を乗っ取るというところまで考えは至いたりませんでしたね。敵てきがあくまで物ぶつ質しつ的な存そん在ざいだと思いこんでいたこちらに油ゆ断だんがあったようです。

ＧＭ：世界中の指し導どう者たち、ＦＨも含ふくめた全組そ織しきに国見以蔵という少年を二十四時間以内に引き渡わたさなかった場合、私はこのミサイルを使用する用意がある、と。そういう通告が。

以蔵：無差別攻こう撃げきか。

ＧＭ：で、それを受けてかねて国見以蔵がヤバいんじゃないかと考えていた各国機関はホントにヤバかった、やっぱり確かく保ほしとけばよかった！　という感じで稼か働どう開始。

以蔵：お、世界が敵に回ったぜ。

シャル：まあ普ふ通つうに興きよう味みを持つヤツもいるでしょうしね。

以蔵：え？　そんなのいるの？

モルガン：今回の事じ件けんでソフィアがＵＧＮに出した論ろん文ぶんがネタじゃなかったと気づいた連中とかじゃな。

シャル：そういう話だよね。演えん出しゆつとしては、裏うら路地で部下から報告書を受け取ってる感じで。しかし、これではクロドヴァにお嬢じようさまを帰すことはできそうもないな。

ＧＭ：「クロドヴァは永えい世せい中立国ですから現在のところ他国の干かん渉しようは拒こばんでいますが、世界中を相手に戦うことは出来ません」と部下が。

シャル：守る対象はまとめた方がいい、という理り屈くつで自分を誤ご魔ま化かすとしましょう。と呟つぶやいて、しかしあの少年は不ふ憫びんなことになったな。

以蔵：お、少し罪ざい悪あく感持ってくれてるのか（笑）。

シャル：口には出さないが、以蔵自身は状じよう況きようの犠ぎ牲せい者だからな。ふむ。少し考えてから、司令官……エミール・カサド・カンテミールに伝言を。協力を頼たのむかもしれない、とサポートスタッフに。

ＧＭ：「わかりました。脱だつ出しゆつ経路はご依い頼らい通り選出しておきましたので」

シャル：上手うまく使わせてもらいます。

ＧＭ：「連中はしばらくお互たがいに牽けん制せいしあっているので、もうしばらくは大だい丈じよう夫ぶでしょう」

シャル：まあ、ＣＩＡとＭＩ６とＵＧＮとＦＨが仲よくダンスを踊おどるとも思えませんね。にらみ合っているうちに、ここを脱出する手はずを整えましょう。







◆Middle 05◆マーヤの焦しよう燥そう


Scene Player ─── マーヤ






　一方、マーヤは電子の海と格かく闘とうしていた。宇う宙ちゆうに向かうための手しゆ段だんを模も索さくするためである。




ＧＭ：宇宙へ行く手段を調べるなら、〈情報：宇宙〉で難易度９。

マーヤ：《サイコメトリー》と《錬れん成せいの掟おきて》で達成値ちは16です。成功。

ＧＭ：では現在、世界中の宇宙基地はカルキに制せい圧あつされています。

マーヤ：さすがに手回しがいいですね。

以蔵：なあなあ、ロボ子の物質変へん換かんとかで宇宙船を作るわけにはいかないのか？　で、ばびゅーんって飛んでく。

ＧＭ：東京は宇宙船打ち上げには緯い度どが高すぎますよ。せめて種たね子が島しまくらいは赤道に近くないと。

マーヤ：……では、せめて宇宙船打ち上げに適てきした場所でカルキに制圧されていない場所は……と考えながら、すごいスピードで検けん索さくを続けます。

ＧＭ：すると、ほどなくして秘ひ匿とく資し料りようにヒットする案あん件けんがあります。その名はカオスガーデン。かつて様々な実験が行われながら、ある日あらゆる地図から消えた島です。

マーヤ：モルガンさまの島ですね。なるほど、確たしかにこれは好都合です。

モルガン：お、ではカオスガーデンは自由に移い動どうできることにしようではないか。それなら人間たちにも発見されない理屈もつくというもの。どうじゃＧＭ。

ＧＭ：なるほど、それは面おも白しろそうですね。では、常つねにカオスガーデンは海上を移動していて、日本近海から赤道直下まで楽々航海できるとしましょう。

マーヤ：移動基き地ちなら絶ぜつ好こうの条じよう件けんですね。ではモルガンさまに連れん絡らくを取って、使用許きよ可かをもらいます。

モルガン：……ＧＭ、それについては登場せんでもよいか？

ＧＭ：まあいいですよ。シーンとシーンの間に連絡したということで（笑）。

マーヤ：……ぶっつけ本番ですから、気象条件を以蔵さんに整えてもらって……そうすれば、なんとかなる……？




　人類が宇宙を第二の故こ郷きようとしているマーヤの時代と違ちがい、天空への道はあまりにも細く、遠く、そしてはてなく長い。

「けれど、すべては未来のため。人類が星の海にはばたくお手伝いをするのが、マーヤ・エンテュメーシスの使命です！」

　そう独ひとり言ごとを言うと、マーヤは複ふく雑ざつ極きわまる軌き道どう計算に突とつ入にゆうした。







◆Middle 06◆女王の帰き還かん


Scene Player ─── モルガン






　一方、モルガンはカオスガーデンを密かに東京湾に呼び寄せていた。

　霧に包まれた神秘の島に、竜は優雅に舞い降りる。




ＧＭ：ではモルガンが情報収集を行なうシーンですね。場所はカオスガーデンですか？

モルガン：うむ。バッサバッサと戻ってきて。女王の帰還じゃ！

ＧＭ：するとアルバートを始めとする動物たちがあなたを出迎えます。

モルガン：どうじゃなアルバート、スターゲイトの現状は？

ＧＭ：〈情報：宇宙〉か〈情報：ＵＧＮ〉で判定してください。難易度は７。

モルガン：そんなものは……おお、なんとか成功じゃ。

ＧＭ：では、スターゲイトは破は壊かいされていません。

マーヤ：……やはり、爆発しただけだったのですね。破は片へんが地球に落下してこないことから見て、おかしいと思っていました。

ＧＭ：《ＡＤワーディング》に覆おおわれただけで、無事のようです。爆発の光に見えたのは、《ＡＤワーディング》の演えん出しゆつですね。完全にカルキの制圧下にあって、内情はわかりません。

モルガン：なるほど。では、シャルに暗号通信をするぞ。

シャル：では通信機越ごしに登場します。現在、以蔵を狙う各国の工作員たちと交戦中です。……残念ながら、長くは持ちそうもありませんね。

モルガン：案ずるでない。カオスガーデンに移動するのじゃ。東京湾から赤道まで、ただの半日よ。

ＧＭ：ゲエーッ!?　時速何百キロ出るんですか！（笑）

モルガン：なに。わらわの配下であるドルイドペンギンが《ワーディング》で隠かくしておるから常人には見つけることもできまいて。ふふ、我わがアヴァロンは霧きりの島よ。

マーヤ：女神モルガンの領りよう地ちは霧によって隠される、という神話ですね。




　ケルト神話なのか、ほのぼの動物ランドなのかはっきりしていただきたい。




ＧＭ：ではカオスガーデンは東京湾上で、以蔵たちの到着を待つ構えを取りますよ。

モルガン：うむ、それでよい。あと、リアクティブアーマーと宇宙服を〈調達〉しておくぞ。







◆Middle 07◆決心と懊おう悩のうと


Scene Player ─── 以蔵






　もみじがいつになく静かな以蔵の部屋のドアを開けると、そこには以蔵の姿すがたしかなかった。

　つい数ヶ月前まではそれが当たり前だった光景。

　だが、それは、ひどく寂さびしく見えた。




ＧＭ：以蔵のシーンですね。ここでちょっと、もみじとの別れのシーンを演出したいんですが。

以蔵：ＯＫＯＫ。では、みんな調べ物に走り回ってるんだけど、俺は出歩くと危あぶないっていうんで、ひとりで荷に造づくりしてる。

ＧＭ：なるほど。じゃあ二階が静かなのをいぶかしんだもみじが上がってきて、背せ中なかごしに「あれ？　みんなどうしたの？」と首をかしげます。

以蔵：ん……ちょっと出かけるんだってさ。なるべく早く帰ってくるとは言ってた。

ＧＭ：「そっか」もみじはひどく広くなった四畳じよう半をしみじみと眺ながめます。

以蔵：（どこかさびしげな声で）……まあ、久ひさしぶりに誰だれもいなくなったな。

ＧＭ：「そうね、ちょっと前までこれが普ふ通つうだったのにね」広くなった部屋を見回して。

以蔵：そうだな。とちょっと沈ちん黙もくして、なんか、静かだな。

ＧＭ：「……何隠してるの？」じーっと、もみじは以蔵の目をのぞき込こみます。

以蔵：隠してんじゃなくて荷造りしてるだけ。よし、出来た。

ＧＭ：「そうじゃなくて。黙だまってること、ない？」

以蔵：黙ってることか。ふっふっふ、そうか、言わなきゃいけないか。……もみじ。

ＧＭ：「……何？」

以蔵：もちろん愛の告白はいつもしてるから今さら驚おどろかなくていいんだが、俺おれはこれから行くところがあるんだ。




「行くところ？　どこ行くの？　学校？」

　もみじにしてみれば、いつもの問いだった。

　だから、いつものように以蔵も答える。

「……宇う宙ちゆう」




ＧＭ：（ぷっと噴ふき出して）「今のは面おも白しろかった！　久しぶりに面白かったよ」

以蔵：お、久々にもみじが笑った。俺は世界を救うために宇宙に行かないといけないんだ！（一同爆笑）

ＧＭ：「あー、宇宙なんだ。それはすごい」まだお腹なかを抱かかえて笑ってます（笑）。

以蔵：でも大だい丈じよう夫ぶ、文化祭までに戻もどってくる。

ＧＭ：「うん。もちろんだよ。プラネタリウムの設せつ営えいはほぼ終わってるからさ、喫きつ茶さ店てんの準じゆん備びは任まかしておいてくれていいよ」

以蔵：お、そうか。悪いね。

ＧＭ：「っていうか絶ぜつ対たい当日帰ってくんのよ。あんたがしゃべらなかったらプラネタリウムで誰がしゃべり続けるっていうのよ」（笑）

以蔵：うん、任せてくれ。みんなが俺を待っているからな（笑）。

ＧＭ：「じゃあ、まあ、世界でも救ってくればいいんじゃない？」

以蔵：ああ、なんだ、知ってたのか。

ＧＭ：「あんたがさっき言ったんじゃない！」（笑）

以蔵：そういえばそうだった！（笑）

ＧＭ：「ネタに付き合ってあげてるんだからさ、なんで驚くのよ」（笑）

以蔵：悪かった悪かった……いつもなら他の連中もつっこむんだがなあ。なあ、もみじ。結けつ構こう悪くなかったよな。あいつらも。

ＧＭ：「うん、そうね。最初は正直変わった人たちだと思ったけど」

以蔵：そうだなあ、壁かべを壊こわしたり、屋根破は壊かいしたり、秘ひ密みつ基き地ち作ったりとか。あの騒さわがしさも悪くなかったな。

ＧＭ：「そうね、でもお祭りみたいで楽しかったよ」




　少しだけ、沈黙が流れた。

　以蔵の背中を見つめて、もみじは言葉をつなぐ。

　そうしないと、沈黙に飲み込まれてしまいそうだったから。




ＧＭ：「なんか私に本当に隠かくしてることがありそうだけど、まぁ、それはいいや。あんまりつっこんでも、あんたのことだから下らないことだろうし」

以蔵：わかってるじゃないか。

ＧＭ：「愛してるとか宇宙の秘密とかでしょ？　そういえば最近アレやらないのね」

以蔵：ん？

ＧＭ：「俺は超ちよう能のう力りよく者で世界を救うんだってヤツ」

以蔵：その話が聞きたいか？

ＧＭ：「ううん、もう聞き飽あきた」（笑）

以蔵：帰ってきたらたっぷり聞かせてやるよ。

ＧＭ：「相手が死ぬんだっけ？　爆ばく弾だん投げて」

以蔵：そうそう、すっごい爆発でなあ。そうだ、宇宙空間ですごいヤツを見せてやるからな。楽しみに待ってろよ？　今日の夜空を見ろ。俺はそこにいる（笑）。

ＧＭ：「手空いたら空でも見るわよ……じゃあ、行ってらっしゃい」

以蔵：ああ、行ってくる。

ＧＭ：そういったところで出て行きます。

以蔵：……お祭りか……その仕上げ。せいぜい楽しもう。




　そこまで言ったところで、以蔵は我われに返った。

「世界を……世界を……ほんとに行くのかァーッ!?　ちょっと待てよぉー？」

　なにせ、宇宙である。

　半歩間ま違ちがえば死んでしまう。




以蔵：世界が今敵てきで、命をかけて戦うの？　だって命ってかけられるものじゃないじゃん？　負けたら死ぬんだぜ？　宇宙空間だろ？　どうする？

ＧＭ：やばい、気持ちはわかるけど面白い（笑）。

以蔵：ちょっと待って、財さい布ふ取り出して……こんだけあったらどこまでいけるかな。でも大おお見み得え切っちゃったしなあ。どうしようかなあーッ（机つくえを叩たたく）。

シャル：ソフィアが出てくるといいと思うよＧＭ（笑）。

ＧＭ：そうですね（笑）。

以蔵：ここで誰かがキスのひとつもしてくれればなあー、うおー。誰かー、俺にキスしてくれー、そして俺を優やさしく抱だきしめておくれー。やる気を出させてくれーッ（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：「あの、以蔵さん……」ソフィアが後ろから現あらわれて、つんつん、と。

以蔵：世界なんか救えるわけねえだろ？　俺はただの高校生ーと言って、振ふり返ったところに……。

ＧＭ：ではソフィアがボストンバッグを提さげて立ってます。となりの部屋で出発の準備をしてたんですね。

以蔵：（超ちよう渋しぶい声で）……いつからそこにいた？（一同爆笑）

ＧＭ：「ええと……『こんだけあったらどこまでいけるかな』のあたり、です」

以蔵：ああ、ああ、ああ……こんだけあったら、宇う宙ちゆうにだっていけるさ！（笑）なあ？　さあ、目指そうスペース、行くよコスモス、ボクの夢ゆめはギャラクシー！　そうだろ？　そうだろ？　……はぁ……（超ため息）。

ＧＭ：じゃあ以蔵がそういうこといいながら段だん々だんフェイドアウトしていく感じでシーン切りましょう。

以蔵：そうだ、行こう！　とにかく行ってから考えよう！　さあ、今のうちに俺の気持ちが変わる前に！　目つぶってるから！（笑）







◆Middle 08◆竜りゆうは月輪に飛ぶ


Scene Player ─── モルガン






　夜の空き地に、巨きよ大だいな竜が舞まい降おりる。

　モルガン・ル・フェイ。動物の楽園カオスガーデンの女王。

　彼女は舞い降りると、以蔵に一礼した。




ＧＭ：では、カオスガーデンへ移い動どうするシーン。アパートの横の空き地かな。全員登場で。

モルガン：ばっさばっさと舞い降りて。時は来た。カオスガーデンはお主を待っておる。

以蔵：お、おう！

ＧＭ：エルキュールが、「あたりの工作員たちがもうすぐ動き出す、急げよ」と言います。

シャル：まだいたんですか。

ＧＭ：「他にどこへ行くんだ！　私の情じよう報ほう網もうだって役に立つ！」と反はん論ろんするエルキュール。

シャル：（あきれ顔で）……あなただって以蔵を狙ねらっている財ざい団だんの一員でしょう。

ＧＭ：「私は誇ほこり高い貴き族ぞくだ！　宇宙人などのいいなりになっている成り上がりとは違う！　そんなプライドのない真似まねはせんよ」

モルガン：まあ、あんな所でぼろぼろになって、かつての敵てきに助けられて、かつ応おう急きゆう手当セットを一度は拒こばんだのに無む理り矢や理り使うはめになって……ここまでの屈辱を負ってまで以蔵についてくるような真似はとてもできんな。

シャル：普ふ通つうの貴族なら腹はらを割わって死んでますね。

ＧＭ：エルキュールはブロック塀べいに向かってひとり落ち込んでます（笑）。

シャル：……じゃあ、エルキュールとふたりでトラップを仕し掛かけて回っていたことにしましょう。あれでしばらく時間を稼かせげるはずです。お嬢じようさま、私から決して離はなれないでください。

ＧＭ：「はい、シャル」ボストンバッグを抱かかえて。

モルガン：うむ。幸い《ＡＤワーディング》は機械を破は壊かいできても、オーヴァードには無力。我わが島にはそうそう手出しは出来ぬはずじゃ。そう言って以蔵をつまみあげる。

以蔵：ま、またかぁーっ!?　なんでみんなは背せ中なかで、オレだけ宙ちゆうづりなんだ!?　くそ、夜景がいやににじんで見えるぜ！（一同爆笑）




　エルキュールはあきれた顔で、お嬢さまを抱いて竜の背中に乗るシャルの耳元に口を寄よせて聞いた。

「いつもこうなのか？」

　誇ほこりと優ゆう越えつ感に満ちた、あのいつもの冷れい徹てつな表ひよう情じようで、シャルは答える。

「ええ、いつもこうです。……うるさい限かぎりでしょう？」

　そう言いながらも、シャルの頰ほおにはどこか誇らしげな微笑ほほえみがほんの少し浮うかんでいた。







◆Middle 09◆混こん沌とんの島


Scene Player ─── 以蔵






　カオスガーデン。

　そこはレネゲイドウィルスの力で知ち性せい化された動物の楽園だ。熱帯から寒帯まで、愛玩用の動物からＵＭＡ（未み確かく認にん生物）まで、あらゆる動物が集つどい、人間たちから離れた暮くらしを続けている。

　常つねに移動を続け、オーヴァードの力に守られているために、この地に人が訪おとずれることはない。




ＧＭ：ではモルガンがかつての空港に舞い降りるシーン。ペンギンや羊やライオン、果ては恐きよう竜りゆうやグリフォンといった動物たちがあなたたちを歓かん迎げいします。

モルガン：少女の姿すがたで、出で迎むかえる臣民たちに挨あい拶さつするよ。皆みな、息そく災さいでなによりじゃ。

以蔵：（あたりを見回し）みんな、逃にげろ！　ど、ど、動物が攻せめてきたぞー！

シャル：ちょっと落ち着きなさい。……かと言って、居い心ごこ地ちのいいものではありませんね。

マーヤ：やっぱりロボットが動いているのに慣なれても、動物が喋るのを見るのは不思議なものですか？

シャル：普ふ通つう、ないですからね。

ＧＭ：ソフィアが「可愛かわいい～っ！」って大喜びですよ。
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以蔵：……確たしかに可愛いけどよ。

モルガン：皆の者、ソフィアを歓待するがよい。これは女王の友である。

ＧＭ：「ははっ！」とうやうやしく動物たちが一礼する。

以蔵：（のけぞって）しゃべったぁ!?

ＧＭ：カオスガーデンの動物は基き本ほん的に人間と意思疎そ通つうができるって書いてあるから、しゃべりますよ。

以蔵：すっげ……。

ＧＭ：じゃあ、マーヤのところにローランドゴリラがやってきて、ドラミングしながら、「マーヤ・エンテュメーシス様ですね。どうも、技ぎ術じゆつ主しゆ任にんのアルバートです。カオスガーデンに初の知性化ＡＩを迎え入れられることを光栄に思います」と挨拶します。

マーヤ：（動じず）早さつ速そくですが、必要なものが揃そろっているかいくつかチェックさせてください。

ＧＭ：「はい、こちらへご案内します」うやうやしく一礼するゴリラ。

マーヤ：普通だったら打ち上げには48時間かかるんだけど、そこまではかけてられません。突とつ貫かん作業で準じゆん備びを行います。

ＧＭ：「じゃあ、こちらです」そういってアルバートが案内してくれた先には、銀色のスペースシャトルが鎮ちん座ざしております。

以蔵：すっげぇ、宇う宙ちゆう船かぁ！

モルガン：この船の名は、「エクスカリバー」じゃ。大気圏けんという鎧よろいを貫つらぬく、最強の剣つるぎじゃよ。

ＧＭ：エルキュールが「まさか、動物によって本当にこんなものが作られているとは」と呆ぼう然ぜんとします。

シャル：元を辿たどればまっとうなスペースシャトルでしょう。廃はい棄きされた物を直す手しゆ腕わんは素す直なおに感心します。

モルガン：ＵＧＮから購こう入にゆうしたんじゃ。我われらもいつかこの島だけでなく、広い宇宙に飛び立ってゆきたいでな。

以蔵：ほ、本当に宇宙に行く、んだな……やべ、また怖こわくなってきた。

モルガン：どのみち、赤道上に着くまであと十時間はかかる。最後の一夜じゃ。せいぜい体と心を休めておくがよかろう。

マーヤ：では、本来でしたら燃ねん料りようを混こん合ごうする準備だけで相当かかりますが、そこは物ぶつ質しつ合成技術を使って混まぜます！

以蔵：なあ、ロボ子。俺おれを不安にさせるような対たい応おうはなるべくつつしんでくれ（笑）。

マーヤ：まだまだ問題点はあります。具体的には後七十二箇か所しよ……大きいものだと……。

以蔵：やめろーっ、聞きたくねぇーっ!?（笑）

マーヤ：ご安心ください。私の時代の技術を応用すれば、たいていのことはなんとかなります。

ＧＭ：ではソフィアが「私も手伝います！」と。

シャル：私は護ご衛えいの準備に入ろう。どう考えても、このまますんなり宇宙に行かせてくれるとは思えない。エルキュール、貴き様さまにも手伝ってもらうぞ？

ＧＭ：「任まかせておけ。私の《戦術》の冴さえ、とくと見るがいい」まあ、他の能のう力りよくはほんとに一いつ般ぱん兵並なみなんですが……（笑）。

以蔵：じゃあ俺だけやることがないんで、ゴマフアザラシともふもふしてます。

ＧＭ：ではゴマフアザラシが「どうも、山田です。よろしく」（渋しぶい声で）

以蔵：うわあっ!?　か、可愛かわいくねえっ！　やめ！　もふもふやめ！（笑）







◆Middle 10◆夜と幻げん想そう


Scene Player ─── シャル






　カオスガーデンの天球は、南洋のはなやかな星で埋うめ尽つくされていた。

　移い動どうしているためか、夜空が流れるように動いていく。




シャル：ＧＭ、ちょっとシーンがひとつ欲ほしいんだけど、いいかな？

ＧＭ：お、いいですよ。どんなシーンにしましょうか。

シャル：以蔵と話がしたいかな。部屋を訪たずねていく感じで。

以蔵：部屋、あるの？

モルガン：人間たちが使っておった部屋がある。どうせ誰だれも使わぬから、そのままじゃ。掃そう除じはさせておいた。

ＧＭ：じゃあ、そういうシーンにしましょう。シャルと以蔵が登場ですね。

以蔵：窓まどから夜空を見上げながら、このまま死ぬのかなぁ……とか呆ぼう然ぜんとしてます（笑）。

マーヤ：い、以蔵さま!?（笑）

以蔵：だってよ！　さすがにＣＩＡとかＦＢＩとかに追われて日本から逃にげ出すとは思わないだろ普ふ通つう！　さらに宇う宙ちゆう行くんだぞ！　今いま頃ごろ実感がわいてきたんだよ！（笑）

シャル：（コンコン）以蔵、いるか？

以蔵：（超ちようさわやかに）やあ、お姉さん。

シャル：とりつくろわなくていい。君の叫さけび声は外まで聞こえていた。

以蔵：ありがとう。俺は誰かに抱だきしめてもらいたかったのかもしれない。綺き麗れいなおねえさーん！　抱きつこうとする。

シャル：黙だまってひじ鉄。

以蔵：おぶぅっ。じゃ、ベッドにどんと倒たおれて……襲おそってもいいのよ？

シャル：（無む視しして）君には選せん択たく肢しがある。

以蔵：で、です、おあ、だい？

シャル：（ため息をついて）そんな無む茶ちやなことを言うつもりはない。君が嫌いやがっているのは見ればわかる。

以蔵：嫌がってなんか……って、お姉さんの前ではとりつくろわなくていいんだよね。

シャル：また少しため息をついて、お嬢じようさまはああいう方だ。

以蔵：（遠い目で）ああ、あのコねー……。

シャル：悪い方ではないのだ。むしろ悪いお方などと言ったら、君を斬きる。

以蔵：別に悪くなんてないぜ。いい子だと思う、これはマジだ。俺の目を見ろ。（目をぐるぐるさせて）きゅいーん。

シャル：君は少し、落ち着きというものを覚えた方がいいぞ。……まあ、いい。こんなことになって恐きよう怖ふを覚えるのは当然だ。本来は逃がすつもりだったが、話の流れで宇宙へ連れて行くという話になってしまったな。

以蔵：俺もこんなことになるとは思ってなかった。

シャル：だが、実じつ際さいのところ逃げ込こもうと思っていたのはここなのだ。君が行きたくないというのであれば、このまま君をここで匿かくまってもらい、我われ々われだけでスターゲイトへ昇のぼろう。

以蔵：……ほんとか!?

シャル：君が残れば、お嬢さまも残る。私にとって悪い話ではない。どうする？

以蔵：……いや、もちろん、ほんとはね、全部なげうって逃げたいんですよ。シャルさん、逃げたいですよ、怖こわいです。俺って元々ヒーローだけどさ、スーパーヒーローになりたかったんですよ。

シャル：呆あきれた目で見る。

以蔵：でねでね、スーパーヒーローになるためには、世界を救うとか、もしくは世界を敵てきに回してもひとりの女の子を守るぜ、とか思ってたんですよ。でも、いざなってみたら……めっちゃ怖いじゃねえかよって。

シャル：……君の幻げん想そうは壊こわれてばかりだな。

以蔵：どうしてですかね、夢ゆめがどんどん叶かなってるのに、全然うれしくもなんともないんですよ。

シャル：それは君の意思がないからだろう。この数ヶ月、君の行動を見てよくわかった。君はひたすらにシチュエーションに憧あこがれるばかりで、結局君が何かするわけではないのだ。

以蔵：………………。

シャル：最終的には君がどうしたいか、だ。何せ───敵は世界を手に入れようというバケモノだ。捕つかまれば、間ま違ちがいなく君は消えてなくなる。死ぬよりも辛つらい目に遭あうかも知れん。その戦場に無む理り矢や理り引き出すようなことは、私としてもしたくない。

以蔵：……お姉さんだったらこういうとき、どうします？

シャル：それには少し自じ嘲ちよう気味に笑って、逃げるさ。むしろ逃げた。

以蔵：それは意外そうな顔をする。……お姉さんが？

シャル：逃げ出したあとで、いろいろあって今の位置にいる。昔は私も家のために自分を押おし殺し、状じよう況きように流されて生きていた。そしてそれに耐たえられなくなって……私は今のお嬢さまに拾われた。そうでなければ、今頃何の志こころざしもない殺し屋になっていたかもしれない。




　シャルが自分のことを話すのは、めったにないことだ。

　だから、珍めずらしく以蔵はゆっくりと話を聞くことにした。




シャル：今だって自分の意思とそぐわないことはしたくないし、退たい却きやくも考える。ただ、そのコントロールの仕方を覚えたというだけだ。そう君と変わるわけではない。

以蔵：意外そうな顔でじーっとシャルの顔を見る。

シャル：（咳せき払ばらいをして）どちらにしても、君の意見を聞きに来た。実際の所、私個こ人じんの意見としては君には来て欲ほしくない。君が来るとお嬢様が来るからな。

以蔵：……でしょうね。

シャル：どうする？

以蔵：そうだよなー……結局、みんなが勝手に俺に幻想を抱いだいてるだけだもんな。特とく異い点か……そんなもん、なきゃよかったなぁ。




　以蔵は流れていく星を見た。

　まるで自分の境きよう遇ぐうのように、星は滑すべっていく。

「……ごめん、シャル…………」

　長い沈ちん黙もくがあって、以蔵は重い口を開いた。

「…………俺……俺、宇宙になんか、行きたくねえ……」




シャル：わかった。お嬢様には私が言っておく。

ＧＭ：そのとき……。




　ドアの外でがちゃん、と音がした。

「そう、だったんですか……」

　運んできたお茶を落として、呆ぼう然ぜんとしたソフィアの姿すがた。




シャル：しまった！

ＧＭ：「ごめんなさい、私、一度も以蔵さんの気持ちを考えなくって……私……」とソフィアはぽろぽろ泣く。

以蔵：そ、それは動どう揺ようする。やばいやばいやばいやばい！

ＧＭ：「私、あなたの気持ち、なにも考えないで……ごめんなさい。あなたは私にとってヒーローだから、宇う宙ちゆうに行ってくれるんじゃないかと本当に思ってました」

シャル：（長いため息をついて）……彼とて、被ひ害がい者に過すぎないのです。




　ソフィアの目から、その髪かみと同じ銀色の涙なみだがぽろぽろとこぼれた。

「ごめんなさい。冷静に考えたらそうですよね……普ふ通つうに暮くらしてただけなのに、特とく異い点の力を手に入れて、いきなり巻まき込まれて。それでも私はそれが当然のことのように思っていました……」




ＧＭ：「すみません、以蔵さんが私に会うのは当たり前だと思って、日本まで来てしまいました……許ゆるしてください」と泣くソフィア。

以蔵：いや、その……困こまったな、とすごいおろおろして。女の子に泣かれると俺も弱いんだ。とりあえず、泣きやんでくれるか？　頼たのむ、頼むよ。

ＧＭ：では、今にも泣きそうだけどこらえている感じのうるんだ瞳ひとみで以蔵を見上げて、「本当に……ごめんなさい。あなたはただの高校生なんですよね。そんなことは強きよう制せいできませんよね……ごめんなさい」と行って、その場から走り去ります。

以蔵：あ、あぁ……。

シャル：以蔵、私からお嬢さまに最大限げんのフォローはしておこう。明日には、皆みなにも意思を伝えておこう。せめてもの君の無事を祈いのる、と言って私も部屋を出て行くよ。

以蔵：暗い部屋に残される。俺にどうしろっていうんだよぉぉっ!!

ＧＭ：じゃあ、そこでシーンを切りましょう。







◆Middle 11◆暁あかつきの空母


Master Scene






　朝あさ靄もやの太平洋上に浮うかぶ、アメリカ海軍エンタープライズ級空母、〝ディスティネーション〟のブリッジ。

　すでに米軍を始めとする艦かん隊たいは、カオスガーデンを包囲していた。

　人々の……いや、カルキの予よ測そくは、カオスガーデンの移い動どうすらも計算に入れていたのだ。




ＧＭ：副長が、「提てい督とく、いよいよカオスガーデンが艦かん載さい機の射しや程てい距きよ離りに入りました」と。

以蔵：（いきなり提督になって）「くっくっく、ついに来たか」

ＧＭ：「しかし、いいのですか。海兵隊ではなくいきなり空くう爆ばくで」

以蔵：（やっぱり提督）「副長、海兵隊の歩兵戦力だけで、カオスガーデンの化け物達と戦えると思っているのかね？」

ＧＭ：「ノー、サー！　思いません」

以蔵：（まだ提督）「である以上、最大戦力でカオスガーデンを叩きつぶす。空爆と艦砲射撃で、島ごと叩きつぶすのだ！」

マーヤ：（別の参さん謀ぼうになって）「わかったら、命令を復ふく唱しようしたまえ」

ＧＭ：（提督）「カオスガーデンはこの地球上に存そん在ざいしない島だ。従したがって、アメリカ海軍があの島をドうしようと誰もそれヲ知覚スルことはナイ」そう言うと、提督の肌はだ全体に無数の小さな〝瞳〟や〝牙きば〟が浮かび上がる。前回のエルキュールの部下と同じ感じです。

シャル：やっぱり乗っ取られてた（笑）。

以蔵：そんなことだろうと思った（笑）。

ＧＭ：じゃあ、「か、艦長！」と副長が周りを見み渡わたすと、「メイレイヲフクショウシマス」と周りはすべて何かに乗っ取られたような機械的な目になってます。「お前たちっ!?」

以蔵：（艦長になって）「ナニヲ怯おびエテイルノカネ、副長」

モルガン：（参謀になって）「モウ君ニモワカッテイルハズダ」

以蔵：「抵てい抗こうハ無意味ダ」

マーヤ：（艦長になって）「地球ヲアゲマスト言イナサイ」

ＧＭ：「ぎゃあああああああ………」（だんだん声が小さくなっていく）




　数十トンの巨きよ大だいなジェット戦せん闘とう攻こう撃げき機が、都市を灰はいに出来るだけの爆ばく弾だんを抱かかえて次々と空母から離り床しようする。

　ミサイルと多目的砲ほうで武ぶ装そうした鋼こう鉄てつの船が、カオスガーデンに一いつ斉せいに照しよう準じゆんを合わせる。

　戦争が始まろうとしていた。







◆Middle 12◆宇う宙ちゆうへの階かい段だん


Scene Player ─── マーヤ






　マーヤは、打ち上げの最終シークエンスに突とつ入にゆうしていた。

　シャトルの打ち上げには、悪天候が最大の障しよう害がいとなる。

　そのためにマーヤは以蔵に頼たのみ、その気体爆薬によって竜たつ巻まきを起こし、雲を払はらって宇宙への道を開こうとしていた。




ＧＭ：では、いよいよシャトル打ち上げのシーンですね。全員登場で。

以蔵：その頃ころ、俺おれは、もうこれで最後だぞ、これで最後っ！　もう戦うのもいやだっ！　と言いながら竜巻を起こしてる。

マーヤ：で、私は酸さん素そと水素を混こん合ごうしています。気を付けないと爆発するんですよね……。あ、アルバートさん、粉末アルミニウムの方、どうなってますか？

ＧＭ：「シークエンス九十八パーセントまで問題ありません。後四十六秒」と器用にキーボードを叩たたきながらゴリラが答えます。

マーヤ：ここまで来ちゃったら、カウントダウンは六十くらいから始めますか？

ＧＭ：「わかりました、それでいきましょう……と、待ってください。管かん制せい室からです」

マーヤ：こちらシャトルです。管制室どうぞ。

ＧＭ：すると、エルキュールの声がする。「こちら管制室。マッハ[image: ]で低空侵しん入にゆうする航空機を確かく認にん！　機数は今、二十二から三十六に増ふえた！　これは米軍の超音速攻撃機Ｆ─３５Ｃだ！」

マーヤ：竜巻の中を突つっ込こんでくる？　なんてムチャを！

シャル：では、通信に割わり込んで登場します。相手はイーターだ。それくらいやるでしょう。モルガンにカオスガーデンの戦力を貸かしてもらうように頼みましょう。動物に戦ってもらうのは気が引けますが、この際さいしかたがない。

モルガン：じゃあ、ここで登場じゃな。（ころころ）こ、ここに来て侵しん蝕しよく率りつが10アップっ！　ゆ、許ゆるせぬ人間ども！

以蔵：いやそれ超ちよう逆さか恨うらみだからね、ドラ子。

モルガン：（聞いてない）怒いかりのレネゲイドパワーで、奴やつらを皆みな殺ごろしにしてくれるわっ！　ドゥーン、と空にはばたいてジェット戦闘機を迎げい撃げきするぞ！

シャル：あなたが行ってどうするのですか！　シャトルの発はつ射しやに間に合わない！

モルガン：たかだか一個こ艦隊！　十分で片かた付づけてみせるわ！

マーヤ：……わかりました。必ず、十分以内に戻もどってください。

モルガン：まかせておけいっ！　たかが音速を超こえた程てい度どで、竜王にかなうと思うなよ！




　モルガンは猛もう烈れつなソニックブームをまき散らし、迫せまり来る敵てき戦闘機隊に一直線に襲おそいかかった。

　ミサイルとドラゴンブレスが交こう錯さくし、朝あさ靄もやの空に照り返しの光が輝かがやいて、天空をオレンジに染そめた。




マーヤ：すみません、シャルさん。お願い事がふたつあります。

シャル：何ですか？

マーヤ：ひとつは、今から迎撃に出るふりをして、ソフィア博士をここから降おろしてください。

シャル：了りよう解かいだ。……もうひとつは？

マーヤ：実はこのまま私は以蔵さまを連れて行くつもりはありません。

シャル：（ちょっと驚おどろいて）ほう。昨日、彼の確かく認にんはとってある。私も彼を乗せていくつもりはない。

マーヤ：考えることは……同じだったみたいですね。

シャル：ああ。これ以上お嬢じようさまや以蔵のような子こ供どもを、こんな馬ば鹿かげた戦争に巻まき込むわけにはいかない。

マーヤ：おそらくモルガンも同じ気持ちでしょう。ですから……シャルさん。

シャル：ん？

マーヤ：……死んでください。私には、あなたを生かして勝利するプランが見えません。

シャル：冗じよう談だんはよしてください、マーヤ。私はプロの傭よう兵へいです。どんな時でも生せい還かんし、かならず報ほう酬しゆうを受け取る、それがプロです。たとえ戦場が宇宙であってもね。

マーヤ：了解です。私もロボットの誇ほこりにかけて、必ずあなたとモルガンを宇宙へ送ります。

以蔵：じゃあ、そこで通信を入れるよ。竜巻の準じゆん備びはＯＫだ。

マーヤ：ありがとうございます。じゃあ、そのまま退たい避ひをお願いできますか？　安全な場所で、私たちが帰るのを待っていてください。

以蔵：ちょっと言葉に詰つまるけど……わかった。

マーヤ：これでいいんだよね、と通信を切ります。





＊　　　＊　　　＊






モルガン：そのころ、すでに戦せん闘とう機の第一陣じんはわらわによって潰かい滅めつさせられている（笑）。

ＧＭ：ゲェーッ！　早い！

モルガン：どうせエキストラじゃからな！（笑）

ＧＭ：現げん状じようはエキストラです。今後はともかく。では、エルキュールが「モルガン！　十二時方向、八時方向、三時方向にも未確認機アンノウン！　……これは、米軍の第二波と、ロシア太平洋艦かん隊たい、イギリス艦隊、フランス艦隊……国連加か盟めい国が勢せい揃ぞろいだ！」

シャル：（通信ごしに）ルカーン財ざい団だんあたりが手を回したようですね。まるで兵器の見本市だ。

モルガン：ふん、ここで壊こわせば需じゆ要ようが出来てめでたい、活かつ躍やくすればまた兵器が売れてめでたい、というところか。くだらん奴やつらじゃ。じゃが世界を相手に戦うのも悪くはない！（笑）

シャル：……熱くなりすぎないでください！　シャトルが！

ＧＭ：じゃあ、このあたりで判はん定ていしてください。〈射しや撃げき〉〈白兵〉〈ＲＣ〉〈回かい避ひ〉のどれかで判定して、達成値ちが13未満なら、その数に応おうじて戦闘になります。

モルガン：ぎゅぉぉっ！　どかーんっ！　達成値は17じゃ！

ＧＭ：では、戦いは優ゆう勢せいに進められます。今のところは戦闘をせずに、一方的に勝てますよ。

モルガン：これがドラゴンの力じゃー！





＊　　　＊　　　＊






シャル：やれやれ。じゃあ、いったんこの場を離はなれてソフィアのところに向かいます。

ＧＭ：ソフィアはしょんぼりしながらも、天才なので体だけは動いて準備を進めています。「あ、シャル。最終調整、終わりました」

シャル：わかりました、お嬢さま。では……あなたはここで降りてください。

ＧＭ：「えっ……でも」さすがに目をまんまるにします。

シャル：昨日言ったでしょう。以蔵はここから先についてくるつもりはありません。お嬢さまは彼のそばにいる、というのが望みのはず。

ＧＭ：「……じゃあ、シャルは？　まさか三人で？」

シャル：（突つき放した声で）三人といいますか、一人と一体と一匹ぴきといいますか……いずれにせよ、ここから先は子供の出る幕まくではありません。

ＧＭ：「わかり、ました……」と、彼女はタラップを降りていきます。




「お嬢さま、私はあなたのどんなワガママも聞き入れてきました」

　タラップを降りていくソフィアが泣いているのだろうな、と思いながら、シャルは背せを向けて巨きよ大だいなシャトルを見上げる。

「だからこそ今は、あなたの本当の願いを叶かなえましょう。あのアパートで、安らかに暮くらしてください」

　通信端たん末まつを通して最後の〝仕込み〟が成功したことを確認すると、シャルはゆっくりと歩き出した。




ＧＭ：上空ではますます戦いが激はげしくなって、さすがのモルガンも防ぼう戦せん一方という感じですね。エルキュールが悲鳴のように、「なんでもいいから早くしてくれ。そろそろ迎げい撃げきが追いつかない。レーダーが敵てつ機きとミサイルとジャミングで真っ白だ！」と叫さけんでます。

モルガン：もう十五機倒たおしたのにまた三十機追加じゃとぉ!?　人間風ふ情ぜいが、このカオスガーデンに何兆円つぎ込むつもりじゃ！

以蔵：（提てい督とくになって）「ふはははは、これがやりたくて軍に入ったんだ！」

モルガン：くらえ、牙きば爪づめ爪尻尾しつぽブレスーっ！　空母一機撃げき沈ちんー！

ＧＭ：みんな好き放題演出してますね（笑）。上空では戦闘機が飛んでたり、ドラゴンが飛んでたり。

マーヤ：その頃ころには、カオスガーデンの他の動物たちも戦ってたりするんですね。

ＧＭ：首が全部レーザー発はつ振しん器官になったキリンとか。こう首をぐ～っと回して全方位に発射する（一同爆ばく笑しよう）。

以蔵：きゃっきゃっ、つよいつよーい（笑）。

モルガン：行け、カオスガーデン、キリン砲ほう！　火を吹ふくものは前に集まれ！　エンジェルハィロゥの力を持つ者は中列！　撃うてぇぇぇぇ！

マーヤ：では、スピーカーで、予定推すい力りよくは確かく保ほしました。六十秒のカウントダウンを六〇〇秒に延えん長ちようします。早く戻もどってください！　と言います。

モルガン：わかった、今すぐ戻る！　後は任まかせたぞ、皆みなの衆しゆう！

シャル：ではここでやりたい演えん出しゆつがあるんですが、いいですか？

ＧＭ：お、どうぞどうぞ。

シャル：では、今まさに各国の軍隊がカオスガーデンに突とつ入にゆうしようと言うその時。私がかねて手を回していた〝仕込み〟が到とう着ちやくするんですよ（ニヤリ）。

ＧＭ：まさか！




　超ちよう低空からシャトル基き地ちを襲しゆう撃げきしようとしていた超音速攻こう撃げき機Ｆ─35Ｃのパイロット、リチャード・レイモンド少しよう尉いは信じられない光景を見た。

　生物と融ゆう合ごうしたとしか思えない異い様ような戦せん闘とう機が、愛機のすぐ側を飛んでいる。

　マッハの風ふう圧あつにさらされるその翼つばさの上には、日本刀を構かまえた軍服姿すがたの少女が立っていた。

　夢ゆめか、とレイモンドが感じた時には、刀がすでにＦ─35Ｃを両りよう断だんしていた。

　少女は鮫さめのように笑い、通信機を手にとった。

「こちら〝凍れる業火フローレンフラーメ〟。これより状じよう況きようを開始する」




モルガン：そうか！　あれが噂うわさに聞くクロドヴァの！

ＧＭ：「遅おくれてすまない、こちらデザートミラージュ」割われた通信ごしに、エミール司令の声がします。

シャル：間に合えば充じゆう分ぶんです。発はつ射しやシークエンスは完かん了りようしました。残り五四二秒で発射します。安全が確かく保ほできるまでの護ご衛えいを。

ＧＭ：「了りよう解かいした。任まかせておけ。初の海外派は兵へいだからな。せいぜい派手に売り込みさせてもらおう」そう言って司令は、部下たちに総そう攻撃を命じます。




　それは、クロドヴァ公国が誇ほこる最強の超人傭よう兵へい部隊の姿だった。

　巨きよ大だい化したキュマイラ兵がイージス艦かんを横転させ、スナイパーの放つ無数の弾だん丸がんが、シャトルに迫せまる多弾頭ミサイルをひとつ残らず迎撃する。

　カオスガーデンの動物たちも自分の城しろを守るために、傭兵部隊と共闘を開始した。




モルガン：よし！　これならばもはや、わらわがおせっかいを焼く必要もあるまい！　シャトルに帰き還かんするぞ！　皆、死ぬなよ！





＊　　　＊　　　＊






　以蔵は、その戦いをただ見ていた。

　もう、自分が戦う必要もない。シャルやモルガン、マーヤ、傭兵や、動物たち……つまり、自分と関かかわりのない、大人たちの戦場なのだ。

　自分と違ちがう、もうひとつの世界ステージ。

　そこに迷まよい込こんでしまったことに、今さらながらに気付かされていた。




ＧＭ：さて、以蔵に話を戻して。

以蔵：じゃあ、シャトルから少し離はなれたところに俺は座すわってます。

ＧＭ：しょんぼりしたソフィアがそちらに近づいて、「以蔵さん？」と話しかけます。

以蔵：お、おう。

ＧＭ：「私も……降おろされちゃいました」そういって、となりに座ります。

以蔵：ああ、なんか似にてるな。いや……俺は自分から降りたんだけどさ。

ＧＭ：「本当に、大変なことになっちゃいましたね」と、ソフィアが空を見上げる。

以蔵：（妙みように明るく）やー、俺もヒーローって奴やつになれるかと思ったんだけどさ、器うつわじゃなかったみたいだな───。

ＧＭ：「私も……そうですね。ちょっと、自分が子こ供どもだっていうの、すっかり忘わすれてました」

以蔵：子供……子供か。そうだよなあ…………。

ＧＭ：「私もなんだか自分が世界の全すべてを知った気になっていました……なんでも思い通りになると思っていました。本当にごめんなさい」

以蔵：俺おれの方こそ、期待させてごめんな。

ＧＭ：「そうですね……」気まずい沈ちん黙もくが流れる。

以蔵：……呆あきれただろ、こんな姿見てさ。

ＧＭ：「そんなことはないです。だって、やっと以蔵さんが私に本当の気持ちを打ち明けてくれたんです。うれしいです。ずっと無理してくれたんですから……優やさしいんですね」

以蔵：優しい……のかな、俺？

ＧＭ：「私の夢ゆめを壊こわさないでいてくれて。ずっと、私のヒーローでいてくれて。それに何ヶ月もつきあってくれて、あんなに楽しい思いをさせてくれて、本当に感かん謝しやしています。普ふ通つうの人ならとっくに怒おこり出してると思います」

以蔵：いや、めっちゃくちゃ怒ってたんだけどな。気付かれてなかっただけで（笑）。

マーヤ：まあまあ（笑）。

以蔵：でも……イヤじゃなかったな。うん、今から思い返すとやっぱりイヤじゃなかった。

ＧＭ：するとソフィアはぽろぽろ泣いて、「私も……私も楽しかったです」その彼女の後ろの方に燃もえ落ちる戦闘機が見えて。

以蔵：じゃあ、そのセリフに思わず上を向いて。あれ、俺はなんで上を向いてるんだ？

ＧＭ：「以蔵さん？」




　白銀に輝かがやくスペースシャトル〝エクスカリバー〟。

　それは確たしかに、そこにあった。

　見上げる眼まな差ざしの向こうに、まだ宇う宙ちゆうへの道はある。




以蔵：地球を救うヒーローか……格かつ好こいいよなあ……。

ＧＭ：じゃあソフィアは以蔵の手を握にぎって、「私は……あなたがそのヒーローなんじゃないかって、期待してました」。
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以蔵：……シャルに言われたよ。俺はヒーローじゃなくて、ヒーローってシチュエーションに憧あこがれてるだけだ、って。

ＧＭ：それについてはソフィアも思い当たるところがあるのでしょう。舞まい上がっていた自分をはじるようにうつむきます。




「もう少し頑がん張ばってりゃあ、ヒーローになれたのかな？」

　そう言って、以蔵ははじめて何かに気付いたような顔をした。




以蔵：頑張る？　……がんばる？

ＧＭ：「以蔵さん？」




　戦場の空を、以蔵は見上げた。

　いつもずっとこうしてきた。天井を見上げて、ただひたすら夢見るだけの日々。

　夢を見ても、それに手を伸ばすことは一度もしなかった、あの日々のことを。




以蔵：そうだよ！　俺、結局頑張ったことも、全力出したこともないんじゃん！　夢だけ見て、弱音吐いてただけじゃねえか！　だったら───。

ＧＭ：「だったら？」かすかな期待をこめて、ソフィアが以蔵を見つめる。

以蔵：もしかして、もしかしてだけどさ。もうちょっと頑張ったら……俺たち、いい感じにヒーローになれるんじゃね？

ＧＭ：そこでソフィアがこくん、とうなずきます。「そう……そうですよね！」

以蔵：……やれっかな、俺たち。

ＧＭ：「やれます！　私たち！」ソフィアも上を、シャトルを見て。

以蔵：冷静に考えたら、俺たち、何も夢なんか叶かなってないじゃん。流されてるだけで。

ＧＭ：「でも、今ここで出来ることがあるのに逃にげ出したら、私たちは本当に夢から見放されてしまいます！」ぐっ！　といつもどおり拳こぶしを握るソフィア。

以蔵：んじゃ、いっちょヒーローになりに行くか！　行こうぜ、シャトルへ駆かけ込み乗車だ！

ＧＭ：「はい！」笑え顔がおで答えて、ソフィアは以蔵の手を引いて走り出します！





＊　　　＊　　　＊






　シャトルはすでに発進準じゆん備びに入っていた。マーヤは戦場には目もくれず、無数の機械と格かく闘とうを続けている。




シャル：じゃあ、私たちふたりが来たあとで、以蔵たちが合流する流れかな。

モルガン：わらわが最初に戻もどってくるとしよう。全身黒コゲの少女の姿すがたでな。くそ、さすがに数が多すぎたわい。

シャル：人間にとって最大の力は数の暴ぼう力りよくですよ。だからこそ、私も戦友に救きゆう援えんを頼たのんだんです、と言いながら現あらわれます。

マーヤ：揃そろいましたね。エルキュールさん、シャトル発進から軌き道どうに乗るまでは直線軌道です。そこを狙ねらわれないよう、お願いします。

ＧＭ：「わかっている。私の指し揮きを信じてくれ」と、通信室で頑張っているエルキュールが答えます。

シャル：……まあ、それ〝だけ〟は信じています。あなたは前線にさえ出しゃばらなければそれなりに使える人間だ。

マーヤ：ではそろそろカウントダウンが一二〇秒を切ろうというところで、モニターを見て顔色を変えます。




「……ミサイル!?」

　防ぼう空くう網もうをくぐり抜ぬけた対地ミサイルが、シャトルに肉にく薄はくしていた。

　迎げい撃げきは、もう間に合わない。




以蔵：ではそこで、ミサイルが突とつ然ぜん爆ばく発はつするよ。

マーヤ：え……？　あっちの方向には味方は配置してないはず……。

以蔵：じゃあ、声が聞こえる。ブラストハンド、俺の名前だ。忘わすれるな。

マーヤ：モニターが拡かく大だいされていって……。

以蔵：すると、タラップを俺とソフィアが走ってくる。

シャル：……！　離はなれろと言ったでしょう！

以蔵：いやぁ、よく考えたらあんたらに命令される筋すじ合あいないじゃない。そう言って、そのまま余あまってた椅い子すにどかっと座すわる。

マーヤ：……以蔵さま……。

シャル：お嬢じようさままで！

ＧＭ：「ごめんなさい……でも、私は自分の始めたこと、自分の好こう奇き心しんが引き起こしたことに最後まで責せき任にんを取らなくちゃいけません。それにイーターが何かにとりついたら、もぎ離せるのは私のこのパラボラだけです！」

以蔵：それに……、ひとつくらい自分で叶えた夢ゆめってのも見てみたいじゃないか。

シャル：───死ぬかもしれませんよ？

以蔵：（不ふ敵てきに笑って）勝って生きて帰ってくるから、ヒーローってんだろ？

シャル：（優しい顔で）……ふふ。口だけは相変わらず達者だな。

以蔵：（ぼそっと）それに女の子三人だけ戦いに行かせるなんて、俺らしくないじゃないか。

シャル：以蔵とソフィアの顔を見て、ふ、と息をついて、まあ、しかたありません。強がりだろうとなんだろうと、今から降ろすこともできませんしね。

モルガン：わっはっはと呵か々か大たい笑しようして、だから言うたじゃろ。この男は約束の王なのじゃからな。と、ここで正式に「候こう補ほ」を外します。

一同：おお！

モルガン：さ、マーヤ、人間ふたり分くらいの再さい計算は十五秒でこなしてくれるよな。

マーヤ：……いえ、最初からその分は計算に含ふくんでいます。

モルガン：こうあって欲ほしいと思っていたのかえ？

マーヤ：そこまでは……でも、心のどこかで喜んでいるのは確たしかです。




「カウントダウンを開始します。六〇、五九、五八……」

　あきらめたとも、成長を喜んでいるともつかない顔で、マーヤは打ち上げのカウントダウンを開始した。

　シャトルの全身に装そう備びされた巨きよ大だいなブースターに火が点ともり、強きよう烈れつな振しん動どうが以蔵たちを襲おそう。




モルガン：そうじゃ、以蔵。せっかくだから約束の王として、何か締めの言葉を言うとよいぞ。

以蔵：（ちょっと考えて）……よし、行くぜ、宇宙へ！




　以蔵がありったけの勇気を振ふり絞しぼってそう叫さけんだのと、マーヤのカウントダウンが０に達したのは同時だった。

　地球の引力を振り切るべく、巨大な炎ほのおと煙けむりとを立てて、天へとシャトルは昇のぼっていく。




ＧＭ：では、シャトルが昇っていき……。

以蔵：（Ｇにつぶされながら）やっぱりやめときゃ良かったあぁぁぁっ!?（一同爆笑）







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆空と星のはざまで


Scene Player ─── 以蔵






　長い長い無む限げんにも思える加速が終わると、シャトルは無重量の世界に浮うかんでいた。

　眼がん下かには、青く輝かがやく巨大な星が見える。

　窓まどを見つめて、ソフィアがゆっくりと口を開く。

「見て、地球ですよ」




マーヤ：見るのは初めてですか？　とソフィアに聞きます。

ＧＭ：お、未来人っぽい。そりゃもう「はい！」と大喜びです。

モルガン：そうじゃそうじゃ、わらわは元々、これが見たくてこの船を買ったのじゃからな。

以蔵：ぐったりそれを見てるよ。

マーヤ：とりあえず、ベルト外しますね。無重量空間ですから。

以蔵：うん、ゆるめて……ふぅ───。

モルガン：おお、体が浮くぞ！　翼つばさを出さなくても浮く！　あれが地球じゃ、地球じゃ！　月がでかいぞ！

以蔵：まあそこはすげー、とソフィアと一いつ緒しよに喜んでるよ。

シャル：（やれやれ、という顔で）……で、こちらに攻こう撃げきとかはないんですか？

ＧＭ：では向こうに、国こく際さい宇う宙ちゆうステーション〝スターゲイト〟が見えてきます。

シャル：こっちに攻撃は来ないの？

ＧＭ：来ないですね、不思議なぐらい。周囲には撃げき墜ついされたものとおぼしい、各国の宇う宙ちゆう船が宇宙ゴミスペースデブリになって浮かんでます。

マーヤ：ＧＭ、少しだけ宇宙っぽさそうな演出をしてもいいですか？

ＧＭ：あ、構いませんよ。

マーヤ：今から少し、ショックに備そなえてください。外にあるデブリを、全部ひとつにまとめます。そう言って、マイクロブラックホールを射しや出しゆつ。それを高速で回転してデブリを吸きゆう着ちやく、進路を開きます。

以蔵：部屋のホコリを取るコロコロするやつみたいな感じ？

マーヤ：そんな感じです。ホコリがこっちに来るとシャトルが危あぶないので。

モルガン：攻撃してこないのは……そうか、特とく異い点の力を手に入れるためか。

シャル：あそこまで爆ばく撃げきしておいて、今度は歓かん迎げいというわけですか。……嫌いやな相手ですね。

マーヤ：……イーターを理り解かいしようとするのは危き険けんです。では、そのままステーションに侵しん入にゆうします。





＊　　　＊　　　＊






〝スターゲイト〟は静まりかえっていた。

　少なくとも表面を見る限かぎりでは、とてもイーターに制せい圧あつされているようには見えない。

　カオスガーデン特とく製せい宇宙服を着た一行は、ゆっくりと内部へ入っていく。




ＧＭ：あなた方が入ると、まるで導みちびくようにして廊ろう下かの両りよう脇わきにライトがついていきます。まるで招まねいているかのように。

シャル：……ますます嫌ですね。

以蔵：中には空気はあるの？

ＧＭ：ええ。重力はさすがにないですが。

モルガン：わざわざ招いてくれておるんじゃ、さっさと行こうではないか。

シャル：では、お嬢じようさま。と手を出すよ。

ＧＭ：ええ、そうしないとソフィアはぐるぐる回ったりするんで。

マーヤ：止めてください。無重量空間で二十秒以上回ると人間は三さん半はん規き管かんをやられて、脳のうがパニック障しよう害がいを起こし、最終的には吐と瀉しや物で窒ちつ息そくして死ぬことになります。

以蔵：う、宇宙って思ってたよりおっかないところだなあ……。

シャル：なんとしても戦せん闘とうに巻まき込こむわけには行きませんね。奥おくへ行きましょう。





＊　　　＊　　　＊






　そこは研究プラントだったのだろう。縦たてにも横にも大きな空間が確かく保ほされた、ひどく空くう虚きよな広間だった。

　その中央に、巨きよ大だいなモニターが無数に集合した不気味なオブジェが鎮ちん座ざしている。モニターのひとつひとつには、気味の悪いカリカチュアライズがされた人間の顔が映うつし出だされていた。




モルガン：二〇〇年後のレネゲイドにしてはずいぶん古典的だな。

マーヤ：そのあたりは変わりませんから。

シャル：あ、これは確かく認にんし忘わすれてた。他に人はいるの？

ＧＭ：他の人ですか……宇宙服はふよふよ浮うかんでいるんですが、中は全部空っぽです。

シャル：そうか……わかった。吸きゆう収しゆうされたか───。

以蔵：……くそ、仇かたきは取るぜ！　ヘルメットをいつでもかけられるようにして外して、その前に仁に王おう立ちする。

マーヤ：……まあ、野や暮ぼなツッコミはよしましょう。

ＧＭ：さて、モニターがいかにも合成音といった音でしゃべり始めます。そうですね、音を拾い出してしゃべっている感じで。

シャル：ああ、今までの音声記録とか映えい像ぞう記録とかから？

ＧＭ：そうそう。該がい当とうする音とか声とかを拾い合わせて。まあ、実じつ際さいにやるとＧＭが辛つらいので普ふ通つうに喋しやべりますが（笑）。「よく来てくれた、国見以蔵。私はカルキ、進化を求めるものだ。さあ……私と融ゆう合ごうしてくれたまえ」

以蔵：馬ば鹿かたれ！　誰だれがそんなテレビと融合するか！　美少女ならともかく！（笑）

ＧＭ：「どうかな？　君は、私との出会いを求めてここに来たはずだ。この惑わく星せいの周期で、七十九自転単位前……」

マーヤ：前回のセッションのことかな。

ＧＭ：そうそう。「君と邂かい逅こうしたが、その時の君は、私との接せつ触しよくをまったく求めていなかった。君は、私のいるこの場所に自発的な意思で来なければならなかった。そうすることで初めて、私は君の特とく異い点の一部となることができた」と、カルキは続けます。

モルガン：つまり以蔵が以蔵自身の意志でここに来ることがお主に必要だったのじゃな。

ＧＭ：「その通り。つまり、君の物語の中に、私はいなければならなかったのだ」

以蔵：お前を倒たおさなきゃ締しまらないからな。

シャル：なるほど。そのためにわざわざ地球全体を彼の敵てきにしてみたり、宇う宙ちゆうに上がるまでの過か程ていを演えん出しゆつしたりしたのですね。手の込んだことだ。

ＧＭ：「私は、この宇宙空間で太陽の無む限げんのエネルギーを浴び、君の特異点を取り込み、更さらなる存そん在ざいへと進化する。そして……地球と一体化する！」

以蔵：ち、地球だと!?

マーヤ：さすがに大きく出ましたね。確たしかに惑わく星せいを生物と考えれば、地球はその進化の頂ちよう点てんとも言えます。

ＧＭ：「地球と一体化した私は、特異点と太陽のエネルギーによって、時間を支し配はいすることができるだろう。さあ、私とともに進化の頂点を極きわめようではないか。君は、神になるのだ」

以蔵：こう、目を見開いてぎょっとします。まあ、ここは締めるところなんで「すげー！」とか「何っ!?　是ぜ非ひ！」とか言わなかったことを評ひよう価かしていただきたい（笑）。

シャル：いただきたい、じゃねーよ！（笑）

モルガン：いただきたい、まで確実にリプレイに入るね（笑）。

ＧＭ：は、まかっといてください。

以蔵：では改めて（笑）。俺おれが、神に!?

ＧＭ：「そう、君の特異点には本来それだけの力がある。君の特異点の力が、君が理り解かいしている範はん囲いに及およばなかったのは、君の観かん測そく者がそう望まなかったからだ。観測者……つまり、そこにいるソフィア君だ」




「私が……？」

　ソフィアは、宇宙服のバイザーごしに呆ぼう然ぜんとした顔になった。

「そうだ。君は気づいていなかったのか？　確かく率りつを歪ゆがめる以上、確率に方向性せいを与あたえる者が必要だ。それは特異点本人ではない。考えてみたまえ、この生活が維い持じされて得をする者は誰か。まず、国見以蔵、君自身は明らかに除じよ外がいされる。明らかに、この生活は君が望んでいたものではないはずだ」




以蔵：俺が望んでたんならこんなに苦労はしねー！　ビーチサイドで無限に美女に囲まれてフルーツ食べてるよ！（笑）

ＧＭ：「もみじ君も違ちがう。彼女は、深しん層そう意い識しきで君との生活を望んでいるのであって、君以外の存在を交えた生活を望んでいるわけではない」

以蔵：お前はひとついいことを言った。三ヶ月ももみじと融合してただけのことはある。

シャル：……まあ聞き流すのが礼れい儀ぎでしょうね。

ＧＭ：「マーヤの本ほん質しつ的な期待は、あくまで宇宙全体の維持という自分の任にん務む達成にあり、この生活を望んでいることとは厳げん密みつには違う。モルガンが望んでいるのはアーサー王の復ふつ活かつであって、そういうことではない」

モルガン：約束の王と言え、約束の王と！

ＧＭ：「そして、言うまでもないがシャルにとってこの生活は望むものではなく、それはもちろんエルキュールにとっても同じことだ。この生活を望んでいる人間はひとりしかいない。ソフィア……彼女が君の特異点のエネルギーを、自分の楽しみの為ために使っていたのだ」

以蔵：な、なんだとぉ!?

ＧＭ：「そ、そんな！　……わ、私がこの事じ件けんの原げん因いん？」さすがにソフィアは呆然とします。

マーヤ：惑まどわされないでください、以蔵さん、ソフィア博士。彼が……一いち応おう『彼』と言おう。彼が言っている言葉と人間が使う言葉は、本質的には違うものです。

シャル：お嬢じようさまが望む方向に以蔵の特異点の力は動く。お前はそう言いたいわけか？

ＧＭ：「そうだ。これからは、私が以蔵、そしてソフィアと同化して観測者にして特異点たる存在になる。ふたつの意い識しきがあれば、お互たがいがお互いを観測することで、完全に特異点の力を使うことができるだろう」

シャル：ではお前にはお嬢さまと以蔵の両方が必要なのか？

ＧＭ：「そう、だからこそこれだけの舞ぶ台たいを揃そろえて、ふたりに宇宙に来てもらう必要があった」カルキは笑う。おそらく人間の笑いとは根本的に違うのだろうが、ほかに形けい容ようはできない。

シャル：手の込んだことをするものだ。だが……といって以蔵とソフィアの方を見るよ。

ＧＭ：「ごめんなさい、ごめんなさい……結局最後まで私のせいで……私が期待していたことのせいで……こんなにも、取り返しのつかないくらい、真空の宇宙の果てまであなたを引っ張ぱってきてしまった」で、涙なみだがこぼれて、無重量で球になって流れます。

以蔵：ま、待ってくれよソフィア！　ここに来たのは俺の意思なんだぜ！　だから、ソフィアが泣く必要なんかどこにもない！

マーヤ：そうです。あれはあくまで、カルキの詭弁に過ぎません。呼び込まれた偶然をどう使うかは、人の意思なのですから。

以蔵：おお、良いこと言うなロボ子！　そういうわけだから泣くなよ、な？

ＧＭ：「はい……」

以蔵：それに、ソフィアが願った通りになるんだよね？

ＧＭ：「そうです……」

以蔵：つまり、ソフィアが願えば俺が勝てる！

ＧＭ：「……はい！　じゃあ、勝って！　今度こそ私のヒーローになってください！」

以蔵：いいぞー。その願い受け入れたぞ。それを今から俺が実じつ現げんさせる！　ほかならぬ、俺の力で！　よーし、ふたりで頑がん張ばろう！　……いいや、みんなで頑張ろう！

シャル：では、そんなふたりのやりとりを確認してから。……カルキ、人間の意い志しをオンとオフだけで判はん断だんしないほうがいい。そしていつもの棒ぼうを取り出してロングソードに変える。




　美しい髪かみをふぁさ、と華か麗れいに振ふって、シャルは剣つるぎを構かまえた。

「あの生活を望んでいたのはお嬢さまだけだ、とお前は言ったが。別べつ段だん私とて、あれがすべて悪いと思っていたわけではない！　人間がそう単たん純じゆんに割わり切れると思うなよ！」




モルガン：では子こ供ども姿すがたの宇う宙ちゆう服のままえへんと胸むねを張って。大体、特とく異い点だろうが観測者だろうがわらわの知ったことではないわ！

ＧＭ：おお、さすがドラゴン。

モルガン：わらわは竜りゆうとして、みずからの守るべき民たみと、約束の王を守しゆ護ごする！　それだけじゃ！　聞け！　わらわはモルガン・ル・フェイ！　王の守護者ぞ！

マーヤ：カルキ、あなたにはわからないでしょう。このステーションは明日への希望。宇宙時代を生み出すため、今の人々が血と汗あせを流した夢ゆめの結けつ晶しよう。それをいいようにさせるわけにはいきません……以蔵さまが作る、未来のためにも！

ＧＭ：「……お前たちは理解できない。だが、理解できることがひとつだけある。すべては私の計画通りだ。さあ、君たちの望む努力をしてみるがいい」あなたたちがイーターを理り解かいできないように、逆ぎやくもまた、しかりですね。

モルガン：さあ……お祭りには付き物の、花火の打ち上げじゃ！

シャル：以蔵。この話はあなたから始まった。あなたの号令で花火を上げるのは悪くはない。

モルガン：ま、王の言葉じゃしな。

ＧＭ：「以蔵さん……！」

以蔵：ブラスト……違ちがう！

シャル：え────っ!?

マーヤ：以蔵さん。私、以蔵さんと出会ってから感かん情じようが芽生え始めているって、今、初めて気がつきました。これが呆あきれるって言うことなんですね。

シャル：まあ、いいから締しめの言葉を。

以蔵：う、うう……。




「畜ちく生しよう！　倒してやるー！　もうどうでもいい、やっつけてやる！　こちとら四人がかりだ！　たかだかイーター１体で勝てると思うな！　コンチクショー！」

　何か格かつ好こいいことを言おうとしていたらしい以蔵は、話を振られて大あわてだった。

　すなわちいつもの以蔵であり、ソフィアを始めとする女性たちから苦笑いが漏もれる。




モルガン：ま、いつもの以蔵じゃな。これはこれでよい。

マーヤ：ええ！





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：では奴やつの全身から黒い触しよく手しゆが生えだし、機械と生物が捻ねじ曲がり、取り込こんだ人々の顔が浮かぶ化け物として動き出します。その姿すがたには、異様なまでの威い圧あつ感があります。宇宙ステーションのエネルギーを吸すい取って巨きよ大だい化しているようですね。

マーヤ：エネルギー数すう値ち増ぞう大だいします。イーター、具ぐ現げん化！

以蔵：まったく、最初から美少女形けい態たいでコンタクトしてりゃ、もっと楽に俺を陥かん落らくさせられたものを！

モルガン：ほんとだねー。

ＧＭ：有史以来、そんな頭のいい宇宙人はいたことがありませんな。

マーヤ：後、多分カルキにしてみればああやって話をすることだけでも、相当な苦く痛つうのはずですから。人間にとってはイーターが理解できないように、イーター側も本ほん質しつ的には人間を理解できないんです。

シャル：敵てきは１体？

ＧＭ：１体です。では、衝しよう動どう判はん定てい。




　カルキの放つ膨ぼう大だいなレネゲイドが、以蔵たちの心を黒く染そめていく。

　だが、そんなものに心を支し配はいされる彼らではない。

　生まれた場所も国も違うけれど、カルキを倒たおし、地球を守りたいという心はひとつだった。




以蔵：く……侵しん蝕しよく率りつ[image: ]％か。




◆第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：ではセットアップ。こちらは《ヴァイタルアップ》を。変身を終えます。

マーヤ：ではその変身を終えたのに対して、アンチＡＤワーディングエフェクタを起動します！《灰はい色いろの庭》でカルキの行動値ちを９点下げます。

ＧＭ：……ええと、元もと値ちが17だから、８まで下がるのか。相変わらずきついなあ。

マーヤ：これでこちらも侵蝕率が[image: ]％です。

以蔵：そうすると俺からだな。とはいえ出方を見たい。［待機］だ。

シャル：私も［待機］だな。

ＧＭ：……泣けてきましたねどうも。じゃあマイナーアクション、《ハンティングスタイル》＋《破は壊かいの爪つめ》＋《完全獣じゆう化か》。さらに周囲を取り込んでめぎめぎ変形していくカルキ。触手の先せん端たんが、刃は物もののように鋭するどく光ります。

モルガン：……来るぞっ！

ＧＭ：メジャーアクションが太陽のエネルギーをばーっと吸すい込んでパワープラントが暴ぼう走そうを始め、周囲の壁かべやら天てん井じようから一いつ斉せいに襲おそい掛かかってくる感じで。《伸しん縮しゆく腕わん》＋《吸きゆう収しゆう》＋《餓が鬼き魂だまの使い》＋《獣けものの王》を中心にどかっといろいろ！「滅めつ亡ぼうの刃やいばを浴びて、震ふるえながら死ね！」

モルガン：《獣の王》は最低じゃな。防ぼう御ぎよ行動が取れん！

ＧＭ：射しや撃げき距きよ離りに範はん囲い攻こう撃げき、ダイス28個こ、クリティカル７、攻撃力＋16！《獣の王》が組み合わさっているので、防御行動は不ふ可か！

モルガン：くそっ！　こいつめ、わらわとほぼ同じ進化をしておる！　しかもあっちのほうが経けい験けん点が多い！　ムキー！

ＧＭ：その反はん応のうは予よ測そくしてなかったなあ（笑）。

マーヤ：では《孤こ独どくの魔ま眼がん》を使います。よろしいですか？

モルガン：あれ、リアクションできないんじゃないの？

ＧＭ：《孤独の魔眼》は対象を書き換かえる特とく技ぎなんでＯＫですよ。

モルガン：なるほど！　では対象がマーヤ単体に書き換わったので、そのマーヤをカバーリングするぞ！

ＧＭ：カバーリングはリアクションではないから、それについてもＯＫです。

以蔵：そっか！　モルガンはまだ《リザレクト》できるんだ！

マーヤ：じゃあ、前面に展てん開かいしたグラビティシールドが次々に打ち砕くだかれて。で、最後のシールドが砕かれた瞬しゆん間かんに……。

モルガン：わらわが割わって入る！

ＧＭ：達成値は……67！　ダメージは58点。

モルガン：じゃあ宇う宙ちゆう服を取り込んで角が生えてカバーリング。百本もの爪がその攻撃を檻おりみたいに閉とじ込める。で、そこでわらわは《リザレクト》。ピクピクピキューン！

ＧＭ：しかし、《餓鬼魂の使い》は有ゆう効こうですよ。ダメージ入りましたからね。クリンナッププロセスが来るたびに、５ダメージ入ります。６ラウンド持続。

モルガン：ならば、とにかく《リザレクト》のダイス目が５より大きいことを祈いのろう！　よし、８！　これで一発は耐たえられる！　侵蝕率[image: ]％じゃ！

ＧＭ：演えん出しゆつとしてはモルガンの体に触しよく手しゆが何本も侵入していって、イーター的因いん子しをどんどん送り込んでいるという感じで。

モルガン：ふん、こんな小こ賢ざかしい真似まねでわらわが倒せると思うなよ！　……では行け！　シャル！

シャル：私から仕掛けましょう。剣をざっ、と振ふって、《高速錬成》＋《インフィニティ・ウェポン》＋《ダブルクリエイト》！　移い動どうして斬きりつけます！




　剣に変じたシャルの棒が、超ちよう高速でカルキのボディを切り裂さいた。

　だが、切り裂かれる端はしから損そん傷しよう箇か所しよがふさがっていく。




ＧＭ：《竜りゆう鱗りん》で40点止めます。29ダメージですね。

シャル：《クリスタライズ》が入りませんでしたからね。こんなものでしょう。さすがに、元は構こう造ぞう物だけのことはある。

以蔵：ここに空気を残していたのがお前の誤ご算さんだな。今回は特別だ！　と指を広げると、指先ひとつひとつに空気の爆ばく弾だんが。吹ふき飛べ！　いつものコンボで、達成値ち35！

ＧＭ：素すで避よけます。２個しか回んねえや。16で失敗。

モルガン：よしよし。

以蔵：ではブラスト！　と叫さけんだ後に爆発する。こっちのほうが格かつ好こいい気がするんで。28点装そう甲こう無む視し！

マーヤ：さすがです以蔵さま。そして私にはまたもやまともなメジャーアクションはないのです（笑）。行動はしません。

モルガン：うむ、では見せてもらったぞ、以蔵！

以蔵：おう！　さっきの攻撃はモルガンに《インスタント・ボム》を見せるためにあった、ということにする！　一撃で倒たおせなかった言い訳わけじゃないからな！（笑）

モルガン：おう、見たぞ！　とその爆発の瞬間わらわの目がピキューンッ！　と光る！　そしてズブズブズブズブと更さらに新たな進化を始めるモルガンの体。というわけで《異い世せ界かいの因子》で《インスタント・ボム》を覚えた！

ＧＭ：で、クリンナップ《餓鬼魂の使い》で５ダメージですね。

モルガン：わらわのＨＰはあと３点じゃな。ぎぎぎ。




◆第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では第２ラウンド、セットアップですね。

以蔵：《サポートデバイス》！　ピキーン！　周囲の大気が連れん鎖さ的に爆弾に変化する！

マーヤ：さすがです以蔵さま。ではこちらも《灰はい色いろの庭》を継けい続ぞく！

シャル：ここでかたをつけます。基き本ほんコンボに《クリスタライズ》を追加！




　シャルのイノセントブレードが二本のナイフに変わった。

　空に舞まう月のように、星の間をすりぬける彗すい星せいのように、刃やいばの煌きらめきが輝かがやくたび、カルキの表面が砕くだけて散っていく。




シャル：ダメージが装甲無視で53点です。

ＧＭ：うぉあっ!?　さ、さすがに辛つらいっ！　カルキが木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散る！

以蔵：やったか!?

ＧＭ：と考えたまさにその時！




　誰だれもが勝利を確かく信しんしたその刹せつ那な。

　はたしてカルキの体内から放たれた圧あつ倒とう的な光は、以蔵を飲み込んだ。

　〝光〟は以蔵の隅すみ々ずみに行き渡わたり、それを解かい析せきしていく。




ＧＭ：というわけで、以蔵を包んだ光は、以蔵のすみずみまで解析を行います。

以蔵：な、なんじゃこりゃあああっっ！（笑）

マーヤ：以蔵さま、気をしっかり！

ＧＭ：……そして、その光が以蔵の体を抜け出すと、そこに立っていたのは、もうひとりの以蔵だ！

シャル：なんだと!?　以蔵の、コピー!?




「確かく率りつは繫つながった……物語は完成した」

　以蔵の顔をした〝それ〟はおごそかにそう告げた。




以蔵：え？　なになに、なに？　何だこれは？（悲鳴のように）何だよこれっ!?

ＧＭ：あなたの前には、あなたと寸分たがわぬ、光でできた国見以蔵その人が立っています。ルール的には、〝第二形態カルキ〟という新しいキャラクターが登場した扱いですね。

モルガン：なるほど！　特異点である以蔵のマトリクスを取り込んで、特異点そのものをコピーしたのじゃな！　おそらくデータも変わってるな。

ＧＭ：そうです。「一度因いん果がの輪を閉とじさせるために、君たちによって私を殺させるしかなかったのだ」前よりもはるかに人間らしい声でカルキが言います。

モルガン：なるほど……つまり、一度死を経へることでもう一段だん階かい進もうというわけか。ならば、ここにいるのがカルキのすべてか。

ＧＭ：「その通りだ。私の因いん子しのすべては、特異点と融ゆう合ごうしている」カルキはそう答えます。

モルガン：ならば、こやつを倒せば今度こそ復ふつ活かつはないと見た！　以蔵！

以蔵：なんか、光って輝くかっこいい奴やつが出てきたぞ!?（一同爆笑）

シャル：以蔵！　以蔵!!　理解しろ！（笑）

マーヤ：わかりやすく言えば、以蔵さまをコピーしたんです！

ＧＭ：まあ、ぶっちゃけるとそういうことです（笑）。なんせ以蔵が特異点そのものなんだから。

マーヤ：単純ですが効果的な考え方です。

ＧＭ：ソフィアが、「以蔵さんの力を……今度こそ完全に取り込こんでしまった!?」と叫さけびます。

以蔵：お、俺の力!?　なんかヤバいことになるのか!?　ソフィア！

ＧＭ：では、説明をあきらめたのか「そうです！　このままだと地球が危き険けんでピンチです！」とソフィアが省しよう略りやくした説明を。

以蔵：おお、わかった！

シャル：……まあいいでしょう。ところで、ラウンドはこのまま続くの？

ＧＭ：続きますよ。

シャル：ってことは……第二形態って言ってるけど別のエネミーになったんだよね？《灰色の庭》の効こう果か、解とける？

[image: ]

ＧＭ：解けますね。というわけでイニシアティブ値ち19でカルキ第二形態が動きますよ。さらに、くるくる回るイーターと螺ら旋せんのようなイーターがペアで、それぞれ別エンゲージと、カルキのいるエンゲージに出しゆつ現げん。

シャル：取り巻まきまで出てくるとは！

モルガン：取り巻きはトループかや？

ＧＭ：いえ、ゲストです。

モルガン：つまり、《ジェノサイド・モード》もできない……。

マーヤ：本気で手強くなってきましたね。こちらも全力を出しましょう。




　カルキ……今や以蔵の姿をしたカルキは、ニヤリ、と笑った。

「もう私を殺すことは出来ない。私は完全に物語の因果律を支し配はいしつつある、私が死んでもすぐに復活する……君たちの知っての通り、都合よくね。偶ぐう然ぜん、はいつでも物語上の復活を約束するスパイスというわけだ。私を倒たおす手段があるとすればただひとつ。私と、以蔵君を同時に殺すことだ」




マーヤ：そんなこと……出来る訳わけないでしょう！

モルガン：以蔵を殺して得られる勝利など無価か値ちじゃな。

シャル：お嬢じようさま、もみじの時と同じように、以蔵とカルキを切り離はなす方法はないのですか？

ＧＭ：「切り離しはもうできません。特異点の力がそれを拒きよ絶ぜつしてしまいます。ですが、逆ぎやくは出来ます！」必死に携けい帯たい端たん末まつを叩たたいてソフィアは分析を試みています。

マーヤ：逆？

ＧＭ：「特異点である以蔵さんが特異点を殺せば……」とソフィア。

マーヤ：そうか、オリジナルの特異点のエネルギーなら！

シャル：自分で自分を攻こう撃げきするようなもの？

以蔵：ちょっと待て。俺おれがあいつを倒すと、俺はどうなる？

ＧＭ：「私の解析によれば、特異点同士のエネルギーが相そう克こくして、お互たがいに特異点が使えなくなります」ソフィアはこれ以上ないほど真しん剣けんな表ひよう情じようで、観かん測そく機器をにらんでいます。

以蔵：……つまり……ええと、どういうこと？

ＧＭ：「ガチンコの殴なぐり合いってことです。強いほうが、勝ちます」ルール的には、以蔵以外のＰＣがカルキを倒した場合、無む限げんに《リザレクト》します。

シャル：……結果論ろんですが、お嬢さまをお連れして正せい解かいでしたね。

マーヤ：ではこちらもリミッターを解放します。手て加か減げんはなしですよ！　以蔵さまの道を開きます！

シャル：ああ！　これからが本当の戦いだ！





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：ではカルキから。《スターダストレイン》＋《全知の欠片かけら》＋《主の右みぎ腕うで》＋《光の弓ゆみ》の組み合わせで、シーン全体にビーム攻撃！




　カルキの全身から純じゆん白ぱくの光が放たれた。

　それは太陽そのものの光のように、立ち向かうすべての者たちを焼き尽つくさんばかりにまばゆく光った。




マーヤ：シーン攻撃！　ならば、時の螺旋カーラチヤクラ解放！《時の棺ひつぎ》！




　マーヤの背はい後ごに、マイクロブラックホールが出しゆつ現げんした。

　ブラックホールの超ちよう重力場が一いつ瞬しゆんだけ時空を歪ゆがめ、以蔵たちを「攻撃が回かい避ひされた未来」へとタイムワープさせる！




ＧＭ：ちっ！　だが、それでも行動は配下のイーターが先。ぐるぐる回っているほう、イーター・スダルサーナが動きます。《焦しよう熱ねつの弾だん丸がん》＋《ブレインコントロール》。シャルに達成値24で、炎ほのおの弾丸が飛ぶよ。

シャル：……〈回避〉はないんですよ。達成値９。

ＧＭ：では３Ｄ振ふって……10ダメージ？

シャル：十分生きてます。肩かたがちょっと焦こげたとかそんな感じで。

ＧＭ：さらにもう１体のスダルサーナがマーヤを攻撃。達成値19。

マーヤ：回避は12。失敗ですね。

ＧＭ：では７ダメージ。

マーヤ：装甲で６点減へらしました。問題ありません。

ＧＭ：で、輝かがやく渦うず巻まき、イーター・パンチャジャーナが無数の光を放って攻撃してきます。《プラズマカノン》＋《ブレインコントロール》＋《黒の鉄てつ槌つい》＋《因いん果が歪わい曲きよく》！　達成値39で、マーヤたちのいるエンゲージを攻撃！

シャル：こちらが攻撃ということは、スダルサーナはカバーリング要員でしょうね。

マーヤ：範はん囲い攻撃か……ならば、《孤独の魔眼》！

ＧＭ：ダメージが……27点。

マーヤ：まず装甲値を引いて21点。リアクティブアーマーで（ころころ）７点止めました。これで14点。さらに《斥せき力りよく障しよう壁へき》！　これでダメージをすべて防ぼう御ぎよ！




　パンチャジャーナの放った無数のビームを、マーヤのマイクロブラックホールがことごとく吸きゆう収しゆうした。白と黒の乱らん舞ぶが、視し界かいを埋うめ尽くす。

　そして、カルキの側にいたパンチャジャーナがさらに光を放つ。マーヤはさすがにタイタスで復ふつ活かつし、以蔵をかばったモルガンも《イモータルライフ》で立ち上がった。




マーヤ：さすがに……やりますね。ですが私のブラックホールはまだ消えていません。時の螺旋カーラチヤクラの彼方かなたへ帰りなさい！《黒星粉ふん砕さい》！　目標は、カルキのいるエンゲージそのものです。判はん定ていなしで66ダメージ！

ＧＭ：じゃあ、スダルサーナが《炎えん陣じん》でカルキをカバーリング。で、パンチャジャーナとスダルサーナが直ちよく撃げきを食らいます。で、両方死にますが、スダルサーナが《燃もえる魂たましい》！　【ＨＰ】20点で復活！

一同：何ィ───っ！

シャル：……こいつらに関かかわってる余よ裕ゆうはありませんね。以蔵！　カルキのいないほうのエンゲージに移い動どうしろ！

以蔵：え？　あ、そうか。こいつらがカルキの防御に入ると面めん倒どうだな。じゃあ移動してから、《獅し子し奮ふん迅じん》＋《かまいたち》＋《レインフォース》＋《錬成の掟おきて》！　そして《インスタント・ボム》を組み合わせてカルキのエンゲージを範囲攻こう撃げき！

ＧＭ：ではスダルサーナが《炎陣》でカルキをカバーリング。リアクションは《氷ひよう盾じゆん》＋《ブレインコントロール》＋《灼しやく熱ねつの結界》で。

以蔵：すでに周囲に展てん開かいした爆ばく弾だんという《サポートデバイス》の効こう果かを受けて、達成値ち26！

ＧＭ：［受け］は成功。達成値33。

以蔵：でりゃっ！　……26点装甲無視！

ＧＭ：そいつは全部止まりますね。防御力32ですよ。

モルガン：うむ、そんな防御力が……そろそろ、わらわが進化する時が来たようじゃな……。




　モルガン、いや三田誠はいよいよとばかりに、ずっとにらんでいた第一話のレコードシートを取り出した。




モルガン：よし、ここで経けい験けん点２点支し払はらって《獣けものの王》を覚えるぞ！　そして《完全獣じゆう化か》！　ビキビキビキビキ！　宇宙服が破やぶれて、内部から白銀の三首竜りゆうと、胴どう体たいから生えた少女の姿すがたが！　わらわこそブラストハンド！　特とく異い点の力も、わらわは取り込んだ！

以蔵：もう突つっ込む気も起きない……（笑）。

モルガン：ではカルキに《獣の王》＋《大だい蛇じやの尾お》＋《インスタント・ボム》＋《オールレンジ》を食らえー！　達成値40！




ＧＭ：では、スダルサーナが《炎陣》でカバーリング。もちろんリアクションはできません。

モルガン：お。けっこう出目がいい。41点装そう甲こう無む視し！　ズバーン！

ＧＭ：分かりました。……《氷雪の守しゆ護ご》ォーッ！　ダイスは３個こ。

シャル：いや、これは打つ手がないな。３Ｄで……22以上が出れば生せい存ぞんです。

ＧＭ：でやあっ！　……18。ダ、ダメか……。




　カルキを守り続けてきた盾たて、スダルサーナがついに爆風の中に消えた。




モルガン：これが竜王の力じゃ！　滅ほろびるがいい！

ＧＭ：それはそれとして《餓が鬼き魂だまの使い》をどうぞ。

モルガン：しまったあっ！

ＧＭ：長い餓鬼魂ライフをお楽しみください。

モルガン：長いんじゃよ本気で！（笑）こ、こうなったら《増ぞう腕わん》を覚えて、セカンドアクションセグメントにかける！　餓鬼魂のダメージを受ける前に攻撃じゃ！




　モルガンの全身から、竜のオーラがほとばしった。

　少女の背せ中なかから、美しい天使の翼つばさが生える。




モルガン：今セフィロトの大天使の力を借りて！　ピカーッ！

シャル：もう何の神話なんだか（笑）。

モルガン：《増腕》＋《大蛇の尾》＋《オールレンジ》で攻こう撃げき。キキキキキクカキカコカキーッ！　達成値38！

シャル：何か、面おも白しろい、音が（笑）。

ＧＭ：《ゆらめき》＋《全知の欠片》で回避……失敗。

以蔵：……エンジェルハイロゥか。《鏡の盾たて》とか怖こわいな。

モルガン：では37ダメージじゃ。竜の一撃、浴びるがよいわ！

ＧＭ：ぐ、だがそれでは倒たおれないぞ。そして改めて餓鬼魂をどうぞ。

モルガン：ではカルキにロイスを取ってタイタス化、復ふつ活かつじゃ！




◆第３ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では次のラウンド。第二形態カルキのイニシアティブは17、スダルサーナとパンチャジャーナは15です。

シャル：……相手が早いですね。《灰色の庭》はあまり意味がないかもしれない。

マーヤ：いいえ。ここまで来たら、[image: ]％越ごえでエフェクトレベルが＋２されるほうを狙ねらいます。《灰色の庭》を展てん開かいします！　これで[image: ]％！　で、パンチャジャーナの行動値ちを下げます。

ＧＭ：では、カルキが、《スターダストレイン》から全方位レーザー！　達成値は27。




　これはさすがに全員が回かい避ひ失敗。が……。




モルガン：ならばマーヤをカバーリングじゃ！　確認だがこの攻撃、装甲値は有効じゃな？

ＧＭ：はい。ダメージは32点。

モルガン：ならば使った《竜鱗》が役に立つ。30点止めたので、倍にしても４点！　まだまだじゃ！　無数の羽根がレーザーを乱らん反はん射しやさせてはじき返すぞ！　まがいものの進化めが！

マーヤ：では、３レベルになった《斥せき力りよく障しよう壁へき》で以蔵さまをガード！　13点下げてください。

以蔵：よし、リアクティブアーマーとの組み合わせでノーダメージだ！

ＧＭ：くそ、吹ふっ飛んだのはシャルだけか！

シャル：そして、私は《ラストアクション》！




　無数のレーザーに全身を貫つらぬかれながら、シャルは阿あ修しゆ羅らのように武ぶ器きを振ふるう。

「シャル！　もうやめて、シャル！」

　ソフィアの叫さけびに、シャルはただ左手を軽く挙げて答えた。

　そう、ここは戦場。

　砂漠の幻影デザートミラージユが、星くずの墓はか場ばに浮うかんでは消える場所だ……。




シャル：コンボはさっきと同じで……63ダメージ！

ＧＭ：くっ！　以蔵の姿すがたをしたイーターがズタズタに切り裂さかれるが、その本ほん質しつである〝光〟はまだ消えてはいないっ！《光の守護》はないけどＨＰはでかいんだ！

シャル：だが、任にん務むを果たせないうちは、傭よう兵へいは倒たおれぬもの！　カルキにロイス取って即そく座ざにタイタス化、で、復活！

ＧＭ：では、パーティの要かなめがモルガンと見てスダルサーナがふたたび砲ほう撃げき……達成値９。

モルガン：（ころころ）エフェクトなしで回避成功じゃ。羽根を無造作にはばたかせるだけで、すべての攻撃が迎撃されるよ。

以蔵：あの攻撃をものともしないなんて！　達成値は９だけどそう言っておく（笑）。

モルガン：はたき倒した攻撃が床ゆかとか壁かべとかをじゅっと溶とかすので、それがすごい攻撃だとわかる（笑）。断じて弱い攻撃をよけたのではない（笑）。で、以蔵、策さくがある。待機せよ。

以蔵：……ドラ子の考えってのが微び妙みように不安だが……わかった！　待機！

シャル：ああ。まずヤツを削けずり殺すところからだ。今[image: ]％だから……ここで《ジェネシフト》！




　ジェネシフト。

　体内のレネゲイドを自発的にコントロールし、みずからの侵しん蝕しよく率りつを高める技わざである。

　傷きずついたシャルの全身で、レネゲイドウィルスが膨ぼう大だいな活かつ性せい化を始めていた。




シャル：９％あがって……[image: ]％！　《コントロールソート》＋《オウガバトル》＋《コンバットシステム》＋《クリスタライズ》！

モルガン：シャル、そこまでレネゲイドを加速すると戻もどってこられなくなるぞ！

シャル：……今はお嬢じようさまの敵てきを倒すことが私のすべて！　達成値84！

ＧＭ：84ですとぉー!?　……回って、回って……失敗っ。

シャル：二丁のナイフからふたつのトンファーに変わってまずは二撃げき。次にまたナイフに戻してさらに二撃。二刀のロングソードに戻してさらに二撃。両方とも組み合わせて大たい剣けんにして二撃。ふりかぶるとでっかい斧おのになってさらに二撃。

以蔵：すげえ！

シャル：そして、最後にランスにして口の中に突つっ込こむ。装そう甲こう値無む視しで、74点！

ＧＭ：（はき出すような声）…………よ、４点残ったっ。

モルガン：復ふつ活かつ系けいまだ使わせてないのか……。よし、この瞬しゆん間かんにわらわは《融ゆう合ごう》を覚えるぞ。以蔵！　約束の王よ、我わが剣エクスカリバーを渡わたす時が来た！

以蔵：な、なんだと、ドラ子！　そんなもんがあったのか！

モルガン：で、ここで、以蔵へのロイスの感かん情じようをネガティブからポジティブに変へん換かんします。

一同：おお！

モルガン：そして、《融合》を開始。あれだけ大きかったモルガンのドラゴンの姿が消えて、それがたった一本の剣に変化。以蔵の手に渡ります。ひゅーん。




《融合》。それは１ラウンドの間、お互たがいのエフェクトを共有できるようにするエグザイルの能のう力りよくである。

　その力によって、今以蔵とモルガンはひとつになっていた。




モルガン：いまや、おぬしはわらわを好きなように使う権けん利りを得た。望むようにするがよい。

以蔵：なるほど、わかった。頼たのむぞ、ドラ子……いや、モルガン。《完全……獣じゆう化か》ぁぁぁっっ！




　エクスカリバーを介かいして、モルガンの力が流れ込んでくる。

　約束の王、その名はペンドラゴン。

　竜りゆうの力を統すべ、竜の力を引き出す王家の一族。




ＧＭ：ソフィアが「以蔵さん！　やっちゃってください！　計算上、間ま違ちがいなくこいつが本体です！」と叫さけぶ。

以蔵：まかしとけ！　いつものコンボにモルガンからもらった、《フラットシフト》＋《命の剣》＋《大だい蛇じやの尾お》を追加！

モルガン：進化の極きわみの力をわらわとおぬしで見せてやろう。あいつは進化の果てにいるのではない。あれはただの進化の袋ふくろ小路こうじに過すぎん。

以蔵：言葉の意味はよくわからんが、やることはわかってるぜ！　あいつを倒たおせばいいんだよな！

一同：ああ！

以蔵：くらえええっっ！　エクス、カリバーッ！　達成値ちは46。

ＧＭ：……クリティカル！　なおもクリティカル！　でも39！　回かい避ひ失敗！

以蔵：あ、あぶねえっ！　装甲値無視で51点、目眩めまいつき！




　エクスカリバーが煌きらめき、カルキは文字通り両りよう断だんされた。

　憎にく々にくしげな声が広間を満たす。

「だが……これがお前の特とく異い点から奪うばった力、未来の可か能のう性せいだ！」




ＧＭ：『Ｄロイス：複ふく製せい体』でコピーしてきた《魂たましいの錬れん成せい》４レベル！　いつか以蔵が身につけるであろう力で、復活！

マーヤ：以蔵さまの未来をよくも……と言って怒おこってはいるのですが、もう打つ手がありません。待機です。すみません。

以蔵：うん、ムリすんな、ロボ子。

ＧＭ：そしてパンチャジャーナが以蔵に《プラズマカノン》＋《ブレインコントロール》＋《黒の鉄てつ槌つい》＋《因いん果が歪わい曲きよく》。プラズマビームッ！　達成値18。

以蔵：俺の〈回避〉は23個こ振ふれる！　達成値25！　エクスカリバーでプラズマを切きり裂さく！

ＧＭ：つ、強いっ。予想外だなこりゃあ。

以蔵：そしてプラズマの炎ほのおの中、エクスカリバーを構かまえた俺がカルキの前に、立つ！　セカンドアクションだ！

ＧＭ：ちいいいっっ！　そうだった、それがあった！

モルガン：《餓が鬼き魂だまの使い》にこれ以上暴あばれられたらたまったもんではないでな！

シャル：……頼たのむぞ以蔵。私もそろそろ侵しん蝕しよく率りつが限げん界かいだ。これ以上の攻撃は続けられん。

以蔵：……ああ。

シャル：お嬢じようさまの未来、クロドヴァの未来、私の未来をお前に賭かけよう。

マーヤ：私も、人類の未来、人が宇う宙ちゆうへとはばたく未来をあなたに託たくします。

以蔵：おう、まかしとけ！　さっきのコンボに加えて、さらに必殺の《マシラのごとく》＋《リミットリリース》！　受けろ、俺の聖せい剣けんエクスカリバ─────！

モルガン：今こそ約束の王の力を見せる時ぞ！

ＧＭ：「私の力は貴き様さまの力！」だが回避は失敗。

以蔵：……ダメージは71点！　エクスカリバーを投げるがそれて壁かべの通気パイプに刺ささる。そして「外したぞ」と笑われたところで、俺は「どうかな」と背せを向ける。




「何故なぜ、背を向ける」

「すでに勝負はついているからだ」

「何っ!?」

　カルキはそこで初めて気が付いた。

　以蔵の投げたエクスカリバーが背はい後ごの酸さん素そボンベに突つき立ち、噴ふき出した酸素がカルキの周囲に渦うずを巻まいていることに。

　それは偶ぐう然ぜんの力でも特異点の力でもない。

　以蔵というひとりのオーヴァードが、果てしない戦いの中で、大切な人々を守るために鍛きたえ上げ、磨みがき抜ぬいた努力の精しよう華か。

　大気の檻おりが、カルキを完全に拘こう束そくしていた。

「やめろ……ッ！　お前は、この力が惜おしくはないのか！　私の特異点が消えれば、貴様も……」

　以蔵はそれには答えない。ただ、ソフィアたちに向かってウィンクし、親指を高くあげてこう呟つぶやいた。

「ブラスト」

　カルキを中心にした周囲の空気がすべて爆ばく発はつし、後には何も残らなかった。

「───〝ブラストハンド〟。俺の名前だ。忘わすれるな」




「タキオンの発生を確かく認にん。イーターの情じよう報ほう、この時間から消しよう滅めつしました」

　観かん測そくしていたソフィアの口元に、笑えみがこぼれる。






侵蝕率[image: ]％　オーヴァードは死ぬようなダメージを受けても、ある程度は再生できる。だが、[image: ]％を超えた場合再生できなくなるため、[image: ]％がひとつの分水嶺になる。

《ハンティングスタイル》　攻撃形態を取り、マイナーで使用できるキュマイラのアクションを増やすエフェクト。

《伸縮腕》　四肢を伸ばして遠距離に白兵攻撃を仕掛けるエフェクト。

《吸収》　相手を自分の体内に取り込み、その行動を阻害するエフェクト。

《餓鬼魂の使い》　体の一部を相手の体内に送り込み、持続的にダメージを与えるエフェクト。

《時の棺》　判定そのものを、時空間を歪めて消滅させるエフェクト。

《プラズマカノン》　高熱のプラズマを射出して範囲攻撃を行なうエフェクト。

《黒の鉄槌》　強力な重力場を発生させて攻撃のダメージを増大させるエフェクト。

《因果歪曲》　重力場によって空間を歪めることで、攻撃そのものを容易にするエフェクト。

《光の守護》　相手の攻撃を透過させることによって、実ダメージを打ち消すエフェクト。

タイタス　ロイスはいつでもタイタスにすることができる。タイタスの効果はさまざまだが、その中でも［昏倒］からの復活は特に重要なもののひとつだ。

《魂の錬成》　生命そのものを物質錬成することによって、戦闘不能から復活するエフェクト。









　　　ENDING PHASE




ＧＭ：いやあ、さすがにどうなることかと思いましたが、自じ律りつ判はん定てい全員無事でよかった。

マーヤ：Ｄロイスの生せい還かん者使ったのに92％とか出たときはちょっと焦あせりました。

ＧＭ：さて、エンディングなんですが。一いち応おう特とく異い点も消滅したということで、それぞれの場所に帰っていくのがよかろうかと思うのですが。

シャル：そうですね。しかし、その前に文化祭に出ないと。

モルガン：そうじゃった！

ＧＭ：では、そこから始めましょう。







◆Ending 01◆すべての男女は星である


Scene Player ─── 以蔵






　文化祭の朝。

　校門の前でもみじはしきりに時計を気にしていた。

「遅おそいなあ……」




以蔵：では、昇のぼる朝日を背せに歩いてくるよ。はっはっは、ただいまー。

ＧＭ：「遅おそかったじゃない！　始まっちゃうよ、文化祭」もみじはぷんすかふくれて、以蔵たちを出で迎むかえます。

以蔵：なーに、缶ビールのふたを開けるより簡かん単たんだったよ。

シャル：なんです、その変なたとえは。

モルガン：しかも会話になっとらん（笑）。

ＧＭ：「あんた、そんなことしたことないでしょうが、未成年のくせに。ばかぁっ！」とりあえずカバンで以蔵を殴なぐるもみじ。

以蔵：痛いたい痛い痛い。ああ、帰ってきたんだなあ。

モルガン：とりあえず、わらわは疲つかれたのでコーヒーが欲ほしいのう。

シャル：しかし、文化祭というものにも興きよう味みがあります。

マーヤ：はい。私も以蔵さまのお手伝いをしなくては。

モルガン：そうじゃ、カフェじゃカフェ。わらわはコーヒーをプラネタリウムカフェとやらで飲むのが夢ゆめだったのじゃ。急に元気になってぱきゅーん、と走っていく。

以蔵：早っ。

シャル：じゃあ、ソフィアの手をとって、行きましょう、お嬢じようさま。

以蔵：よし、始めよう。祭りはこれからだ！

ＧＭ：「うんっ！」「行きましょう、以蔵さん！」うなずくソフィアともみじ。





＊　　　＊　　　＊






　満天の星空が映うつし出されたプラネタリウムカフェ。

　コーヒーの香かおりで満ちたそこは、たくさんの人々の笑顔で満ちていた。




以蔵：じゃ、プラネタリウムカフェを始めるか。

シャル：じゃあ、夏の大三角とか。そのへんを解かい説せつするといいよ。

以蔵：さあ、みんな注目してくれ！　空にあるあの一番でっかい星。……あれが、星だ！（一同爆ばく笑しよう）

シャル：……もうちょっとなんとかならんのか！（笑）

以蔵：星。ザ・スター。俺おれにもよくわからないが、星はいつも君たちの心の中にある。そんなロマンチックな時間を共に過すごさないか。ザ・プラネタリウムカフェ、ザ・スター！（一同爆笑）

モルガン：……成長したと思ったんじゃが……。

マーヤ：あれでいいんですよ。あれで。




　星をバックにした以蔵とソフィアのまわりには、たくさんの生徒たちの笑顔がある。

　彼らは、クラスメートのふたりが地球を救った英えい雄ゆうであることは知らない。

　だが、以蔵が、ソフィアがかけがえのない友であることは知っている。

　そして以蔵にとっては、それが十分すぎるほどの報ほう酬しゆうだった。

[image: ]







◆Ending 02◆未来への眠ねむり


Scene Player ─── モルガン






　そして楽しかった文化祭も終わり、数日の時が流れた。

　すべての異い変へんはひとまず時の彼方かなたへと去り、マーヤとモルガンはそれぞれに、帰き還かんの時が来たことを悟さとっていた。




ＧＭ：じゃあ、そんな楽しい時間も終わって数日後。シーンプレイヤーはマーヤでいいかな。

モルガン：いや、わらわからで。カオスガーデンに帰る理由を作らないと。……そういや、マーヤはどうやって未来に帰るの？

マーヤ：冬とう眠みんして、未来まで寝ねていようかと。起きていてもいいんですが、無用なトラブルを呼よびそうですし……。

シャル：未来技ぎ術じゆつの塊かたまりですからね。

モルガン：それならマーヤ、カオスガーデンで冬眠しない？

マーヤ：それはいい考えかもしれません。

モルガン：見つかってしまったマーヤを世界各国の目から隠かくさねばならぬ。それができるのは我わがカオスガーデンだけじゃ。

マーヤ：ではそうしましょう。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：じゃあ、もやの向こうにぼんやりと見える島、カオスガーデン。見送りに来てくれている以蔵たち。

モルガン：そういえば、以蔵の特異点はどうなったんじゃ、ソフィア？

ＧＭ：「カルキと結合していたので、もうこの時間にはありません。だから以蔵さんにもきっと元のような生活が戻もどってくると思います」そう答えるソフィア。

モルガン：正直なところを言えば、もうしばらく見守って王としての教育をほどこしたいところじゃが……。

以蔵：じゃあその言葉を受けて、珍しく真面目な顔で言うよ。




「それなら……」

　思いもかけなかった言葉が、以蔵の口から転がりでた。

「それなら、もう少しここにいろよ」

　ほんの少し前なら、考えられなかったセリフ。




マーヤ：すみません、以蔵さん。特異点が無くなってしまった以上、私がそばにいると時代の異分子なので、困こまったことが発生する可か能のう性せいがあります。

モルガン：最大の問題点が、マーヤじゃからな。

シャル：イーターに乗っ取られていたとはいえ、各国にマーヤの存そん在ざいが確かく認にんされてしまったのは間ま違ちがいない。と、なれば、どういう形にせよ、あなたは自分のいた時代に戻らなければいけない。

マーヤ：そうですね。

モルガン：その点カオスガーデンならば安心じゃ。人間たちも、カオスガーデンに手を出す愚ぐを悟ったじゃろう。

マーヤ：そういうことに決まりましたので、ここでお暇いとまさせていただきます。

以蔵：そうかぁ……炊すい事じ洗せん濯たく掃そう除じ風ふ呂ろ介かい護ご、全部やってくれてうれしかったんだけどなぁ……。

シャル：介護って言うなよ（笑）。

マーヤ：私も……楽しかったです。とても、幸せでした。ありがとうございました。

以蔵：（何かをこらえるような声で）……俺も……俺も、楽しかったぜ。

モルガン：ソフィアソフィア、またネットＲＰＧで会おうなっ。

ＧＭ：「はい。またお会いしましょう」

マーヤ：またほとぼりが冷めたら、会いに来ます。以蔵さん、お別れする前にひとつ、お願いを聞いてもらえますか？

以蔵：お、おう。なんだなんだ、とこうばら色の妄もう想そうがぶわーっと。

マーヤ：ま、まあ、だいたい妄想してることはわかったんだけど……。

以蔵：（妄想中）そんなことまで!?　やばいなあ、ちょっと。周り、人いるぜ？

マーヤ：お、落ち着いてください。みなさんの視し線せんも怖こわいんで。

以蔵：じゃ、じゃあ、怖くない範はん囲い内でなんだって聞くぞ？

マーヤ：じゃ、あの……ちゃんと、子こ供ども作って下さい。できればお孫さんやひ孫さんも。

以蔵：おう、それはもちろん！　そのために俺は生きている！

モルガン：まあ、その心配だけはこやつには必要ないな。

マーヤ：お願いします。……その結果が私の生まれた未来につながるんです。みんなががんばって生きて、がんばって未来をつないで、その結果が私です。だから……あなたの遺い伝でん子しにこうお願いします。会いに来てください、と。

以蔵：任まかせてくれ。……ところで、前から聞きたかったんだけど、俺の未来ってどうなってんの？

マーヤ：……立りつ派ぱな人ですよ？

以蔵：立派な人になれるんだね!?

モルガン：先に言っておくが、「怠なまけてても、俺、立派な人になれるんだー！」とか言って、ごろごろせんようにな。

以蔵：わ、わかってるさ。

マーヤ：これはしゃべっていいのかどうかわかりませんけど、これから先、地球は何度も滅ほろびかかります。戦争もたくさんありますし、悲しいことも減へりません。これから、未知の病気もたくさん増ふえます。

以蔵：おい、暗黒の未来が見えてきたぞ。

マーヤ：でも、以蔵さんたちががんばってくれたおかげで、今の私たちがいるんです。

一同：おお！（感嘆）

マーヤ：だから……がんばってくださいね。

モルガン：さ、長々と別れを惜おしんでいる場合でもなかろう。永えい久きゆうの別れというわけでもあるまい。

マーヤ：じゃあ、次にお会いしたときに、将しよう来らい以蔵さんがどうなったかもお話ししましょう。

以蔵：最後に握あく手しゆしよう。……今、気づいたけど、ロボ子、なにげに手やわらかくてあったかいんだな。

マーヤ：プロノイア博士が、そう作ってくれましたから。

モルガン：おぬしの頭のつかみ心地ごこちはなかなか良かったがな。

以蔵：つかみ心地って……でも、助かったぞ、ドラ子。いや、モルガン。

モルガン：ではな、と天使の翼つばさを出して、マーヤの手を引いてばっさばっさと飛んでいく。いずれ、また会おう！　約束の王よ！

マーヤ：では、また！

モルガン：シャルもソフィアもまたな！

ＧＭ：「ええ、また！」ぶんぶんと手を振ふるソフィア。

シャル：しょっちゅう顔を合わせるような間あいだ柄がらでもありませんが。

モルガン：なに、友人というのはいずれどこでも会うものよ。

シャル：ま、それは否ひ定ていしません。

マーヤ：それではみなさん、お元気で。

以蔵：俺が恋こいしくて泣くなよー。

シャル：では、あなたもお元気で、というのは変かもしれませんが。

マーヤ：今はもうその言葉の意味がちゃんとわかります。みなさんもお元気で！　では！

モルガン：では、霧きりの向こうに船で消えていく。




　そして、未来から来た白銀のアンドロイドと、空かける太古の竜りゆうは霧の彼方かなたへと去った。

　去ってしまえば、あのふたりが夢ゆめだったのかどうかすら、定かではないように思える。

　思い出だけが、そこにあった。







◆Ending 03◆平和の国を離はなれて


Scene Player ─── シャル






　マーヤとモルガンを見送り、アパートに戻もどってくる間、以蔵たちはひどく無口だった。

　誰だれもがこのお祭りの終しゆう焉えんを理り解かいしていた。

　そして、終わるからこそ、思い出は貴とうといのだということも。

　アパートの玄げん関かんではき掃そう除じをしていたもみじが、戻ってきた以蔵たちに笑え顔がおを投げる。




以蔵：行っちまったなあ。

ＧＭ：じゃあ、アパートに戻るともみじが「マーヤとモルガン、もう帰ったの？」と聞きます。

以蔵：ああ、ちゃんと空港まで送ってきたぜ……と、言っておこう。

ＧＭ：そうですね。さすがにドラゴンとかアンドロイドって話はできないでしょうし。「そっか。ごめんね、アパートを離れられなくってさ」と。

以蔵：いいよいいよ。

シャル：……話をしていませんでしたが、私たちもそろそろ帰ります。町外れにヘリが用意してありますので。

以蔵：やっぱり、ソフィアもお姉さんも帰っちゃうのか。

シャル：……いる必要がなくなりましたからね。

以蔵：向こうって戦争やってんだろ？　そんなとこ行かなくてもいいんじゃない？

シャル：私は傭よう兵へいです、今回が特別。私の相手は元々人間です。

以蔵：でも、それだってさ……こう、同じぶん殴なぐったり、どうこうする仕事だったら、こっちでボディガードとかってのもあるんだしさ。平和だし、簡かん単たんにごはん、食べられるぞ。

ＧＭ：もみじも、「このアパートなら、いつまでだっていてくれていいのに……」と。

シャル：だが、それは私の仲間を見み捨すてることになる。

ＧＭ：ソフィアも、「それにあなただって、日本が戦争になったからって日本から逃にげたりしないでしょう？」と口を添そえます。

以蔵：…………もちろん。

シャル：まあ、今の沈黙につっこむのはやめてあげましょう（笑）。

ＧＭ：「私にもあそこに家族がいますし、大事なものもあります。いつか、クロドヴァが平和になったら、また会いに来ます」そう言って、ソフィアは以蔵ともみじを見ます。

以蔵：……そうだな。

ＧＭ：「とても良い国なので、いつかぜひ遊びに来て下さい」そう言って、ソフィアはふたりの手を握にぎります。

以蔵：もちろん、遊びに行くよ。

シャル：その時は名物でもごちそうしよう。……では、以蔵、もみじ。いと健すこやかに。

以蔵：そっちも元気でね。……死ぬなよ、ふたりとも。

ＧＭ：「はい、ふたりもお元気で！」ソフィアもちょっと涙なみだ目めで、でも笑顔を作って答えます。

以蔵：それから、いつか時間ができたら、そのときは日本に骨ほね休やすめにでも来いよ。

シャル：あなたがクロドヴァに来てもかまわないのですよ？

以蔵：いやいやいや……君たちの邪じや魔ま、いや俺が行ったらクロドヴァなんか一日で平和になっちゃうので！　それはだめだろ？　俺が行くべきじゃないと思うんだ、そう！　あそこは君たちの土地だ。つまり君たちが切り開くんだ……（力を込こめて）未来を。

シャル：ニヤリと笑って。これは残念。ぜひ、あなたに一日でクロドヴァを平和にしてもらいたかったのですが。

以蔵：俺が行けばなあ……残念だ（笑）。まあ、一日とはいかないまでも、あんたたちならすぐに平和にできるよ。

シャル：努力は続けます。私たちの望みはそれですから。（ソフィアを向いて）お嬢じようさま。

ＧＭ：「私もあきらめずに頑がん張ばります。以蔵さんもあきらめずにがんばってください！」

以蔵：いつでもウェディングドレス姿すがたで俺の胸むねに飛び込んできていいんだぜ？（笑）

シャル：無言で以蔵に一いち撃げきを入れる。

ＧＭ：もみじも無言でローキックを。

以蔵：つんのめって倒たおれる。

ＧＭ：「……ところで、前から気になってたんですけど、以蔵さんは体が弱いんでしょうか。ときどき、私と話してると倒れるんですが」

シャル：彼は残念な病に冒おかされているからな（笑）。

以蔵：主に脳のうがね（笑）。

ＧＭ：「では……」と改まってソフィアが言います。




「また……逢あえる日を楽しみにしています」

　ぺこり、と頭を下げてソフィアはシャルの用意した車の後部座席に乗り込んだ。

　それきり、ソフィアは何も言わない。何かを言えば、泣いてしまいそうだったから。




シャル：（運転席から顔を出して）以蔵……いろいろと、楽しかったよ。ありがとう。

以蔵：（ドギマギして）……あ、ああ。その……よかった。

シャル：……出来の悪い弟が出来た気分だった。家族というのも、悪くない。さらばだ、以蔵。

以蔵：……さようなら、ソフィア、シャル。




　そして車は発進し、戦火絶たえることなきクロドヴァへとふたりは走り去っていく。

　以蔵ともみじは見えなくなるまで、手を振ふり続けていた。







◆Ending 04◆祭りの終わり


Scene Player ─── 以蔵






　そして。

　嵐あらしのような数ヶ月は終わり、アパートに静せい寂じやくが戻もどってきた。

　ひどく広くなった部屋を見回して、以蔵ともみじはちょっとため息をついた。




ＧＭ：じゃあ、最後にもみじと以蔵が残される。昼下がりのけだるい午後、という感じ。

以蔵：祭りは終わりだなあ。

ＧＭ：「そうね。私にはよくわかんないことも多かったけど……とりあえずこれでよかったんだと思うよ？」

以蔵：終わってみると、わりと寂さびしいな。

ＧＭ：「そうね……多分、しばらくアパートが広くて戸と惑まどうんじゃないかな」

以蔵：うん……。

シャル：あ、アパート直していかないから（笑）。

以蔵：え。ぼっこぼこの扉とびらとかついたまんま？　秘ひ密みつ基き地ちとか!?

マーヤ：ごめんなさい、忘わすれてました！（笑）

以蔵：ま、まあ、いつでも戻ってくるのはできそうだしな。

モルガン：あと、ネット回線もつながったまま。でも、電でん源げんつけるとＭＭＯしか開かない（笑）。

以蔵：ま、まあ、色々あった！　と、もみじに言おう。

ＧＭ：「文化祭もばたばたしてたけど、なんかいろいろあって退たい屈くつしなかったね」

以蔵：いやぁ、ほんと、すごかったぞ。もちろん信じないだろうけど、今までの話、俺おれの武ぶ勇ゆう伝でんを話し始める。俺が世界を救ったヒロイックサーガ！

ＧＭ：その時点でもう誰も信じない（笑）。

以蔵：まあ、いいから、聞け聞け聞けって。

ＧＭ：「はいはい、わかったわかった。じゃあ、お昼ごはん作ってあげるから」

以蔵：お、ありがとう。

ＧＭ：「ごはん食べながら、ゆっくり聞くから」

以蔵：やっぱお前の手料理が一番だ！　愛してる、愛してる！　ラブユー！

ＧＭ：「はいはい、録音してクロドヴァとかに送るわよ？」

以蔵：ああ、いくらでも。そっちはそっちで、子作りとか必要だからね、うん（笑）。約束したからな。

ＧＭ：「なにをだ！」スパーンっと勢いきおいよくつっこみが入る。

以蔵：いててて……。







◆Ending 05◆時の向こうで


Scene Player ─── マーヤ






　近未来。スペースコロニー〝アルバトロス〟のＵＧＮ研究室。

　レストアされたマーヤは、はるか宇う宙ちゆうに浮うかぶ地球をちょっと見ると、また報ほう告こく書の入力に戻った。




マーヤ：では、私の顔がモニターに映うつりこんでいて、文字が流れていきます。これが、私が出会ったブラストハンドというコードネームを持つオーヴァードとその仲間たちに関する顚てん末まつである。

ＧＭ：なるほど。冬とう眠みんしてたマーヤを発はつ掘くつした後ですね。

マーヤ：で、書いていると、私を作ったプロノイア博士が後ろから声をかけてくるので振ふり向いて……報告書まとめました。

ＧＭ：「ありがとう」プロノイア博士が、もみじによく似にた顔で笑います。

マーヤ：もう……遠い昔のことですけれど、今でもすぐに思い出せます。

ＧＭ：「本当にありがとう。今、この世界があるのはあなたのおかげよ」

マーヤ：いえ、私の力ではありません。あの時代の人たちがみんながんばってくれたおかげです。私はひとつのきっかけにすぎませんから。

ＧＭ：「そうね。御ご先せん祖ぞ様は大したものだわ……じゃ、一休みしたら、またこれからもよろしくお願いね。イーターの脅きよう威いは去ったわけではないのだから」

マーヤ：じゃあ、私がラボの部屋から出て行くと、そこから宇宙が見えるんですよ。そして、宇宙空間を見ながら各自の顔を思い出してですね、みなさん、人はここまで来ましたよ。

ＧＭ：おお、かっこいい。

マーヤ：これから先、もっと向こうまで行くでしょう。みなさんの心を乗せて。みなさんが命がけで残した……未来を。

ＧＭ：うんうん。

マーヤ：で、カメラが引いていって、宇宙空間から映うつっている私がどんどん遠ざかって太たい陽よう系けいの方に移い動どうしていきます。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：すると、ここでもう一度ひいていったカメラが地球に近づいていって、以蔵たちに戻る。

以蔵：じゃ、昼ご飯のオムライスを食べながら説明をしてる。で、その時俺は宇宙に行ったんだよ！

ＧＭ：「わかったわかった、それで？」ともみじは面おも白しろそうに聞いてる。

以蔵：そのとき俺は選ばれた王、アーサーであることが判はん明めいし、エクスカリバーを手にしたんだ！

ＧＭ：「えくすかりばあ？」

以蔵：そう、まるで百年にも匹ひつ敵てきするかのような長いヒロイックサーガだった。そして、俺は太陽系の力を手に入れようとする悪の根こん源げんにその剣つるぎを振ふり下ろした！

ＧＭ：「何、その富ふ士じ見みドラゴンブックのリプレイみたいな話」（一同爆ばく笑しよう）




「ちげーんだって！　それでな、そしたら相手が俺のコピーになって……！」

「あははは、それ最高！　それじゃ負けちゃうじゃないの！」

「そうそう、いきなり相手がマヌケになって……違ちがう、違う！　超ちようかっこよかった！」

　少し広くなった、いつもの四畳じよう半。

　夏の日差しがふたりを照らす。

　飽あきることなく以蔵ともみじは思い出を語り続けていた。

　あの灼しやく熱ねつの日々を、いつまでも、いつまでも……。








ダブルクロス・リプレイ・ストライク「天からの一いち撃げき」　完


















■ダブルクロス The 2nd Edition

発売：富士見書房

定価：本体四〇〇〇円（税別）

ISBN：4-8291-7531-1
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　第一回ゲーマーズ・フィールドゲーム大賞準入選作。本作はその改訂版にあたる。

　舞台は我々が住むのとほとんど変わらない、少しだけ未来の日本。だが、その世界は十数年前世界に撒かれた〝レネゲイドウィルス〟によって発生した超人オーヴアードによって変貌してしまっていた。ＰＣたちは人の心を持ち、日常を守ろうとする超人オーヴアードとなって、ウィルスに心を喰われた〝ジャーム〟を始めとする敵との人知れぬ戦いに身を投じる。

　基本ルールブックとも呼ばれるこの本は、『ＤＸ２』のプレイには必要不可欠。キャラクターの作成方法や数々のエフェクト、基本ステージについての詳細な解説、すぐ遊べる二本のシナリオなどが掲載されている。もちろん、判定や戦闘といったルールのすべてもこの本に収録されている。







■ブレイクアップ

発売：ゲーム・フィールド

定価：本体一九〇〇円（税別）

ISBN：4-907792-50-6
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『ＤＸ２』のサプリメント第一弾。

『ブレイクアップ』には本書をはじめとする数々のリプレイに登場した〝Ｄロイス（ディスクリプト・ロイス）〟が紹介されている。

　この特殊なロイスは侵蝕率を軽減しない代わりに、キャラクターに特殊な設定を付加する。

　絶大な力を与える〝レネゲイドクリスタル〟の〝適合者〟であることを意味する〝賢者の石〟。

　レネゲイドを殺すため変異したレネゲイドの感染者〝対抗種〟。

　はるか古代から存在し続けていたオーヴァードであることを意味する〝古代種〟……。

　これら十二種類のＤロイスは、さらに『ＤＸ２』を過激にヒートアップさせるだろう。

　加えて、『ブレイクアップ』には連続して遊ぶことができる七本のシナリオ（これをキャンペーンと呼ぶ）、〝Crumble Days〟が掲載されている。







■アルターライン

発売：ゲーム・フィールド

定価：本体三〇〇〇円（税別）

ISBN：978-4-907792-66-4
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　追加ステージを導入するサプリメント第二弾。

『アルターライン』では以下の三つのステージが導入された。

　すなわち、鬼や妖怪、邪悪な妖術師が跋扈する京の平和を守るため、平安時代の武士や陰陽師となって立ち向かう〝平安京物怪録〟。

　レネゲイドウィルスの流出事故によってほとんどの住民がオーヴァードと化し、オーヴァードの存在が周知の事実となった閉鎖都市を舞台に、バイオレンスアクションを繰り広げる〝デモンズシティ〟。

　大規模ネットワークＲＰＧ〝ダブルクロス〟に捕らわれた人々がゲーム世界の中で必死に脱出をもとめて戦う〝ロストエデン〟。

　これらのステージにはそれぞれデータやパーソナリティーズ、世界設定が付属する。







■アウトランド

発売：富士見書房

定価：本体三八〇〇円（税別）

ISBN：4-8291-7627-X
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　追加ステージ集第二弾。

　内戦下の小国を舞台にオーヴァード傭兵たちが超人的な活躍を繰り広げる〝陽炎の戦場〟。

　第二次世界大戦前夜を舞台に、オーヴァードの力で超人となった英雄好漢たちが集う〝ウィアードエイジ〟。

　宇宙に浮かぶコロニーを舞台に、人を襲う謎の敵〝イーター〟とＵＧＮの戦いを描く〝Two Faces of Tomorrow(TFT)〟。

　萌えとITの街アキハバラを舞台に、ＵＧＮとＦＨのすこし不思議な物語〝アキハバラ〟。

　覆面をかぶったスーパーヒーローたちの世界〝マスクドヒーローズ〟。

　ＦＨが勝利したもうひとつの世界を描く〝エンドライン〟。

　オーヴァード動物たちの島を舞台にした動物たちの物語〝カオスガーデン〟。

　以上七つのステージに加え、基本ステージや『アルターライン』用の追加データも記載。







■コントラストサイド

発売：ゲーム・フィールド

定価：本体二〇〇〇円（税別）

ISBN：978-4-907792-96-1

[image: ]




　世界の闇に潜み、さまざまなテロ活動を繰り広げる謎の組織〝ファルスハーツ（ＦＨ）〟。

　数々のリプレイでもおなじみのこの組織をフィーチャーしたサプリメントが『コントラストサイド』だ。

『コントラストサイド』では、ＦＨをＰＣとしてプレイするためのルールが紹介される。彼らの胸に秘めた野心を表現するための〝欲望〟や、さらに過激なファルスハーツ専用Ｄロイス、数々のファルスハーツ用秘密兵器などのデータが満載だ。

　もちろん、ＵＧＮのＰＣが使用できる追加エフェクトやリプレイ、ＵＧＮとＦＨのＰＣが同時に登場するシナリオなど、ＦＨだけではないサービスも満点。『ＤＸ２』のプレイをよりホットにする一冊と言えるだろう。
















ステージ紹介




　本書には、さまざまなステージ（舞台）が登場する。数々の時代、あまたある場所でオーヴァードたちはそれぞれに生き、物語を繰り広げているのだ。

　これらの舞台をまとめて、『ＤＸ２』では〝ステージ〟と呼称します。ステージはいわば〝舞台設定〟に相当する。たとえば「現代に酷似し、裏でオーヴァードが暗躍する日本」や「鬼が跳梁する平安時代の京都」などがそれぞれステージにあたるのだ。

　ステージにはただ設定だけでなく、様々な決まり事が存在する。現代日本にはスペースコロニーは存在しないし、平安時代のキャラクターが携帯電話を持っていることもないだろう。

　こうしたステージの表現のために、それぞれのステージには特有の装備や人物、固有のエフェクトなどが定められている。それらを利用することで、それぞれのステージをより〝それらしく〟表現することが出来るのだ。

　以下に、本書に登場しなかったステージを含めて、これまでのシリーズで登場したステージを簡単に紹介する。参考にして欲しい。




◆基本ステージ◆

『ＤＸ２』基本ルールブックに収録されたステージ。『ダブルクロス・リプレイ　闇に降る雪』『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』『ダブルクロス・リプレイ・アライブ』（いずれも富士見書房刊）の舞台ともなった。本リプレイでは以蔵ともみじがこのステージの出身者である。

　時代はすこしだけ未来の日本。我々が住む世界と変わらない外見を持つ世界。人々が知らないうちに全世界にバラ撒かれた謎の〝レネゲイドウィルス〟に感染した人々は超人〝オーヴァード〟となり、そのほとんどは人の心を失った怪物〝ジャーム〟となった。

　だが、人の心を失わず、日常との絆ロイスによって人であり続ける者たちは社会の裏で人知れずジャームと戦い続けていた。その中心となるのが、人類社会を守ろうとする秘密組織〝ＵＧＮ（ユニバーサル・ガーディアン・ネットワーク）〟とオーヴァードの社会を築こうとする〝ＦＨ（ファルスハーツ）〟である。

　ＰＣたちは望むと望まざるにかかわらずオーヴァードとして、みずからの日常を守るため、大切な人のためにジャームやＦＨと戦うことになる。




◆平安京物怪録◆

　サプリメント『アルターライン』（ゲーム・フィールド刊）に掲載されたステージ。『ダブルクロス・リプレイ・ヴァリアント』の舞台のひとつともなった。

　時は平安時代。王朝文化華やかなりし、西暦にして十～十一世紀の時代である。

　だが、泰平を謳歌しているように見える京みやこには、鬼や妖怪と呼ばれるあまたの怪異が発生していた。これらはすべて、後の世に言う〝オーヴァード〟や〝ジャーム〟であり、唯人には到底対抗しえるものではなかった。

　そこで朝廷はひそかに検け怪が異い使しと呼ばれる役職を設立。陰陽師や妖怪の一族、僧侶、武士などから怪異と戦うことができる人材をかり集め、鬼や怪異に立ち向かわせることとした。

　ＰＣたちはこの検怪異使やそれに協力する人々、あるいは鬼や妖怪となって平安京の平和を守ることになる。




◆デモンズシティ◆

　サプリメント『アルターライン』（ゲーム・フィールド刊）に掲載されたステージ。

〝デモンズシティ〟は基本ステージと時間軸を同一にする、それでいてまったく異なった世界である。

　それは、今から八年ほど前のこと。日本のある都市で大量のオーヴァードが一斉に発生し、それにともなって無数のジャームが出現した。

　都市は完全に封鎖され、住民たちは否応なくオーヴァードの存在を知るようになった。

　名前を失った街は〝魔街デモンズシテイ〟と呼ばれた。

　法による統制を望む〝司政局〟と自由を愛するストリートの被登録市民たち、そして暗躍する数々のオーヴァード。

　オーヴァードであることを隠す必要がない街を舞台に、ＰＣたちはそれぞれの信じるもののため、変わり果てても大切な日常を守るために戦うのだ。




◆ロストエデン◆

　サプリメント『アルターライン』（ゲーム・フィールド刊）に掲載されたステージ。やはり『ダブルクロス・リプレイ・ヴァリアント』の舞台のひとつともなった。

　〝ロストエデン〟はＭＭＯＲＰＧ（Massive Multi-player Online RPG）、つまりネットを介して多人数が同時にプレイするコンピュータＲＰＧの世界である。

　舞台となるＭＭＯＲＰＧの名は〝ダブルクロス〟。アンダーグラウンドを中心に流行しているゲームである。このファンタジーＲＰＧはヘッドセットを装着してログインすることで、まるで現実のようなフィールドが広がることで好評を博していた。

　だが、その裏には黒い噂も存在した。〝プリズナー〟と呼ばれる一部のゲーマーは意識を完全に〝ダブルクロス〟に捕らわれてしまい、ログアウトできなくなるというのである。そして、ログアウトできなくなったプリズナーがゲーム内で死亡すれば、それは本当の意味での死を意味する、というのだ。

　ＰＣはこの〝プリズナー〟を演じることになる。彼らの目的は〝ダブルクロス〟をクリアし、現実へと帰還することだ。




◆陽炎の戦場◆

　サプリメント『アウトランド』（富士見書房刊）に掲載されたステージ。本作ではシャルとソフィア博士、エルキュールがこのステージの出身者である。

　時代背景としては基本ステージと同じだが、舞台は内乱中の東欧の小国クロドヴァと、雰囲気は大きく異なる。

　この小国で発見された新世代のエネルギー源、〝ダギウム鉱石〟がすべての発端だった。

　ダギウムの独占を狙う多国籍企業〝ルカーン財団〟の後押しを受けて、クロドヴァ南部は〝ラゼラム共和国〟として独立。ルカーン財団の開発した新兵器を持って、クロドヴァの首都へと迫った。

　これを迎え撃ったのが、クロドヴァの公子エミールと、彼が組織したオーヴァードの傭兵部隊〝デザートミラージュ〟であった。世界初のオーヴァード軍である彼らは、崩壊しかかった公国を立て直してのけたのである。

　対抗すべく財団側もオーヴァード部隊〝ノインテーター〟を投入。人類初のオーヴァード同士の戦争がここに始まった。

　ＰＣたちはこの超人傭兵〝デザートミラージュ〟の一員となり、みずからの信じる何かのために、戦争という非日常の中の日常を生きていく。




◆ウィアードエイジ◆

　サプリメント『アウトランド』（富士見書房刊）に掲載されたステージ。『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト』（富士見書房刊）の舞台でもある。

　時は第二次世界大戦前夜。未曾有の悲劇が全地球を覆いつくそうとする、まさにその幕開けの時である。

　この時代、列強は来るべき激突に備えてそれぞれ牙を研ぎ、中でもドイツから全世界に手を伸ばそうとしていたナチスは、超古代の秘密兵器や魔術の神秘、超科学の発明品などを貪欲にかき集めていたのである。

　無論、〝正当な〟歴史ではこれらはすべてトンデモとされるものだ。だが、これらの超存在がすべて存在し、しかもすべてがレネゲイドの産物だったとしたら？　というのが『ウィアードエイジ』の骨子である。

　ＰＣたちはこの激動の時代に生きる英雄好漢となり、それぞれが習い覚えた絶技（オーヴァード能力）によって超人的な大活躍を行なうのだ。




◆The Two Faces of Tomorrow◆

　サプリメント『アウトランド』（富士見書房刊）に掲載されたステージ。本作ではマーヤとカルキがこのステージの出身者である。

　舞台は来るべき近未来。人類が宇宙に移民して、すでに半世紀が過ぎた時代である。移民初期に建設されたトーラス型スペースコロニー〝アルバトロス〟では、約一万人の人々が平和な生活を営んでいた。

　だが、このコロニーにはある秘密があった。十八年前発生した謎の事故以来、〝イーター〟と呼ばれる謎の敵の攻撃にさらされていたのである。イーターはオーヴァード以外には知覚することができず、コミュニケーションも叶わず、そして人を襲う。

　これに対抗するのが表向きは宇宙ゴミスペースデブリの廃棄業者である秘密機関ＵＧＮである。彼らは十八年前の事故以来出現したオーヴァードをまとめあげ、イーターと戦っているのだ。ＰＣたちはＵＧＮの一員、あるいはその協力者となって、イーターと戦い、日常を守るのである。

　なおこの時代にはマーヤのような〝ロボット市民〟が存在し、人間と同等の人権を認められている。彼らは人間のよき友人なのだ。




◆アキハバラ◆

　サプリメント『アウトランド』（富士見書房刊）に掲載されたステージ。

　アキハバラはほんの少しだけ基本ステージからずれた、似て非なるステージである。舞台は東京に存在する巨大電気街アキハバラ。

　かつては安価な家電の街として、電子部品のメッカとして知られ、現在はＩＴ関連技術、そしてキャラクターコンテンツビジネス、いわゆる〝萌え〟によって知られるようになった街。それがアキハバラだ。

　中でもＪＲ秋葉原駅前に出現した地上九階の家電量販店〝ファイナルハーツ〟は、家族連れからマニアまでを満足させる家電や情報機器、キャラクターグッズやゲームソフトなどの品揃えによって、爆発的な人気を呼んでいる。

　このファイナルハーツがＦＨのダミー企業ではないかと考えたＵＧＮ日本支部長〝リヴァイアサン〟霧きり谷たに雄ゆう吾ごはアキバ支部としてメイド喫茶〝ゆにばーさる〟を開店。薬や王こう寺じ結ゆう希きを店長として秘密活動を開始した。

　実際にアキバでは（ＦＨに限らず）様々なレネゲイド犯罪が裏で頻発しており、ＵＧＮはメイド喫茶活動のかたわら、これらの怪事件と戦っている。ＰＣたちもオーヴァードとして、この戦いに関与することになるだろう。




◆マスクドヒーローズ◆

　サプリメント『アウトランド』（富士見書房刊）に掲載されたステージ。

　基本ステージとはパラレルワールドの関係である。

　今から十九年前、世界にバラ撒かれたレネゲイドウィルス。それは〝オーヴァード〟と呼ばれる超人と、人に仇なす〝ジャーム〟を生み出した。オーヴァード犯罪は激化の一途をたどり、人々はオーヴァードを排斥するようになった。

　だが、そこにひとりのヒーローが現れる。彼の名は〝キャプテン・ユニバース〟。青いコスチュームを身にまとい、世界平和のために戦う偉大な男であった。彼は五年前、ジャームとの戦いで命を落としたが、その志は死にはしなかった。

　数々のオーヴァードたちがコスチュームを身にまとい、平和をおびやかすジャームやレネゲイド能力を悪用するヴィラン（悪漢）たちと戦うようになったからである。

　本ステージには《ワーディング》が存在しない。従ってＰＣたちはその正体を愛する者から守るべく、覆面やコスチュームを必要とする。




◆エンドライン◆

　サプリメント『アウトランド』（富士見書房刊）に掲載されたステージ。やはり、基本ステージとはパラレルワールドの関係にあたる。

　このステージでは、〝ロード・オブ・アビス〟の反乱（リプレイ『闇に降る雪』参照）が成功した世界が描かれている。世界はＦＨによって表向き平和に統治され、オーヴァードは優越種として社会のあらゆる場所で重要な位置についている。ＵＧＮはレジスタンスとなって地下活動を行っている。

　だがその影ではＦＨによる非オーヴァードへの生体実験など、数々の非道が行われている。ＰＣたちはすべてが変わってしまった世界で、戦い続けることになる。




◆カオスガーデン◆

　サプリメント『アウトランド』（富士見書房刊）に掲載されたステージ。本書ではモルガンがこのステージの出身者である。

　世界のどこかにある無人島。そこにはレネゲイドウィルスによって人間同等の知恵を得た動物たちが住んでいる。彼らは人語さえ操り、いくつかの〝トライブ〟に別れて争っていた。この島には人間はいないが、かつて人間が残した高度な研究機関があり、かつて何らかの実験が行われたことを推測させる。

　ＰＣたちはもちろん動物オーヴァードであり、カオスガーデンに降りかかる様々な災難や事件から、その力を生かして日常を守るのだ。







あとがき




　はじめまして。本書を手にとっていただいた皆さま、著者の小太刀右京でございます。もしこれまでに、著作を手にとっていただいているかたにとってはお久しぶりです。お買いあげありがとうございます（もし本屋で手にとっていらっしゃる最中なら、迷うことなくレジにお運びください）。




　初の文庫リプレイ、それも中学生時代から愛読していた富士見ドラゴンブックからの出版とあって、本書は大変な緊張に見舞われました。いろいろな点で未熟をさらしそうになった私をフォローしていただいた他ならぬダブルクロスのデザイナーである矢野俊策氏には感謝の言葉もありません。




　本リプレイのテーマは、クロスオーバーです。

　異なる世界、異なる時代のキャラクターが競演する、というテーマは古くから人類に好まれてきました。たとえばインドやギリシャの神話には、はるか古代の神々から、近世に入って登場した神々、近隣諸国の神々・英雄までが入り乱れて登場します。〝おらが国の神様〟と〝隣の国の神様〟が同時に出てきて活躍する話は、お互いの国の友好を示すものとして、炉端や王宮で愛好されたのでしょう。

　筆者はたいへんこうしたクロスオーバー物が好きで、デビュー作である『異界戦記カオスフレア』（新紀元社刊）も同様のテーマを扱っています。

　そんなわけで、本書執筆にあたり、私がクロスオーバーを指向したのは当然のなりゆきでした。

　基本的なコンセプトは「超人であっても平均的な日本人の価値観を持つ主人公のところに、いろいろな異世界から強烈な個性を持ったキャラクターが押しかけてきて、考え方の違いからドタバタが起きる」というものでした。




　クロスオーバーのギミックのために、シナリオにもいろいろな仕掛けを施してあります。以下に簡単な紹介を行いますが、もしまだ本編を読んでおられない方は、ネタバレを回避するために本編を読んでからになさってください。




第一話

　第一話は、「いかにしてクロスオーバーのドタバタを実現させるか」というのが至上命題でした。いろいろなキャラクターが登場しても、バラバラに行動して何となく合流し、最後に敵と戦うのでは、異なる世界のキャラクターが入り交じっているおもしろみは生かし切れない、と考えました。

　そこで用意されたのが〝アパート〟です。異質な人間が隣り合って住んでいても何となくおかしくない、昔懐かしい木造アパートと管理人の娘というギミックが、第一話の要でした。




　次に考えたのは、そのアパートに全員が同居する理由です。ここで〝特異点〟という設定が考え出されることになりました。敵は以蔵を狙って攻めてくる、従って以蔵を守ることが世界を守ることにつながる、よって全員が否応なく以蔵と同居する……。




　かくして、四畳半に異世界から来た美少女がみっしりと詰め込まれる、という第一話のあのドタバタが生まれたのです。幸い、ＰＣ①のプレイヤーに田中天さんを選べたことで、「誰かが面白いことを言う[image: ]天さんが面白いリアクションを取る[image: ]さらに別の誰かがツッコミを入れる[image: ]それに天さんが反応して……」というスパイラルを生み出すことができました。




第二話

　第二話のコンセプトは、「以蔵に自主的に悪と戦うモチベーションを与える」でした。

　国見以蔵というキャラクターはその立場から、どうしても受け身にならざるを得ません。なにせ、彼なりの平凡な日常に、山のような侵入者が押し寄せてきたのですからこれは当然です。降りかかる火の粉を払うのが精一杯、というのが普通の認識でしょう。




　しかし、それではヒーローとしては趣に欠けます。やはり物語の主人公には、自分の意志と物語上の方向性を一致させ、みずから危地に飛び込んでいって欲しい、と筆者は考えました。

　そこで、一話のギミックを逆利用することにしました。つまり、安住の地でありドタバタの舞台であるアパートを彼から奪うのです。世界全体が以蔵を追い回す、という異常な状況を用意することによって、否応なく彼に決断を強いる物語構成にしよう、と考えました。




　さいわいこれはプレイヤーのみなさんの創意工夫によって、ＧＭが想像していた以上の盛り上がりを見せました。以蔵自身の苦悩もそうですが、マーヤ、シャル、モルガンがそれぞれの立場からそれぞれの行動を行うことによって、以蔵（とソフィア）がそれぞれに成長し、その象徴としてスペースシャトル〝エクスカリバー〟が飛び立つ、というシークエンスは、ひとえにプレイヤーの行動によってもたらされたものです。




　最後の敵であるカルキ自身が以蔵をコピーする、というアイデアは〝特異点〟のアイデアを考えついた時から決めていました。彼の力によって始まった物語である以上、それを打ち砕くのもまた彼のよき心なのです。そして、特異点が失われたことによって、人々は元のいるべき場所に帰り、世界には平和が戻ってくるのです。




　本作の刊行にあたっては、大変多くの方のご支援を得ました。

　とにかく不出来な後輩を[image: ]咤激励し出版まで導いてくださった矢野俊策氏とＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の皆さま、プレイヤー参加だけでなくリプレイ執筆にあたっても様々な助言を頂いた田中天氏と三田誠氏、『風の聖痕ＲＰＧ』（富士見書房刊）の作業で忙しい中いろいろとアイデアに付き合ってくれた三輪清宗氏。そしてもちろん担当編集様、書店の皆さま、この本を手にとってくださったあなた自身と、様々な人が本書を支えてくれています。

　もし続きが読みたい、とおっしゃって頂けるのであれば、是非ともアンケートハガキなど出していただけると嬉しく思います。紹介していないステージはまだまだ残っておりますから、是非とも著者としては頑張りたいところです。




　それでは、また皆さまにお会いできるのを心から祈っております。ありがとうございました。





二〇〇七年　六月吉日　小太刀右京





















天からの一撃




ダブルクロス・リプレイ・ストライク








小太刀右京／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．





富士見ドラゴンブック





令和3年7月20日　発行





ver.001





©FarEast Amusement Research Co.,Ltd.





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ドラゴンブック『天からの一撃　ダブルクロス・リプレイ・ストライク』

平成19年7月25日　初版発行





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










装幀者／岡村元夫












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/gaiji-twid-121.png
121





item/image/p043.jpg
| PCRO AR X |

WP {54
ON: B






item/image/p284.jpg
H150 > RHREAC i X

e






item/image/p161.jpg
’ /\:l; BIIIAR ) TLA + ARSAY
\]

; |
B\
\
( \\
(]
I

FHERET

——Kalki Strike Back —





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p313.jpg





item/image/gaiji-1pt4.png





item/image/gaiji-cid710.png





item/image/allcover-001.jpg
[RLBUIZU G NIy B DA =7 7= o
—Hin BRTIATALEDNS (= EodPLADT
TR0 T hRr Ak —] [RIHBI BT TR{NBIHE
Hla—a—] ERGoTHERNBHO IRk
LIANHDHH MHOTIFTVORUAAN A7 11 Zh
DDA - IR DR SRNER D LAY
FoWBR DOTITIT TN BIEY TRoTHA Y
Wi - KR TEHHRK [5 7N raR] VT VA4S =XT
SRRV KBEDOVEE, O THid |

WAUTN - ATUE - NOvEue: i |

2> m NGRS

HIS=152/ BEEALE





item/image/p151.jpg





item/image/p150.jpg
| H5370 > RHREAC i X

Pl

N
L g

4
’
[
I
]
1
)
\)
A Y






item/image/p267.jpg





item/image/p300.jpg
H3T0 2 Rk iE X






item/image/p145.jpg
H250 2 Rk iE X

@

“T‘l :v\}‘






item/image/gaiji-005.png
005





item/image/p029.jpg
Illllllllﬂ Cross Hﬂllla!l SII‘IKB ﬂllal‘a(}lﬂl‘ Filed

EILAY I TTA

YrRO—L: I/ FaA1Z

fﬁﬁ" 7r EH TEF'JIJ ﬁ
DIII/(7\ Eﬁ%ﬁ 7\T / 7J7r7\73 7'/
HY1€I7I'7|\

(BHRORA(A -y I\ EEORE)(ENTOBN),
(Bof (2810 (KE0R). (Z8).(1E-21717),
(79%+J2), (7790778

6! BETZHNROELELNK ! |
A —D 7 —FOERRE." AFAH—T > " D= EEZ B
B>, BHEIED D DOTET——FELLblcH->

BZTHLHBELND,

LG 77— —EDEETH S " KIRDE " % 2000 F 1Y
FRLROTHY, BRI THAIURBENROEBRME L TR
ZEFLSET S,






item/image/p028.jpg
Double Cross Replay Strike Gharacter Filed

1

el

PURA—A AR /EBIVIZIDR

ITIUTTIN-Z 89—

O—RR—L:H B L

25 5% TR = Z
DHAAR: L AT =2 BROES
BEI7ob:

(2218 hoAT LN A DARMN(I M-V =P,
(RWFILRAM V742749 RAE TN )TA )
(9YRGI4 A0 AFHYT195 - E-R), (BLHH)

[Z2Z2 Tk, BESEMHEENA]
DOTRRMNDEZZFICEEN=HIE, RERTTHRLT
WBEEIT, VI«4T7ELICHEDN. ZORBNTZORT 7

EOEERMBK “TH—FI5—22" O—BEEo,

BICO—IITREEE—. BHDR—RZZRESLBNBEDEA,
EREUBED “BESE ERNYTATBRAIEEEEFED
BT, WBRDIOHIESFERERETRN,






item/image/p027.jpg
ﬂlllllllﬂ Cross Hﬂllla!l Sll‘ll(e cnaracler fllﬂz

'?—'\" IYFar=YR

orRAO—A: AD—w/fw719X

EM T% E% gk it
DD%Z EL%: ZT /'WTmm
HX1=fI717 b N
(1772427 4-928Y) (FA2AM=) (T2 /94R-E-F),
(NI RV R 5V ) AT E=7429), (BEDIR)
(RNEE), (RE0E). (BOE), (B2EX)

[Chf—F—&HNLET]
FREICIZIY—Y - T TaA— /ZMNEAHMmut4“r
WRIL T r—4—, TEW%ﬁktéw g HET

%b@é%@éﬁUﬁT%EAm %thﬁ%éntDT/
FCHB, REFIZTDNT—E2RIAENTAR—RIO=Z— 7

JVINRORT EERSHDE ‘A—F—" LDOERITREEF,
A= —DBLUREFHIEHROTET,






item/image/p026.jpg
Douhle GI‘IISS nenlav Strike character File1

I z m i

ESIZANU=A

I RAO—=LIN\XR—/EBIVTIUR

FiR 16/ RIS
DEI/I’X ’EEL% 7\7 ) % 7\7' /
HYf I7I7I~ h
(B, (x70TE (BROB),
(FLAryz49), (BFER). (BFEVB),
(ARG MRIWLA Y 71 =) (BROTE)

FRER
(B—d. BHSROFHESE TR LG5
MIBRICESERE, ZORMEIE UGN [RDNTLEY
J—0F—7— K55,

ARRZBICRAGWVERICEZSNERS. 77IVAN—Y
EDBLVEWZERYLIT TET,

D\ TDORRISBEHZDED, AHEVZIEUDFEENS
ZRICHTY. BRI CEEESSTZRYIRT,






item/image/gaiji-120.png
120





item/image/gaiji-excl3.png
Il





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		はじめに



		Story01 運命という名の流星-Destiny's Strike-



		Story02 少年は宇宙を目指す-Kalki Strike Back-



		製品紹介



		ステージ紹介



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/gaiji-twid-100.png
100





item/image/gaiji-twid-106.png
106





item/image/p333.jpg





item/image/p332.jpg





item/image/p331.jpg





item/image/p330.jpg
7






item/image/p215.jpg





item/image/p335.jpg
Ao D—E

ZTIW7AR ) TLA « ATA4Y

Appendix02
AF =N

FWTIS. FBLBRLL6OE
8HT. DX2] YU—-XTBBLLE
TATORF—SERNTS.





item/image/p334.jpg
L
o\
x
N
N
£






item/image/p292.jpg
|
il
=
=
=
L
S
N
R
AN
&






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/gaiji-100-g.png
100





item/image/p053.jpg





item/image/p289.jpg
$5250 2 Rk EAC iE X

&

@~
‘\"II"}
\, 4
Yamn?®
PR il

4

N,
(4

-y
- Bl
. TN

Y






item/image/gaiji-303.png
303





item/image/kuchie-002.jpg
b

WEOBR, T —FLHIC UGNUD.—.KZEI Dk, o
BokllbHBENS K5IV £7N— FTOEYESLEL
OLH, LEE WROECTS TW3, EEBLERIFET, £
7e® AAICHEE. DLVE NEAREDD B,

HERF— : AARA—F > HBERT—2 : BRRT—3

s

q

el

/'\"l LV chal

ZLNHEDEERSZME. XF l

HEEY 74 7ML OBMEL
T, UEDT /8= MTHUMEFT
<%,

> HERT— : BROWS

CSi—avu+k §#9






item/image/kuchie-003.jpg
.

APobe—O—(CmBAE! ]
NAERFNABYISREL,
BEHLWEDLEBELEDI
BREDE A LB,

$E‘O

Big9 (3





item/image/p329.jpg
Ao D—E

ZTIW7AR ) TLA « ATA4Y

Appendix01
emfan
(7oA R] Ici3& 2BV —=NT 9.
B7VRA Y PDOBEETS.

cCTR. ThONEREEE
MRICENTS.






item/image/gaiji-152.png
152





item/image/p081.jpg
v \)\
o
X (

,I






item/image/p241.jpg





item/image/gaiji-159.png
159





item/image/gaiji-153.png
153





item/image/p191.jpg





item/image/gaiji-twid-160.png
160





item/image/p106.jpg
H150 > REREAC iR X

L1
(IVE-Y





item/image/gaiji-107-g.png
107





item/image/gaiji-twid-163.png
163





item/image/p136.jpg
H150 > REREAC i X

L IoN-Y Il |






item/image/p097.jpg





item/image/gaiji-cid739.png





item/image/gaiji-cid13803.png





item/image/p127.jpg





item/image/p009.jpg
—Destiny' s Strike—





item/image/gaiji-107.png
107





